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はじめに 

 

 少子・超高齢・人口減少という社会構造の中で、いかにして社会保険方式で運営する

制度の持続可能性を担保するか。これは、わが国の介護保険制度を始めとした社会保障

制度にとっての喫緊の課題です。国は、平成 37 年のいわゆる団塊の世代の方が後期高

齢者に達する時期までにその課題を克服すべく、地域包括ケアシステムの実現を目指し

ています。 

 公益社団法人全国老人保健施設協会（以下、全老健）は、介護老人保健施設（以下、

老健施設）の役割として、①包括的ケアサービス施設、②リハビリテーション施設、③

在宅復帰施設、④在宅生活支援施設、⑤地域に根ざした施設、の 5 つを掲げており、こ

れらはすべて地域包括ケアシステムの実現に必要不可欠なものでもあります。つまり、

老健施設がその理念と役割を全うすることは、地域包括ケアシステムの構築に資すると

いうことでもあります。 

 これからの介護保険制度の課題は、予防的サービスの充実とともに、いかに質の高い

サービスを効率的・効果的に、かつ適正に提供するかということです。 

 しかしそのためには、何が機能低下につながるのか、その予防にはどのような方策が

あるのか、介護サービスの質の評価をどのようにして測定するのか、要介護等高齢者に

効果のあるリハビリテーションの内容とは何か、どのようにすれば在宅療養が長く続け

られるのか、等についてエビデンスの集積が必要です。 

 そこで全老健は「平成 26 年度老人保健健康増進等事業（老人保健事業推進費等補助

金）」として、「介護保険施設の入所者の機能低下およびその予防に関する調査研究事業」、

「介護老人保健施設退所者の在宅療養支援に関する調査研究事業」、「介護老人保健施設

における認知症を有する高齢者のリハビリテーションのあり方に関する調査研究事業」、

「介護老人保健施設における生活期リハビリテーションの実態と効果に関する調査研

究事業」の 4 つの調査研究事業を実施いたしました。 

 これらすべての調査研究事業の目的の根底にあるのは、前述した介護保険制度の課題

の解決と地域包括ケアシステムの構築に貢献できる老健施設のあり方についての検証

です。 

 今年度の調査研究事業では、目的の実現に資する成果を少なからず出すことができま

した。これらの成果が広く活用され、わが国の介護サービスの発展につながることを期

待します。 

 

平成 27 年 3 月 

公益社団法人全国老人保健施設協会 

会長 東 憲太郎 
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【Abstracts】 

研究要旨（英語） 

[Background] 

The elderly persons who returned home showed improvements in their “mobility and 

ADL”, “cognitive function”, and “eating and self-care” function during their stay in the facility 

stay; however, their functioning worsened after they relocated to their home. This was the key 

finding in the former study conducted in 2013 by Japan Association of Geriatric Health 

Services Facility. However, the research is yet to identify the factors related to functional 

improvement or deterioration during their relocation to home. Moreover, the ICF staging that 

is presently being used at health-services facility for the elderly does not include some items 

of ICF-generic set that are under review by WHO. 

 

[Purpose] 

Therefore, this study was carried out in order to gain an understanding of factors 

related to the functional changes in elderly persons during their relocation from geriatric 

health services facilities to home, and this study was carried out by extending the 

investigation period and increasing the number of survey panels. In addition, this study also 

aimed to collect basic data that would be used to add new evaluation indicator to ICF staging 

in order to collect the internationally comparable data. 

 

[Method] 

Elderly persons’ physical and cognitive functions, social participation during their stay 

in the facility, relocation from the facility, as well as subsequent stay at home were measured 

on the same survey panel for five times for continuously understanding the changes in 

physical functions as well as the changes in living environment. Also, new items were added 

to the survey items including “IADL”, “index of motivation”, “pain evaluation item”, and 

“quality of life”.  

The results from each panel survey were compared and analyzed during the survey period. In 

comparison and analysis, seven abstractive indexes (addition scale) were used to get a clear 

picture of the state of survey panel. The trend of changes for each investigation period and the 

significance of the average value difference were determined using generalized linear model. 

Additionally, factors associated with the functional change were analyzed with functional 

maintenance and improvement as its dependent variable and living environment and other 

personal factors as its explanatory variables using logistic regression model. 

 

[Result]  

The elderly persons’ functions improved during their stay in the facility, but they started 

to deteriorate after they returned home. However, their social participation improved even 

after their home return. The change of state after returning home from health-services 
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facility was also accurately verified by extending the investigation period. 

However, logistic regression analysis could not identify specific factors associated with their 

functional improvement or loss.   

 

[Conclusion] 

The functions of the elderly improve while they were in health-services facility, but they 

deteriorated gradually after they returned home. These functional changes in the elderly 

persons during they stay in the health services facility and after returning home showed same 

pattern as the previous study which indicated the validity of the study. 

Therefore, it verifies the necessity of functional maintenance by rehabilitation after returning 

home. Furthermore, elderly persons are expected to return to health-services facility or 

day-care service for rehabilitation after a certain period of time to maintain their function. 

On the other hand, the results also showed a trend toward improvement in “Activity and 

Participation” by returning home, as it brings more opportunities for leisure activity and 

social communication. Moreover, the result verified that returning home is effective in 

improving their quality of life.  
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【研究要旨】 
研究要旨（日本語） 

〔背景〕 

平成 25 年度に実施した、老人保健健康増進等事業「施設退所後の要介護高齢者が在宅生活を継

続するための要因に関する調査研究事業」では、老健施設から在宅復帰された利用者の状況につ

き、老健施設入所時と同じ指標（R4 システム版 ICF ステージング、以下「ICF ステージング」

という）を用い、継続的に追跡調査を行った。その結果、「移動及び ADL」、「認知機能」、「食事

及びセルフケア」といった機能は、入所中に改善傾向を示し、その後、在宅においてやや低下傾

向を示すことが明らかとなった。しかし、同事業においては、この機能の維持及び改善といった

変化の原因が、本人の身体機能によるものなのか、生活環境の変化によるものなのかという、「機

能維持・向上」に作用する因子の特定までには結びついていない。また、現在老健施設において

用いている ICF ステージングでは、WHO 等において検討が進められている ICF-generic set に

含まれる項目のうち、いくつかが含まれていない状況にある。 

 

〔目的〕 

このような背景をふまえ、本調査研究事業においては、前年度調査において実施した調査手法

に、環境要因を把握するための設問を加え、さらに調査期間の延長、調査対象者数の増加を行い、

前回調査結果において得られたデータの再現性を確認するとともに、この状態像変化に、どのよ

うな環境要因が影響しているのかを把握することを目的の第一とした。さらに、国際比較可能な

データ収集を目的に、新たな評価指標を ICF ステージングに追加するための基礎資料の収集を、

第二の目的とした。 

 

〔方法〕 

調査手法としては、身体機能の変化と生活環境の変化の両方の状況を継続的に把握するため、

これら項目を含んだ「退所者生活機能調査」を同一の対象者に対し、計 5 回実施した。また、ICF

ステージングに追加する新たな評価指標の検討にあたり、「IADL」、「意欲の指標」、「疼痛評価項

目」、「ICF に基づく新指標」を「退所者生活機能調査」の調査項目に加え調査を実施した。 

 

〔結果〕 

調査より得られた各回における結果を、調査回間で比較及び分析を行った。比較及び分析にあ

たっては、対象者の状態像をより明確に把握するため、7 つの要約指標（加算スケール）を用い、

一般化線形モデル（GLM）により各調査間における平均値の推移を把握するとともに、平均値の

差が有意であるかの確認を行った。また、「機能維持・向上」と生活環境変化との関係を明らかに

するため、「機能維持・改善」を独立変数、生活環境を従属変数としたロジスティック回帰分析を

行った。 

上記比較及び分析の結果、まず、老健施設入所から在宅生活における退所者の状態像変化につ

いては、昨年度調査とほぼ同様の結果が得られ、データの再現性が確認された。また、調査期間

を長く設定したことにより、老健施設退所後の、在宅生活における状態像の変化をより正確に捉

えることに成功した。なお、「移動及び ADL」と「認知機能」の「維持及び改善」に影響を及ぼ
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しうると想定される各項目を従属変数として行った回帰分析の結果、「維持・改善」に影響を及ぼ

すと考えられる明確な要因は同定できなかった。 

 

〔結語〕 

以上の結果より、在宅復帰する老健施設利用者は入所中に機能の改善をみるが、その後自宅に

帰ると機能は少しずつ低下することが明らかとなった。従って在宅復帰後のリハビリテーション

により、機能維持に努める必要があることが確認された。また、一定期間後に、再入所して再び

リハビリテーションを行うことで機能改善が期待されることも確認された。 

一方、「活動と参加」については、自宅に帰ることで、余暇や社会交流の可能性が広がるため、

改善傾向を示した。在宅復帰は利用者の思いや QOL を高めるために有効であることも併せて確

認された。 
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第１章 研究の概要 

 

１．調査の背景と目的 

平成 25 年度に実施した、老人保健健康増進等事業「施設退所後の要介護高齢者が在宅生活を継

続するための要因に関する調査研究事業」では、老健施設から在宅復帰された利用者の状態を、

老健施設入所時と在宅生活時で同じ指標（R4 システム版 ICF ステージング）を用い、継続的に

追跡調査した。その結果、調査実施期間が短いなかではあったものの、利用者の「移動及び ADL」、

「認知機能」、「食事及びセルフケア」といった機能は、入所中に改善傾向を示し、その後、在宅

においてやや低下傾向を示すという結果が得られた。また、追跡調査の結果、老健施設退所時と、

退所後在宅生活を始めて 1 週間後の期間における調査結果の差は、「身体機能の差」と「環境の変

化」のそれぞれが作用しているものと想定された。 

しかし、同調査研究事業は、平成 25 年度の追加採択事業であったため、調査対象者の選定時間

等も十分でなく、結果、調査期間、対象者ともに限られたなかでの調査であり、「環境の変化」に

関する「機能維持」の要因を明らかにするまでには至らなかった。 

そこで、本調査研究事業においては、昨年度調査研究事業から調査対象者数を増やし、また調

査期間を「退所後 1 ヵ月」から「退所後 3 ヵ月」まで広げることにより、老健施設退所後の状態

像変化をより深く追跡調査するとともに、「機能維持・向上」に作用する環境要因に関する検討を

行い、在宅復帰後も良好な居宅生活が維持できるよう、老健施設及び居宅におけるケアマネジメ

ントに反映をさせていくことを第一の目的としている。 

また、現在 WHO 等において検討が進められている、新たな ICF-generic set について、高齢

者施設でデータを把握する妥当性を検討するため、ICF ステージングで不足する項目を追加して

調査を行った。この取組により、高齢者施設及び在宅復帰時双方において国際比較可能なデータ

の収集を第二の目的としている。 

さらに、検討を進めていく上で、食事、栄養及び摂食について多職種間の連携を改善するため、

摂食、嚥下、栄養ケアマネジメントの見直しが必要となった。この検討結果を付録として収録し

た。（付録：摂食嚥下栄養ケアマネジメント書式（案）の作成） 

 

 

２．調査時期と調査内容 

本調査研究事業では、老健施設退所者の老健施設在所中から、退所後在宅生活を送るなかでの

状態像の変化を把握するため「退所者生活機能調査」を計 5 回に渡り実施した。なお、調査実施

時期と調査内容については、次ページの図表 1 を参照されたい。 

 

  



6 
 

図表１．「退所者生活機能調査」の実施時期と調査内容 

調査名 第 1 回調査 第 2 回調査 第 3 回調査 第 4 回調査 第 5 回調査

実施時期 
老健施設 

入所時 

老健施設 

退所時 

退所後 

1 週間 

退所後 

1 ヵ月 

退所後 

3 ヵ月 

調査内容 

 

記入者 ○ ○ ○ ○ ○ 

対象者属性 

 

性別 ○ 

年齢（生年月日） ○ 

入所時期 ○ 

過去の入所経験 ○ 

要介護度 ○ ○ ○ ○ ○ 

障害自立度 ○ ○ ○ ○ ○ 

認知症自立度 ○ ○ ○ ○ ○ 

世帯構成 ○ ○ ○ ○ ○ 

主患名 ○ 

既往歴 ○ 

老健施設において実施したリハビリテーション 

32 項目※1 ○ 

利用している介護サービス 

 

14 項目※1 ○ ○ ○ 

インフォーマルサービス ○ ○ ○ 

日常関連動作（IADL) 

 

食事機能 ○ ○ ○ ○ ○ 

生活機能 ○ ○ ○ ○ ○ 

自己管理 ○ ○ ○ ○ ○ 

社会機能 ○ ○ ○ ○ ○ 

意欲の指標 

 

起床 ○ ○ ○ ○ ○ 

意思疎通 ○ ○ ○ ○ ○ 

食事機能 ○ ○ ○ ○ ○ 

排泄 ○ ○ ○ ○ ○ 

リハビリ・活動 ○ ○ ○ ○ ○ 

疼痛 

 

慢性的な痛みの有無 ○ ○ ○ ○ ○ 

定期処方されている鎮痛剤 ○ ○ ○ ○ ○ 

頓服で処方されている鎮痛剤 ○ ○ ○ ○ ○ 

体動時の状況 ○ ○ ○ ○ ○ 

最も痛みの強い部位 ○ ○ ○ ○ ○ 

ICF に基づく新指標 

14 項目※1 ○ ○ ○ ○ ○ 

ICF ステージング 

20 項目※1 ○ ○ ○ ○ ○ 

（実施した項目に○を付した） 

 

  

                                                  
※1 詳細な内容については、巻末資料編の「調査票」を参照されたい。 
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３．事業班員 一覧  

 

介護老人保健施設退所者の在宅療養支援に関する調査研究事業班 名簿 

種別 委員名 施  設  名 役 職 

班長 大河内 二郎 介護老人保健施設竜間之郷 施設長 

班員 安藤 繁 介護老人保健施設若宮苑 副施設長 

班員 小川 勝 介護老人保健施設やすらぎ 理事長 

班員 折茂 賢一郎 中之条町介護老人保健施設「六合つつじ荘」 常務理事 

班員 助川 未枝保 日本介護支援専門員協会 常任理事 

班員 鷲見 よしみ 日本介護支援専門員協会 会長 

班員 髙椋 清 老人保健施設創生園 理事長 

班員 田中 和奈 岐阜医療科学大学 保健科学部看護学科  講師 

班員 田宮 菜奈子 筑波大学医学医療系 ヘルスサービスリサーチ分野 教授  

班員 原田 重樹 日本介護支援専門員協会 副会長 

班員 東 憲太郎 介護老人保健施設いこいの森 理事長 

班員 本間 達也 介護老人保健施設生愛会ナーシングケアセンター 理事長 

班員 水上 直彦 日本介護支援専門員協会 副会長 

班員 森山 由香 老人保健施設ひうな荘 リハビリ部長

作業部会 

種別 委員名 施  設  名 役 職 

部会長 糸田 昌隆 わかくさ竜間リハビリテーション病院 診療部長 

部会員 安藤 繁 介護老人保健施設若宮苑 副施設長 

部会員 井口 寛弘 東京医科歯科大学 医歯学総合研究科高齢者歯科学分野 医員 

部会員 大河内 二郎 介護老人保健施設竜間之郷 施設長 

部会員 折茂 賢一郎 中之条町介護老人保健施設「六合つつじ荘」 常務理事 

部会員 塩谷 明 介護老人保健施設紀伊の里 管理栄養士 

部会員 西脇 恵子 日本歯科大学附属病院 言語聴覚士室 室長 
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第２章 調査結果概要 

 

１．調査結果のまとめ 

 本調査研究事業においては、3 ページに示したとおり、大きく 2 つの目的を有している。 

 

 一つ目の目的は、老健施設利用者が在宅復帰後も、老健施設入所中と共通の状態評価手法を用

いた上でケアマネジメントを行うことにより、利用者の状態の変化を観察するとともに、退所時

におけるケアの目標をより具体的に、かつ在宅生活維持が可能な目標とすることにより、居宅ケ

アプランの質の向上につなげることにある。 

本調査では昨年度調査に比べ調査対象者数を増やし、同様の調査を実施することにより昨年度

把握したデータの再現性について確認するとともに、調査期間を長くとることにより在宅生活期

間中の状態像の変化についてより深く把握を行った。その結果、「移動及び ADL」、「食事及びセ

ルフケア」、「認知機能」、「周辺症状」、「社会参加」と 5 つの要約指標を作成し、これらの平均値

の差について比較を行ったが、昨年度調査とほぼ同様の結果が得られ、5 つの要約指標の再現性

が確認された。また、サンプル数が十分でないため平均値の差が有意でないものも含まれること

を前提としつつも、例えば「移動及び ADL」では、第 1 回調査の入所時から第 4 回調査の退所後

1 ヵ月までの期間において要約指標の平均は継続して改善傾向を示すのに対し、第 4 回調査から

第 5 回調査（退所後 3 ヵ月）の間に平均値が減少する（悪化の傾向を示す）など、調査期間を長

く設定したことにより、さらに老健施設退所後の在宅生活における状態像の変化を捉えることに

成功した。 

以上の結果より、在宅復帰する老健利用者は入所中に機能の改善をみるが、その後自宅に帰る

と機能は少しずつ低下する。従って、在宅復帰後のリハビリテーションにより機能維持に努める

必要がある。あるいは、一定期間後に再入所して再びリハビリテーションを行うことで機能改善

が期待される。 

一方、活動と参加については、自宅に帰ることで余暇や社会交流の可能性が広がるため、改善

傾向を示した。在宅復帰は利用者の思いや QOL を高めるために有効であるといえる。 

なお、老健施設退所後、在宅生活において状態像の維持もしくは改善に環境要因として考えら

れる様々な状況がどの程度影響しているのかを把握するため、「移動及び ADL」と「認知機能」

の「維持及び改善」に影響を及ぼしうると想定される各項目を説明変数としてロジスティック回

帰分析を行ったが、「維持・改善」に影響を及ぼすと考えられる明確な要因は同定できなかった。 

 

また第二の目的である ICF-generic set や ICF disability set に示される各項目の把握のため、

「退所者生活機能調査」において「IADL」、「意欲の指標」、「疼痛評価項目」、「ICF に基づく新指

標」それぞれについて退所者の状況把握を行った。 

このうち、「IADL」及び「意欲の指標」に関しては、それぞれ要約指標を作成し、第 1 回調査

から第 5 回調査に至るまでの状態像の変化を把握した。また、「ICF に基づく新指標」の 14 項目

についても、それぞれの項目ごとに回答の変化の把握を行った。これら情報収集方法の強化によ

り、在宅復帰後の機能維持要因についての検討をさらに進めることと、国際比較可能なデータ構

築に資する基礎資料の収集を行うことができた。 
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このように、本調査研究事業においては当初設定した目的をおおむね達成したものと考える。

前回調査との比較においてもデータの再現性は確認されたが、退所後 3 ヵ月間に渡る長期の調査

のため、調査の途中段階で入院や再入所など様々な事由により調査を中断しなければならない対

象者もいたため、検定において有意とされる結果が得られなかった部分もある。より多くの調査

対象を確保し分析を続けることが、より有意義な結果をもたらすものと考えている。 

なお、本調査研究事業は、施設入所時から在宅生活期において同一のアセスメント手法を用い

て利用者の評価を行っていること、同一人物を対象とした追跡データを退所後 3 ヵ月間という長

期に渡り収集していること、さらには公益社団法人全国老人保健施設協会と一般社団法人日本介

護支援専門員協会との連携・協力の上で成り立っている事業であるという、他に類をみない特徴

を有したものであることを、本調査結果のまとめとして付しておきたい。 
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２．調査概要 

（１）調査対象 

 「退所者生活機能調査」は、事前の調査協力のアンケートで「協力する」と回答した施設を基

に 150 施設を選定し、当該施設を平成 27 年 2 月末迄に退所した方を対象として調査を実施した。 

 

（２）回収状況 

 第 1 回～第 4 回調査の回収数は 207 票である。このうち、特定の調査回のみしか回答がないな

ど、他の調査結果と比較し集計することができない 3 サンプルを除いた 204 票を集計の対象とし

た（60 施設からの回答があり施設回答割合 40％、1 施設平均 3.45 件の回答）。 

また、第５回調査の回収数は 108 票である。このうち、第 1 回～第 4 回調査と突合できない調

査票が１票あり※2、さらに第 1 回～第 4 回調査の途中段階において中断された方の調査票が 4 票

あるため、集計対象は 103 票とした（37 施設からの回答があり施設回答割合 24.7％、1 施設平均

2.92 件の回答）。 

 

３．調査対象者の基本属性 

（１）年齢 

対象者の属性として、まず年齢階層分布をみると、85～89 歳の占める割合が最も高く 26.5%で

あり、次いで 90～94 歳（26.0%）、80～84 歳（20.1%）、75 歳～79 歳（10.8%）の順となってい

る。 

 

図表２－３－１．調査開始時の対象者の年齢構成（n=204） 

 

  

                                                  
※2 施設名と利用者 ID は把握できているが、対象者の第１回～第４回調査票が回収できていない。 
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（２）性別 

次いで性別をみると、男性が 24.0%、女性が 75.0%となっている。 

 

図表２－３－２．対象者の性別（n=204） 

 

（３）要介護度 

老健施設退所時（第 2 回調査時）の要介護度の分布をみると、要介護４の占める割合が最も多

く 28.4%であり、次いで要介護３（22.5%）、要介護２（19.1%）、要介護５（15.2%）、要介護 1

（12.7%）の順となっている。また、第１回調査から第５回調査までの要介護度分布の推移を図

表 2-3-4 に示す。 

 

図表２－３－３．調査開始時の対象者の要介護度（n=204） 

 

 

図表２－３－４．要介護度分布の推移 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

  度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

要介護 1 29 14.2% 26 12.7% 23 11.6% 25 12.8% 11 10.7%

要介護 2 39 19.1% 39 19.1% 42 21.1% 40 20.5% 24 23.3%

要介護 3 42 20.6% 46 22.5% 45 22.6% 42 21.5% 23 22.3%

要介護 4 59 28.9% 58 28.4% 55 27.6% 56 28.7% 23 22.3%

要介護 5 32 15.7% 31 15.2% 33 16.6% 31 15.9% 22 21.4%

無回答 3 1.5% 4 2.0% 1 0.5% 1 0.5% 0 0.0%

合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%
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（４）調査対象者の老健施設入所期間 

 対象者の老健施設入所期間※3についてみると、3 ヵ月間が 22.5%と最も多く、3 ヵ月以下（「1

ヵ月未満」「1 ヵ月間」「2 ヵ月間」「3 ヵ月間」の計）の方が約半数であった。なお、最長の方は

「82 ヵ月」であった。 

 

図表２－３－５．対象者の老健施設入所期間（n=204） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）利用した介護サービス 

 直近の 1 ヵ月間に利用した介護保険サービスの状況を第 4 回調査（退所後 1 ヵ月）及び第 5 回

調査（退所後 3 ヵ月）において調べたところ、図表 2-3-6 のとおりとなる。なお、「従前の老健施

設へ入所」している方が 29 人いることが判明したため、以後の集計はこの 29 人を除き行うこと

とした。 

 

図表２－３－６．直近の 1 ヵ月間に利用した介護保険サービス（複数回答） 

（n=195（第４回調査）、n=103（第５回調査）） 

  
第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 

訪問介護 48 24.6% 17 16.5% 

訪問入浴介護 1 0.5% 2 1.9% 

訪問看護 21 10.8% 11 10.7% 

訪問リハビリテーション 4 2.1% 2 1.9% 

居宅療養管理指導 12 6.2% 5 4.9% 

通所介護 67 34.4% 28 27.2% 

通所リハビリテーション 89 45.6% 28 27.2% 

短期入所生活介護 25 12.8% 12 11.7% 

福祉用具貸与 129 66.2% 51 49.5% 

短期入所療養介護 100 51.3% 28 27.2% 

特定福祉用具販売 1 0.5% 0 0.0% 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 4 2.1% 1 1.0% 

夜間対応型訪問介護 1 0.5% 1 1.0% 

従前の老健施設へ入所（ショートステイを除く） 7 3.6% 29 28.2% 

その他 3 1.5% 4 3.9% 

注：入院等の理由により調査途中で中断された方もいるため、対象数(n)は集計対象の 204 件より少ない。 

                                                  
※3 入所期間は、老健施設への入所年月（第 1 回調査－問 2(3)）と退所予定日（第 1 回～第 4 回調査票の表紙裏

に記載）の差を月数でカウントしたもの。 
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４．第 1 回調査から第 4 回調査までの ICF ステージング平均スコアの推移 

ICF ステージングによる対象者のアセスメントについて、5 段階評価で把握できる 13 項目につ

き、第１回調査（入所時）から第５回調査（退所後 3 ヵ月）までの推移を、対象者の平均により

把握した※4。 

図表 2-4-1 は 13 項目すべてを一つのグラフにまとめたものであり、第５回調査時点の平均点が

高い順にグラフを描写している。なお、各項目の具体的な数値については、単純集計表を参照さ

れたい。 

 

図表２－４－１．ICF ステージング 13 項目の第 1 回から第 5 回にかけての平均スコア※5 

                                                  
※4 各調査時点における平均値であり、5 回の調査を通じて比較可能な人のみを抽出していないことに留意が必要。 
※5 各項目及び各回毎にサンプル数が異なるため、本グラフの n 数は記載しない。 

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

第1回

入所時

第2回

退所時

第3回

退所後

１週間

以内

第4回

退所後

１ヵ月

第5回

退所後

3ヵ月

5-a.食事
（嚥下機能）

5-b.食事
（食事動作及び食事介助）

4-a.認知機能
（見当識）

4-b.認知機能
（コミュニケーション）

4-c.認知機能
（精神活動）

2.基本動作

6-a.排泄の動作

8-a.整容
（口腔ケア）

7-a.入浴動作

8-b.整容
（整容）

8-c.整容
（衣服の着脱）

9-b.社会参加
（社会交流）

9-a.社会参加
（余暇）

3-a.歩行・移動
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５．要約指標による利用者の状態の変化分析 

 第 1 回調査から第 5 回までのそれぞれの段階における利用者の状態の変化を、より把握しやす

くする目的で、別途実施された研究事業※6※7において作成された 5 つの要約指標を用い分析を行

った。なお、サンプル数の関係から、第 1 回調査から第 4 回調査までの状態の変化と、第 1 回調

査から第５回調査までの状態の変化を、それぞれ分けて把握している。 
 

要約指標 

１．移動及びＡＤＬ   = 歩行＋基本動作＋排泄＋入浴 

２．食事及びセルフケア = 嚥下＋食事動作＋セルフケア＋衣服＋口腔ケア 

３．認知機能      = オリエンテーション＋コミュニケーション＋精神機能 

４．周辺症状      = 関連 12 項目の合計（数値が多いほど悪い） 

５．社会参加      = 余暇＋社会交流 

 
 図表 2-5-1 は、第 1 回調査から第 4 回調査までの各要約指標の平均値の推移をみたものである。

これによると、「移動及び ADL」については、入所中はもとより退所後も継続的に数値が増加（改

善）傾向にあるのに対し、「食事及びセルフケア」、「認知機能」、「周辺症状」、「社会参加」の 4 つ

の指標については、施設入所中（入所時から退所時にかけて）はいずれも数値が改善傾向（増加

傾向、なお周辺症状については数値が小さいほど状態が良いため減少傾向）にあるのに対し、在

宅復帰直後から一時的に悪化し、以後 1 週間から 1 ヵ月までの時間の経過とともに再び改善傾向

に向かっている。 

 一方、図表 2-5-2 は、第１回調査から第５回調査までの各要約指標の平均値の推移をみたもの

であるが、「移動及び ADL」については、第４回調査（退所後 1 ヵ月）までは改善傾向にあった

ものが、在宅生活の長期化に伴い、若干悪化する傾向を示している。また、「食事及びセルフケア」

及び「周辺症状」は、退所後 1 週間から退所後 1 ヵ月にかけて若干の改善傾向がみられたものの、

1 ヵ月後から 3 ヵ月後にかけて再び悪化傾向に転じている。 

なお、図表 2-5-1 及び図表 2-5-2 に用いた各数値の詳細については、図表 2-5-3 以降を参照され

たい。 

 

 

 

 

 

 

※各要約指標の平均値の推移の把握にあたっては、調査回ごとの要約指標作成に用いた各項目の 

全て回答されていることが比較対象の条件となるため、サンプル数は上記のとおりとなった 

                                                  
※6 全国老人保健施設協会、ICF ステージングを用いた高齢者の状態の変化についての把握法の検討、厚生労働科

学研究費補助金（地域医療基盤開発推進研究事業）分担研究報告書 
※7 要約指標は、同研究事業において、「1 年間の変化の追跡が可能な 3,762 名をサンプルとし、ICF ステージン

グの 14 指標と周辺症状の変化を分析した結果得られた指標であり、要介護度や障害自立度、認知症自立度と比較

して変化に対しての敏感性に優れており、施設内等における介入の効果が可能な指標である」とされている。 

 第 1 回～第４回調査 第 1 回～第５回調査

移動及び ADL 147 66

食事及びセルフケア 159 73

認知機能 159 72

周辺症状 165 74

社会参加 163 74

（参考）状態の変化分析に用いたサンプル数 
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図表２－５－１．各要約指標の平均値の推移 

 
※図中、平均値の差が有意であるものを実線にて表している。 

 

 
※平均値の差につき、有意なものには下線を付した。 

※周辺症状については、数値が小さい方が状態が良いことを表す。 

 

11.9

12.0

12.1

12.2

12.3

12.4

12.5

12.6

12.7

12.8

入所時 退所時 退所後

１週間以内

退所後

１ヵ月

移動及びADL

17.5

17.6

17.7

17.8

17.9

18.0

18.1

18.2

18.3

18.4

18.5

入所時 退所時 退所後

１週間以内

退所後

１ヵ月

食事及びセルフケア

10.9

11.0

11.0

11.1

11.1

11.2

11.2

入所時 退所時 退所後

１週間以内

退所後

１ヵ月

認知機能

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

1.1

1.2

入所時 退所時 退所後

１週間以内

退所後

１ヵ月

周辺症状

※周辺症状については数値が小さい

方が状態像が良いことを表す

5.1

5.1

5.2

5.2

5.3

5.3

5.4

5.4

入所時 退所時 退所後

１週間以内

退所後

１ヵ月

社会参加

第1回
(入所時)

第2回
(退所時)

第3回

(退所後１週間以内)

第4回

(退所後１ヵ月)

移動及びADL 12.3 12.5 12.5 12.7

 前回調査時からの変化 +0.21 +0.08 +0.20 

食事及びセルフケア 17.9 18.4 17.9 18.0

 前回調査時からの変化 +0.53 -0.49 +0.12 

認知機能 11.1 11.2 11.0 11.0

 前回調査時からの変化 +0.07 -0.17 +0.00 

周辺症状 0.9 0.8 1.1 1.0

 前回調査時からの変化 -0.17 +0.37 -0.10

社会参加 5.2 5.4 5.3 5.3

 前回調査時からの変化 +0.20 -0.09 +0.06 

施設 在宅
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図表２－５－２．各要約指標の平均値の推移 

 
※図中、平均値の差が有意であるものを実線にて表している。 

 

 
※平均値の差につき、有意なものには下線を付した。 

※周辺症状については、数値が小さい方が状態が良いことを表す。 
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(退所後１ヵ月)

第5回
(退所後3ヵ月)

移動及びADL 11.8 12.0 12.2 12.5 12.1

 前回調査時からの変化 +0.21 +0.21 +0.23 -0.33

食事及びセルフケア 17.5 18.0 17.7 17.7 17.3

 前回調査時からの変化 +0.59 -0.36 +0.03 -0.41

認知機能 10.6 10.8 10.9 10.8 10.8

 前回調査時からの変化 +0.24 +0.08 -0.11 -0.07

周辺症状 0.8 0.7 1.1 0.9 1.3

 前回調査時からの変化 -0.18 +0.46 -0.19 +0.32 

社会参加 5.0 5.2 5.2 5.3 5.4

 前回調査時からの変化 +0.27 -0.05 +0.12 +0.08 

施設 在宅
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 以下、５つの要約指標それぞれにつき、要約指標の平均値、調査実施時期の平均値の差、及び

調査実施時期の平均値の差が有意であるかどうかにつき、統計量等を記載する。 

 

（１）移動及び ADL の変化（歩行＋基本動作＋排泄＋入浴）（第１回～第４回） 

要約指標の一つ目である「移動及び ADL」について状態の変化をみると、第 1 回との比較につ

いては、第 2 回、第 3 回、第 4 回ともに大きく改善している。 

また、第 2 回との比較についても第 3 回、第 4 回で改善が続いていることがわかる。なお、第

2 回と第 3 回との比較については、有意差はなかった。 

 

図表２－５－３．要約指標（移動及びADL）の記述統計量 
 平均値 標準偏差 ｎ 

第1回（入所時） 12.252 3.592 147

第2回（退所時） 12.463 3.543 147

第3回（退所後１週間以内） 12.544 3.718 147

第4回（退所後１ヵ月） 12.742 3.701 147

 

図表２－５－４．要約指標（移動及びADL）平均値の調査回数間の比較 

(I) (J) 
平均値の差 

(I-J) 
標準誤差 有意確率b 

95% 平均差信頼区間b 

下限 上限 

第1回 

（入所時） 

第2回(退所時) -.211(*) .065 .001 -.339 -.083

第3回(退所後１週間以内) -.293(*) .123 .018 -.535 -.050

第4回(退所後１ヵ月) -.490(*) .123 .000 -.734 -.246

第2回 

（退所時） 

第1回(入所時) .211(*) .065 .001 .083 .339

第3回(退所後１週間以内) -.082 .104 .433 -.287 .123

第4回(退所後１ヵ月) -.279(*) .103 .007 -.482 -.076

第3回 

（退所後1週間以内） 

第1回(入所時) .293(*) .123 .018 .050 .535

第2回(退所時) .082 .104 .433 -.123 .287

第4回(退所後１ヵ月) -.197(*) .062 .002 -.320 -.074

第4回 

（退所後1ヵ月） 

第1回(入所時) .490(*) .123 .000 .246 .734

第2回(退所時) .279(*) .103 .007 .076 .482

第3回(退所後１週間以内) .197(*) .062 .002 .074 .320

推定周辺平均に基づいた 

*. 平均の差は .05 水準で有意である。 

b. 多重比較の調整: 最小有意差 (調整無しに等しい) 

注：調査回の時間軸にそって（例：(I)第1回、(J)第2回というように）平均値の差をみた場合、平均値の差がマイ

ナスの場合は「改善」、プラスの場合は「悪化」を示す。なお、各回の分析を相互に行った為（例：第1回か

ら第2回、第2回から第1回）、本図表には時間軸を遡った（例：(I)第2回、(J)第1回というように）データも

掲載している。 
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（２）移動及び ADL の変化（歩行＋基本動作＋排泄＋入浴）（第１回～第５回） 

「移動及び ADL」について、第 1 回調査から第 5 回調査までの状態の変化をみると、第 1 回と

の比較については、第 2 回、第 3 回、第 4 回、第 5 回ともに大きく改善している（平均値の差が

マイナスとなっている）。また、第 2 回調査以降も継続して改善傾向にあるが、第 4 回調査から第

5 回調査にかけて悪化している（平均値の差がプラス）。 

なお、第 2 回と第 3 回との比較、第 4 回と第 5 回の比較については、有意差はなかった。 

 

図表２－５－５．要約指標（移動及びADL）の記述統計量 
 平均値 標準偏差 ｎ 

第1回（入所時） 11.818 3.863 66

第2回（退所時） 12.030 3.847 66

第3回（退所後１週間以内） 12.242 4.243 66

第4回（退所後１ヵ月） 12.470 4.141 66

第5回（退所後３ヵ月） 12.136 4.023 66

 

図表２－５－６．要約指標（移動及びADL）平均値の調査回数間の比較 

(I) (J) 
平均値の差 

(I-J) 
標準誤差 有意確率b

95% 平均差信頼区間b 

下限 上限 

第1回 

（入所時） 

第2回(退所時) -.212(*) .102 .042 -.417 -.008

第3回(退所後１週間以内) -.424(*) .212 .049 -.847 -.002

第4回(退所後１ヵ月) -.652(*) .220 .004 -1.090 -.213

第5回(退所後３ヵ月) -.318 .261 .227 -.840 .203

第2回 

（退所時） 

第1回(入所時) .212(*) .102 .042 .008 .417

第3回(退所後１週間以内) -.212 .173 .226 -.558 .134

第4回(退所後１ヵ月) -.439(*) .176 .015 -.790 -.089

第5回(退所後３ヵ月) -.106 .213 .620 -.531 .319

第3回 

（退所後1週間以内） 

第1回(入所時) .424(*) .212 .049 .002 .847

第2回(退所時) .212 .173 .226 -.134 .558

第4回(退所後１ヵ月) -.227(*) .103 .031 -.433 -.021

第5回(退所後３ヵ月) .106 .193 .585 -.280 .492

第4回 

（退所後1ヵ月） 

第1回(入所時) .652(*) .220 .004 .213 1.090

第2回(退所時) .439(*) .176 .015 .089 .790

第3回(退所後１週間以内) .227(*) .103 .031 .021 .433

第5回(退所後３ヵ月) .333 .172 .057 -.010 .677

第5回 

（退所後3ヵ月） 

第1回(入所時) .318 .261 .227 -.203 .840

第2回(退所時) .106 .213 .620 -.319 .531

第3回(退所後１週間以内) -.106 .193 .585 -.492 .280

第4回(退所後１ヵ月) -.333 .172 .057 -.677 .010

推定周辺平均に基づいた 

*. 平均の差は .05 水準で有意である。 

b. 多重比較の調整: 最小有意差 (調整無しに等しい) 

注：調査回の時間軸にそって（例：(I)第1回、(J)第2回というように）平均値の差をみた場合、平均値の差がマイ

ナスの場合は「改善」、プラスの場合は「悪化」を示す。なお、各回の分析を相互に行った為（例：第1回か

ら第2回、第2回から第1回）、本図表には時間軸を遡った（例：(I)第2回、(J)第1回というように）データも

掲載している。 
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図表２－５－７．第1回調査から第4回調査にかけての要約指標「移動及びADL」の平均の推移 

n=147 

図表２－５－８．第1回調査から第5回調査にかけての要約指標「移動及びADL」の平均の推移 

n=66 

※両図とも、平均値の差が有意であるものを実線にて表している。 
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（３）食事及びセルフケア（嚥下＋食事動作＋セルフケア＋衣服＋口腔ケア）（第 1 回～第 4 回） 

次いで、要約指標「食事及びセルフケア」について、状態の変化をみる。 

まず、第 1 回との比較については、「移動及び ADL」と同様に、第 2 回、第 3 回、第 4 回とも

に改善している（平均値の差がマイナスとなっている）。 

また、第 2 回から第 3 回にかけて、大きく悪化していることがわかる。なお、第 3 回と第 4 回

の比較については、有意差はなかった。 

 

図表２－５－９．要約指標（食事及びセルフケア）の記述統計量 
 平均値 標準偏差 ｎ 

第1回（入所時） 17.855 5.007 159

第2回（退所時） 18.384 5.066 159

第3回（退所後１週間以内） 17.893 5.040 159

第4回（退所後１ヵ月） 18.013 5.062 159

 

図表２－５－１０．要約指標（食事およびセルフケア）平均値の調査回数間の比較 

(I) (J) 
平均値の差 

(I-J) 
標準誤差 有意確率b 

95% 平均差信頼区間b 

下限 上限 

第1回 

（入所時） 

第2回(退所時) -.528(*) .138 .000 -.801 -.256

第3回(退所後１週間以内) -.038 .163 .817 -.359 .283 

第4回(退所後１ヵ月) -.157 .154 .310 -.462 .148 

第2回 

（退所時） 

第1回(入所時) .528(*) .138 .000 .256 .801 

第3回(退所後１週間以内) .491(*) .130 .000 .234 .747 

第4回(退所後１ヵ月) .371(*) .124 .003 .127 .616 

第3回 

（退所後1週間以内） 

第1回(入所時) .038 .163 .817 -.283 .359 

第2回(退所時) -.491(*) .130 .000 -.747 -.234

第4回(退所後１ヵ月) -.119 .073 .102 -.263 .024 

第4回 

（退所後1ヵ月） 

第1回(入所時) .157 .154 .310 -.148 .462 

第2回(退所時) -.371(*) .124 .003 -.616 -.127

第3回(退所後１週間以内) .119 .073 .102 -.024 .263 

推定周辺平均に基づいた 

*. 平均の差は .05 水準で有意である。 

b. 多重比較の調整: 最小有意差 (調整無しに等しい) 

注：調査回の時間軸にそって（例：(I)第1回、(J)第2回というように）平均値の差をみた場合、平均値の差がマイ

ナスの場合は「改善」、プラスの場合は「悪化」を示す。なお、各回の分析を相互に行った為（例：第1回か

ら第2回、第2回から第1回）、本図表には時間軸を遡った（例：(I)第2回、(J)第1回というように）データも

掲載している。 
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（４）食事及びセルフケア（嚥下＋食事動作＋セルフケア＋衣服＋口腔ケア）（第 1 回～第 5 回） 

要約指標「食事及びセルフケア」について、第 5 回調査までの状態の変化をみる。 

まず、第 1 回との比較については、第 2 回、第 3 回、第 4 回ともに改善している（平均値の差

がマイナスとなっている）が、第 5 回調査はやや悪化している。 

また、第 2 回から第 3 回にかけて、第 4 回から第 5 回にかけて、大きく悪化していることがわ

かる。なお、第 3 回と第 4 回の比較については、有意差はなかった。 

 

図表２－５－１１．要約指標（食事及びセルフケア）の記述統計量 
 平均値 標準偏差 ｎ 

第1回（入所時） 17.452 5.711 73

第2回（退所時） 18.041 5.641 73

第3回（退所後１週間以内） 17.685 5.542 73

第4回（退所後１ヵ月） 17.712 5.404 73

第5回（退所後３ヵ月） 17.301 5.557 73

 

図表２－５－１２．要約指標（食事およびセルフケア）平均値の調査回数間の比較 

(I) (J) 
平均値の差 

(I-J) 
標準誤差 有意確率b 

95% 平均差信頼区間b 

下限 上限 

第1回 

（入所時） 

第2回(退所時) -.589(*) .215 .008 -1.018 -.160

第3回(退所後１週間以内) -.233 .258 .369 -.747 .281

第4回(退所後１ヵ月) -.260 .232 .265 -.722 .202

第5回(退所後３ヵ月) .151 .288 .603 -.424 .726

第2回 

（退所時） 

第1回(入所時) .589(*) .215 .008 .160 1.018

第3回(退所後１週間以内) .356 .197 .075 -.037 .750

第4回(退所後１ヵ月) .329 .186 .082 -.042 .700

第5回(退所後３ヵ月) .740(*) .223 .001 .295 1.185

第3回 

（退所後1週間以内） 

第1回(入所時) .233 .258 .369 -.281 .747

第2回(退所時) -.356 .197 .075 -.750 .037

第4回(退所後１ヵ月) -.027 .101 .788 -.229 .175

第5回(退所後３ヵ月) .384 .227 .096 -.069 .836

第4回 

（退所後1ヵ月） 

第1回(入所時) .260 .232 .265 -.202 .722

第2回(退所時) -.329 .186 .082 -.700 .042

第3回(退所後１週間以内) .027 .101 .788 -.175 .229

第5回(退所後３ヵ月) .411 .209 .053 -.006 .828

第5回 

（退所後3ヵ月） 

第1回(入所時) -.151 .288 .603 -.726 .424

第2回(退所時) -.740(*) .223 .001 -1.185 -.295

第3回(退所後１週間以内) -.384 .227 .096 -.836 .069

第4回(退所後１ヵ月) -.411 .209 .053 -.828 .006

推定周辺平均に基づいた 

*. 平均の差は .05 水準で有意である。 

b. 多重比較の調整: 最小有意差 (調整無しに等しい) 

注：調査回の時間軸にそって（例：(I)第1回、(J)第2回というように）平均値の差をみた場合、平均値の差がマイ

ナスの場合は「改善」、プラスの場合は「悪化」を示す。なお、各回の分析を相互に行った為（例：第1回か

ら第2回、第2回から第1回）、本図表には時間軸を遡った（例：(I)第2回、(J)第1回というように）データも

掲載している。 
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図表２－５－１３．第1回調査から第4回調査にかけての「食事及びセルフケア」の平均の推移 

n=159 

 

図表２－５－１４．第1回調査から第5回調査にかけての「食事及びセルフケア」の平均の推移 

n=73 

※両図とも、平均値の差が有意であるものを実線にて表している。 
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（５）認知機能（オリエンテーション＋コミュニケーション＋精神機能）（第１回～第４回） 

要約指標「認知機能」について、状態の変化をみる。 

第 1 回から第 2 回にかけて若干の改善が見られるが、その後第 3 回にかけて大きく悪化してい

る。なお、第 1 回から第 4 回調査まで、いずれの平均値の差も有意でなかった。 

 

図表２－５－１５．要約指標（認知機能）の記述統計量 
 平均値 標準偏差 ｎ 

第1回（入所時） 11.094 3.087 159

第2回（退所時） 11.164 3.136 159

第3回（退所後１週間以内） 10.994 3.181 159

第4回（退所後１ヵ月） 10.994 3.175 159

 

図表２－５－１６．要約指標（認知機能）平均値の調査回数間の比較 

(I) (J) 
平均値の差 

(I-J) 
標準誤差 有意確率b

95% 平均差信頼区間b 

下限 上限 

第1回 

（入所時） 

第2回(退所時) -.069 .088 .435 -.244 .105 

第3回(退所後１週間以内) .101 .125 .422 -.146 .347 

第4回(退所後１ヵ月) .101 .112 .371 -.121 .322 

第2回 

（退所時） 

第1回(入所時) .069 .088 .435 -.105 .244 

第3回(退所後１週間以内) .170 .108 .116 -.043 .382 

第4回(退所後１ヵ月) .170 .099 .087 -.025 .365 

第3回 

（退所後1週間以内） 

第1回(入所時) -.101 .125 .422 -.347 .146 

第2回(退所時) -.170 .108 .116 -.382 .043 

第4回(退所後１ヵ月) .000 .072 1.000 -.143 .143 

第4回 

（退所後1ヵ月） 

第1回(入所時) -.101 .112 .371 -.322 .121 

第2回(退所時) -.170 .099 .087 -.365 .025 

第3回(退所後１週間以内) .000 .072 1.000 -.143 .143 

推定周辺平均に基づいた 

*. 平均の差は .05 水準で有意である。 

b. 多重比較の調整: 最小有意差 (調整無しに等しい) 

注：調査回の時間軸にそって（例：(I)第1回、(J)第2回というように）平均値の差をみた場合、平均値の差がマイ

ナスの場合は「改善」、プラスの場合は「悪化」を示す。なお、各回の分析を相互に行った為（例：第1回か

ら第2回、第2回から第1回）、本図表には時間軸を遡った（例：(I)第2回、(J)第1回というように）データも

掲載している。 
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（６）認知機能（オリエンテーション＋コミュニケーション＋精神機能）（第１回～第５回） 

要約指標「認知機能」について、第 5 回調査までの状態の変化をみる。 

まず、第 1 回調査と比べ第 2 回、第 3 回はいずれも改善しているが、第 3 回以降の調査では徐々

に改善の度合いが小さくなっている。 

なお、平均値の差が有意であったのは第 1 回と第 2 回との比較であり、それ以外の比較につい

ては、有意差はなかった。 

 

図表２－５－１７．要約指標（認知機能）の記述統計量 
 平均値 標準偏差 ｎ 

第1回（入所時） 10.611 3.291 72

第2回（退所時） 10.847 3.170 72

第3回（退所後１週間以内） 10.931 3.247 72

第4回（退所後１ヵ月） 10.819 3.277 72

第5回（退所後３ヵ月） 10.750 3.326 72

 

図表２－５－１８．要約指標（認知機能）平均値の調査回数間の比較 

(I) (J) 
平均値の差 

(I-J) 
標準誤差 有意確率b

95% 平均差信頼区間b 

下限 上限 

第1回 

（入所時） 

第2回(退所時) -.236(*) .111 .037 -.457 -.015

第3回(退所後１週間以内) -.319 .164 .056 -.647 .008

第4回(退所後１ヵ月) -.208 .157 .189 -.521 .105

第5回(退所後３ヵ月) -.139 .211 .513 -.561 .283

第2回 

（退所時） 

第1回(入所時) .236(*) .111 .037 .015 .457

第3回(退所後１週間以内) -.083 .152 .584 -.386 .219

第4回(退所後１ヵ月) .028 .140 .843 -.251 .307

第5回(退所後３ヵ月) .097 .204 .635 -.309 .504

第3回 

（退所後1週間以内） 

第1回(入所時) .319 .164 .056 -.008 .647

第2回(退所時) .083 .152 .584 -.219 .386

第4回(退所後１ヵ月) .111 .126 .381 -.140 .362

第5回(退所後３ヵ月) .181 .190 .345 -.198 .560

第4回 

（退所後1ヵ月） 

第1回(入所時) .208 .157 .189 -.105 .521

第2回(退所時) -.028 .140 .843 -.307 .251

第3回(退所後１週間以内) -.111 .126 .381 -.362 .140

第5回(退所後３ヵ月) .069 .186 .710 -.301 .440

第5回 

（退所後3ヵ月） 

第1回(入所時) .139 .211 .513 -.283 .561

第2回(退所時) -.097 .204 .635 -.504 .309

第3回(退所後１週間以内) -.181 .190 .345 -.560 .198

第4回(退所後１ヵ月) -.069 .186 .710 -.440 .301

推定周辺平均に基づいた 

*. 平均の差は .05 水準で有意である。 

b. 多重比較の調整: 最小有意差 (調整無しに等しい) 

注：調査回の時間軸にそって（例：(I)第1回、(J)第2回というように）平均値の差をみた場合、平均値の差がマイ

ナスの場合は「改善」、プラスの場合は「悪化」を示す。なお、各回の分析を相互に行った為（例：第1回か

ら第2回、第2回から第1回）、本図表には時間軸を遡った（例：(I)第2回、(J)第1回というように）データも

掲載している。 
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図表２－５－１９．第1回調査から第4回調査にかけての要約指標（認知機能）の平均の推移 

n=159 

 

図表２－５－２０．第1回調査から第5回調査にかけての要約指標（認知機能）の平均の推移 

n=72 

※両図とも、平均値の差が有意であるものを実線にて表している。 
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（７）周辺症状（関連 12 項目の合計）（第１回～第４回） 

要約指標「周辺症状」の平均値については、数値が低いほど状態が良いことを指す。 

第 1 回から第 2 回にかけて改善しており、その後第 3 回にかけて大きく悪化している。 

第 1 回調査と比べ第 2 回、第 3 回調査に有意差があり、また第 2 回調査と比べ第 3 回、第 4 回

調査に有意差が認められた。 

 

図表２－５－２１．要約指標（周辺症状）の記述統計量 
 平均値 標準偏差 ｎ 

第1回（入所時） 0.921 1.163 165

第2回（退所時） 0.752 1.171 165

第3回（退所後１週間以内） 1.121 1.418 165

第4回（退所後１ヵ月） 1.024 1.302 165

 

 

図表２－５－２２．要約指標（周辺症状）平均値の調査回数間の比較 

（周辺症状については数値が低いほど状態が良いことを表す） 

(I) (J) 
平均値の差 

(I-J) 
標準誤差 有意確率b

95% 平均差信頼区間b 

下限 上限 

第1回 

（入所時） 

第2回(退所時) .170(*) .057 .003 .058 .282 

第3回(退所後１週間以内) -.200(*) .091 .030 -.381 -.019

第4回(退所後１ヵ月) -.103 .088 .243 -.277 .071 

第2回 

（退所時） 

第1回(入所時) -.170(*) .057 .003 -.282 -.058

第3回(退所後１週間以内) -.370(*) .093 .000 -.553 -.187

第4回(退所後１ヵ月) -.273(*) .094 .004 -.457 -.088

第3回 

（退所後1週間以内） 

第1回(入所時) .200(*) .091 .030 .019 .381 

第2回(退所時) .370(*) .093 .000 .187 .553 

第4回(退所後１ヵ月) .097 .063 .128 -.028 .222 

第4回 

（退所後1ヵ月） 

第1回(入所時) .103 .088 .243 -.071 .277 

第2回(退所時) .273(*) .094 .004 .088 .457 

第3回(退所後１週間以内) -.097 .063 .128 -.222 .028 

推定周辺平均に基づいた 

*. 平均の差は .05 水準で有意である。 

b. 多重比較の調整: 最小有意差 (調整無しに等しい) 

注：調査回の時間軸にそって（例：(I)第1回、(J)第2回というように）平均値の差をみた場合、平均値の差がプラ

スの場合は「改善」、マイナスの場合は「悪化」を示す。なお、各回の分析を相互に行った為（例：第1回か

ら第2回、第2回から第1回）、本図表には時間軸を遡った（例：(I)第2回、(J)第1回というように）データも

掲載している。 
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（８）周辺症状（関連 12 項目の合計）（第１回～第５回） 

要約指標「周辺症状」の平均値については、数値が低いほど状態が良いことを指す。 

「周辺症状」の平均値の差については、第 1 回と 2 回、2 回と 3 回、3 回と 4 回、4 回と 5 回、

といずれにおいても有意である。 

第 1 回から第 2 回にかけて改善しているが、第 3 回以降については第 1 回と比較すると悪化し

ている。第 2 回から第 3 回にかけて再び悪化し、また第 3 回から第 4 回にかけて改善するなど、

全体として退所後は悪化傾向にあるが、悪化と改善を繰り返し推移している。 
 

図表２－５－２３．要約指標（周辺症状）の記述統計量 
 平均値 標準偏差 ｎ 

第1回（入所時） 0.838 1.217 74

第2回（退所時） 0.662 1.208 74

第3回（退所後１週間以内） 1.122 1.561 74

第4回（退所後１ヵ月） 0.932 1.446 74

第5回（退所後３ヵ月） 1.257 1.836 74
 
図表２－５－２４．要約指標（周辺症状）平均値の調査回数間の比較 

（周辺症状については数値が低いほど状態が良いことを表す） 

(I) (J) 
平均値の差 

(I-J) 
標準誤差 有意確率b

95% 平均差信頼区間b 

下限 上限 

第1回 

（入所時） 

第2回(退所時) .176(*) .075 .023 .025 .326

第3回(退所後１週間以内) -.284(*) .108 .010 -.499 -.068

第4回(退所後１ヵ月) -.095 .117 .423 -.328 .139

第5回(退所後３ヵ月) -.419(*) .176 .020 -.770 -.067

第2回 

（退所時） 

第1回(入所時) -.176(*) .075 .023 -.326 -.025

第3回(退所後１週間以内) -.459(*) .131 .001 -.720 -.199

第4回(退所後１ヵ月) -.270(*) .134 .047 -.537 -.004

第5回(退所後３ヵ月) -.595(*) .185 .002 -.964 -.225

第3回 

（退所後1週間以内） 

第1回(入所時) .284(*) .108 .010 .068 .499

第2回(退所時) .459(*) .131 .001 .199 .720

第4回(退所後１ヵ月) .189(*) .060 .002 .070 .308

第5回(退所後３ヵ月) -.135 .165 .415 -.464 .193

第4回 

（退所後1ヵ月） 

第1回(入所時) .095 .117 .423 -.139 .328

第2回(退所時) .270(*) .134 .047 .004 .537

第3回(退所後１週間以内) -.189(*) .060 .002 -.308 -.070

第5回(退所後３ヵ月) -.324(*) .155 .040 -.634 -.015

第5回 

（退所後3ヵ月） 

第1回(入所時) .419(*) .176 .020 .067 .770

第2回(退所時) .595(*) .185 .002 .225 .964

第3回(退所後１週間以内) .135 .165 .415 -.193 .464

第4回(退所後１ヵ月) .324(*) .155 .040 .015 .634

推定周辺平均に基づいた 

*. 平均の差は .05 水準で有意である。 

b. 多重比較の調整: 最小有意差 (調整無しに等しい) 

注：調査回の時間軸にそって（例：(I)第1回、(J)第2回というように）平均値の差をみた場合、平均値の差がプラ

スの場合は「改善」、マイナスの場合は「悪化」を示す。なお、各回の分析を相互に行った為（例：第1回か

ら第2回、第2回から第1回）、本図表には時間軸を遡った（例：(I)第2回、(J)第1回というように）データも

掲載している。
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図表２－５－２５．第1回調査から第4回調査にかけての要約指標「周辺症状」の平均の推移 

n=165 

 

図表２－５－２６．第1回調査から第5回調査にかけての要約指標「周辺症状」の平均の推移 

n=74 

※両図とも、平均値の差が有意であるものを実線にて表している。 
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（９）社会参加（余暇＋社会交流）（第１回～第４回） 

最後の要約指標「社会参加」について、状態の変化をみる。 

まず、第 1 回との比較については、他の要約指標と同様に、第 2 回、第 3 回、第 4 回ともに改

善している（平均値の差がマイナスとなっている）。 

なお、第 1 回と第 2 回との比較において有意差があったが、それ以外の調査回数間の平均値比

較に有意差なかった。 

 

図表２－５－２７．要約指標（社会参加）の記述統計量 
 平均値 標準偏差 ｎ 

第1回（入所時） 5.166 1.302 163

第2回（退所時） 5.362 1.236 163

第3回（退所後１週間以内） 5.276 1.402 163

第4回（退所後１ヵ月） 5.337 1.292 163

 

図表２－５－２８．要約指標（社会参加）平均値の調査回数間の比較 

(I) (J) 
平均値の差 

(I-J) 
標準誤差 有意確率b

95% 平均差信頼区間b 

下限 上限 

第1回 

（入所時） 

第2回(退所時) -.196(*) .052 .000 -.299 -.093

第3回(退所後１週間以内) -.110 .088 .213 -.285 .064 

第4回(退所後１ヵ月) -.172 .089 .054 -.347 .003 

第2回 

（退所時） 

第1回(入所時) .196(*) .052 .000 .093 .299 

第3回(退所後１週間以内) .086 .082 .295 -.076 .247 

第4回(退所後１ヵ月) .025 .081 .761 -.135 .184 

第3回 

（退所後1週間以内） 

第1回(入所時) .110 .088 .213 -.064 .285 

第2回(退所時) -.086 .082 .295 -.247 .076 

第4回(退所後１ヵ月) -.061 .051 .226 -.161 .038 

第4回 

（退所後1ヵ月） 

第1回(入所時) .172 .089 .054 -.003 .347 

第2回(退所時) -.025 .081 .761 -.184 .135 

第3回(退所後１週間以内) .061 .051 .226 -.038 .161 

推定周辺平均に基づいた 

*. 平均の差は .05 水準で有意である。 

b. 多重比較の調整: 最小有意差 (調整無しに等しい) 

注：調査回の時間軸にそって（例：(I)第1回、(J)第2回というように）平均値の差をみた場合、平均値の差がマイ

ナスの場合は「改善」、プラスの場合は「悪化」を示す。なお、各回の分析を相互に行った為（例：第1回か

ら第2回、第2回から第1回）、本図表には時間軸を遡った（例：(I)第2回、(J)第1回というように）データも

掲載している。 
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（１０）社会参加（余暇＋社会交流）（第１回～第５回） 

要約指標「社会参加」の第 5 回調査までの変化をみる。 

まず、第 1 回との比較については、他の要約指標と同様に、第 2 回、第 3 回、第 4 回、第 5 回

ともに改善している。また、第 2 回から第 3 回にかけて一時的に悪化するが、その後第 5 回にか

けて改善しており、退所直後一時的に悪化したものの在宅での生活期間が長くなるにつれ、改善

傾向にある。 

 

図表２－５－２９．要約指標（社会参加）の記述統計量 
 平均値 標準偏差 ｎ 

第1回（入所時） 4.973 1.324 74

第2回（退所時） 5.243 1.191 74

第3回（退所後１週間以内） 5.189 1.449 74

第4回（退所後１ヵ月） 5.311 1.303 74

第5回（退所後３ヵ月） 5.392 1.569 74

 

図表２－５－３０．要約指標（社会参加）平均値の調査回数間の比較 

(I) (J) 
平均値の差 

(I-J) 
標準誤差 有意確率b

95% 平均差信頼区間b 

下限 上限 

第1回 

（入所時） 

第2回(退所時) -.270(*) .082 .002 -.434 -.106

第3回(退所後１週間以内) -.216 .139 .124 -.493 .061

第4回(退所後１ヵ月) -.338(*) .125 .009 -.587 -.089

第5回(退所後３ヵ月) -.419(*) .143 .004 -.703 -.135

第2回 

（退所時） 

第1回(入所時) .270(*) .082 .002 .106 .434

第3回(退所後１週間以内) .054 .133 .686 -.211 .319

第4回(退所後１ヵ月) -.068 .114 .556 -.296 .160

第5回(退所後３ヵ月) -.149 .137 .281 -.422 .124

第3回 

（退所後1週間以内） 

第1回(入所時) .216 .139 .124 -.061 .493

第2回(退所時) -.054 .133 .686 -.319 .211

第4回(退所後１ヵ月) -.122 .084 .151 -.289 .045

第5回(退所後３ヵ月) -.203 .154 .192 -.509 .104

第4回 

（退所後1ヵ月） 

第1回(入所時) .338(*) .125 .009 .089 .587

第2回(退所時) .068 .114 .556 -.160 .296

第3回(退所後１週間以内) .122 .084 .151 -.045 .289

第5回(退所後３ヵ月) -.081 .132 .540 -.343 .181

第5回 

（退所後3ヵ月） 

第1回(入所時) .419(*) .143 .004 .135 .703

第2回(退所時) .149 .137 .281 -.124 .422

第3回(退所後１週間以内) .203 .154 .192 -.104 .509

第4回(退所後１ヵ月) .081 .132 .540 -.181 .343

推定周辺平均に基づいた 

*. 平均の差は .05 水準で有意である。 

b. 多重比較の調整: 最小有意差 (調整無しに等しい) 

注：調査回の時間軸にそって（例：(I)第1回、(J)第2回というように）平均値の差をみた場合、平均値の差がマイ

ナスの場合は「改善」、プラスの場合は「悪化」を示す。なお、各回の分析を相互に行った為（例：第1回か

ら第2回、第2回から第1回）、本図表には時間軸を遡った（例：(I)第2回、(J)第1回というように）データも

掲載している。 
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図表２－５－３１．第1回調査から第4回調査にかけての「社会参加」の推定周辺平均の推移 

n=163 

 

図表２－５－３２．第1回調査から第5回調査にかけての「社会参加」の推定周辺平均の推移 

n=74 

※両図とも、平均値の差が有意であるものを実線にて表している。 
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６．ICF disability set に基づく新指標として把握した項目の調査回ごとの結果推移 

 第 1 回調査から第 5 回までの、「ICF disability set に基づく新指標」として把握した各項目の、

調査結果の分布を図表 2-6-1 から 2-6-14 に示す。 

 

図表２－６－１．喜怒哀楽の表現  

 

図表２－６－２．活力が満ち溢れているか 

 

図表２－６－３．地域社会におけるボランティア等の活動への参加 
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満ち溢れていると思う そうは思わない 無回答

99.4%

99.4%

98.2%

98.8%

100.0%

0.6%

0.6%

0.6%

0.6%

1.2%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第１回調査(n=175)

第２回調査(n=175)

第３回調査(n=170)

第４回調査(n=165)

第５回調査(n=76)

参加していない 無償の活動に参加している

有償の活動に参加している 有償無償両方の活動に参加している

無回答
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図表２－６－４．軽い運動、体操の頻度（一週間） 

 

図表２－６－５．定期的な運動・スポーツの頻度（一週間） 

 

図表２－６－６．連続して歩行できる時間 

 

  

21.1%

34.9%

12.4%

12.7%

13.2%

14.3%

17.7%

14.1%

16.4%

17.1%

39.4%

32.6%

54.1%

53.9%

51.3%

4.6%

4.0%

4.1%

4.8%

6.6%

20.6%

9.7%

14.7%

12.1%

10.5%

1.1%

0.6%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

第１回調査(n=175)

第２回調査(n=175)

第３回調査(n=170)

第４回調査(n=165)

第５回調査(n=76)

毎日 5～6日 2～4日 1日以下 運動・体操はしていない 無回答

0.6%

4.0%

1.2%

0.6%

7.4%

6.9%

4.1%

6.1%

3.9%

17.7%

22.9%

27.6%

27.9%

17.1%

2.3%

2.9%

3.5%

3.6%

3.9%

72.0%

62.3%

62.9%

61.8%

75.0%

1.1%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

第１回調査(n=175)

第２回調査(n=175)

第３回調査(n=170)

第４回調査(n=165)

第５回調査(n=76)

毎日 5～6日 2～4日 1日以下 運動・スポーツはしていない 無回答

17.7%

27.4%

18.8%

18.2%

22.4%

22.3%

24.6%

24.1%

26.7%

19.7%

18.9%

14.3%

19.4%

17.0%

15.8%

41.1%

33.7%

35.9%

37.0%

42.1%

1.8%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

第１回調査(n=175)

第２回調査(n=175)

第３回調査(n=170)

第４回調査(n=165)

第５回調査(n=76)

6分以上歩行可能 2～5分程度は歩行可能 2分未満は歩行可能 全く歩行できない 無回答
(または、移動は車イスのみ)
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図表２－６－７．関節の可動性 

※下記“第 1 回調査”の n 数に関しては、判読不明のデータが検出されたため他と相違している。 

 

図表２－６－８．椅子から手を使わずに立ち上がれるか 

 

図表２－６－９．薬の自己管理を普段から行っているか 

 

  

49.4%

51.4%

49.4%

49.7%

50.0%

26.4%

22.3%

19.4%

19.4%

11.8%

23.0%

24.6%

28.2%

28.5%

32.9%

1.1%

1.1%

2.4%

2.4%

3.9%

0.6%

0.6%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第１回調査(n=174)

第２回調査(n=175)

第３回調査(n=170)

第４回調査(n=165)

第５回調査(n=76)

膝関節は疼痛や制限なく動く 膝関節は動くが疼痛がある

膝関節は動きに制限があるが疼痛はない 膝関節は動かない

無回答

13.7%

14.9%

8.2%

10.3%

11.8%

8.0%

11.4%

14.7%

15.2%

6.6%

10.3%

9.1%

14.1%

13.3%

6.6%

68.0%

63.4%

61.8%

60.6%

75.0%

1.1%

1.2%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第１回調査(n=175)

第２回調査(n=175)

第３回調査(n=170)

第４回調査(n=165)

第５回調査(n=76)

何回も繰り返して問題なくできる 1回であれば問題なくできる

1回は、問題はあるが何とかできる 立ち上がることができない

無回答

6.9%

6.9%

12.9%

13.3%

15.8%

90.9%

89.1%

83.5%

83.6%

82.9%

2.3%

4.0%

2.9%

3.0%

1.3%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

第１回調査(n=175)

第２回調査(n=175)

第３回調査(n=170)

第４回調査(n=165)

第５回調査(n=76)

行っている 行っていない 薬は飲んでいない 無回答



35 
 

図表２－６－１０．医師や看護師、介護士に自分の訴えを明確に伝えることができるか 

 

図表２－６－１１．夜間はよく眠っているか 

 

図表２－６－１２．日中も寝ているか 

 

  

33.1%

37.7%

33.5%

33.9%

26.3%

51.4%

49.7%

48.2%

47.9%

50.0%

15.4%

12.0%

17.6%

18.2%

22.4%

0.6%

0.6%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

第１回調査(n=175)

第２回調査(n=175)

第３回調査(n=170)

第４回調査(n=165)

第５回調査(n=76)

的確に伝えることができる ある程度伝えることができる できない 無回答

70.3%

80.0%

75.9%

79.4%

80.3%

28.0%

18.9%

21.2%

18.2%

19.7%

1.1%

1.2%

1.2%

0.6%

1.1%

1.8%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

第１回調査(n=175)

第２回調査(n=175)

第３回調査(n=170)

第４回調査(n=165)

第５回調査(n=76)

よく眠れている あまり眠れていない（不眠の訴えあり）

全く眠れていない（実際に不眠である） 無回答

26.9%

31.4%

31.2%

30.9%

21.1%

56.6%

56.6%

49.4%

52.1%

56.6%

16.0%

11.4%

18.8%

15.8%

21.1%

0.6%

0.6%

0.6%

1.2%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

第１回調査(n=175)

第２回調査(n=175)

第３回調査(n=170)

第４回調査(n=165)

第５回調査(n=76)

日中は起きている 日中、短時間は寝ている（2時間未満）

日中も2時間以上寝ている 無回答
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図表２－６－１３．施設入所や在宅復帰といった環境の変化に問題なく対応できたか 

 

図表２－６－１４．普段から他の利用者や近所の人に対しての手伝いを行っているか 

 

81.7%

88.0%

81.8%

86.7%

82.9%

17.7%

9.1%

15.9%

12.7%

13.2%

0.6%

2.3%

1.8%

0.6%

3.9%

0.6%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

第１回調査(n=175)

第２回調査(n=175)

第３回調査(n=170)

第４回調査(n=165)

第５回調査(n=76)

対応できている あまり対応できていない 全く対応できていない 無回答

10.9%

15.4%

8.2%

9.1%

3.9%

89.1%

84.6%

91.2%

90.9%

96.1%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

第１回調査(n=175)

第２回調査(n=175)

第３回調査(n=170)

第４回調査(n=165)

第５回調査(n=76)

行っている 行っていない 無回答



37 
 

７．日常関連動作（IADL）の要約指標の作成と、平均値の推移 

 日常関連動作については、各調査回において、図表 2-7-1 に示す 10 の各項目につき、自分で行

っているかどうかを尋ねているが、これら全体を「IADL」として要約指標を作成し、調査回ごと

の平均値の変化をみた。 

 

図表２－７－１．日常関連動作（IADL）に関する調査項目 
 調査項目 

食事機能 準備 片付け  

生活機能 買い物 掃除・洗濯 ゴミ出し 

自己管理 お金 電話 郵便・書類 

社会機能 交通手段 散歩  

 

 なお、要約指標の作成にあたっては、「自分で行っている（できている）」を 2 点、「手伝ってい

る（一部行っている）」を 1 点、「自分で行っていない（できていない）」を 0 点として、各 10 項

目を合計 20 点満点で集計を行った。 
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（１）日常関連動作（IADL）（第１回～第４回） 

日常関連動作（IADL）に関し、要約指標の平均値についてみると、第 1 回以降、第 2 回、第 3

回と時間の経過とともに改善する傾向がみられた。 

なお、平均値の調査回数間の比較については、どの調査間にも平均値の差は有意ではなかった。 

 

図表２－７－２．要約指標（日常関連動作）の記述統計量 
 平均値 標準偏差 ｎ 

第1回（入所時） 1.315 2.622 165

第2回（退所時） 1.394 3.868 165

第3回（退所後１週間以内） 1.521 2.896 165

第4回（退所後１ヵ月） 1.630 3.190 165

 

 

図表２－７－３．要約指標（日常関連動作）平均値の調査回数間の比較 

(I) (J) 
平均値の差 

(I-J) 
標準誤差 有意確率b

95% 平均差信頼区間b 

下限 上限 

第1回 

（入所時） 

第2回(退所時) -.079 .281 .779 -.633 .475

第3回(退所後１週間以内) -.206 .160 .200 -.522 .110

第4回(退所後１ヵ月) -.315 .178 .078 -.666 .036

第2回 

（退所時） 

第1回(入所時) .079 .281 .779 -.475 .633

第3回(退所後１週間以内) -.127 .238 .593 -.597 .343

第4回(退所後１ヵ月) -.236 .256 .357 -.742 .269

第3回 

（退所後1週間以内） 

第1回(入所時) .206 .160 .200 -.110 .522

第2回(退所時) .127 .238 .593 -.343 .597

第4回(退所後１ヵ月) -.109 .070 .123 -.248 .030

第4回 

（退所後1ヵ月） 

第1回(入所時) .315 .178 .078 -.036 .666

第2回(退所時) .236 .256 .357 -.269 .742

第3回(退所後１週間以内) .109 .070 .123 -.030 .248

推定周辺平均に基づいた 

b. 多重比較の調整: 最小有意差 (調整無しに等しい) 

注：調査回の時間軸にそって（例：(I)第1回、(J)第2回というように）平均値の差をみた場合、平均値の差がマイ

ナスの場合は「改善」、プラスの場合は「悪化」を示す。なお、各回の分析を相互に行った為（例：第1回か

ら第2回、第2回から第1回）、本図表には時間軸を遡った（例：(I)第2回、(J)第1回というように）データも

掲載している。 
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（２）日常関連動作（IADL）（第１回～第５回） 

第 5 回までの比較については、退所後 1 ヵ月以内に実施された第 4 回調査までは改善傾向にあ

るが、第 5 回において悪化がみられた。 

なお、(1)同様に、調査間の平均値の差に、有意差はなかった。 

 

図表２－７－４．（日常関連動作）の記述統計量 

 平均値 標準偏差 ｎ 

第1回（入所時） 1.581 3.327 74

第2回（退所時） 1.905 5.520 74

第3回（退所後１週間以内） 1.946 3.519 74

第4回（退所後１ヵ月） 2.149 4.006 74

第5回（退所後３ヵ月） 2.068 3.783 74

 

 

図表２－７－５．要約指標（日常関連動作）平均値の調査回数間の比較 

(I) (J) 
平均値の差 

(I-J) 
標準誤差 有意確率b

95% 平均差信頼区間b 

下限 上限 

第1回 

（入所時） 

第2回(退所時) -.324 .591 .585 -1.501 .853

第3回(退所後１週間以内) -.365 .281 .199 -.925 .196

第4回(退所後１ヵ月) -.568 .324 .084 -1.213 .078

第5回(退所後３ヵ月) -.486 .300 .109 -1.085 .112

第2回 

（退所時） 

第1回(入所時) .324 .591 .585 -.853 1.501

第3回(退所後１週間以内) -.041 .451 .929 -.939 .858

第4回(退所後１ヵ月) -.243 .497 .626 -1.234 .748

第5回(退所後３ヵ月) -.162 .515 .754 -1.189 .865

第3回 

（退所後1週間以内） 

第1回(入所時) .365 .281 .199 -.196 .925

第2回(退所時) .041 .451 .929 -.858 .939

第4回(退所後１ヵ月) -.203 .112 .075 -.426 .021

第5回(退所後３ヵ月) -.122 .144 .401 -.408 .165

第4回 

（退所後1ヵ月） 

第1回(入所時) .568 .324 .084 -.078 1.213

第2回(退所時) .243 .497 .626 -.748 1.234

第3回(退所後１週間以内) .203 .112 .075 -.021 .426

第5回(退所後３ヵ月) .081 .158 .610 -.235 .397

第5回 

（退所後3ヵ月） 

第1回(入所時) .486 .300 .109 -.112 1.085

第2回(退所時) .162 .515 .754 -.865 1.189

第3回(退所後１週間以内) .122 .144 .401 -.165 .408

第4回(退所後１ヵ月) -.081 .158 .610 -.397 .235

推定周辺平均に基づいた 

b. 多重比較の調整: 最小有意差 (調整無しに等しい) 

注：調査回の時間軸にそって（例：(I)第1回、(J)第2回というように）平均値の差をみた場合、平均値の差がマイ

ナスの場合は「改善」、プラスの場合は「悪化」を示す。なお、各回の分析を相互に行った為（例：第1回か

ら第2回、第2回から第1回）、本図表には時間軸を遡った（例：(I)第2回、(J)第1回というように）データも

掲載している。 
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図表２－７－６．第1回調査から第4回調査にかけての要約指標「日常関連動作」の平均の推移 

 n=165 

 

図表２－７－７．第1回調査から第5回調査にかけての要約指標「日常関連動作」の平均の推移 

 n=74 

※両図とも、平均値の差が有意であるものを実線にて表している。 
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８．意欲の指標についての要約指標の作成と、平均値の推移 

 各調査回において、「意欲の指標」として、「起床」「意思疎通」「食事」「排泄」「リハビリ、活

動」の 5 項目を聞いているが、これらを要約指標として作成し、調査回ごとの平均値の変化を見

た。 

要約指標 

意欲の指標 ＝ 起床 + 意思疎通 + 食事 + 排泄 + リハビリ、活動 

 

 なお、要約指標の作成にあたっては、意欲の指標として最も高いものを 2 点、中間を 1 点、最

も低いものを 0 点として、各 5 項目を合計 10 点満点で集計を行った。 

 

（１）意欲の指標（第１回～第４回） 

要約指標「意欲の指標」の平均値についてみると、第 1 回調査と第 2 回調査、第 2 回調査と第

3 回調査、さらに第 3 回調査と第 4 回調査に有意差があり、入所中（第 1 回調査から第 2 回調査）

に改善傾向がみられるものの、退所後一時的に大きく悪化し、また時間の経過とともに（第 3 回

から第 4 回）少し改善している。 
 
図表２－８－１．要約指標（意欲の指標）の記述統計量 

 平均値 標準偏差 ｎ 

第1回（入所時） 7.473 2.352 165

第2回（退所時） 7.909 2.216 165

第3回（退所後１週間以内） 7.430 2.320 165

第4回（退所後１ヵ月） 7.552 2.288 165
 
図表２－８－２．要約指標（意欲の指標）平均値の調査回数間の比較 

(I) (J) 
平均値の差 

(I-J) 
標準誤差 有意確率b

95% 平均差信頼区間b 

下限 上限 

第1回 

（入所時） 

第2回(退所時) -.436(*) .095 .000 -.624 -.249

第3回(退所後１週間以内) .042 .138 .759 -.230 .315

第4回(退所後１ヵ月) -.079 .118 .504 -.311 .153

第2回 

（退所時） 

第1回(入所時) .436(*) .095 .000 .249 .624

第3回(退所後１週間以内) .479(*) .134 .000 .213 .744

第4回(退所後１ヵ月) .358(*) .116 .002 .128 .587

第3回 

（退所後1週間以内） 

第1回(入所時) -.042 .138 .759 -.315 .230

第2回(退所時) -.479(*) .134 .000 -.744 -.213

第4回(退所後１ヵ月) -.121 .088 .172 -.296 .053

第4回 

（退所後1ヵ月） 

第1回(入所時) .079 .118 .504 -.153 .311

第2回(退所時) -.358(*) .116 .002 -.587 -.128

第3回(退所後１週間以内) .121 .088 .172 -.053 .296

推定周辺平均に基づいた 

*. 平均の差は .05 *水準で有意である。 

b. 多重比較の調整: 最小有意差 (調整無しに等しい) 

注：調査回の時間軸にそって（例：(I)第1回、(J)第2回というように）平均値の差をみた場合、平均値の差がマイ

ナスの場合は「改善」、プラスの場合は「悪化」を示す。なお、各回の分析を相互に行った為（例：第1回か

ら第2回、第2回から第1回）、本図表には時間軸を遡った（例：(I)第2回、(J)第1回というように）データも

掲載している。 
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（２）意欲の指標（第１回～第５回） 

第５回までの比較についても、基本的には（１）で示した第 1 回～第 4 回の結果と大きな変化

はないが、第 4 回から第 5 回にかけて再び悪化に転じていることがみてとれる。 

 

図表２－８－３．（意欲の指標）の記述統計量 
 平均値 標準偏差 ｎ 

第1回（入所時） 7.311 2.438 74

第2回（退所時） 7.811 2.206 74

第3回（退所後１週間以内） 7.284 2.279 74

第4回（退所後１ヵ月） 7.378 2.213 74

第5回（退所後３ヵ月） 6.946 2.145 74

 

図表２－８－４．要約指標（意欲の指標）平均値の調査回数間の比較 

(I) (J) 
平均値の差 

(I-J) 
標準誤差 有意確率b

95% 平均差信頼区間b 

下限 上限 

第1回 

（入所時） 

第2回(退所時) -.500(*) .152 .002 -.803 -.197

第3回(退所後１週間以内) .027 .253 .915 -.477 .531

第4回(退所後１ヵ月) -.068 .194 .728 -.454 .318

第5回(退所後３ヵ月) .365(*) .182 .049 .002 .728

第2回 

（退所時） 

第1回(入所時) .500(*) .152 .002 .197 .803

第3回(退所後１週間以内) .527(*) .236 .028 .057 .997

第4回(退所後１ヵ月) .432(*) .184 .021 .066 .798

第5回(退所後３ヵ月) .865(*) .177 .000 .513 1.217

第3回 

（退所後1週間以内） 

第1回(入所時) -.027 .253 .915 -.531 .477

第2回(退所時) -.527(*) .236 .028 -.997 -.057

第4回(退所後１ヵ月) -.095 .177 .594 -.446 .257

第5回(退所後３ヵ月) .338 .235 .155 -.131 .806

第4回 

（退所後1ヵ月） 

第1回(入所時) .068 .194 .728 -.318 .454

第2回(退所時) -.432(*) .184 .021 -.798 -.066

第3回(退所後１週間以内) .095 .177 .594 -.257 .446

第5回(退所後３ヵ月) .432(*) .164 .010 .105 .760

第5回 

（退所後3ヵ月） 

第1回(入所時) -.365(*) .182 .049 -.728 -.002

第2回(退所時) -.865(*) .177 .000 -1.217 -.513

第3回(退所後１週間以内) -.338 .235 .155 -.806 .131

第4回(退所後１ヵ月) -.432(*) .164 .010 -.760 -.105

推定周辺平均に基づいた 

*. 平均の差は .05 水準で有意である。 

b. 多重比較の調整: 最小有意差 (調整無しに等しい) 

注：調査回の時間軸にそって（例：(I)第1回、(J)第2回というように）平均値の差をみた場合、平均値の差がマイ

ナスの場合は「改善」、プラスの場合は「悪化」を示す。なお、各回の分析を相互に行った為（例：第1回か

ら第2回、第2回から第1回）、本図表には時間軸を遡った（例：(I)第2回、(J)第1回というように）データも

掲載している。 
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図表２－８－５．第1回調査から第4回調査にかけての要約指標「意欲の指標」の平均の推移 

 n=165 

図表２－８－６．第1回調査から第5回調査にかけての要約指標「意欲の指標」の平均の推移 

 n=75 

※両図とも、平均値の差が有意であるものを実線にて表している。  
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９．改善及び悪化に関する環境要因の影響 

老健施設退所後の在宅生活における機能の改善及び悪化に、環境要因として考えられる様々な

状況がどの程度影響しているのかを考察する。 

具体的には、ICF の要約指標である「移動及び ADL」と「認知機能」につき、以下に挙げる環

境要因として影響を及ぼしうると想定される各項目を説明変数としてロジスティック回帰分析を

行った。なお各説明変数は、ステップワイズ法（変数増加法ステップワイズ（尤度比））により投

入を行った。 

 

図表２－９－１．説明変数として投入した項目 

カテゴリ 項目名 備考 

本人属性 性別、年齢、世帯構成  

主患名 認知症、関節疾患 認知症については、ICD コード分類の「17 アルツハイマー

型認知症」から「23 まだ診断のついていない認知症」まで

に一つでも該当した場合「0」、それ以外を「1」としてカテ

ゴリ化 

また関節疾患については、同「39 脊柱管狭窄症」から「51 

関節リウマチ以外の全身性結合組織障害」までに一つでも

該当した場合「1」、それ以外を「0」としてカテゴリ化 

疼痛 慢性的な痛みの有無 「痛みあり」を「1」、「痛みなし」を「0」としてカテゴリ

化 

IADL 食事機能から社会機能の各項目

（11 項目） 

「行っている」及び「手伝っている」を「1」、「行っていな

い」を「0」としてカテゴリ化 

実施したリ

ハビリ 

老健施設において実施したリハ

ビリテーションの各項目 

（32 項目） 

「実施した」を「1」、「実施していない」を「0」としてカ

テゴリ化 

 

 

（１）「移動及び ADL」の改善・悪化に影響を及ぼす環境要因 

第 2 回調査（退所時）から第 4 回調査（退所後 1 ヵ月）の間に、要約指標「移動及び ADL」が

「改善」または「維持」した群と、「悪化」した群の 2 つに分け、ロジスティック回帰分析を行っ

たところ、「維持・改善」に影響を及ぼすと考えられる要因（有意確率が 0.05 以下の変数）は 2

つであり、日常関連動作（IADL）の「(10)社会機能 交通手段」と、実施したリハビリテーショ

ンの「3.耐久力向上練習」であり、いずれも B（係数）がマイナスとなっていることから、「交通

手段を使って外出している」と、「耐久力向上練習」は、オッズ比はいずれも小さいものの、「維

持・改善」にマイナスの影響を与えていると考えることができる。 
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図表２－９－２．方程式中の変数 
  B 標準誤差 Wald 自由度 有意確率 Exp(B) 

ｽﾃｯﾌﾟ 1(a) 
耐久力向上練習を実施した -1.064 0.45 5.6 1 0.018 0.345

定数 2.009 0.321 39.139 1 0 7.455

ｽﾃｯﾌﾟ 2(b) 

交通手段を使って外出している -1.124 0.58 3.755 1 0.053 0.325

耐久力向上練習を実施した -1.17 0.464 6.347 1 0.012 0.31

定数 2.246 0.363 38.358 1 0 9.45

ｽﾃｯﾌﾟ 3(c) 

交通手段を使って外出している -1.195 0.6 3.968 1 0.046 0.303

耐久力向上練習を実施した -1.427 0.479 8.876 1 0.003 0.24

運動協調性練習を実施した 7.389 18.462 0.16 1 0.689 1618.66

定数 2.245 0.37 36.907 1 0 9.445

a ｽﾃｯﾌﾟ 1: 投入された変数 @2_Q3_3 

b ｽﾃｯﾌﾟ 2: 投入された変数 @2_Q4_10 

c ｽﾃｯﾌﾟ 3: 投入された変数 @2_Q3_5  

 

 

（２）「認知機能」の改善・悪化に影響を及ぼす環境要因 

また、同様に、第 2 回調査（退所時）から第 4 回調査（退所後 1 ヵ月）の間に、要約指標「認

知機能」が「改善」または「維持」した群と、「悪化」した群の 2 つに分け、ロジスティック回帰

分析を行ったところ、「維持・改善」に影響を及ぼすと考えられる要因（有意確率が 0.05 以下の

変数）はなく、明確な因子は同定できなかった。 

 

 

図表２－９－３．方程式中の変数 
  B 標準誤差 Wald 自由度 有意確率 Exp(B) 

ｽﾃｯﾌﾟ 1(a) 

移動（歩行以外）練習を実施した 8.024 22.858 0.123 1 0.726 3053.61

定数 

 
1.179 0.202 33.995 1 0 3.25

a ｽﾃｯﾌﾟ 1: 投入された変数 @2_Q3_3 
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付録 摂食嚥下栄養ケアマネジメント書式（案）の作成 

 

本研究事業の作業部会において、摂食嚥下栄養に関するケアマネジメント書式（案）を作成し

た。施設における摂食・嚥下・栄養のそれぞれが独自の形でのマネジメントが行われていたため、

記入項目や設問についてできる限りの集約を行うことで、実情に即した利用者の状態像の把握を、

多職種での実施が可能になるよう心掛けた。さらに平成 27 年度介護報酬改定において「口腔・栄

養管理に係る取組みの充実」にも着目していることにも考慮しながら作成した書式となっている。

各種書式については以下の要約のとおりである。 

 

インテーク・シート（案）及び摂食嚥下栄養ケアマネジメント評価票（案）について 

 インテーク・シート（案）では、まず本人の状態像を「ほぼ健常」「低栄養」「胃瘻」と大きく

３つに判別することで、状態像を分かりやすく把握し、今後のプロセスの認識へとつなげている。

状態像を理解しやすくする為の図を交えた、ＩＣＦステージングでの評価項目も網羅している。 

摂食嚥下栄養ケアマネジメント評価票（案）では、身長・体重を基準とする低栄養状態のリス

クに関する項目、食生活や口腔・身体状況の項目に加え、認知症についての項目を設けた。多職

種によるミールラウンド評価、専門職からみた口腔機能や嚥下機能の評価、経口摂取の状況につ

いてＦＯＩＳの指標を参考としたレベルアセスメントも含まれている。なお、一定の指標を用い

ての共通の評価につなげるために、「新しい介護食品（スマイルケア食）の選び方」（農林水産省

ホームページ URL:http://www.maff.go.jp/ に掲載）を参考とした食事形態の選択項目を設けてい

る。 

 

食事に関する計画書（様式例）（案）について 

この書式では、必要エネルギー、提供栄養量、食事内容、食事形態等々の基礎的な項目だけで

なく、アレルギーや誤飲・誤嚥等についての記述項目を入れ、リスクマネジメントについて留意

できる構成としている。また「栄養ケアの具体的な内容」の項目では、多職種評価の実施内容を

記入できるように評価職種の項目を設けた。さらに、「専門職の評価と対応」の項目では、医師・

歯科医師・歯科衛生士・言語聴覚士の専門家としての意見が記入できるような書式としている。 

 

本研究事業の開始時は、摂食嚥下栄養ケアマネジメント書式について作業部会で検討を重ねて

いる段階であり、また調査項目の増加による施設の負担の観点からも摂食嚥下栄養ケアマネジメ

ント書式の内容を調査票に記載することは行わなかった。 

以降に、摂食嚥下栄養ケアマネジメント書式の最終案と素案を掲載する。最終案は、作業部会

で検討した結果に、平成 27 年 3 月 3 日「平成 27 年度介護報酬改定関係資料（全国介護保険・高

齢者保健福祉担当課長会議資料）【別冊】」で示された経口維持計画（様式例）案を反映させた書

式である。また素案については、作業部会での検討を進めていく上でたたき台として作成した書

式であり、参考として掲載するものである。 

今回作成した書式を参考とし、今後施設内における摂食嚥下栄養に関するケアマネジメントが

スムーズかつ有効に行われ、利用者の口腔及び栄養機能のさらなる改善につながることを願って

いる。 
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最 終 案

□　いいえ 　□　はい

　□　はい 　　□　いいえ

　□　はい 　　□　いいえ

５．普段から飲酒していますか □　いいえ 　□　はい

６．普段から喫煙していますか □　いいえ 　□　はい

７．食事に楽しみを感じていますか 　□　はい　 　□　いいえ

□　いいえ 　□　はい

□　いいえ 　□　はい

□　いいえ 　□　はい

４．硬いものを食べていますか

１３．体重減少　　　　　□　無　　　  □　有

摂食嚥下栄養ケアマネジメント　インテーク・シート

                                          お名前

　これは当施設（介護老人保健施設○○○○○）のご利用を希望される皆さまに、より適切な食事・栄養サービスを提供するこ
とができるよう、ご要望などをおうかがいするための用紙です。
　ご本人、主に介護をされている（今後、介護を予定されている）方、ご親族などの皆さまともよくご相談をなさってくださ
い。そのうえで率直なお考えをお書きください。そして次回の面接日にお持ちください。事前にお送りいただいても結構です。
※サービス利用にあたっての「必ず提出しなければならない書類」ではありませんが、できるかぎりご提出をお願いいたしま
す。もちろん、ご記入できるところだけで結構です。

該当するものに、○印をつけてください。

1．ご利用者の状態：　□ ほぼ健常　　□ 食事量が少ない（低栄養の疑い）　　□ 胃瘻

上記設問にて、「ほぼ健常」あるいは「食事量が少ない」と回答された方は、
以下の２～１２の各項目の該当するものに、○印をつけてください。

２．義歯を使用していますか

３．義歯を使用した状態で（義歯の無い方は普段の状態で）
    自分の歯でかんでいますか

　嫌いな物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

お書きいただいた方（方々）のお名前と続柄

８．食事中にむせることがありますか

９．お茶を飲むときにむせることがありますか

１０．口から食べ物がこぼれることがありますか

１１．褥瘡 （床ずれ）   □　無　　　　□　有（部位等　　   　　　　                　  　　　）

１２．アレルギー　　　　□　無　　　　□　有（アレルギーがみられる食品：　        　    　　 ）

ご
 
本
 
人

        ・　　　　　   　   　　　　　　（　　　）　　　・　　　　　　   　　　　　　   （　　　）

        ・　　　　　　   　   　　　　　（　　　）　　　・　　　   　　　　　　　　　   （　　　）

裏面にもお答え下さい。

      →「有」の方はどれ位の期間で何kg減　(　　　　　　　kg／　　　　　　ヶ月）

　好きな物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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摂食嚥下栄養ケアマネジメント評価票（案）  

ふりがな  □男 □女 □明□大□昭 年 月 日生まれ 歳

氏名 
 

 

要介護度・病名・ 

特記事項等     
              

記入者名 ： 

作成年月日：  年  月  日

身体状況、栄

養・食事に関

する意向 

 

 

 

家族構成と 

キーパーソ

ン（支援者） 

本人 — 

 

 

 

本人の状態について、 

右の欄に○印を付けてください。 【  ほぼ健常   ・  低栄養  ・  胃瘻  】 

実 施 日 年   月   日 

（記入者名）  

（職種） 

年   月   日 

（記入者名）  

（職種） 

年   月   日 

（記入者名）  

（職種） 

年   月   日 

（記入者名）  

（職種） 

実施項目にチェックを入れて下

さい。 

□ スクリーニング 

□ アセスメント 

□ モニタリング 

□ スクリーニング 

□ アセスメント 

□ モニタリング 

□ スクリーニング 

□ アセスメント 

□ モニタリング 

□ スクリーニング 

□ アセスメント 

□ モニタリング 

低栄養状態のリスクレベル □ 低  □ 中  □ 高 □ 低  □ 中  □ 高 □ 低  □ 中  □ 高 □ 低  □ 中  □ 高 

食事介助量 
□介助なし 

□介助要（内容     ）

□介助なし 

□介助要（内容     ）

□介助なし 

□介助要（内容     ） 

□介助なし 

□介助要（内容     ）

食事時間 （分） （分） （分） （分）

低
栄
養
状
態
の
リ
ス
ク
（
状
況
）

身  長（cm） （cm） （cm） （cm） （cm）

体  重（kg） （kg） （kg） （kg） （kg）

BMI（kg/ m2） （kg/ m2） （kg/ m2）               （kg/ m2）                （kg/ m2）

3％以上の体重減少 □無 □有（  kg/  ヶ月） □無 □有（  kg/  ヶ月） □無 □有（  kg/  ヶ月） □無 □有（  kg/  ヶ月）

血清アルブミン値（g/dl） □無 □有（   （g/dl）） □無 □有（   （g/dl）） □無 □有（   （g/dl）） □無 □有（   （g/dl））

褥瘡（有無・場所・大きさ・

写真を添付） 
□無 □有 

褥瘡の大きさ（     ）

□無 □有 

褥瘡の大きさ（     ）

□無 □有 

褥瘡の大きさ（     ） 

□無 □有 

褥瘡の大きさ（     ）

食

生

活

状

況

等 

栄
養
補
給
の
状
況

食事摂取量 

・主食の摂取量 

・主菜、副菜の摂取量 

・その他（補助食品など） 

％ 

主食   ％ 

主菜    ％ 副菜   ％

（           ） 

％ 

主食   ％ 

主菜    ％ 副菜   ％

（           ）

％ 

主食   ％ 

主菜    ％ 副菜   ％ 

（           ） 

％ 

主食   ％ 

主菜    ％ 副菜   ％

（           ）

必要栄養量 

（エネルギー・たんぱく質など） kcal      ｇ kcal      ｇ kcal      ｇ kcal      ｇ

食事の留意事項の有無 

（療養食の指示、食事形態、

嗜好、禁忌、アレルギーなど） 

□無 □有 

 

 

□無 □有 

 

 

□無 □有 

 

 

□無 □有 

 

 

食事時の摂食・嚥下状況 

（姿勢、食べ方等）※１ 
[   ] [   ] [   ] [   ] 

食事に対する満足度 ・ほぼ満足 

・満足していない 

（理由） 

・ほぼ満足 

・満足していない 

（理由） 

・ほぼ満足 

・満足していない 

（理由） 

・ほぼ満足 

・満足していない 

（理由） 

口

腔

・

身

体

状

況 

下腿周囲長（CC） （cm） （cm） （cm） （cm） （cm）

口の中の状態 

（不具合・衛生状態） □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 

過去３ヶ月間で精神的スト

レスや急性疾患を経験しま

したか？ 

□いいえ  □はい □いいえ  □はい □いいえ  □はい □いいえ  □はい 

以下の２項目は、※２よりアルファベットを選択して下さい。 

①自力で歩けますか？ （        ） （        ） （        ） （        ） 

②過去３ヶ月間で食欲不振、

消化器系の問題、そしゃ

く・嚥下困難などで食事量

が減少しましたか？ 

（        ） （        ） （        ） （        ） 

認知症関連の徴候・症状について問題がありましたか？ （問題の有無） 

認知症関連の徴候・症状について

問題がありましたか？ □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 

「有」の場合、具体的な状況 

（異食、食べ物と認識しない、人

のものを食べる、食べ物を散らか

す、食事又はその介助を拒否する

など） 

    

神経・精神的問題の有無について 

※２の③よりアルファベットを選

択して下さい。 
（        ） （        ） （        ） （        ） 

最 終 案
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ミールラウンド評価 

実 施 日 年   月   日 

（記入者名）  

年   月   日 

（記入者名）  

年   月   日 

（記入者名）  

年   月   日 

（記入者名）  

参加職種にチェックを入れて

下さい。 

□ 医師 □ 歯科医師  

□ 歯科衛生士 □ 相談員

□（管理）栄養士  

□ リハ職 □ 薬剤師  

□ ケアマネジャー  

□ 看護職 □ 介護職 

□ その他 

□ 医師 □ 歯科医師  

□ 歯科衛生士 □ 相談員

□（管理）栄養士  

□ リハ職 □ 薬剤師  

□ ケアマネジャー  

□ 看護職 □ 介護職 

□ その他 

□ 医師 □ 歯科医師  

□ 歯科衛生士□ 相談員

□（管理）栄養士  

□ リハ職 □ 薬剤師  

□ ケアマネジャー  

□ 看護職 □ 介護職 

□ その他 

□ 医師 □ 歯科医師  

□ 歯科衛生士 □ 相談員

□（管理）栄養士  

□ リハ職 □ 薬剤師  

□ ケアマネジャー  

□ 看護職 □ 介護職 

□ その他 

①噛むことが困難である □ ない  □ ある □ ない  □ ある □ ない  □ ある □ ない  □ ある 

②硬い食べ物を避け、軟らか

い食べ物ばかり食べる □ ない  □ ある □ ない  □ ある □ ない  □ ある □ ない  □ ある 

③口から食べ物や唾液がこぼ

れる 
□ ない  □ ある □ ない  □ ある □ ない  □ ある □ ない  □ ある 

④ことばが明瞭でない □ ない  □ ある □ ない  □ ある □ ない  □ ある □ ない  □ ある 

⑤食べ物をいつまでも飲み込

まずに噛んでいる 
□ ない  □ ある □ ない  □ ある □ ない  □ ある □ ない  □ ある 

⑥一口あたり何度も嚥下する □ ない  □ ある □ ない  □ ある □ ない  □ ある □ ない  □ ある 

⑦食事中や食後に濁った声に

変わる 
□ ない  □ ある □ ない  □ ある □ ない  □ ある □ ない  □ ある 

⑧食べるのが遅くなる □ ない  □ ある □ ない  □ ある □ ない  □ ある □ ない  □ ある 

⑨水分や食べ物が口に入った

とたんにむせたり、せきこ

んだりする 
□ ない  □ ある □ ない  □ ある □ ない  □ ある □ ない  □ ある 

⑩義歯の調子について □ 義歯は使用していない

□ 良い □ 悪い 

□ 義歯は使用していない

□ 良い □ 悪い 

□ 義歯は使用していない 

□ 良い □ 悪い 

□ 義歯は使用していない

□ 良い □ 悪い 

⑪口腔の不具合について □無  

□有（           ）

□無  

□有（           ）

□無  

□有（           ） 

□無  

□有（           ）

⑫歯科治療の必要性 □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 

⑬特記事項（むせのある食事

形態など注意点） 

    

食事中の兆候・症状を観察して、該当した問題がありましたか？  

①円背又は座位保持困難 

（例、まっすぐ座ることが

できない、横・前・後ろに

たおれる） 

□ 無    □ 有 □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 

②クッションなどの支えが 

あっても座位保持困難 
□ 無    □ 有 □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 

③いすやテーブルの高さが 

合っていない 
□ 無    □ 有 □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 

④食べるときに下顎が出る □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 

食事中の認知機能低下（高次脳機能障害）の徴候・症状について問題がありましたか？ （問題の有無） 

①傾眠（食事中寝てしまう） □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 

②食事の失認（口腔内の残留） □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 

③拒食 □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 

④偏食 □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 
⑤失行 

（指示で咀嚼しない・飲み込

まないなど） 

□ 無    □ 有 □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 

⑥切迫摂取 

（次々と食事を口に運ぶなど） 
□ 無    □ 有 □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 

⑦その他 □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 □ 無    □ 有 
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低栄養（食事量が少ない）を選択された方については以下にご記入下さい。 
経口摂取の状況について 
※４ 表（FOIS）より 
レベルを選択ください 

５・４・３・２・１ ５・４・３・２・１ ５・４・３・２・１ ５・４・３・２・１ 

食
生
活
状
況
等 

食事摂取量 
・全量 ・残しがち 

・ほぼ残す  

・全量 ・残しがち 

・ほぼ残す 

・全量 ・残しがち 

・ほぼ残す 

・全量 ・残しがち 

・ほぼ残す 

食事介助量     

合計提供カロリー数 kcal kcal kcal kcal

栄養・食形態について     

食事の留意事項の有無 

（嗜好、アレルギー、

その他禁忌など） 

□無 □有 □無 □有      □無 □有 □無 □有 

食事への意識につい

て 

    

多
職
種
に
よ
る
栄
養
ケ
ア
の
課
題
や

目
標
、目
標
期
間（
低
栄
養
関
連
問
題
）

多職種での意見が

反映するようにご

記入願います。 

また、※５ に留意

しながらご記入く

ださい。 

    

特記事項  

 
「経口維持加算（Ⅱ）の算定に必要な項目」 

※「人員配置基準以外の医師」「歯科医師」「歯科衛生士」「言語聴覚士」のいずれかの職種の方が記入して下さい。 
 

口腔ケアおよびミールラウンド時に観察して記入して下さい。 

実施した摂食・嚥下機能検査

にチェックを入れて下さい。 

□ 嚥下内視鏡検査 

□ 嚥下造影検査 

□ 咀嚼能力・機能の検査

□ 認知機能に課題あり  

検査不可 

□ その他 

□ 嚥下内視鏡検査 

□ 嚥下造影検査 

□ 咀嚼能力・機能の検査

□ 認知機能に課題あり  

検査不可 

□ その他 

□ 嚥下内視鏡検査 

□ 嚥下造影検査 

□ 咀嚼能力・機能の検査 

□ 認知機能に課題あり  

検査不可 

□ その他 

□ 嚥下内視鏡検査 

□ 嚥下造影検査 

□ 咀嚼能力・機能の検査

□ 認知機能に課題あり  

検査不可 

□ その他 

参加職種にチェックを入れて

下さい。 

□ 人員配置基準以外の

医師    □ 歯科医師 

□ 歯科衛生士  

□ 言語聴覚士 

□ 人員配置基準以外の

医師     □ 歯科医師 

□ 歯科衛生士  

□ 言語聴覚士 

□ 人員配置基準以外の

医師     □ 歯科医師 

□ 歯科衛生士  

□ 言語聴覚士 

□ 人員配置基準以外の

医師     □ 歯科医師 

□ 歯科衛生士  

□ 言語聴覚士 

①口腔乾燥 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 

②開口 □ 可  □ 不可 □ 可  □ 不可 □ 可  □ 不可 □ 可  □ 不可 

③うがい □ 可  □ 不可 □ 可  □ 不可 □ 可  □ 不可 □ 可  □ 不可 

④口臭 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 

⑤口腔衛生状態 □ 良い □ 悪い □ 良い □ 悪い □ 良い □ 悪い □ 良い □ 悪い 

⑥水飲みテストでの「むせ」 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 

「有」の場合は右記に回答 □ １回でむせる 

□ ２回以上でむせる 

□ １回でむせる 

□ ２回以上でむせる 

□ １回でむせる 

□ ２回以上でむせる 

□ １回でむせる 

□ ２回以上でむせる 

⑦頸部聴診実施の有無 □ 無   □ 有 □ 無   □ 有 □ 無   □ 有 □ 無   □ 有 

「有」の場合、誤嚥徴候の有無 □ 無   □ 有 □ 無   □ 有 □ 無   □ 有 □ 無   □ 有 

⑧暫定食事形態・とろみにつ

いて※３の表より分類を選

択してください 

    

⑨解決すべき課題や目標、 

目標期間     

⑩経 口 に よ る

継 続 的 な 食

事 の 摂 取 の

ための対応 

経口維持加

算(Ⅰ) 
    

経口維持加

算(Ⅱ) 

（評価者氏名・職種） （評価者氏名・職種） （評価者氏名・職種） （評価者氏名・職種） 
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「経口維持加算」について  
経口維持加算は、経口摂取をしている方々の中で誤嚥等のリスクのある方々を対象に、栄養評価や食事観察(ミールラ

ウンド)時の評価に加え、口腔衛生状況や口腔機能、嚥下機能評価（水飲みテスト、反復唾液嚥下テスト、頸部聴診の

スクリーニング等）を行い、その評価をもとに継続的に安全な経口摂取を維持する目的で立案される経口維持管理計

画である。 
 
※１ １、安定した正しい姿勢が自分でとれない ２、食事に集中することができない ３、食事中に傾眠や意識

混濁がある ４、歯（義歯）のない状態で食事をしている  ５、食べ物を口腔内に溜め込む ６、固形の食

べ物を咀しゃく中にむせる ７、食後、頬の内側や口腔内に残渣がある ８、水分でむせる ９、食事中、

食後に咳をすることがある １０、その他   
から[  ]へ該当数字を記入し（あてはまるものすべて）、必要な事項があれば記載して下さい。 
  

※２ ① Ａ 寝たきりまたは車椅子を常時使用 
     Ｂ ベッドや車椅子を離れられるが、歩いて外出はできない 
     Ｃ 自由に歩いて外出できる  

② Ａ 著しい食事量の減少 
Ｂ 中等度の食事量の減少 
Ｃ 食事量の減少なし  

③ Ａ 強度認知症またはうつ状態 
Ｂ 中程度の認知症 
Ｃ 精神的問題なし 

 
※３  

分類 学 会 分 類

2013 

規格 食べる力の目安 

形態等 
エネルギー・

栄養素 硬さ 

(N/ｍ2) 

付着性 

(J/ｍ3) 

凝集性 噛む力 飲み込む力 

青Ｄ 
（介護予防の

ための食品） 
－ － － － 


（問題なし）


（問題なし）

管理栄養士等への相談の結果
を受けて、個別に対応。 

エネルギーや
たんぱく質の
１日の推奨量
（栄養素等表
示基準値エネ
ルギー
2,100kcal、
たんぱく質
75g）に対し
て、当該食品
がどれくらい
含まれている
のかを表示す
ることが望ま
しい（食事摂
取基準
（2015 年
版）でも、特
に高齢者の適
切なたんぱく
質摂取の重要
性を指摘）。表
示の際には、
棒グラフで 1
日の推奨量の
何％に当たる
のかを示す等
するとわかり
やすい。また、
通常の商品よ
りたんぱく質
の含有量が多
いこと等を強
調表示する際
には、食品表
示のルールに
従う必要があ
る。 

黄Ａ 
（弱い力で 

噛める食品） 

嚥 下 調 整

食４ 
— — — 


（やや弱い）


（やや弱い）

かたさ・ばらけやすさ・貼り
つきやすさなどのないもので
あって、弱い力で噛める程度
のもの。 

黄Ｂ 
（歯ぐきで 

つぶせる食品） 

嚥 下 調 整

食４ 

— — — 


（弱い） 


（やや弱い）

かたさ・ばらけやすさ・貼り
つきやすさなどのないもので
あって、歯ぐきでつぶせる程
度のやわらかさのもの。 

黄Ｃ 
（舌でつぶせ

る食品） 

嚥 下 調 整

食３ 
— — — 


（とても弱い）


（弱い） 

形はあるが押しつぶしが容
易、舌と口蓋間で押しつぶし
が可能なもの。離水に配慮し
た粥など。 

赤Ａ 
（ペースト状

の食品） 

嚥 下 調 整

食 2 

3×102～

2×104 

1.5×103 

以下 

— 


（とても弱い）


（とても弱い）

スプーンですくって食べるこ
とが可能なもの。学会分類の
主食の例では、2-1（粒がな
く付着性の低いペースト状の
粥）、2-2（やや不均質（粒が
ある）でもやわらかく、離水
もなく付着性も低い粥）の２
種類ある。 

赤Ｂ 
（ムース状 

の食品） 

嚥 下 調 整

食１ｊ 

1×103～

1.5×104 

1×103 

以下 

0.2～0.9 


（とても弱い）


（とても弱い）

均質で、付着性、凝集性、か
たさ、離水に配慮した 
ゼリー・プリン・ムース状の
もの。おもゆゼリー、粥のゼ
リーなど。 

赤Ｃ 
（ゼリー状 

の食品） 

嚥 下 調 整

食０ｊ 

2.5×103

～1×104 

4×102 

以下 

0.2～0.6 


（とても弱い）


（とても弱い）

均質で、付着性・凝集性・か
たさに配慮したゼリー。離水
が少なく、スライスゼリー状
にすくうことが可能。 

 
（1） （一社）日本嚥下摂食リハビリテーション学会嚥下調整食分類 2013 やその他嚥下調整食分類等を合わせて

ご参照ください。 
 

（2） 硬さ、付着性、凝縮性の試験方法は、「特別用途食品の表示許可等について（平成 23 年 6 月 23 日付消食表
第 277 号）」別紙 3 の 4 えん下困難者用食品の試験方法(1)に準ずる。 
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※４ FOIS（Functional Oral Iｎtake Scale）より一部変更 

LEVEL5  特別な準備無く複数の食形態。全ての栄養・水分を経口で摂取。ただし、特定の食べ物は食べられない。 

LEVEL4  複数の食形態。全ての栄養・水分を経口で摂取。ただし、特別な準備や代償法が必要。 

LEVEL3 一種類の食形態のみ。全ての栄養・水分を経口で摂取。 

LEVEL２ 補助栄養に依存しているが、継続的に食事や飲み物を経口摂取している。 

LEVEL1 補助栄養に依存。少量の経口摂取を試みるのみ。 

 

※５  ①褥瘡  ②口腔及び摂食・嚥下  ③嘔気・嘔吐  ④下痢  ⑤便秘  ⑥浮腫  ⑦脱水  ⑧感染・発熱 

⑧経腸・静脈栄養  ⑩生活機能低下  ⑪閉じこもり  ⑫うつ ⑬認知機能  ⑭医薬品  ⑮その他 
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最 終 案

入所日　　　　：　              　　　 　 年　     月　     日

初 回 作 成 日  ： 年 　    月　     日

作成（変更）日： 年 　    月 　    日

説明と同意日 サイン（続柄）

必要エネルギー ｋｃａｌ 提供栄養量 ｋｃａｌ

①食事の形態 □　現状維持 □　変更

②食事の環境 □　現状維持 □　変更

③食事の介助の方法 □　現状維持 □　変更

④口腔のケアの方法 □　現状維持 □　変更

⑤医療又は歯科医療受診 □　現状維持 □　変更

評価職種
□ 医師 □ 歯科医師 □ 歯科衛生士 □ 管理栄養士 □ リハ職 □　薬剤師

□ ケアマネジャー □ 看護職 □ 介護職

評価職種
□ 医師 □ 歯科医師 □ 歯科衛生士 □ 管理栄養士 □ リハ職 □　薬剤師

□ ケアマネジャー □ 看護職 □ 介護職

評価職種

□ 医師 □ 歯科医師 □ 歯科衛生士 □ 言語聴覚士

（食事形態・誤嚥徴候・今後のVE、VF検査などにもご留意の上ご記入ください）

経口維持加算（Ⅰ）

経口維持加算（Ⅱ）

栄養ケア提供経過記録

月 日

経口による継続的
な食事の摂取のた
めの支援の観点

食事に関する計画書　（様式例）（案）　

氏名 殿 計画作成者:

リスクについて

食事内容
（療養食など）

食事の嗜好

体重の変動
□無
□有（　　　  　kg/ 　　    ヶ月）

サービス提供項目

③
専
門
職
の
評
価
と
対
応

特記事項

栄養ケアの具体的内容（課題や目標、目標期間）
多職種での意見が反映するようにご記入願います。

担当者 頻度 期間

①
食
の
楽
し
み
と
栄
養
状
態

　　　平成　　 　年　　 　月　　 　日

②
口
腔
摂
食
嚥
下
機
能

アレルギーについて　□無　　□有（　　                                                                             　　　　　　　）

誤飲・誤嚥について　□無　　□有（　　                               　　                                         　　　　　　　）

その他のリスク

食事形態

食事量の記録

褥瘡への
アプローチ

□無
□有　褥瘡の大きさなど
（　　                                        　　　　　　　）

（　　　　　　　）
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ない　・　時々ある　・　いつもある

ない　・　時々ある　・　いつもある

ない　・　時々ある　・　いつもある

ない　・　時々ある　・　いつもある

ない　・　時々ある　・　いつもある

ない　・　時々ある　・　いつもある

ない　・　時々ある　・　いつもある

ない　・　時々ある　・　いつもある

⑨いわゆる「早食い」である ない　・　時々ある　・　いつもある

⑩その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

記述欄

⑧水分や食べ物が口に入ったとたんに
  むせたり、咳き込んだりする

摂食嚥下栄養ケアマネジメント　インテーク・シート

                                          お名前

　これは当施設（介護老人保健施設○○○○○）のご利用を希望される皆さまに、より適切な食事・栄養サービスを提
供することができるよう、ご要望などをおうかがいするための用紙です。
　ご本人、主に介護をされている（今後、介護を予定されている）方、ご親族などの皆さまともよくご相談をなさって
ください。そのうえで率直なお考えをお書きください。そして次回の面接日にお持ちください。事前にお送りいただい
ても結構です。
※サービス利用にあたっての「必ず提出しなければならない書類」ではありませんが、できるかぎりご提出をお願いい
たします。もちろん、ご記入できるところだけで結構です。尚、９.の「低栄養状態のリスクレベル」については、
医療機関や介護施設などの専門職から説明を受けたことがある場合のみ、ご記入ください。

1．ご利用者の状態：　ほぼ健常　・　食事量が少ない方（栄養量が少ない方）　・　胃瘻

上記設問にて、「ほぼ健常」あるいは「食事量が少ない方」と回答された方は、
以下の①～⑩の各項目の該当するものに、○印をつけてください。
特に伝えておきたいことがありましたら、具体的に記述欄にお書きください

⑤食べ物をいつまでも飲み込まずに
  噛んでいる

２．既往症として以下の症状がありますか。

　□糖尿病　□心不全　□腎疾患　□高血圧　□誤嚥性肺炎　□発熱　□脱水　□その他（　　　　）

９．低栄養状態のリスクレベル　　□　低リスク　　□　中リスク　　□　高リスク

④ことばが明瞭でない

５．習慣として→　　飲酒  □　無　　　　□　有   ・  喫煙    　　□　無　　　　□　有

６．体重　　　　　　kg　　　　身長　　　　　　cm

７．体重減少　　□　無　 □　有　→「有」の方はどれ位の期間で何kg減(時期　　　kg／　　ヶ月）

①噛むことが困難である

②硬い食べ物を避け、
　軟らかい食べ物ばかり食べる

③口から食べ物がこぼれる

⑥食事中や食後に濁った声に変わる

⑦食べるのが遅くなる

該当するものに、○印をつけてください。

ご
 
本
 
人

        ・　　　　　   　   　　　　　　（　　　）　　　・　　　　　　   　　　　　　   （　　　）

        ・　　　　　　   　   　　　　　（　　　）　　　・　　　   　　　　　　　　　   （　　　）

お書きいただいた方（方々）のお名前と続柄

３．褥瘡    　　□　無　　　　□　有（部位等　　   　　　　　　　               　  　　　）

４．アレルギー　□　無　　　　□　有（アレルギーがみられる食品：　         　        　　 ）

８．義歯　   　 □　無　　　　□　有

　→「有」の方は義歯の調子について　　　 □　良い　　　□　あまり良くない　　　　□　悪い

素案
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摂食嚥下栄養ケアマネジメント評価票（案）  

ふりがな  □男 □女 □明□大□昭 年 月 日生まれ 歳

氏名 
 

 

要介護度・病名・ 

特記事項等     
              

記入者名 ： 

作成年月日：  年  月  日

身体状況、栄

養・食事に関

する意向 

 

 

 

家族構成と 

キーパーソ

ン（支援者） 

本人 — 

 

 

 

実 施 日 年   月   日 

（記入者名）  

年   月   日 

（記入者名）  

年   月   日 

（記入者名）  

年   月   日 

（記入者名）  

低栄養状態のリスクレベル □ 低  □ 中  □ 高 □ 低  □ 中  □ 高 □ 低  □ 中  □ 高 □ 低  □ 中  □ 高 

インテーク時の情報 ※1 □確認済  □未確認 □確認済  □未確認 □確認済  □未確認 □確認済  □未確認 

本人の状態 

（健康感、生活機能、身体機能など） 

□ほぼ健常 

□食事量が少ない方 

□胃瘻   □看取り 

□ほぼ健常 

□食事量が少ない方 

□胃瘻   □看取り 

□ほぼ健常 

□食事量が少ない方 

□胃瘻   □看取り 

□ほぼ健常 

□食事量が少ない方 

□胃瘻   □看取り 

介助量 
□全介助  □一部介助 

□介助なし 

□全介助  □一部介助 

□介助なし 

□全介助  □一部介助 

□介助なし 

□全介助  □一部介助 

□介助なし 

「ほぼ健常」を選択した方のみ 

回答 

飲酒 □無  □有 

喫煙 □無  □有 

飲酒 □無  □有 

喫煙 □無  □有 

飲酒 □無  □有 

喫煙 □無  □有 

飲酒 □無  □有 

喫煙 □無  □有 

「胃瘻」を選択した方のみ回答 

量（   ）回数（   ）

使用している栄養剤 

（          ） 

量（   ）回数（   ）

使用している栄養剤 

（          ） 

量（   ）回数（   ） 

使用している栄養剤 

（          ） 

量（   ）回数（   ）

使用している栄養剤 

（          ） 

低
栄
養
状
態
の
リ
ス
ク
（
状
況
）

身  長（cm） （cm） （cm） （cm） （cm） 

体  重（kg） （kg） （kg） （kg） （kg） 

BMI（kg/ m2） （kg/ m2） （kg/ m2）               （kg/ m2）                （kg/ m2）

3％以上の体重減少 □無 □有（  kg/  ヶ月） □無 □有（  kg/  ヶ月） □無 □有（  kg/  ヶ月） □無 □有（  kg/  ヶ月）

血清アルブミン値（g/dl） □無 □有（   （g/dl）） □無 □有（   （g/dl）） □無 □有（   （g/dl）） □無 □有（   （g/dl））

褥瘡（有無・場所・大きさ・

写真を添付） 

□無 □有 

褥瘡の大きさ（     ）

□無 □有 

褥瘡の大きさ（     ）

□無 □有 

褥瘡の大きさ（     ） 

□無 □有 

褥瘡の大きさ（     ）

栄養補給法 □経腸栄養法 □静脈栄養法 □経腸栄養法 □静脈栄養法 □経腸栄養法 □静脈栄養法 □経腸栄養法 □静脈栄養法

上腕周囲長（AC） （cm） （cm） （cm） （cm） （cm）

下腿周囲長（CC） （cm） （cm） （cm） （cm） （cm）

その他     

食
生
活
状
況
等 

栄
養
補
給
の
状
況

食事摂取量 

・主食の摂取量 

・主菜、副菜の摂取量 

・その他（補助食品など） 

％ 

主食   ％ 

主菜    ％ 副菜   ％

（           ） 

％ 

主食   ％ 

主菜    ％ 副菜   ％

（           ）

％ 

主食   ％ 

主菜    ％ 副菜   ％ 

（           ） 

％ 

主食   ％ 

主菜    ％ 副菜   ％

（           ）

必要栄養量 

（エネルギー・たんぱく質など） 

 kcal      ｇ kcal      ｇ kcal      ｇ kcal      ｇ 

食事の留意事項の有無 

（療養食の指示、食事形態、嗜好、

禁忌、アレルギーなど） 

□無 □有 

（          ） 

 

□無 □有 

（          ） 

 

□無 □有 

（          ） 

 

□無 □有 

（          ） 

 

食事時の摂食・嚥下状況（姿

勢、食べ方、むせ等）※２ 

[   ] 

 

[   ] 

 

[   ] 

 

[   ] 

 

食事満足度 ・美味しい ・ふつう 

・まずい 

・美味しい ・ふつう 

・まずい 

・美味しい ・ふつう 

・まずい 

・美味しい ・ふつう 

・まずい 

食事に対する意識 ・大いにある ・ややある 

・ふつう   ・ややない 

・全くない 

・大いにある ・ややある 

・ふつう   ・ややない 

・全くない  

・大いにある ・ややある  

・ふつう   ・ややない  

・全くない 

・大いにある ・ややある 

・ふつう   ・ややない 

・全くない 

その他（食習慣、生活習慣、

食行動などの留意事項など） 

    

 口の中の状態 

（不具合・衛生状態） 

□無  □有 □無  □有 □無  □有 □無  □有 

歯科治療の必要性 □無  □有 □無  □有 □無  □有 □無  □有 

素案
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義歯の調子について □良い  □悪い □良い  □悪い □良い  □悪い □良い  □悪い 

 口腔の不具合について □無   

□有（             ）

□無   

□有（             ）

□無   

□有（             ） 

□無   

□有（             ）

疾病に応じた栄養方法の継

続について 

    

暫定食事形態について  

※３の表より分類を選択し

てください 

    

ミールラウンドについて（以下の項目について回答ください） 

□医師 □歯科医師 □歯科衛生士 □（管理）栄養士 □リハ職 □薬剤師 □ケアマネジャー □看護職 □介護職 

①噛むことが困難である ・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

②硬い食べ物を避け、 

軟らかい食べ物ばかり食べる 
・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

③口から食べ物がこぼれる ・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

④ことばが明瞭でない ・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

⑤食べ物をいつまでも飲み込

まずに噛んでいる 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

⑥食事中や食後に濁った声に

変わる 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

⑦食べるのが遅くなる ・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

⑧水分や食べ物が口に入った

とたんにむせたり、せきこん

だりする 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

⑨水分や食べ物を飲み込む時

にむせたり、せきこんだりす

る 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

⑩水分や食べ物を飲み込んだ

後にむせたり、せきこんだり

する 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

⑪水分を飲み込むときにむせ

る 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

⑫ご飯を飲み込むときにむせ

る 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

⑬口に水をふくむことができ

ない 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

⑭口に水をふくむことはでき

るが、口からこぼれる 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

⑮口に水をふくむことはでき

るが、口内にためておけない 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

・ない   

・時々ある 

・いつもある 

食事の時や口腔ケア時に観察して記入して下さい。 （問題の有無） 

⑪口腔乾燥 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 

⑫開口 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 

⑬うがい □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 

⑭咀嚼力 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 

⑮口臭と口の中の問題 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 

食事中の兆候・症状を観察して、該当した問題がありましたか？ （問題の有無） 

⑤座位保持困難（例、まっす

ぐ座ることができない、

横・前・後ろにたおれる） 

□ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 

⑥クッションなどの支えが 

あっても座位保持困難 
□ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 
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⑦いすやテーブルの高さが 

合っていない 
□ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 

⑧食べるときに下顎が出る □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 

認知症関連の徴候・症状について問題がありましたか？ （問題の有無） 

⑨傾眠 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 

⑩食事の失認 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 

⑪興奮・大声・暴言・暴力 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 

⑫拒食 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 

⑬偏食 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 

⑭失行 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 

⑮妄想 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 

⑯早食い・詰め込み・丸呑み □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 

⑰徘徊・多動 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 

⑱盗食 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 

⑲異食 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 

⑳脱水 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 

21溢水状態 

（低ナトリウム血症） 
□ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 

22その他 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 □ 無  □ 有 

     

本人の状態で、「食事量が少ない方」を選択された方は以下の項目のご記入をお願い致します。 

経口摂取の状況について 

※4 表（FOIS）より 

レベルを選択ください 

５・４・３・２・１ ５・４・３・２・１ ５・４・３・２・１ ５・４・３・２・１ 

食
生
活
状
況
等 

食事摂取量 
・全量 ・残しがち 

・ほぼ残す  

・全量 ・残しがち 

・ほぼ残す 

・全量 ・残しがち 

・ほぼ残す 

・全量 ・残しがち 

・ほぼ残す 

食事介助量     

合計提供カロリー数 kcal kcal kcal kcal

栄養・食形態について 

 
    

食事の留意事項の有

無 

（嗜好、アレルギー、

その他禁忌など） 

□無 □有 □無 □有      □無 □有 □無 □有 

食事への意識につい

て 

    

多
職
種
に
よ
る
栄
養
ケ
ア
の
課
題
（
低
栄
養
関
連
問
題
） 

 

□医師   
□歯科医師  
□歯科衛生士  
□（管理）栄養士 

□リハ職  
□薬剤師   
□ケアマネジャー  
□看護職  
□介護職  
多職種での意見が反映

するようにご記入願い

ます。 

また、※５ に留意しな

がらご記入ください。 

    

特記事項 
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※１ インテーク時の情報が「未確認」の場合には、再度インテーク・シートをご確認ください。 
 
※２ 1、安定した正しい姿勢が自分でとれない ２、食事に集中することができない ３、食事中に傾眠や意識

混濁がある ４、歯（義歯）のない状態で食事をしている  ５、食べ物を口腔内に溜め込む ６、固形の食べ物を

咀しゃく中にむせる ７、食後、頬の内側や口腔内に残渣がある ８、水分でむせる ９、食事中、食後に咳をす

ることがある １０、その他  から[  ]へ該当数字を記入し（あてはまるものすべて）、必要な事項があれば記

載して下さい。 
 

※３  
分類 学 会 分 類

2013 

規格 食べる力の目安 

形態等 
エネルギー・

栄養素 硬さ 

(N/ｍ2) 

付着性 

(J/ｍ3) 

凝集性 噛む力 飲み込む力 

青Ｄ 
（介護予防の

ための食品） 
－ － － － 


（問題なし）


（問題なし）

管理栄養士等への相談の結果
を受けて、個別に対応。 

エネルギーや
たんぱく質の
１日の推奨量
（栄養素等表
示基準値エネ
ルギー
2,100kcal、
たんぱく質
75g）に対し
て、当該食品
がどれくらい
含まれている
のかを表示す
ることが望ま
しい（食事摂
取基準
（2015 年
版）でも、特
に高齢者の適
切なたんぱく
質摂取の重要
性を指摘）。表
示の際には、
棒グラフで 1
日の推奨量の
何％に当たる
のかを示す等
するとわかり
やすい。また、
通常の商品よ
りたんぱく質
の含有量が多
いこと等を強
調表示する際
には、食品表
示のルールに
従う必要があ
る。 

黄Ａ 
（弱い力で 

噛める食品） 

嚥 下 調 整

食４ 
— — — 


（やや弱い）


（やや弱い）

かたさ・ばらけやすさ・貼り
つきやすさなどのないもので
あって、弱い力で噛める程度
のもの。 

黄Ｂ 
（歯ぐきで 

つぶせる食品） 

嚥 下 調 整

食４ 

— — — 


（弱い） 


（やや弱い）

かたさ・ばらけやすさ・貼り
つきやすさなどのないもので
あって、歯ぐきでつぶせる程
度のやわらかさのもの。 

黄Ｃ 
（舌でつぶせ

る食品） 

嚥 下 調 整

食３ 
— — — 


（とても弱い）


（弱い） 

形はあるが押しつぶしが容
易、舌と口蓋間で押しつぶし
が可能なもの。離水に配慮し
た粥など。 

赤Ａ 
（ペースト状

の食品） 

嚥 下 調 整

食 2 

3×102～

2×104 

1.5×103 

以下 

— 


（とても弱い）


（とても弱い）

スプーンですくって食べるこ
とが可能なもの。学会分類の
主食の例では、2-1（粒がな
く付着性の低いペースト状の
粥）、2-2（やや不均質（粒が
ある）でもやわらかく、離水
もなく付着性も低い粥）の２
種類ある。 

赤Ｂ 
（ムース状 

の食品） 

嚥 下 調 整

食１ｊ 

1×103～

1.5×104 

1×103 

以下 

0.2～0.9 


（とても弱い）


（とても弱い）

均質で、付着性、凝集性、か
たさ、離水に配慮した 
ゼリー・プリン・ムース状の
もの。おもゆゼリー、粥のゼ
リーなど。 

赤Ｃ 
（ゼリー状 

の食品） 

嚥 下 調 整

食０ｊ 

2.5×103

～1×104 

4×102 

以下 

0.2～0.6 


（とても弱い）


（とても弱い）

均質で、付着性・凝集性・か
たさに配慮したゼリー。離水
が少なく、スライスゼリー状
にすくうことが可能。 

 
（1） （一社）日本嚥下摂食リハビリテーション学会嚥下調整食分類 2013 を合わせてご覧ください。 
 
（2） 硬さ、付着性、凝縮性の試験方法は、「特別用途食品の表示許可等について（平成 23 年 6 月 23 日付消食表
第 277 号）」別紙 3 の 4 えん下困難者用食品の試験方法(1)に準ずる。 

 

 

※4 FOIS（Functional Oral Iｎtake Scale）より一部変更 

LEVEL5  特別な準備無く複数の食形態。全ての栄養・水分を経口で摂取。ただし、特定の食べ物は食べられない。 

LEVEL4  複数の食形態。全ての栄養・水分を経口で摂取。ただし、特別な準備や代償法が必要。 

LEVEL3 一種類の食形態のみ。全ての栄養・水分を経口で摂取。 

LEVEL２ 補助栄養に依存しているが、継続的に食事や飲み物を経口摂取している。 

LEVEL1 補助栄養に依存。少量の経口摂取を試みるのみ。 

 

※5  ①褥瘡  ②口腔及び摂食・嚥下  ③嘔気・嘔吐  ④下痢  ⑤便秘  ⑥浮腫  ⑦脱水  ⑧感染・発熱 

 ⑨経腸・静脈栄養  ⑩生活機能低下  ⑪閉じこもり  ⑫うつ ⑬認知機能  ⑭医薬品  ⑮その他 
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素案

入所日　　　　：　              　　　 年　     月　     日

初 回 作 成 日  ： 年 　    月　     日

作成（変更）日： 年 　    月 　    日

　　　平成　　　年　　　月　　　日 サイン

□ 医師

□ 歯科医師

□ 歯科衛生士

□ 管理栄養士

□ リハ職

□ 薬剤師

□ ケアマネジャー

□ 看護職

□ 介護職

□ 医師

□ 歯科医師

□ 歯科衛生士

□ 管理栄養士

□ リハ職

□ 薬剤師

□ ケアマネジャー

□ 看護職

□ 介護職

□ 医師

□ 歯科医師

□ 歯科衛生士

□ 管理栄養士

□ リハ職

□ 薬剤師

□ ケアマネジャー

□ 看護職

□ 介護職

栄養ケア提供経過記録

月 日

食事に関する計画書　（様式例）（案）　

氏名 殿

説明と同意日

計画作成者:

食事の課題

担当者 頻度

利用者の意向

食事の目標

特記事項

栄養ケアの具体的内容
多職種での意見が反映するようにご記入願います。

サービス提供項目

①
食
の
楽
し
み

②
嚥
下
口
腔
機
能

③
栄
養
状
態

期間
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資 料 編 

 

 

 

 

・調査実施要綱 

・退所者生活機能調査票【第 1 回調査～第 4 回調査】 

・退所者生活機能調査票【第 5 回調査】 

・ICF ステージング・マニュアル 

・退所者生活機能調査単純集計表 
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- 
1 

- 

平
成

2
6

年
度

老
人

保
健

健
康

増
進

等
事

業
 

介
護

老
人

保
健

施
設

退
所

者
の

在
宅

療
養

支
援

に
関

す
る

 

調
査

研
究

事
業

 

（
 

退
所

者
生

活
機

能
調

査
 

）
 

～
 

実
施

要
綱

 
～

 

１
．

事
業

の
目

的
 

本
事

業
は

、
厚

生
労

働
省

老
人

保
健

事
業

推
進

費
等

補
助

金
（

老
人

保
健

健
康

増
進

等
事

業
）

の

交
付

を
受

け
、

下
記

の
目

的
の

た
め

実
施

さ
れ

る
調

査
事

業
で

す
。

 

平
成

2
5

年
度

実
施

し
た
「

施
設

退
所

後
の

要
介

護
高

齢
者

が
在

宅
生

活
を

継
続

す
る

た
め

の
要

因
に

関
す

る
調

査
研

究
事

業
」

で
は

、
介

護
老

人
保

健
施

設
（

以
下

、
老

健
施

設
）

か
ら

在
宅

復
帰

さ
れ

た
利

用
者

の
状

態
を

同
じ

指
標

を
用

い
て

、
入

所
中

か
ら

在
宅

期
間

中
ま

で
継

続
的

に
追

跡
調

査
し

ま
し

た
。

 

研
究

事
業

結
果

で
は

利
用

者
の

移
動

お
よ

び
A

D
L
、

認
知

機
能

、
食

事
お

よ
び

セ
ル

フ
ケ

ア
の

機
能

は
入

所
中

に
改

善
傾

向
を

示
し

、
そ

の
後

、
在

宅
に

お
い

て
や

や
低

下
傾

向
を

示
す

と
い

う
結

果
が

得
ら

れ
ま

し
た

。
在

宅
復

帰
を

行
っ

て
い

る
利

用
者

に
お

い
て

は
、

入
所

期
間

中
に

A
D

L
が

改
善

し
、

そ
の

後
居

宅
に

移
っ

て
か

ら
は

、
身

体
機

能
は

ゆ
っ

く
り

と
低

下
し

つ
つ

、
在

宅
を

維
持

し
て

い
る

と
い

う
傾

向
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

 

そ
こ

で
、

今
回

の
研

究
事

業
に

お
い

て
は

、
機

能
低

下
の

原
因

や
在

宅
維

持
の

要
因

の
検

討
を

行

う
と

と
も

に
、
在

宅
復

帰
後

の
在

宅
生

活
継

続
状

況
の

把
握

と
継

続
す

る
た

め
の

要
因

の
検

討
を

行

い
ま

す
。

在
宅

復
帰

後
も

良
好

な
居

宅
生

活
が

維
持

で
き

る
よ

う
、

居
宅

の
介

護
支

援
専

門
員

と
連

携
す

る
方

策
を

検
討

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
ま

す
。

 

昨
年

度
よ

り
継

続
し

て
、

公
益

社
団

法
人

全
国

老
人

保
健

施
設

協
会

（
以

下
、

全
老

健
）

は
一

般

社
団

法
人

日
本

介
護

支
援

専
門

員
協

会
と

の
連

携
・

協
力

の
も

と
、
事

業
を

実
施

致
し

て
お

り
ま

す
。 

本
事

業
の

趣
旨

を
ご

理
解

い
た

だ
き

、
ご

協
力

の
程

よ
ろ

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

 

２
．

事
業

実
施

施
設

 

全
国

の
老

健
施

設
の

う
ち

、
事

前
調

査
に

お
い

て
本

事
業

の
趣

旨
に

ご
賛

同
い

た
だ

き
、

ご
協

力

い
た

だ
け

る
旨

を
表

明
い

た
だ

い
た

施
設

を
対

象
と

し
ま

す
。

 

３
．

事
業

対
象

者
 

平
成

2
6

年
1

0
月

１
日

～
1

0
月

末
に

貴
老

健
施

設
を

退
所

さ
れ

る
方

全
員

を
対

象
と

し
ま

す
。

 

な
お

、
添

付
の

「
同

意
書

」
等

を
用

い
、

対
象

者
及

び
そ

の
ご

家
族

に
本

事
業

の
趣

旨
等

を
ご

説
明

い
た

だ
く

と
と

も
に

、
同

意
を

得
ら

れ
た

方
を

対
象

に
、

調
査

を
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

同

意
を

得
ら

れ
な

い
場

合
に

は
、

調
査

対
象

か
ら

外
し

て
く

だ
さ

い
。

 

同
意

書
は

、
貴

施
設

に
て

取
り

ま
と

め
て

い
た

だ
き

、
1

1
月

末
ま

で
に

、
全

老
健

へ
ご

郵
送

下
さ

い
。

 

- 
2 

- 

（
注

）
同

意
書

の
取

り
付

け
に

つ
い

て
 

本
事

業
は

、
利

用
者

ご
本

人
の

情
報

を
収

集
す

る
こ

と
に

な
り

ま
す

の
で

、
お

手
数

で
も

添
付

の
「

同
意

書
」

の
書

式
を

ご
利

用
頂

き
、

必
ず

協
力

同
意

書
の

取
り

付
け

を
行

っ
て

頂
き

ま
す

よ
う

お
願

い
致

し
ま

す
。

 

ま
た

、
調

査
対

象
者

が
認

知
症

等
に

よ
り

有
効

な
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

を
与

え
る

こ
と

が
で

き
な

い
と

客
観

的
に

判
断

さ
れ

る
場

合
に

は
、

代
諾

者
（

当
該

調
査

対
象

者
の

法
定

代
理

人
等

、
調

査
対

象
者

の
意

思

及
び

利
益

を
代

弁
で

き
る

と
考

え
ら

れ
る

方
）

の
同

意
と

署
名

に
よ

り
、

調
査

へ
の

同
意

取
り

付
け

に
替

え
る

こ

と
が

可
能

で
す

。
 

今
回

の
結

果
は

協
力

者
の

個
人

名
暗

号
化

等
の

対
策

を
行

い
、

個
人

情
報

の
保

護
を

遵
守

し
た

う
え

で
、

一
部

、

全
老

健
が

実
施

す
る

別
な

調
査

等
で

使
用

す
る

可
能

性
が

ご
ざ

い
ま

す
。

調
査

デ
ー

タ
に

つ
い

て
、

個
人

が
特

定

さ
れ

る
よ

う
な

公
表

は
一

切
致

し
ま

せ
ん

の
で

、
調

査
対

象
者

並
び

に
調

査
実

施
者

の
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
は

守
ら

れ

ま
す

。
 

な
お

、
途

中
で

調
査

へ
の

協
力

を
撤

回
さ

れ
た

い
場

合
は

、
い

つ
で

も
同

意
を

取
り

消
す

こ
と

が
で

き
ま

す
。

こ
の

場
合

は
、

添
付

の
「

同
意

撤
回

書
」

に
ご

署
名

頂
い

た
う

え
、

ご
一

報
く

だ
さ

い
。

 

（
「

同
意

撤
回

書
」

は
、

同
意

書
の

後
ろ

及
び

、
各

調
査

票
の

巻
末

に
も

つ
い

て
お

り
ま

す
。）

 

☆
 

調
査

実
施

期
間

中
は

、
調

査
対

象
者

に
間

違
い

が
起

き
な

い
よ

う
調

査
票

の
表

紙
裏

面
に

ご
利

用
者

の
氏

名
を

ご
記

入
頂

き
ま

す
が

、
調

査
票

を
ご

返
送

い
た

だ
く

際
に

は
氏

名
欄

を
黒

く
塗

り
つ

ぶ
し

て

い
た

だ
き

ま
す

よ
う

お
願

い
致

し
ま

す
。

 

な
お

、
番

号
記

載
の

エ
ラ

ー
が

発
生

し
た

場
合

に
も

判
別

で
き

る
よ

う
に

、
別

添
「

対
比

表
」

に
お

名
前

を
ご

記
入

（
入

力
）

頂
き

、
貴

施
設

に
て

保
管

下
さ

い
ま

す
よ

う
、

宜
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

（
本

調
査

で
知

り
得

た
個

人
情

報
は

、
調

査
の

目
的

以
外

に
使

用
い

た
し

ま
せ

ん
。
）

 

記
載

例
 

調
査

票
標

記
 

利
用

者
Ｉ

Ｄ
 

お
名

前
 

①
老

健
 

太
郎

 

【
調

査
票

の
記

入
者

お
よ

び
協

力
依

頼
に

つ
い

て
】

 

■
調

査
は

全
５

回
実

施
し

ま
す

。
第

１
回

及
び

第
２

回
調

査
は

老
健

施
設

の
介

護
支

援
専

門
員

が
、

第
３

回
～

第
５

回
調

査
は

居
宅

の
介

護
支

援
専

門
員

が
実

施
を

お
願

い
し

ま
す

。

■
第

１
回

調
査

は
、

施
設

入
所

時
の

状
況

を
、

当
時

の
記

録
等

か
ら

類
推

し
て

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
第

２
回

は
、

施
設

退
所

前
に

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。

↓
【

施
設

側
で

記
入

し
た

調
査

票
を

居
宅

の
介

護
支

援
専

門
員

に
お

渡
し

く
だ

さ
い

】
 

↓
 

調
査

依
頼

を
し

た
居

宅
の

介
護

支
援

専
門

員
様

の
氏

名
・

所
属

先
等

を
、

1
1

月

１
７

日
（

月
）

ま
で

に
全

老
健

に
F
A

X
（

0
3

-3
4

5
5

-3
5

3
5

）
で

お
知

ら
せ

く
だ

さ
い

。（
居

宅
の

介
護

支
援

専
門

員
 

調
査

協
力

依
頼

先
リ

ス
ト

使
用

）
 

■
第

３
回

調
査

は
施

設
退

所
後

１
週

間
以

内
に

、
ま

た
第

４
回

は
退

所
１

か
月

後
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

時
に

、
さ

ら
に

第
５

回
は

退
所

３
か

月
後

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
時

に
行

っ
て

い
た

だ
く

よ

1
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う
、

居
宅

の
介

護
支

援
専

門
員

に
協

力
依

頼
し

て
く

だ
さ

い
。

 

※
第

３
回

～
第

５
回

ま
で

の
調

査
期

間
中

に
、
調

査
対

象
者

の
方

が
貴

老
健

施
設

に
再

入
所

さ
れ

た
場

合
は

、
お

手
数

で
す

が
、

居
宅

介
護

支
援

専
門

員
よ

り
調

査
票

を
再

度
お

受
け

取
り

い
た

だ
き

、
老

健
施

設
の

介
護

支
援

専
門

員
に

よ
り

調
査

を
続

行
く

だ
さ

い
ま

す
よ

う
、

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

【
居

宅
の

介
護

支
援

専
門

員
様

へ
の

ご
依

頼
に

つ
い

て
】

 

本
調

査
票

を
居

宅
の

介
護

支
援

専
門

員
等

へ
郵

送
す

る
た

め
に

、
宛

先
が

印
字

さ
れ

て
い

な

い
角

2
封

筒
を

同
封

し
て

お
り

ま
す

。
調

査
票

を
郵

送
さ

れ
る

場
合

は
、

こ
ち

ら
を

お
使

い
く

だ
さ

い
。

な
お

、
居

宅
の

介
護

支
援

専
門

員
様

へ
お

渡
し

頂
く

も
の

は
以

下
の

通
り

で
す

。
 

（
1

）
施

設
か

ら
居

宅
の

介
護

支
援

専
門

員
様

へ
の

依
頼

状
※

 

（
2

）
退

所
者

生
活

機
能

調
査

票
（

冊
子

に
な

っ
て

お
り

、
第

1
回

か
ら

第
4

回
調

査
ま

で
で

一
冊

、
第

5
回

調
査

で
一

冊
と

、
2

分
冊

に
な

っ
て

い
ま

す
）

 

（
3

）
IC

F
ス

テ
ー

ジ
ン

グ
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
冊

子
に

な
っ

て
い

ま
す

）
 

（
4

）
返

信
用

の
角

2
封

筒
（

２
部

）
 

⇒
封

筒
は

、「
第

１
回

～
第

４
回

調
査

結
果

返
信

用
」

と
「

第
５

回
調

査
結

果
返

信
用

」
の

２
種

類
が

あ
り

ま
す

の
で

、
居

宅
側

の
介

護
支

援
専

門
員

に
両

方
お

渡
し

く
だ

さ
い

。
 

※
（

1
）

の
依

頼
状

の
雛

形
を

本
要

綱
の

４
ペ

ー
ジ

に
掲

載
い

た
し

ま
す

。
雛

形
は

当
協

会
H

P
会

員
専

用
サ

イ
ト

よ
り

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

可
能

で
す

。
 

会
員

専
用

サ
イ

ト
：

h
tt

p
:/

/w
w

w
.r
o
k
e
n

.o
r.
jp

/m
e
m

b
e
r/

 

（
閲

覧
に

は
ユ

ー
ザ

ー
名

と
パ

ス
ワ

ー
ド

が
必

要
で

す
。

ご
不

明
な

場
合

は
当

協
会

へ
ご

連
絡

く

だ
さ

い
。）

 

４
．

記
録

用
紙

等
の

提
出

 

ご
記

入
い

た
だ

い
た

調
査

票
は

、
居

宅
の

介
護

支
援

専
門

員
か

ら
直

接
全

老
健

宛
て

に
ご

返
送

い

た
だ

き
ま

す
。

 

第
1

回
か

ら
第

4
回

ま
で

の
調

査
結

果
は

、
同

封
の

返
信

用
封

筒
で

、
 

平
成

２
６

年
１

２
月

１
５

日
（

月
）

ま
で

に
ご

郵
送

下
さ

る
よ

う
、

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

ま
た

、
第

5
回

調
査

結
果

も
同

様
に

、
同

封
の

返
信

用
封

筒
で

、
 

平
成

２
７

年
２

月
１

３
日

（
金

）
ま

で
に

ご
郵

送
下

さ
る

よ
う

、
お

願
い

い
た

し
ま

す
。
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５
．

施
設

か
ら

調
査

協
力

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
へ

の
依

頼
状

（
雛

形
）

 

平
成

２
６

年
 

月
 

日
 

調
査

協
力

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
 

ご
担

当
者

 
御

中
 

介
護

老
人

保
健

施
設

○
○

○
○

 

施
設

長
○

○
○

○
 

介
護

老
人

保
健

施
設

退
所

者
の

在
宅

療
養

支
援

に
関

す
る

調
査

研
究

事
業

 

「
退

所
者

生
活

機
能

調
査

」
へ

の
御

協
力

の
お

願
い

 

平
素

よ
り

当
施

設
の

運
営

に
際

し
ま

し
て

は
、

格
別

な
る

ご
理

解
と

ご
協

力
を

賜
り

、
厚

く
御

礼
申

し
上

げ
ま

す
。

 

さ
て

、
本

年
度

、
公

益
社

団
法

人
全

国
老

人
保

健
施

設
協

会
（

以
下

、
全

老
健

）
で

は
厚

生
労

働
省

の
老

人
保

健
事

業
推

進
費

等
補

助
金

（
老

人
保

健
健

康
増

進
等

事
業

）
の

交
付

を
受

け
、

一
般

社
団

法
人

日
本

介
護

支
援

専
門

員
協

会

と
の

連
携

・
協

力
の

も
と

、
表

記
の

調
査

研
究

事
業

を
実

施
い

た
し

ま
す

。
 

当
施

設
と

い
た

し
ま

し
て

も
、

本
調

査
研

究
事

業
の

主
旨

を
鑑

み
、

事
業

に
協

力
す

る
こ

と
と

い
た

し
ま

し
た

が
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
は

、
当

施
設

を
平

成
２

６
年

１
０

月
に

退
所

さ
れ

る
方

を
対

象
と

し
て

お
る

こ
と

か
ら

、
貴

事
業

所

に
お

か
れ

ま
し

て
も

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

へ
の

御
協

力
を

お
願

い
い

た
し

た
く

考
え

て
お

り
ま

す
。

 

つ
き

ま
し

て
は

、
ご

多
用

の
折

大
変

お
手

数
を

お
か

け
し

ま
す

が
、

同
調

査
の

意
義

を
十

分
理

解
頂

き
、

ご
協

力
賜

り
ま

す
よ

う
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
 

【
本

件
照

会
先

】
 

介
護

老
人

保
健

施
設

 
○

○
○

○
 

担
当

（
○

○
、

○
○

）
 

電
話

：
x
x


x
x
x
x


x
x
x
x
／

F
a
x
：

x
x


x
x
x
x


x
x
x
x
 

上
記

雛
形

は
、

会
員

専
用

サ
イ

ト
：

h
tt

p
:/

/w
w

w
.r
o
k
e
n

.o
r.
jp

/m
e
m

b
e
r/

か
ら

ダ
ウ

ン
ロ

ー

ド
可

能
で

す
。（

閲
覧

に
は

ユ
ー

ザ
ー

名
と

パ
ス

ワ
ー

ド
が

必
要

で
す

。
ご

不
明

な
場

合
は

当
協

会
へ

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。）

 

６
．

問
い

合
わ

せ
先

 

公
益

社
団

法
人

全
国

老
人

保
健

施
設

協
会

 
業

務
部

 
業

務
第

一
課

〒
1

0
5

-0
0

1
4

 
東

京
都

港
区

芝
 2

-1
-2

8
 

成
旺

ビ
ル

 7
 階

  

T
E

L
：

0
3

-3
4

5
5

-4
1

6
5

 
F
A

X
：

0
3

-3
4

5
5

-4
1

7
2

 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.r
o
k
e
n

.o
r.
jp

 

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
：

re
s
e
a
rc

h
＠

ro
k
e
n

.o
r.
jp

 

2
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ご
参

考
：

調
査

の
流

れ
 

＜
第

２
回

調
査

＞
 

退
所

時
(退

所
前

)の
 

状
況

を
記

入
 

【
利

用
者

の
御

自
宅

な
ど

】
 

居
宅

の
介

護
支

援
専

門
員

が
 

調
査

を
実

施
 

※
従

前
の

老
健

施
設

に
再

入
所

し
た

場
合

の
み

 

老
健

施
設

の
介

護
支

援
専

門
員

が
調

査
を

実
施

 

【
介

護
老

人
保

健
施

設
】

 

施
設

の
介

護
支

援
専

門
員

が
 

調
査

を
実

施
 

＜
第

１
回

調
査

＞
 

入
所

時
の

状
況

を
 

記
入

 

＜
第

３
回

調
査

＞
 

退
所

１
週

間
以

内
の

 

状
況

を
記

入
 

＜
第

４
回

調
査

＞
 

退
所

１
ヶ

月
後

の
 

状
況

を
記

入
 

＜
第

５
回

調
査

＞
 

退
所

３
ヶ

月
後

の
 

状
況

を
記

入
 

調
査

票
を

 

全
老

健
へ

 

退
所

 

第
４

回
調

査
終

了
時

に
 

第
１

回
～

４
回

調
査

票
を

全
老

健

ま
で

ご
返

送
く

だ
さ

い
。

 

(〆
切

１
２

月
１

５
日

（
月

）
ま

で
)

第
５

回
調

査
票

は
、

 

調
査

終
了

時
に

 

全
老

健
ま

で
 

ご
返

送
く

だ
さ

い
。

 

(〆
切

 2
月

1
3

日
（

金
）
ま

で
) 

調
査

票
を

 

全
老

健
へ

 

「
同

意
書

」
を

 
全

老
健

へ
郵

送
。

 
(〆

切
1

1
月

末
日

ま
で

) 

「
調

査
依

頼
先

リ
ス

ト
」

 
を

全
老

健
へ

F
A

X
送

信
。

 
 (

〆
切

1
1

月
１

７
日
（

月
）
ま

で
)

3



平
成

２
６

年
度

老
人

保
健

健
康

増
進

事
業

 

介
護

老
人

保
健

施
設

退
所

者
の

 

在
宅

療
養

支
援

に
関

す
る

調
査

研
究

事
業

 

退
所

者
生

活
機

能
調

査
票

 

【
第

1
回

調
査

～
第

4
回

調
査

】

退
所
前
施
設
名
 

所
在

地
（

都
道

府
県

）
と

 

電
話

番
号
 

利
用
者
Ｉ
Ｄ
 

（
第

５
回

調
査

票
に

も
利

用
者

ID
を

必
ず

転
記

し
て

く
だ

さ
い

）
 

公
益

社
団

法
人

全
国

老
人

保
健

施
設

協
会

 

本
調

査
票

は
、

下
記

の
方

を
対

象
と

し
ま

す
。

 

◆
第
１
回
調
査
時
に
介
護
老
人
保
健
施
設
の
介
護
支
援
専
門
員
が
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
 

退
所
（
予
定
）
日
 

平
成
 
 
 
 
年
 
 

月
日
 

利
用
者
氏
名
※
 

※
利
用
者
氏
名
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
、
返
送
時
に
黒
塗
り
に
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
 

4



～
 

目
 

次
 

～
 

調
査

実
施

要
項
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調
査

の
流

れ
．．

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

5
 

第
1

回
調

査
調

査
票

．．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．．

．
．
．．

．
．
．．

．．
．．

．
．．

．．
．
．

 
6

 

第
2

回
調

査
調

査
票

．．
．．

．
．．

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

1
4

 

第
3

回
調

査
調

査
票

．．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

2
1

 

第
4

回
調

査
調

査
票

．．
．．

．．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

2
8

 

第
５

回
調

査
調

査
票

．．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．（

別
冊

）
 

1 

平
成

2
6

年
度

老
人

保
健

健
康

増
進

等
事

業
 

介
護

老
人

保
健

施
設

退
所

者
の

在
宅

療
養

支
援

に
関

す
る

 

調
査

研
究

事
業

 

（
 

退
所

者
生

活
機

能
調

査
 

）
 

～
 

実
施

要
綱

 
～

 

１
．

事
業

の
目

的
 

本
事

業
は

、
厚

生
労

働
省

老
人

保
健

事
業

推
進

費
等

補
助

金
（

老
人

保
健

健
康

増
進

等
事

業
）

の
交

付

を
受

け
、

下
記

の
目

的
の

た
め

実
施

さ
れ

る
調

査
事

業
で

す
。

 

平
成

2
5

年
度

実
施

し
た

「
施

設
退

所
後

の
要

介
護

高
齢

者
が

在
宅

生
活

を
継

続
す

る
た

め
の

要
因

に

関
す

る
調

査
研

究
事

業
」

で
は

、
介

護
老

人
保

健
施

設
（

以
下

、
老

健
施

設
）

か
ら

在
宅

復
帰

さ
れ

た
利

用
者

の
状

態
を

同
じ

指
標

を
用

い
て

、
入

所
中

か
ら

在
宅

期
間

中
ま

で
継

続
的

に
追

跡
調

査
し

ま
し

た
。

 

研
究

事
業

結
果

で
は

利
用

者
の

移
動

お
よ

び
A

D
L
、

認
知

機
能

、
食

事
お

よ
び

セ
ル

フ
ケ

ア
の

機
能

は

入
所

中
に

改
善

傾
向

を
示

し
、

そ
の

後
、

在
宅

に
お

い
て

や
や

低
下

傾
向

を
示

す
と

い
う

結
果

が
得

ら
れ

ま
し

た
。

在
宅

復
帰

を
行

っ
て

い
る

利
用

者
に

お
い

て
は

、
入

所
期

間
中

に
A

D
L

が
改

善
し

、
そ

の
後

居
宅

に
移

っ
て

か
ら

は
、

身
体

機
能

は
ゆ

っ
く

り
と

低
下

し
つ

つ
、

在
宅

を
維

持
し

て
い

る
と

い
う

傾
向

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
 

そ
こ

で
、

今
回

の
研

究
事

業
に

お
い

て
は

、
機

能
低

下
の

原
因

や
在

宅
維

持
の

要
因

の
検

討
を

行
う

と

と
も

に
、

在
宅

復
帰

後
の

在
宅

生
活

継
続

状
況

の
把

握
と

継
続

す
る

た
め

の
要

因
の

検
討

を
行

い
ま

す
。

在
宅

復
帰

後
も

良
好

な
居

宅
生

活
が

維
持

で
き

る
よ

う
、

居
宅

の
介

護
支

援
専

門
員

と
連

携
す

る
方

策
を

検
討

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
ま

す
。

 

昨
年

度
よ

り
継

続
し

て
、

公
益

社
団

法
人

全
国

老
人

保
健

施
設

協
会

（
以

下
、

全
老

健
）

は
一

般
社

団

法
人

日
本

介
護

支
援

専
門

員
協

会
と

の
連

携
・

協
力

の
も

と
、

事
業

を
実

施
致

し
て

お
り

ま
す

。
 

本
事

業
の

趣
旨

を
ご

理
解

い
た

だ
き

、
ご

協
力

の
程

よ
ろ

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

 

２
．

事
業

実
施

施
設

 

全
国

の
老

健
施

設
の

う
ち

、
事

前
調

査
に

お
い

て
本

事
業

の
趣

旨
に

ご
賛

同
い

た
だ

き
、

ご
協

力
い

た

だ
け

る
旨

を
表

明
い

た
だ

い
た

施
設

を
対

象
と

し
ま

す
。

 

３
．

事
業

対
象

者
 

平
成

2
6

年
1

0
月

１
日

～
1

0
月

末
に

貴
老

健
施

設
を

退
所

さ
れ

る
方

全
員

を
対

象
と

し
ま

す
。

 

な
お

、
添

付
の

「
同

意
書

」
等

を
用

い
、

対
象

者
及

び
そ

の
ご

家
族

に
本

事
業

の
趣

旨
等

を
ご

説
明

い

た
だ

く
と

と
も

に
、

同
意

を
得

ら
れ

た
方

を
対

象
に

、
調

査
を

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。
同

意
を

得
ら

れ

な
い

場
合

に
は

、
調

査
対

象
か

ら
外

し
て

く
だ

さ
い

。
 

同
意

書
は

、
貴

施
設

に
て

取
り

ま
と

め
て

い
た

だ
き

、
1

1
月

末
ま

で
に

、
全

老
健

へ
ご

郵
送

下
さ

い
。

 

5



2 

（
注

）
同

意
書

の
取

り
付

け
に

つ
い

て
 

本
事

業
は

、
利

用
者

ご
本

人
の

情
報

を
収

集
す

る
こ

と
に

な
り

ま
す

の
で

、
お

手
数

で
も

添
付

の
「

同
意

書
」

の
書

式

を
ご

利
用

頂
き

、
必

ず
協

力
同

意
書

の
取

り
付

け
を

行
っ

て
頂

き
ま

す
よ

う
お

願
い

致
し

ま
す

。
 

ま
た

、
調

査
対

象
者

が
認

知
症

等
に

よ
り

有
効

な
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

を
与

え
る

こ
と

が
で

き
な

い
と

客

観
的

に
判

断
さ

れ
る

場
合

に
は

、
代

諾
者

（
当

該
調

査
対

象
者

の
法

定
代

理
人

等
、

調
査

対
象

者
の

意
思

及
び

利
益

を
代

弁
で

き
る

と
考

え
ら

れ
る

方
）

の
同

意
と

署
名

に
よ

り
、

調
査

へ
の

同
意

取
り

付
け

に
替

え
る

こ
と

が
可

能
で

す
。

 

今
回

の
結

果
は

協
力

者
の

個
人

名
暗

号
化

等
の

対
策

を
行

い
、

個
人

情
報

の
保

護
を

遵
守

し
た

う
え

で
、

一
部

、
全

老

健
が

実
施

す
る

別
な

調
査

等
で

使
用

す
る

可
能

性
が

ご
ざ

い
ま

す
。

調
査

デ
ー

タ
に

つ
い

て
、

個
人

が
特

定
さ

れ
る

よ
う

な
公

表
は

一
切

致
し

ま
せ

ん
の

で
、

調
査

対
象

者
並

び
に

調
査

実
施

者
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

は
守

ら
れ

ま
す

。
 

な
お

、
途

中
で

調
査

へ
の

協
力

を
撤

回
さ

れ
た

い
場

合
は

、
い

つ
で

も
同

意
を

取
り

消
す

こ
と

が
で

き
ま

す
。

こ
の

場

合
は

、
添

付
の

「
同

意
撤

回
書

」
に

ご
署

名
頂

い
た

う
え

、
ご

一
報

く
だ

さ
い

。
 

（
「

同
意

撤
回

書
」

は
、

同
意

書
の

後
ろ

及
び

、
各

調
査

票
の

巻
末

に
も

つ
い

て
お

り
ま

す
。
）

 

☆
 

調
査

実
施

期
間

中
は

、
調

査
対

象
者

に
間

違
い

が
起

き
な

い
よ

う
調

査
票

の
表

紙
裏

面
に

ご
利

用
者

の
氏

名

を
ご

記
入

頂
き

ま
す

が
、

調
査

票
を

ご
返

送
い

た
だ

く
際

に
は

氏
名

欄
を

黒
く

塗
り

つ
ぶ

し
て

い
た

だ
き

ま
す

よ
う

お
願

い
致

し
ま

す
。

 

な
お

、
番

号
記

載
の

エ
ラ

ー
が

発
生

し
た

場
合

に
も

判
別

で
き

る
よ

う
に

、
別

添
「

対
比

表
」

に
お

名
前

を

ご
記

入
（

入
力

）
頂

き
、

貴
施

設
に

て
保

管
下

さ
い

ま
す

よ
う

、
宜

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

（
本

調
査

で
知

り
得

た
個

人
情

報
は

、
調

査
の

目
的

以
外

に
使

用
い

た
し

ま
せ

ん
。）

 

記
載

例
 

調
査

票
標

記
 

利
用

者
Ｉ

Ｄ
 

お
名

前
 

①
老

健
 

太
郎

 

【
調

査
票

の
記

入
者

お
よ

び
協

力
依

頼
に

つ
い

て
】

 

■
調

査
は

全
５

回
実

施
し

ま
す

。
第

１
回

及
び

第
２

回
調

査
は

老
健

施
設

の
介

護
支

援
専

門
員

が
、

第

３
回

～
第

５
回

調
査

は
居

宅
の

介
護

支
援

専
門

員
が

実
施

を
お

願
い

し
ま

す
。

■
第

１
回

調
査

は
、

施
設

入
所

時
の

状
況

を
、

当
時

の
記

録
等

か
ら

類
推

し
て

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

ま

た
、

第
２

回
は

、
施

設
退

所
前

に
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

↓
【

施
設

側
で

記
入

し
た

調
査

票
を

居
宅

の
介

護
支

援
専

門
員

に
お

渡
し

く
だ

さ
い

】
 

↓
 

調
査

依
頼

を
し

た
居

宅
の

介
護

支
援

専
門

員
様

の
氏

名
・

所
属

先
等

を
、

1
1

月
１

７
日

（
月

）
ま

で
に

全
老

健
に

F
A

X
（

0
3

-
3

4
5

5
-
3

5
3

5
）

で
お

知
ら

せ
く

だ
さ

い
。（

居

宅
の

介
護

支
援

専
門

員
 

調
査

協
力

依
頼

先
リ

ス
ト

使
用

）
 

■
第

３
回

調
査

は
施

設
退

所
後

１
週

間
以

内
に

、
ま

た
第

４
回

は
退

所
１

か
月

後
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

時

に
、

さ
ら

に
第

５
回

は
退

所
３

か
月

後
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

時
に

行
っ

て
い

た
だ

く
よ

う
、

居
宅

の
介

護
支

援
専

門
員

に
協

力
依

頼
し

て
く

だ
さ

い
。

3 

※
第

３
回

～
第

５
回

ま
で

の
調

査
期

間
中

に
、

調
査

対
象

者
の

方
が

貴
老

健
施

設
に

再
入

所
さ

れ
た

場

合
は

、
お

手
数

で
す

が
、

居
宅

介
護

支
援

専
門

員
よ

り
調

査
票

を
再

度
お

受
け

取
り

い
た

だ
き

、
老

健
施

設
の

介
護

支
援

専
門

員
に

よ
り

調
査

を
続

行
く

だ
さ

い
ま

す
よ

う
、

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

【
居

宅
の

介
護

支
援

専
門

員
様

へ
の

ご
依

頼
に

つ
い

て
】

 

本
調

査
票

を
居

宅
の

介
護

支
援

専
門

員
等

へ
郵

送
す

る
た

め
に

、
宛

先
が

印
字

さ
れ

て
い

な
い

角
2

封
筒

を
同

封
し

て
お

り
ま

す
。

調
査

票
を

郵
送

さ
れ

る
場

合
は

、
こ

ち
ら

を
お

使
い

く
だ

さ
い

。
な

お
、

居
宅

の
介

護
支

援
専

門
員

様
へ

お
渡

し
頂

く
も

の
は

以
下

の
通

り
で

す
。

 

（
1

）
施

設
か

ら
居

宅
の

介
護

支
援

専
門

員
様

へ
の

依
頼

状
※

 

（
2

）
退

所
者

生
活

機
能

調
査

票
（

冊
子

に
な

っ
て

お
り

、
第

1
回

か
ら

第
4

回
調

査
ま

で
で

一
冊

、

第
5

回
調

査
で

一
冊

と
、

2
分

冊
に

な
っ

て
い

ま
す

）
 

（
3

）
IC

F
ス

テ
ー

ジ
ン

グ
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
冊

子
に

な
っ

て
い

ま
す

）
 

（
4

）
返

信
用

の
角

2
封

筒
（

２
部

）
 

⇒
封

筒
は

、「
第

１
回

～
第

４
回

調
査

結
果

返
信

用
」

と
「

第
５

回
調

査
結

果
返

信
用

」
の

２
種

類

が
あ

り
ま

す
の

で
、

居
宅

側
の

介
護

支
援

専
門

員
に

両
方

お
渡

し
く

だ
さ

い
。

 

※
（

1
）

の
依

頼
状

の
雛

形
を

本
要

綱
の

４
ペ

ー
ジ

に
掲

載
い

た
し

ま
す

。
雛

形
は

当
協

会
H

P

会
員

専
用

サ
イ

ト
よ

り
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
可

能
で

す
。

 

会
員

専
用

サ
イ

ト
：

h
tt

p
:/

/w
w

w
.r
o
k
e
n

.o
r.
jp

/m
e
m

b
e
r/

 

（
閲

覧
に

は
ユ

ー
ザ

ー
名

と
パ

ス
ワ

ー
ド

が
必

要
で

す
。
ご

不
明

な
場

合
は

当
協

会
へ

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。）

 

４
．

記
録

用
紙

等
の

提
出

 

ご
記

入
い

た
だ

い
た

調
査

票
は

、
居

宅
の

介
護

支
援

専
門

員
か

ら
直

接
全

老
健

宛
て

に
ご

返
送

い
た

だ

き
ま

す
。

 

第
1

回
か

ら
第

4
回

ま
で

の
調

査
結

果
は

、
同

封
の

返
信

用
封

筒
で

、
 

平
成

２
６

年
１

２
月

１
５

日
（

月
）

ま
で

に
ご

郵
送

下
さ

る
よ

う
、

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

ま
た

、
第

5
回

調
査

結
果

も
同

様
に

、
同

封
の

返
信

用
封

筒
で

、
 

平
成

２
７

年
２

月
１

３
日

（
金

）
ま

で
に

ご
郵

送
下

さ
る

よ
う

、
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

6



4 

５
．

施
設

か
ら

調
査

協
力

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
へ

の
依

頼
状

（
雛

形
）

 

平
成

２
６

年
 

月
 

日
 

調
査

協
力

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
 

ご
担

当
者

 
御

中
 

介
護

老
人

保
健

施
設

○
○

○
○

 

施
設

長
○

○
○

○
 

介
護

老
人

保
健

施
設

退
所

者
の

在
宅

療
養

支
援

に
関

す
る

調
査

研
究

事
業

 

「
退

所
者

生
活

機
能

調
査

」
へ

の
御

協
力

の
お

願
い

 

平
素

よ
り

当
施

設
の

運
営

に
際

し
ま

し
て

は
、

格
別

な
る

ご
理

解
と

ご
協

力
を

賜
り

、
厚

く
御

礼
申

し
上

げ
ま

す
。

 

さ
て

、
本

年
度

、
公

益
社

団
法

人
全

国
老

人
保

健
施

設
協

会
（

以
下

、
全

老
健

）
で

は
厚

生
労

働
省

の
老

人
保

健
事

業
推

進
費

等
補

助
金

（
老

人
保

健
健

康
増

進
等

事
業

）
の

交
付

を
受

け
、

一
般

社
団

法
人

日
本

介
護

支
援

専
門

員
協

会
と

の
連

携
・

協
力

の
も

と
、

表
記

の
調

査
研

究
事

業
を

実
施

い
た

し
ま

す
。

 

当
施

設
と

い
た

し
ま

し
て

も
、

本
調

査
研

究
事

業
の

主
旨

を
鑑

み
、

事
業

に
協

力
す

る
こ

と
と

い
た

し
ま

し
た

が
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
は

、
当

施
設

を
平

成
２

６
年

１
０

月
に

退
所

さ
れ

る
方

を
対

象
と

し
て

お
る

こ
と

か
ら

、
貴

事
業

所
に

お
か

れ

ま
し

て
も

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

へ
の

御
協

力
を

お
願

い
い

た
し

た
く

考
え

て
お

り
ま

す
。

 

つ
き

ま
し

て
は

、
ご

多
用

の
折

大
変

お
手

数
を

お
か

け
し

ま
す

が
、

同
調

査
の

意
義

を
十

分
理

解
頂

き
、

ご
協

力
賜

り
ま

す
よ

う
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
 

【
本

件
照

会
先

】
 

介
護

老
人

保
健

施
設

 
○

○
○

○
 

担
当

（
○

○
、

○
○

）
 

電
話

：
x
x


x
x
x
x


x
x
x
x
／

F
a
x
：

x
x


x
x
x
x


x
x
x
x
 

上
記

雛
形

は
、

会
員

専
用

サ
イ

ト
：

h
tt

p
:/

/w
w

w
.r
o
k
e
n

.o
r.
jp

/m
e
m

b
e
r/

か
ら

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

可
能

で
す

。（
閲

覧
に

は
ユ

ー
ザ

ー
名

と
パ

ス
ワ

ー
ド

が
必

要
で

す
。

ご
不

明
な

場
合

は
当

協
会

へ
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。）
 

６
．

問
い

合
わ

せ
先

 

公
益

社
団

法
人

全
国

老
人

保
健

施
設

協
会

 
業

務
部

 
業

務
第

一
課

〒
1

0
5

-
0

0
1

4
 
東

京
都

港
区

芝
 2

-
1

-
2

8
 

成
旺

ビ
ル

 7
 階

  

T
E

L
：

0
3

-
3

4
5

5
-
4

1
6

5
 

F
A

X
：

0
3

-
3

4
5

5
-
4

1
7

2
 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.r
o
k
e
n

.o
r.
jp

 

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
：

re
s
e
a
rc

h
＠

ro
k
e
n

.o
r.
jp

 

5 

ご
参

考
：

調
査

の
流

れ
 

＜
第

２
回

調
査

＞
 

退
所

時
(退

所
前

)の
 

状
況

を
記

入
 

【
利

用
者

の
御

自
宅

な
ど

】
 

居
宅

の
介

護
支

援
専

門
員

が
 

調
査

を
実

施
 

※
従

前
の

老
健

施
設

に
再

入
所

し
た

場
合

の
み

 

老
健

施
設

の
介

護
支

援
専

門
員

が
調

査
を

実
施

 

【
介

護
老

人
保

健
施

設
】

 

施
設

の
介

護
支

援
専

門
員

が
 

調
査

を
実

施
 

＜
第

１
回

調
査

＞
 

入
所

時
の

状
況

を
 

記
入

 

＜
第

３
回

調
査

＞
 

退
所

１
週

間
以

内
の

 

状
況

を
記

入
 

＜
第

４
回

調
査

＞
 

退
所

１
ヶ

月
後

の
 

状
況

を
記

入
 

＜
第

５
回

調
査

＞
 

退
所

３
ヶ

月
後

の
 

状
況

を
記

入
 

調
査

票
を

 

全
老

健
へ

 

退
所

 

第
４

回
調

査
終

了
時

に
 

第
１

回
～

４
回

調
査

票
を

全
老

健

ま
で

ご
返

送
く

だ
さ

い
。

 

(〆
切

１
２

月
１

５
日

（
月

）
ま

で
) 

第
５

回
調

査
票

は
、

 

調
査

終
了

時
に

 

全
老

健
ま

で
 

ご
返

送
く

だ
さ

い
。

 

(〆
切

 2
月

1
3

日
（

金
）
ま

で
) 

調
査

票
を

 

全
老

健
へ

 

「
同

意
書

」
を

 
全

老
健

へ
郵

送
。

 
(〆

切
1

1
月

末
日

ま
で

) 

「
調

査
依

頼
先

リ
ス

ト
」

 
を

全
老

健
へ

F
A

X
送

信
。

 
 (

〆
切

1
1

月
１

７
日
（

月
）
ま

で
) 
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6 

 
第

１
回

調
査

 
 

◯
調

査
対

象
者

の
老

健
施

設
入

所
時

の
状

況
に

つ
い

て
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

（
お

手
数

で
す

が
、

入
所

時
の

状
況

を
振

り
返

っ
て

ご
記

入
く

だ
さ

い
。
）

 

◯
老

健
施

設
の

介
護

支
援

専
門

員
が

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

 

⇒
は

じ
め

に
、

本
調

査
票

及
び

第
５

回
調

査
票

の
表

紙
・

表
紙

裏
面

に
あ

る
「

調
査

票

対
象

者
」

に
関

す
る

情
報

を
ご

記
入

の
う

え
、

次
ペ

ー
ジ

の
調

査
票

に
お

進
み

く
だ

さ
い

。

7 

第
1

回
調

査
（

入
所

時
の

状
況

調
査

）
調

査
票

（
記

入
日

：
平

成
 

年
 

月
 

日
）

 

問
１
．
記
入
者
に
つ
い
て
（
空
欄
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
）
 

担
当

介
護

支
援

専
門

員
名

 

問
２
．
調
査
対
象
者
の
状
況
等
に
つ
い
て
（
番
号
を
選
ん
で
◯
を
つ
け
る
か
、
空
欄
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。）

 

(1
)性

 
別

 
１

．
男

性
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
．

女
性

 

(2
)生

年
月

日
 

（
明

治
・

大
正

・
昭

和
）

年
月

日
 

(3
)老

健
施

設
へ

の
入

所
年

月
 

平
成

年
月

 

(4
)老

健
施

設
へ

の
入

所
経

験
 

（
自

施
設

に
限

ら
ず

記
入

）
 

１
．

初
め

て
入

所
２

．
過

去
に

入
所

経
験

あ
り

 

(5
)要

介
護

度
 

１
．

要
介

護
１

 
２

．
要

介
護

２
 

３
．

要
介

護
３

 
４

．
要

介
護

４
 

５
．

要
介

護
５

 

(6
)障

害
自

立
度

 
１

．
Ｊ

１
２

．
Ｊ

２
３

．
Ａ

１
４

．
Ａ

２
 

５
．

Ｂ
１

６
．

Ｂ
２

７
．

Ｃ
１

８
．

Ｃ
２

 

(7
)認

知
症

自
立

度
 

１
．

非
該

当
２

．
Ⅰ

３
．

Ⅱ
ａ

４
．

Ⅱ
ｂ

 

５
．

Ⅲ
ａ

６
．

Ⅲ
ｂ

７
．

Ⅳ
８

．
Ｍ

 

(8
)世

帯
構

成
 

１
．

単
身

２
．

高
齢

夫
婦

 
３

．
同

居
 

(8
)-

1．
日

中
独

居
の

有
無

 
高

齢
夫

婦
も

し
く

は
同

居
の

場
合

、
日

中
独

居
で

す
か

（
１

．
は

い
 

２
．

い
い

え
）

 

(9
)主

患
名

 
 

( 
 
) 
( 

 
)
 (
 
 
) 
( 

 
) 
( 

 
) 
( 

 
) 
( 

 
) 
( 

 
) 
( 

 
) 

(1
0)

既
往

歴
 

 

( 
 
) 
( 

 
)
 (
 
 
) 
( 

 
) 
( 

 
) 
( 

 
) 
( 

 
) 
( 

 
) 
( 

 
) 

右
ペ

ー
ジ
の

「
診
断
名

リ
ス

ト
」

の
番
号
を

ご
記

入
く

だ
さ
い
（

複
数

選
択

可
）

右
ペ

ー
ジ
の

「
診
断
名

リ
ス

ト
」

の
番
号
を

ご
記

入
く

だ
さ
い
（

複
数

選
択

可
）

8
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＜
診

断
名

リ
ス

ト
＞

 
問

２
-
(９

)及
び

問
２

-
(1

0
)の

回
答

に
ご

利
用

く
だ

さ
い

。
 

IC
D

コ
ー

ド

分
類

 

番 号
 

診
断

名
 

IC
D

コ
ー

ド

分
類

 

番 号
 

診
断

名
 

循
環

器
系

等
 

の
疾

患
 

1
脳

梗
塞

 

筋
骨

格
系

 

及
び

 

結
合

組
織

の
 

疾
患

 

3
8

 
脊

髄
損

傷
 

2
脳

出
血

 
3

9
 

脊
柱

管
狭

窄
症

 

3
多

発
性

脳
梗

塞
 

4
0

 
変

形
性

脊
椎

症
 

4
く

も
膜

下
出

血
 

4
1

 
下

肢
の

変
形

性
関

節
症

（
股

関
節

・
膝

関
節

）

5
硬

膜
下

血
腫

 
4

2
 

上
肢

の
変

形
性

関
節

症
（

肩
関

節
・

肘
関

節
）

6
硬

膜
下

血
腫

お
よ

び
脳

挫
傷

 
4

3
 

大
腿

骨
の

骨
折

（
手

術
を

行
っ

た
）

 

7
そ

の
他

の
脳

血
管

疾
患

 
4

4
 

大
腿

骨
以

外
の

骨
折

（
手

術
を

行
っ

た
）

 

8
高

血
圧

症
（

認
知

症
や

脳
血

管
障

害
な

ど
他

の
病

態
を

伴
わ

な
い

）
 

4
5

 
骨

折
（

保
存

的
治

療
の

み
）

 

9
慢

性
心

不
全

 
4

6
 

骨
粗

し
ょ

う
症

 

1
0

 
心

筋
梗

塞
 

4
7

 
圧

迫
骨

折
 

1
1

 
狭

心
症

 
4

8
 

後
縦

靭
帯

骨
化

症
 

1
2

 
不

整
脈

 
4

9
 

そ
の

他
の

骨
・

脊
椎

疾
患

 

1
3

 
心

房
細

動
 

5
0

 
関

節
リ

ウ
マ

チ
 

1
4

 
そ

の
他

の
心

疾
患

 
5

1
 

関
節

リ
ウ

マ
チ

以
外

の
全

身
性

結
合

組
織

障
害

1
5

 
閉

塞
性

動
脈

硬
化

症
 

5
2

 
筋

、
軟

部
組

織
の

障
害

 

1
6

 
そ

の
他

の
中

枢
ま

た
は

末
梢

血
管

の
疾

患
 

呼
吸

器
系

の
 

疾
患

 

5
3

 
気

管
支

喘
息

 

精
神

及
び

 

行
動

の
障

害
 

1
7

 
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

型
認

知
症

 
5

4
 

肺
気

腫
等

慢
性

閉
塞

性
肺

疾
患

 

1
8

 
脳

血
管

性
認

知
症

 
5

5
 

誤
嚥

性
・

吸
引

性
(不

顕
性

）
肺

炎
な

ど
の

慢
性

呼
吸

器
感

染
症

 

1
9

 
レ

ビ
ー

小
体

型
認

知
症

 
5

6
 

急
性

呼
吸

器
感

染
症

 

2
0

 

下
記

以
外

の
認

知
症

 
5

7
 

そ
の

他
肺

お
よ

び
胸

膜
な

ど
呼

吸
器

の
疾

患
 

（
脳

血
管

性
・

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

・
混

合
型

・

レ
ビ

ー
小

体
型

・
ピ

ッ
ク

病
）

 
腎

尿
路

 

生
殖

器
系

の
 

疾
患

 

5
8

 
腎

不
全

（
慢

性
・

急
性

を
含

む
）

 

2
1

 
前

頭
・

側
頭

葉
型

認
知

症
（

ピ
ッ

ク
病

等
）

 
5

9
 

尿
路

結
石

症
な

ど
尿

路
の

疾
患

 

2
2

 
混

合
型

認
知

症
 

6
0

 
尿

路
感

染
症

（
膀

胱
炎

な
ど

）
 

2
3

 
ま

だ
確

定
診

断
の

つ
い

て
い

な
い

認
知

症
 

6
1

 
乳

房
・

女
性

生
殖

器
・

骨
盤

臓
器

の
疾

患
 

2
4

 
う

つ
病

 
6

2
 

前
立

腺
肥

大
症

な
ど

の
男

性
生

殖
器

の
疾

患
 

2
5

 
統

合
失

調
症

 

消
化

器
系

の
 

疾
患

 

6
3

 
胃

・
食

道
疾

患
 

2
6

 
そ

の
他

の
精

神
疾

患
 

6
4

 
小

腸
・

大
腸

の
疾

患
 

神
経

系
の

 

疾
患

 

2
7

 
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

 
6

5
 

肝
胆

膵
の

疾
患

 

2
8

 
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

以
外

の
 

脊
髄

小
脳

変
性

疾
患

 
6

6
 

ヘ
ル

ニ
ア

 

2
9

 
症

候
性

て
ん

か
ん

、
て

ん
か

ん
 

6
7

 
肛

門
の

疾
患

 

3
0

 
そ

の
他

の
中

枢
神

経
疾

患
 

6
8

 
そ

の
他

の
消

化
器

の
疾

患
（

腹
膜

、
口

腔
、

唾

液
腺

、
顎

等
を

含
む

）
 

3
1

 
末

梢
神

経
疾

患
 

新
生

物
 

6
9

 
悪

性
新

生
物

 

内
分

泌
、

 

栄
養

及
び

 

代
謝

疾
患

 

3
2

 
糖

尿
病

（
認

知
症

や
脳

血
管

障
害

な
ど

他
の

病
態

を
伴

わ
な

い
）

 
7

0
 

良
性

新
生

物
お

よ
び

そ
の

他
特

定
さ

れ
な

い
新

生
物

 

3
3

 
栄

養
障

害
 

眼
及

び
付

属
 

器
の

疾
患

、
 

耳
及

び
乳

様
 

突
起

の
疾

患
 

7
1

 
緑

内
障

・
白

内
障

な
ど

の
眼

お
よ

び
そ

の
付

属

器
の

疾
患

 

3
4

 
肥

満
 

7
2

 
耳

お
よ

び
乳

様
突

起
の

疾
患

 

3
5

 
脂

質
異

常
症

（
高

脂
血

症
）

 

皮
膚

及
び

 

皮
下

組
織

の
 

疾
患

 

7
3

 
疥

癬
・

蜂
窩

織
炎

・
白

癬
等

感
染

症
 

3
6

 
甲

状
腺

機
能

障
害

 
7

4
 

水
疱

症
（

天
疱

瘡
・

類
天

疱
瘡

等
）

 

3
7

 
そ

の
他

の
代

謝
・

内
分

泌
疾

患
 

7
5

 
ア

レ
ル

ギ
ー

性
皮

膚
疾

患
 

7
6

 
褥

創
 

7
7

 
皮

膚
の

外
傷

お
よ

び
そ

の
他

の
皮

膚
疾

患
 

7
8

 
感

染
症

 

血
液

及
び

造

血
器

の
疾

患

並
び

に
免

疫

機
構

の
障

害
 

7
9

 
貧

血
 

8
0

 
貧

血
以

外
の

血
液

・
免

疫
お

よ
び

凝
固

系
の

疾

患
 

周
産

期
に

発

生
し

た
病

態
 

8
1

 
周

産
期

や
小

児
期

の
疾

患
の

後
遺

症
（

脳
性

麻

痺
、

精
神

発
達

遅
滞

を
含

む
）

 

先
天

奇
形

、
変

形
及

び
染

色

体
異

常
 

8
2

 
先

天
奇

形
・

変
形

お
よ

び
染

色
体

異
常

 

損
傷

、
中

毒
及

び
そ

の
他

の

外
因

の
影

響
 

8
3

 
損

傷
，

中
毒

及
び

そ
の

他
の

外
因

の
影

響
 

9 

問
３
．
調
査
対
象
者
の
日
常
関
連
動
作
（
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
）
に
つ
い
て
（
そ
れ
ぞ
れ
、
番
号
を
一
つ
選
ん
で
◯
）
 

(1
)食

事
機

能
 

（
準

備
）

 

１
．

食
事

の
準

備
は

自
分

で
行

っ
て

い
る

２
．

食
事

の
準

備
は

手
伝

っ
て

い
る

 

３
．

食
事

の
準

備
は

自
分

で
行

っ
て

い
な

い
 

(2
)食

事
機

能
 

（
片

付
け

）
 

１
．

食
事

の
後

片
付

け
は

自
分

で
行

っ
て

い
る

 
２

．
食

事
の

後
片

付
け

は
手

伝
っ

て
い

る
 

３
．

食
事

の
後

片
付

け
は

自
分

で
行

っ
て

い
な

い
 

(3
)生

活
機

能
 

（
買

い
物

）
 

１
．

買
い

物
は

自
分

で
行

っ
て

い
る

２
．

買
い

物
は

家
族

と
一

緒
に

行
っ

て
い

る
 

３
．

買
い

物
は

自
分

で
行

っ
て

い
な

い
 

(4
)生

活
機

能
 

（
掃

除
・

洗
濯

）
 

１
．

掃
除

・
洗

濯
を

自
分

で
行

っ
て

い
る

２
．

掃
除

・
洗

濯
を

手
伝

っ
て

い
る

 

３
．

掃
除

・
洗

濯
を

自
分

で
行

っ
て

い
な

い
 

(5
)生

活
機

能
 

（
ゴ

ミ
出

し
）

 

１
．

ゴ
ミ

出
し

は
自

分
で

行
っ

て
い

る
２

．
ゴ

ミ
出

し
は

手
伝

っ
て

い
る

 

３
．

ゴ
ミ

出
し

は
自

分
で

行
っ

て
い

な
い

 

(6
)自

己
管

理
 

（
お

金
）

 

１
．

お
金

の
管

理
は

自
分

で
行

っ
て

い
る

２
．

お
金

の
管

理
は

一
部

自
分

で
行

っ
て

い
る

 

３
．

お
金

の
管

理
は

自
分

で
行

っ
て

い
な

い
 

(7
)自

己
管

理
 

（
電

話
）

 

１
．

電
話

は
自

分
で

対
応

し
て

い
る

２
．

電
話

は
家

族
が

い
な

い
と

き
は

対
応

 

３
．

電
話

は
自

分
で

対
応

し
て

い
な

い
 

(8
)自

己
管

理
 

（
郵

便
・

書
類

）
 

１
．

郵
便

・
書

類
は

自
分

で
管

理
し

て
い

る
 

２
．

郵
便

・
書

類
は

一
部

自
分

で
管

理
し

て
い

る
 

３
．

郵
便

・
書

類
は

自
分

で
管

理
し

て
い

な
い

 

(9
)自

己
管

理
 

（
火

の
元

）
 

１
．

火
の

元
は

自
分

で
管

理
し

て
い

る
２

．
火

の
元

は
一

部
自

分
で

管
理

し
て

い
る

 

３
．

火
の

元
は

自
分

で
管

理
し

て
い

な
い

 

(1
0)

社
会

機
能

 

（
交

通
手

段
）

 

１
．

一
人

で
交

通
手

段
を

使
っ

て
外

出
し

て
い

る
 

２
．

介
助

者
と

交
通

手
段

を
使

っ
て

外
出

し
て

い
る

 

３
．

交
通

手
段

は
利

用
し

て
い

な
い

 

(1
1)

社
会

機
能

 

（
散

歩
）

 

１
．

一
人

で
散

歩
な

ど
に

出
掛

け
て

い
る

２
．

介
助

者
と

一
緒

に
散

歩
な

ど
に

出
掛

け
て

い
る

 

３
．

散
歩

な
ど

に
は

出
掛

け
な

い
 

問
４
．
意
欲
の
指
標
に
つ
い
て
（
そ
れ
ぞ
れ
、
番
号
を
一
つ
選
ん
で
◯
）
 

(1
)起

床
 

１
．

い
つ

も
定

時
に

起
床

し
て

い
る

２
．

起
こ

さ
な

い
と

起
床

し
な

い
こ

と
が

あ
る

 

３
．

自
分

か
ら

起
床

す
る

こ
と

が
な

い
 

※
薬

剤
の

影
響

（
睡

眠
薬

な
ど

）
を

除
外

。
起

座
で

き
な

い
場

合
、

開
眼

し
覚

醒
し

て
い

れ
ば

１
に

○
 

(2
)意

思
疎

通
 

１
．

自
分

か
ら

挨
拶

す
る

、
話

し
か

け
る

２
．

挨
拶

、
呼

び
か

け
に

対
し

返
答

や
笑

顔
が

み
ら

れ
る

 

３
．

反
応

が
な

い
 

※
失

語
の

合
併

が
あ

る
場

合
、

言
語

以
外

の
表

現
で

よ
い

 

(3
)食

事
 

１
．

自
分

で
進

ん
で

食
べ

よ
う

と
す

る
２

．
促

さ
れ

る
と

食
べ

よ
う

と
す

る
 

３
．

食
事

に
関

心
が

な
い

、
全

く
食

べ
よ

う
と

し
な

い
 

※
器

質
的

消
化

器
疾

患
を

除
外

。
麻

痺
で

食
事

の
介

護
が

必
要

な
場

合
、

介
助

に
よ

り
摂

取
意

欲
が

あ
れ

ば
（

口
ま

で
運

ん
で

や
っ

た
場

合
も

積
極

的
に

食
べ

よ
う

と
す

れ
ば

）
１

に
○

 

(4
)排

泄
 

１
．

い
つ

も
自

ら
便

意
尿

意
を

伝
え

る
、

あ
る

い
は

自
分

で
排

便
、

排
尿

を
行

う
 

２
．

時
々

尿
意

、
便

意
を

伝
え

る
３

．
排

泄
に

全
く

関
心

が
な

い
 

※
失

禁
の

有
無

は
問

わ
な

い
。

尿
意

不
明

の
場

合
、

失
禁

後
に

い
つ

も
不

快
を

伝
え

れ
ば

１
に

○
 

(5
)リ

ハ
ビ

リ
、

活
動

 
１

．
自

ら
リ

ハ
ビ

リ
に

向
か

う
、

活
動

を
求

め
る

 

２
．

促
さ

れ
て

向
か

う
３

．
拒

否
、

無
関

心
 

※
リ

ハ
ビ

リ
で

な
く

と
も

散
歩

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
、
テ

レ
ビ

で
も

よ
い

。
寝

た
き

り
の

場
合

、
受

動
的

理
学

運
動

に
対

す
る

反
応

で
判

定
す

る
 

※
除

外
規

定
：

意
識

障
害

、
高

度
の

臓
器

障
害

、
急

性
疾

患
（

肺
炎

な
ど

発
熱

）
が

あ
る

場
合
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問
５
．
疼
痛
評
価
項
目
に
つ
い
て

（
本

人
が

痛
み

を
伝

え
ら

れ
な

い
場

合
は

、
家

族
等

へ
の

聞
き

取
り

の
う

え
、

ご
記

入
く

だ
さ

い
）
 

(1
)慢

性
的

な
痛

み
の

有
無

 
１

．
痛

み
あ

り
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
．

痛
み

な
し

 

(2
) 

定
期

処
方

(注
射

)さ
れ

て
 

い
る

鎮
痛

剤
 

①
経

口
内

服
１

．
NS

AI
Ds

２
．

(非
）

麻
薬

性
製

剤
 

３
．

そ
の

他

②
静

脈
注

射
１

．
NS

AI
Ds

２
．

(非
）

麻
薬

性
製

剤
 

３
．

そ
の

他

③
そ

の
他

注
射

１
．

NS
AI

Ds
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
３

．
そ

の
他

④
坐

 
薬

１
．

NS
AI

Ds
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
３

．
そ

の
他

⑤
経

皮
外

用
薬

１
．

NS
AI

Ds
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
３

．
そ

の
他

⑥
そ

の
他

（
）

 

(3
) 

頓
服

で
処

方
(注

射
)さ

れ
て

い
る

鎮
痛

剤
 

(過
去

２
週

間
以

内
で

実
施

) 

①
経

口
内

服
１

．
NS

AI
Ds

２
．

(非
）

麻
薬

性
製

剤
 

３
．

そ
の

他

②
静

脈
注

射
１

．
NS

AI
Ds

２
．

(非
）

麻
薬

性
製

剤
 

３
．

そ
の

他

③
そ

の
他

注
射

１
．

NS
AI

Ds
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
３

．
そ

の
他

④
坐

 
薬

１
．

NS
AI

Ds
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
３

．
そ

の
他

⑤
経

皮
外

用
薬

１
．

NS
AI

Ds
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
３

．
そ

の
他

⑥
そ

の
他

（
）

 

※
「

そ
の

他
の

注
射

」
に

は
、
皮

下
、
筋

肉
、
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
注

射
を

含
み

ま
す

。
ま

た
、「

経
皮

外
用

薬
」
に

は
、
軟

膏
、
パ

ッ
プ

剤
等

を
含

み
ま

す
。

 

（
説

明
）

■
NS

A
ID

s
（

非
ス

テ
ロ

イ
ド

性
抗

炎
症

薬
）

と
は

、
抗

炎
症

作
用

、
鎮

痛
作

用
、

解
熱

作
用

を
有

す
る

薬
剤

の
総

称
で

す
。

広

義
に

は
ス

テ
ロ

イ
ド

で
は

な
い

抗
炎

症
薬

す
べ

て
を

含
み

、
一

般
的

に
は

、
疼

痛
、

発
熱

の
治

療
に

使
用

さ
れ

る
“

解
熱

鎮

痛
薬

”
と

ほ
ぼ

同
義

語
と

し
て

用
い

ら
れ

て
い

ま
す

。
代

表
的

な
NS

AI
Ds

と
し

て
は

、
ア

ス
ピ

リ
ン
（

バ
フ

ァ
リ

ン
な

ど
）、

ロ
キ

ソ
プ

ロ
フ

ェ
ン

（
ロ

キ
ソ

ニ
ン

）、
ジ

ク
ロ

フ
ェ

ナ
ク

（
ボ

ル
タ

レ
ン

）
な

ど
が

あ
り

ま
す

。
 

（
説

明
）

■
麻

薬
性

製
剤

と
は

、
体

内
の

オ
ピ

オ
イ

ド
受

容
体

に
結

合
し

鎮
痛

効
果

を
表

す
薬

剤
で

、
我

が
国

で
使

用
で

き
る

も
の

と
し

て
は

、
モ

ル
ヒ

ネ
（

MS
コ

ン
チ

ン
、

カ
デ

ィ
ア

ン
な

ど
）、

オ
キ

シ
コ

ド
ン

（
オ

キ
シ

コ
ン

チ
ン

、
オ

キ
ノ

ー
ム

な
ど

）、
フ

ェ
ン

タ
ニ

ル
（

デ
ュ

ロ
ッ

プ
MT

パ
ッ

チ
な

ど
）
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、
非

麻
薬

性
製

剤
は

、
麻

薬
性

製
剤

に
比

べ
鎮

痛
効

果

は
弱

い
も

の
の

、
麻

薬
性

製
剤

と
同

様
の

働
き

を
し

ま
す

。
代

表
的

な
非

麻
薬

性
製

剤
と

し
て

は
、

コ
デ

イ
ン

（
リ

ン
酸

コ

デ
イ

ン
、

リ
ン

酸
ジ

ヒ
ド

ロ
コ

デ
イ

ン
な

ど
）、

ト
ラ

マ
ゾ

ー
ル

（
ト

ラ
マ

ー
ル

、
ト

ラ
ム

セ
ッ

ト
な

ど
）

が
あ

り
ま

す
。

 

問
５

で
、
「

１
．
痛

み
あ

り
」

を
選

択
さ

れ
た

場
合

に
は

以
下

の
設

問
に

も
ご

回
答

く
だ

さ
い

。
 

(4
)各

項
目
に
つ
い
て
調
査
対
象
者
の
体
動
時
に
状
態
を
観
察
し
、
ご
回
答
く
だ
さ
い
。
 

①
攻

撃
的

に
な

る

（
語

気
が

荒
く

な
る

，
怒

り
っ

ぽ
く

な
る

）
 

１
．

症
状

な
し

２
．

症
状

あ
り

 

②
落

ち
着

き
が

な
く

な
る

１
．

症
状

な
し

２
．

症
状

あ
り

 

③
顔

を
ゆ

が
め

る

（
眉

間
に

皺
を

よ
せ

る
，

口
元

を
ゆ

が
め

る
，

歯
を

く
い

し
ば

る
）

 
１

．
症

状
な

し
２

．
症

状
あ

り
 

④
不

安
そ

う
な

顔
を

す
る

１
．

症
状

な
し

２
．

症
状

あ
り

 

⑤
泣

き
声

を
上

げ
る

・
大

声
を

上
げ

る
１

．
症

状
な

し
２

．
症

状
あ

り
 

⑥
体

を
丸

め
る

・
体

に
触

れ
る

と
体

を
硬

直
さ

せ
る

１
．

症
状

な
し

２
．

症
状

あ
り

 

⑦
動

作
の

変
化

が
み

ら
れ

る
１

．
症

状
な

し
２

．
症

状
あ

り
 

⑧
体

の
一

部
・

患
部

を
さ

す
る

様
な

動
作

を
す

る
１

．
症

状
な

し
２

．
症

状
あ

り
 

⑨
顔

色
の

変
化

（
蒼

白
，

紅
潮

な
ど

）
１

．
症

状
な

し
２

．
症

状
あ

り
 

「
痛

み
あ

り
」

の
場

合
 

以
下

の
設

問
に

も
ご

回
答

く
だ

さ
い

。
 

問
６

(
I
C
F
に

基
づ

く
新

指
標

に
つ

い
て

)
 

に
お

進
み

く
だ

さ
い

。
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問
５

で
、
「

１
．

痛
み

あ
り

」
を

選
択

さ
れ

た
場

合
に

は
以

下
の

設
問

に
も

ご
回

答
く

だ
さ

い
。

 

(
5)

慢
性

疼
痛

の
疼

痛
部

位
に

つ
い

て
、

最
も

痛
み

が
強

い
部

位
一

か
所

の
コ

ー
ド

番
号

を
、

下
記

人
体

図
の

各
部

位
の

名
称
を
参
考
に
し
て
、
下
記
か
ら
選
ん
で
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
 

最
も

痛
み

が
強

い
部

位
の

番
号

 
（

 
 

 
 

 
）

 
←

 
下

記
か

ら
コ

ー
ド

番
号

を
一

つ
だ

け
選

ん
で

記
入

 

疼
痛

部
位

コ
ー

ド
番

号
表

 

1
 

頭
(頭

部
) 

1
0

 
手

(手
全

体
) 

1
9

 
足

(足
の

甲
) 

2
8

 
殿

部
 

2
 

首
(頚

) 
1

1
 

手
掌

(手
の

ひ
ら

) 
2

0
 

(足
の

)指
 

2
9

 
足

の
裏

(足
底

) 

3
 

顔
(顔

全
体

) 
1

2
 

腋
窩

 
2

1
 

肩
峰

(肩
) 

3
0

 
踵

 

4
 

眼
 

1
3

 
胸

郭
(胸

部
) 

2
2

 
肘

 
3

1
 

足
首

(足
関

節
) 

5
 

鼻
 

1
4

 
腹

部
 

2
3

 
手

首
(手

関
節

) 
3

2
 

股
関

節
 

6
 

口
(歯

・
歯

茎
・

舌
) 

1
5

 
鼠

径
部

 
2

4
 

手
指

 
3

3
 

上
肢

(上
肢

全
体

) 

7
 

耳
 

1
6

 
大

腿
 

2
5

 
手

背
(手

の
甲

) 
3

4
 

下
肢

(下
肢

全
体

) 

8
 

上
腕

 
1

7
 

膝
 

2
6

 
背

部
 

3
5

 
体

幹
 

9
 

前
腕

 
1

8
 

下
腿

 
2

7
 

腰
部

 
3

6
 

全
身

 

足
首

あ
し

く
び

 股
関
節
 

10
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 問
６
．
Ｉ
Ｃ
Ｆ
に
基
づ
く
新
指
標
に
つ
い
て
（
そ
れ
ぞ
れ
、
番
号
を
一
つ
選
ん
で
◯
）
 

(1
)喜

怒
哀

楽
を

普
段

か
ら

言
語

ま
た

は
身

振
り

な

ど
で

表
現

し
て

い
ま

す
か

 

１
．

表
現

し
て

い
な

い
 

 
 

 
 

 
 

２
．

身
振

り
で

の
表

現
の

み
 

 

３
．

言
語

の
み

で
の

表
現

 
 

 
 

 
 

４
．

言
語

と
身

振
り

両
方

で
表

現
 

(2
)活

力
が

満
ち

あ
ふ

れ
て

い
る

と
思

い
ま

す
か

 

（
満

ち
溢

れ
て

い
る

よ
う

に
見

え
ま

す
か

）
 

１
．

満
ち

溢
れ

て
い

る
と

思
う

 
 

 
 

２
．

そ
う

は
思

わ
な

い
 
 

(3
)地

域
社

会
に

お
い

て
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
そ

の

他
の

事
業

に
参

加
し

て
い

ま
す

か
 

１
．

参
加

し
て

い
な

い
 

 
 

 
 

 
 

２
．

無
償

の
活

動
に

参
加

し
て

い
る

 

３
．

有
償

の
活

動
に

参
加

し
て

い
る

 
 

４
．

有
償

無
償

両
方

の
活

動
に

参
加

し
て

い
る
 

(4
)軽

い
運

動
、

体
操

を
１

週
間

に
何

日
ぐ

ら
い

し

て
い

ま
す

か
 

１
．

毎
日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
．

５
〜
６

日
 

３
．

２
〜

４
日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
．

１
日

以
下

 

５
．

運
動

・
体

操
は

し
て

い
な

い
 

(5
)定

期
的

な
運

動
・

ス
ポ

ー
ツ

を
、

１
週

間
に

何

日
ぐ

ら
い

し
て

い
ま

す
か

 

１
．

毎
日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
．

５
〜
６

日
 

３
．

２
〜

４
日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
．

１
日

以
下

 

５
．

運
動

・
ス

ポ
ー

ツ
は

し
て

い
な

い
 

(6
)何

分
間

程
度

連
続

し
て

歩
行

が
可

能
で

す
か

 
１

．
６

分
以

上
歩

行
可

能
 

 
  

２
．

２
～

５
分

程
度

は
歩

行
可

能
 

３
．
２

分
未

満
は

歩
行

可
能

 
 

４
．
全

く
歩

行
で

き
な

い
(
ま

た
は

、
移

動
は

車
イ

ス
の

み
)

(7
)関

節
の

可
動

性
に

つ
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

 
１

．
膝

関
節

は
疼

痛
や

制
限

な
く

動
く
 

 
 ２

．
膝

関
節

は
動

く
が

疼
痛

が
あ

る
 

３
．

膝
関

節
は

動
き

に
制

限
が

あ
る

が
疼

痛
は

な
い
 

 ４
．

膝
関

節
は

動
か

な
い

 

(8
)椅

子
か

ら
手

や
腕

を
使

わ
ず

に
立

ち
上

が
る

こ

と
が

で
き

ま
す

か
 

１
．

何
回

も
繰

り
返

し
て

問
題

な
く

で
き

る
 

 
２

．
1
回

で
あ

れ
ば

問
題

な
く

で
き

る
 

３
．

1
回

は
、

問
題

は
あ

る
が

何
と

か
で

き
る

 
４

．
立

ち
上

が
る

こ
と

が
で

き
な

い
 

(9
)薬

の
自

己
管

理
を

普
段

か
ら

行
っ

て
い

ま
す

か
 
１

．
行

っ
て

い
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
２

．
行

っ
て

い
な

い
 

３
．

薬
は

飲
ん

で
い

な
い

 

(1
0)

医
師

や
看

護
師

、
介

護
士

に
自

分
の

訴
え

を
的

確
に

伝
え

る
こ

と
が

で
き

ま
す

か
 

１
．

的
確

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

 
 

２
．

あ
る

程
度

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
 

３
．

で
き

な
い

 

(1
1)

夜
間

は
よ

く
眠

っ
て

い
ま

す
か

 
１

．
よ

く
眠

れ
て

い
る

 
 

 
 

 
 

 
２

．
あ

ま
り

眠
れ

て
い

な
い

(
不

眠
の

訴
え

あ
り

)

３
．

全
く

眠
れ

て
い

な
い

(実
際

に
不

眠
で

あ
る

) 

(1
2)

日
中

も
寝

て
い

ま
す

か
 

１
．
日

中
は

起
き

て
い

る
 

 
 

 
 

 
２

．
日

中
、
短

時
間

は
寝

て
い

る
(2

時
間

未
満

）

３
．

日
中

も
２

時
間

以
上

寝
て

い
る

 

(1
3)

施
設

入
所

や
在

宅
復

帰
と

言
っ

た
環

境
の

変

化
に

問
題

な
く

対
応

出
来

ま
し

た
か

 

１
．

対
応

で
き

て
い

る
 

 
 

 
 

 
 

２
．

あ
ま

り
対

応
で

き
て

い
な

い
 

３
．

全
く

対
応

で
き

て
い

な
い

 

(1
4)

普
段

か
ら

、
他

の
利

用
者

や
近

所
の

人
に

対
し

て
の

手
伝

い
を

行
っ

て
い

ま
す

か
 

１
．

行
っ

て
い

る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
．

行
っ

て
い

な
い
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 問
７
．
Ｉ
Ｃ
Ｆ
ス
テ
ー
ジ
ン
グ
に
つ
い
て

（
別
紙
「
IC
F
ス
テ
ー
ジ
ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
参
照
の
上
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
）
 

2.
基

本
動

作
 

５
 

 
 

 
 

 
４

 
 

 
 

 
 

３
 

 
 

 
 

 
２

 
 

 
 

 
 

１
 

3-
a.

歩
行

・
移

動
 

５
 

 
 

 
 

 
４

 
 

 
 

 
 

３
 

 
 

 
 

 
２

 
 

 
 

 
 

１
 

3-
b.

移
動

手
段

 

Ｔ
字

杖
の

利
用

 
０

．
あ

り
 

 
 

 
１

．
な

し
 

装
具

（
短

下
肢

装
具

等
）

 
０

．
あ

り
 

 
 

 
１

．
な

し
 

歩
行

器
（

ウ
ォ

ー
カ

ー
、

シ
ニ

ア
カ

ー
等

）
の

利
用

 
０

．
あ

り
 

 
 

 
１

．
な

し
 

し
が

み
つ

き
歩

行
器

の
利

用
（

サ
ー

ク
ル

歩
行

）
 

０
．

あ
り

 
 

 
 

１
．

な
し

 

車
椅

子
の

利
用

 
０

．
あ

り
 

 
 

 
１

．
な

し
 

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
式

車
椅

子
の

利
用

 
０

．
あ

り
 

 
 

 
１

．
な

し
 

介
助

者
や

付
添

い
の

必
要

 
０

．
あ

り
 

 
 

 
１

．
な

し
 

4-
a.

認
知

機
能

（
見

当
識

）
 

５
 

 
 

 
 

 
４

 
 

 
 

 
 

３
 

 
 

 
 

 
２

 
 

 
 

 
 

１
 

4-
b.

認
知

機
能

（
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
）

 
５

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
３

 
 

 
 

 
 

２
 

 
 

 
 

 
１

 

4-
c.

認
知

機
能

（
精

神
活

動
）

 
５

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
３

 
 

 
 

 
 

２
 

 
 

 
 

 
１

 

4-
d.

周
辺

症
状

 

A
群

 

世
話

を
拒

否
す

る
 

０
．

あ
り

 
 

 
 

１
．

な
し

 

不
適

切
に

泣
い

た
り

笑
っ

た
り

す
る

 
０

．
あ

り
 

 
 

 
１

．
な

し
 

興
奮

し
て

手
足

を
動

か
す

 
０

．
あ

り
 

 
 

 
１

．
な

し
 

理
由

な
く

金
切

り
声

を
上

げ
る

 
０

．
あ

り
 

 
 

 
１

．
な

し
 

衣
服

や
器

物
を

破
壊

す
る

 
０

．
あ

り
 

 
 

 
１

．
な

し
 

食
物

を
投

げ
る

 
０

．
あ

り
 

 
 

 
１

．
な

し
 

B
群

 

食
べ

過
ぎ

る
 

０
．

あ
り

 
 

 
 

１
．

な
し

 

タ
ン

ス
の

中
身

を
全

部
出

す
 

０
．

あ
り

 
 

 
 

１
．

な
し

 

日
中

屋
外

や
屋

内
を

う
ろ

つ
き

ま
わ

る
 

０
．

あ
り

 
 

 
 

１
．

な
し

 

昼
間

、
寝

て
ば

か
り

い
る

 
０

．
あ

り
 

 
 

 
１

．
な

し
 

同
じ

こ
と

を
何

度
も

聞
く

 
０

．
あ

り
 

 
 

 
１

．
な

し
 

尿
失

禁
す

る
 

０
．

あ
り

 
 

 
 

１
．

な
し

 

5-
a.

食
事

（
嚥

下
機

能
）

 
５

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
３

 
 

 
 

 
 

２
 

 
 

 
 

 
１

 

5-
b.

食
事

（
食

事
動

作
及

び
食

事
介

助
）

 
５

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
３

 
 

 
 

 
 

２
 

 
 

 
 

 
１

 

5-
c.

食
事

形
態

 
現

在
の

主
食

形
態

 
１

．
米

飯
 

２
．

軟
飯

 
３

．
全

粥
 

４
．

7
分

粥
-重

湯
 

５
．

そ
の

他
 

現
在

の
副

食
形

態
 

１
．

常
菜

 
２

．
軟

菜
 

３
．

き
ざ

み
 

４
．

ミ
キ

サ
ー

 
５

．
ペ

ー
ス

ト
・

ム
ー

ス
 

６
．

そ
の

他
 

6-
a.

排
泄

の
動

作
 

５
 

 
 

 
 

 
４

 
 

 
 

 
 

３
 

 
 

 
 

 
２

 
 

 
 

 
 

１
 

6-
b.

補
助

具
・
器

具
の

使
用

状
況

と
、

尿
意

の
意

識
 

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

の
使

用
 

０
．

あ
り

 
 

 
 

１
．

な
し

 

尿
カ

テ
ー

テ
ル

の
使

用
 

０
．

あ
り

 
 

 
 

１
．

な
し

 

人
工

肛
門

の
使

用
 

０
．

あ
り

 
 

 
 

１
．

な
し

 

お
む

つ
の

使
用

 
０

．
あ

り
 

 
 

 
１

．
な

し
 

尿
意

を
意

識
す

る
こ

と
が

で
き

る
か

 
０

．
で

き
る

 
 

 
１

．
で

き
な

い
 

便
意

を
意

識
す

る
こ

と
が

で
き

る
か

 
０

．
で

き
る

 
 

 
１

．
で

き
な

い
 

7-
a.

入
浴

動
作

 
５

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
３

 
 

 
 

 
 

２
 

 
 

 
 

 
１

 

7-
b.

入
浴

手
段

 
１

．
一

般
浴

 
 

２
．
介

助
浴

 
 

３
．
座

っ
て

の
機

械
浴

 
４

．
臥

位
で

の
機

械
浴
（

特
殊
浴

）
 

8-
a.

整
容

（
口

腔
ケ

ア
）

 
５

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
３

 
 

 
 

 
 

２
 

 
 

 
 

 
１

 

8-
b.

整
容

（
整

容
）

 
５

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
３

 
 

 
 

 
 

２
 

 
 

 
 

 
１

 

8-
c.

整
容

（
衣

服
の

着
脱

）
 

５
 

 
 

 
 

 
４

 
 

 
 

 
 

３
 

 
 

 
 

 
２

 
 

 
 

 
 

１
 

9-
a.

社
会

参
加

（
余

暇
）

 
５

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
３

 
 

 
 

 
 

２
 

 
 

 
 

 
１

 

9-
b.

社
会

参
加

（
社

会
交

流
）

 
５

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
３

 
 

 
 

 
 

２
 

 
 

 
 

 
１
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第

２
回

調
査

 
 

◯
調

査
対

象
者

の
老

健
施

設
退

所
時

の
状

況
に

つ
い

て
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

◯
老

健
施

設
の

介
護

支
援

専
門

員
が

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

 

15
 

第
２

回
調

査
（

退
所

時
（

退
所

前
）
の

状
況

調
査

）
回

答
票

 
 

 
（

記
入

日
：

平
成

 
 

年
 

 
月

 
 

日
）

 

問
１
．
記
入
者
に
つ
い
て
（
空
欄
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
）
 

担
当

介
護

支
援

専
門

員
名

 

問
２
．
調
査
対
象
者
の
状
況
等
に
つ
い
て
（
そ
れ
ぞ
れ
、
番
号
を
一
つ
選
ん
で
◯
）
 

(1
)要

介
護

度
 

１
．

要
介

護
１

 
 

 
２

．
要

介
護

２
 

 
 

３
．

要
介

護
３

 
４

．
要

介
護

４
 

５
．

要
介

護
５

 

(2
)障

害
自

立
度

 
１

．
Ｊ

１
２

．
Ｊ

２
３

．
Ａ

１
４

．
Ａ

２
 

５
．

Ｂ
１

６
．

Ｂ
２

７
．

Ｃ
１

８
．

Ｃ
２

 

(3
)認

知
症

自
立

度
 

１
．

非
該

当
２

．
Ⅰ

３
．

Ⅱ
ａ

４
．

Ⅱ
ｂ

 

５
．

Ⅲ
ａ

６
．

Ⅲ
ｂ

７
．

Ⅳ
８

．
Ｍ

 

(4
)世

帯
構

成
 

１
．

単
身

２
．

高
齢

夫
婦

 
３

．
同

居
 

(4
)-

1．
日

中
独

居
の

有
無

 
高

齢
夫

婦
も

し
く

は
同

居
の

場
合

、
日

中
独

居
で

す
か

（
１

．
は

い
 

２
．

い
い

え
）

 

問
3．

老
健
施
設
に
お
い
て
実
施
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
種
類
（
あ
て
は
ま
る
も
の
全
て
に
◯
）
 

１
．

筋
力

増
強

 
 

 
 

 
 

 
２

．
関

節
可

動
域

練
習

 
 

 
 

３
．

耐
久

力
向

上
練

習
 

 
 

 
４

．
バ

ラ
ン

ス
練

習

５
．

運
動

協
調

性
練

習
 

 
 

 
６

．
呼

吸
・

排
痰

練
習

 
 

 
 

７
．

摂
食

・
嚥

下
練

習
 

 
 

 
８

．
失

語
・

構
音

障
害

に
対

す
る

練
習
 

９
．

失
行

・
失

認
に

対
す

る
練

習
 

10
．

認
知

に
焦

点
を

あ
て

た
非

薬
物

療
法

（
例

：
リ

ア
リ

テ
ィ

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
や

認
知

刺
激

療
法

等
）

 

11
．
刺

激
に

焦
点

を
あ

て
た

非
薬

物
療

法
（

例
：

活
動

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
・

園
芸

・
芸

術
療

法
、

ア
ロ

マ
セ

ラ
ピ

ー
、

ペ
ッ

ト
セ

ラ
ピ

ー
、

マ
ッ

サ
ー

ジ
等
）
 

12
．

行
動

に
焦

点
を

あ
て

た
非

薬
物

療
法

（
例

：
行

動
異

常
を

観
察

し
評

価
す

る
こ

と
に

基
づ

い
て

介
入

方
法

を
導

き
出

す
も

の
）

 

13
．
感

情
に

焦
点

を
あ

て
た

非
薬

物
療

法
（

例
：
支

持
的

精
神

療
法

、
回

想
法

、
バ

リ
デ

ー
シ

ョ
ン

療
法

、
感

覚
統

合
、
刺

激
直

面
療

法
等

） 

14
．

疼
痛

除
去

・
緩

和
1
5．

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
 

 
 

 
1
6．

起
居

動
作

練
習

17
．

移
乗

動
作

練
習

 

18
．

移
動

（
歩

行
以

外
）

練
習

 
19

．
歩

行
練

習
20

．
応

用
歩

行
練

習
21

．
食

事
動

作
練

習
 

22
．

入
浴

動
作

練
習

2
3．

排
泄

動
作

練
習

 
 

 
 

 
2
4．

整
容

動
作

練
習

25
．

更
衣

動
作

練
習

 

26
．

家
事

動
作

練
習

2
7．

福
祉

用
具

（
選

定
・

適
合

調
整

・
指

導
等

）
28

．
住

宅
改

修
（

提
案

・
指

導
等

）
 

29
．

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

 
3
0．

家
族

へ
の

介
護

方
法

指
導

 
3
1．

Ｑ
Ｏ

Ｌ
向

上
32

．
自

主
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
指

導
 

33
．

そ
の

他
 

12
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問
４
．
調
査
対
象
者
の
日
常
関
連
動
作
（
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
）
に
つ
い
て
（
そ
れ
ぞ
れ
、
番
号
を
一
つ
選
ん
で
◯
）
 

(1
)食

事
機

能
 

（
準

備
）

 

１
．

食
事

の
準

備
は

自
分

で
行

っ
て

い
る

２
．

食
事

の
準

備
は

手
伝

っ
て

い
る

 

３
．

食
事

の
準

備
は

自
分

で
行

っ
て

い
な

い
 

(2
)食

事
機

能
 

（
片

付
け

）
 

１
．

食
事

の
後

片
付

け
は

自
分

で
行

っ
て

い
る

 
 

２
．

食
事

の
後

片
付

け
は

手
伝

っ
て

い
る

 

３
．

食
事

の
後

片
付

け
は

自
分

で
行

っ
て

い
な

い
 

(3
)生

活
機

能
 

（
買

い
物

）
 

１
．

買
い

物
は

自
分

で
行

っ
て

い
る

２
．

買
い

物
は

家
族

と
一

緒
に

行
っ

て
い

る
 

３
．

買
い

物
は

自
分

で
行

っ
て

い
な

い
 

(4
)生

活
機

能
 

（
掃

除
・

洗
濯

）
 

１
．

掃
除

・
洗

濯
を

自
分

で
行

っ
て

い
る

２
．

掃
除

・
洗

濯
を

手
伝

っ
て

い
る

 

３
．

掃
除

・
洗

濯
を

自
分

で
行

っ
て

い
な

い
 

(5
)生

活
機

能
 

（
ゴ

ミ
出

し
）

 

１
．

ゴ
ミ

出
し

は
自

分
で

行
っ

て
い

る
２

．
ゴ

ミ
出

し
は

手
伝

っ
て

い
る

 

３
．

ゴ
ミ

出
し

は
自

分
で

行
っ

て
い

な
い

 

(6
)自

己
管

理
 

（
お

金
）

 

１
．

お
金

の
管

理
は

自
分

で
行

っ
て

い
る

２
．

お
金

の
管

理
は

一
部

自
分

で
行

っ
て

い
る

 

３
．

お
金

の
管

理
は

自
分

で
行

っ
て

い
な

い
 

(7
)自

己
管

理
 

（
電

話
）

 

１
．

電
話

は
自

分
で

対
応

し
て

い
る

２
．

電
話

は
家

族
が

い
な

い
と

き
は

対
応

 

３
．

電
話

は
自

分
で

対
応

し
て

い
な

い
 

(8
)自

己
管

理
 

（
郵

便
・

書
類

）
 

１
．

郵
便

・
書

類
は

自
分

で
管

理
し

て
い

る
 

 
２

．
郵

便
・

書
類

は
一

部
自

分
で

管
理

し
て

い
る

 

３
．

郵
便

・
書

類
は

自
分

で
管

理
し

て
い

な
い

 

(9
)自

己
管

理
 

（
火

の
元

）
 

１
．

火
の

元
は

自
分

で
管

理
し

て
い

る
２

．
火

の
元

は
一

部
自

分
で

管
理

し
て

い
る

 

３
．

火
の

元
は

自
分

で
管

理
し

て
い

な
い

 

(1
0)

社
会

機
能

 

（
交

通
手

段
）

 

１
．

一
人

で
交

通
手

段
を

使
っ

て
外

出
し

て
い

る
 

２
．

介
助

者
と

交
通

手
段

を
使

っ
て

外
出

し
て

い
る

 

３
．

交
通

手
段

は
利

用
し

て
い

な
い

 

(1
1)

社
会

機
能

 

（
散

歩
）

 

１
．

一
人

で
散

歩
な

ど
に

出
掛

け
て

い
る

２
．

介
助

者
と

一
緒

に
散

歩
な

ど
に

出
掛

け
て

い
る

 

３
．

散
歩

な
ど

に
は

出
掛

け
な

い
 

問
５
．
意
欲
の
指
標
に
つ
い
て
（
そ
れ
ぞ
れ
、
番
号
を
一
つ
選
ん
で
◯
）
 

(1
)起

床
 

１
．

い
つ

も
定

時
に

起
床

し
て

い
る

２
．

起
こ

さ
な

い
と

起
床

し
な

い
こ

と
が

あ
る

 

３
．

自
分

か
ら

起
床

す
る

こ
と

が
な

い
 

※
薬

剤
の

影
響

（
睡

眠
薬

な
ど

）
を

除
外

。
起

座
で

き
な

い
場

合
、

開
眼

し
覚

醒
し

て
い

れ
ば

１
に

○
 

(2
)意

思
疎

通
 

１
．

自
分

か
ら

挨
拶

す
る

、
話

し
か

け
る

２
．

挨
拶

、
呼

び
か

け
に

対
し

返
答

や
笑

顔
が

み
ら

れ
る

 

３
．

反
応

が
な

い
 

※
失

語
の

合
併

が
あ

る
場

合
、

言
語

以
外

の
表

現
で

よ
い

 

(3
)食

事
 

１
．

自
分

で
進

ん
で

食
べ

よ
う

と
す

る
２

．
促

さ
れ

る
と

食
べ

よ
う

と
す

る
 

３
．

食
事

に
関

心
が

な
い

、
全

く
食

べ
よ

う
と

し
な

い
 

※
器

質
的

消
化

器
疾

患
を

除
外

。
麻

痺
で

食
事

の
介

護
が

必
要

な
場

合
、

介
助

に
よ

り
摂

取
意

欲
が

あ
れ

ば
（

口
ま

で
運

ん
で

や
っ

た
場

合
も

積
極

的
に

食
べ

よ
う

と
す

れ
ば

）
１

に
○

 

(4
)排

泄
 

１
．

い
つ

も
自

ら
便

意
尿

意
を

伝
え

る
、

あ
る

い
は

自
分

で
排

便
、

排
尿

を
行

う
 

２
．

時
々

尿
意

、
便

意
を

伝
え

る
３

．
排

泄
に

全
く

関
心

が
な

い
 

※
失

禁
の

有
無

は
問

わ
な

い
。

尿
意

不
明

の
場

合
、

失
禁

後
に

い
つ

も
不

快
を

伝
え

れ
ば

１
．

に
○

 

(5
)リ

ハ
ビ

リ
、

活
動

 
１

．
自

ら
リ

ハ
ビ

リ
に

向
か

う
、

活
動

を
求

め
る

 

２
．

促
さ

れ
て

向
か

う
３

．
拒

否
、

無
関

心
 

※
リ

ハ
ビ

リ
で

な
く

と
も

散
歩

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
、
テ

レ
ビ

で
も

よ
い

。
寝

た
き

り
の

場
合

、
受

動
的

理
学

運
動

に
対

す
る

反
応

で
判

定
す

る
 

※
除

外
規

定
：

意
識

障
害

、
高

度
の

臓
器

障
害

、
急

性
疾

患
（

肺
炎

な
ど

発
熱

）
が

あ
る

場
合
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問
６
．
疼
痛
評
価
項
目
に
つ
い
て

（
本

人
が

痛
み

を
伝

え
ら

れ
な

い
場

合
は

、
家

族
等

へ
の

聞
き

取
り

の
う

え
、

ご
記

入
く

だ
さ

い
）
 

(1
)慢

性
的

な
痛

み
の

有
無

 
１

．
痛

み
あ

り
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
．

痛
み

な
し

 

(2
) 

定
期

処
方

(注
射

)さ
れ

て
 

い
る

鎮
痛

剤
 

①
経

口
内

服
１

．
NS

AI
Ds

２
．

(非
）

麻
薬

性
製

剤
 

３
．

そ
の

他

②
静

脈
注

射
１

．
NS

AI
Ds

２
．

(非
）

麻
薬

性
製

剤
 

３
．

そ
の

他

③
そ

の
他

注
射

１
．

NS
AI

Ds
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
３

．
そ

の
他

④
坐

 
薬

１
．

NS
AI

Ds
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
３

．
そ

の
他

⑤
経

皮
外

用
薬

１
．

NS
AI

Ds
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
３

．
そ

の
他

⑥
そ

の
他

あ
り

の
場

合
記

入
（

）
 

(3
) 

頓
服

で
処

方
(注

射
)さ

れ
て

い
る

鎮
痛

剤
 

(過
去

２
週

間
以

内
で

実
施

) 

①
経

口
内

服
１

．
NS

AI
Ds

２
．

(非
）

麻
薬

性
製

剤
 

３
．

そ
の

他

②
静

脈
注

射
１

．
NS

AI
Ds

２
．

(非
）

麻
薬

性
製

剤
 

３
．

そ
の

他

③
そ

の
他

注
射

１
．

NS
AI

Ds
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
３

．
そ

の
他

④
坐

 
薬

１
．

NS
AI

Ds
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
３

．
そ

の
他

⑤
経

皮
外

用
薬

１
．

NS
AI

Ds
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
３

．
そ

の
他

⑥
そ

の
他

あ
り

の
場

合
記

入
（

）
 

※
「

そ
の

他
の

注
射

」
に

は
、
皮

下
、
筋

肉
、
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
注

射
を

含
み

ま
す

。
ま

た
、「

経
皮

外
用

薬
」
に

は
、
軟

膏
、
パ

ッ
プ

剤
等

を
含

み
ま

す
。

 

（
説

明
）

■
NS

A
ID

s
（

非
ス

テ
ロ

イ
ド

性
抗

炎
症

薬
）

と
は

、
抗

炎
症

作
用

、
鎮

痛
作

用
、

解
熱

作
用

を
有

す
る

薬
剤

の
総

称
で

す
。

広

義
に

は
ス

テ
ロ

イ
ド

で
は

な
い

抗
炎

症
薬

す
べ

て
を

含
み

、
一

般
的

に
は

、
疼

痛
、

発
熱

の
治

療
に

使
用

さ
れ

る
“

解
熱

鎮

痛
薬

”
と

ほ
ぼ

同
義

語
と

し
て

用
い

ら
れ

て
い

ま
す

。
代

表
的

な
NS

AI
Ds

と
し

て
は

、
ア

ス
ピ

リ
ン
（

バ
フ

ァ
リ

ン
な

ど
）、

ロ
キ

ソ
プ

ロ
フ

ェ
ン

（
ロ

キ
ソ

ニ
ン

）、
ジ

ク
ロ

フ
ェ

ナ
ク

（
ボ

ル
タ

レ
ン

）
な

ど
が

あ
り

ま
す

。
 

（
説

明
）

■
麻

薬
性

製
剤

と
は

、
体

内
の

オ
ピ

オ
イ

ド
受

容
体

に
結

合
し

鎮
痛

効
果

を
表

す
薬

剤
で

、
我

が
国

で
使

用
で

き
る

も
の

と
し

て
は

、
モ

ル
ヒ

ネ
（

MS
コ

ン
チ

ン
、

カ
デ

ィ
ア

ン
な

ど
）
、

オ
キ

シ
コ

ド
ン

（
オ

キ
シ

コ
ン

チ
ン

、
オ

キ
ノ

ー
ム

な
ど

）
、

フ

ェ
ン

タ
ニ

ル
（

デ
ュ

ロ
ッ

プ
MT

パ
ッ

チ
な

ど
）
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、
非

麻
薬

性
製

剤
は

、
麻

薬
性

製
剤

に
比

べ
鎮

痛
効

果

は
弱

い
も

の
の

、
麻

薬
性

製
剤

と
同

様
の

働
き

を
し

ま
す

。
代

表
的

な
非

麻
薬

性
製

剤
と

し
て

は
、

コ
デ

イ
ン

（
リ

ン
酸

コ

デ
イ

ン
、

リ
ン

酸
ジ

ヒ
ド

ロ
コ

デ
イ

ン
な

ど
）、

ト
ラ

マ
ゾ

ー
ル

（
ト

ラ
マ

ー
ル

、
ト

ラ
ム

セ
ッ

ト
な

ど
）

が
あ

り
ま

す
。

 

問
６

で
、
「

１
．
痛

み
あ

り
」

を
選

択
さ

れ
た

場
合

に
は

以
下

の
設

問
に

も
ご

回
答

く
だ

さ
い

。
 

(4
)各

項
目
に
つ
い
て
調
査
対
象
者
の
体
動
時
に
状
態
を
観
察
し
、
ご
回
答
く
だ
さ
い
。
 

①
攻

撃
的

に
な

る

（
語

気
が

荒
く

な
る

，
怒

り
っ

ぽ
く

な
る

）
 

１
．

症
状

な
し

２
．

症
状

あ
り

 

②
落

ち
着

き
が

な
く

な
る

１
．

症
状

な
し

２
．

症
状

あ
り

 

③
顔

を
ゆ

が
め

る

（
眉

間
に

皺
を

よ
せ

る
，

口
元

を
ゆ

が
め

る
，

歯
を

く
い

し
ば

る
）

 
１

．
症

状
な

し
２

．
症

状
あ

り
 

④
不

安
そ

う
な

顔
を

す
る

１
．

症
状

な
し

２
．

症
状

あ
り

 

⑤
泣

き
声

を
上

げ
る

・
大

声
を

上
げ

る
１

．
症

状
な

し
２

．
症

状
あ

り
 

⑥
体

を
丸

め
る

・
体

に
触

れ
る

と
体

を
硬

直
さ

せ
る

１
．

症
状

な
し

２
．

症
状

あ
り

 

⑦
動

作
の

変
化

が
み

ら
れ

る
１

．
症

状
な

し
２

．
症

状
あ

り
 

⑧
体

の
一

部
・

患
部

を
さ

す
る

様
な

動
作

を
す

る
１

．
症

状
な

し
２

．
症

状
あ

り
 

⑨
顔

色
の

変
化

（
蒼

白
，

紅
潮

な
ど

）
１

．
症

状
な

し
２

．
症

状
あ

り
 

「
痛

み
あ

り
」

の
場

合
 

以
下

の
設

問
に

も
ご

回
答

く
だ

さ
い

。
 

問
７

(
I
C
F
に

基
づ

く
新

指
標

)
に

つ
い

て
 

に
お

進
み

く
だ

さ
い

。
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問
６

で
、
「

１
．

痛
み

あ
り

」
を

選
択

さ
れ

た
場

合
に

は
以

下
の

設
問

に
も

ご
回

答
く

だ
さ

い
。

 

 (
5)
慢
性
疼
痛
の
疼
痛
部
位
に
つ
い
て
、
最
も
痛
み
が
強
い
部
位
一
か
所
の
コ
ー
ド
番
号
を
、
下
記
人
体
図
の
各
部
位
の

名
称
を
参
考
に
し
て
、
下
記
か
ら
選
ん
で
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
 

最
も

痛
み

が
強

い
部

位
の

番
号

 
（

 
 

 
 

 
）

 
←

 
下

記
か

ら
コ

ー
ド

番
号

を
一

つ
だ

け
選

ん
で

記
入

 

疼
痛

部
位

コ
ー

ド
番

号
表

 

1
 

頭
(頭

部
) 

1
0

 
手

(手
全

体
) 

1
9

 
足

(足
の

甲
) 

2
8

 
殿

部
 

2
 

首
(頚

) 
1

1
 

手
掌

(手
の

ひ
ら

) 
2

0
 

(足
の

)指
 

2
9

 
足

の
裏

(足
底

) 

3
 

顔
(顔

全
体

) 
1

2
 

腋
窩

 
2

1
 

肩
峰

(肩
) 

3
0

 
踵

 

4
 

眼
 

1
3

 
胸

郭
(胸

部
) 

2
2

 
肘

 
3

1
 

足
首

(足
関

節
) 

5
 

鼻
 

1
4

 
腹

部
 

2
3

 
手

首
(手

関
節

) 
3

2
 

股
関

節
 

6
 

口
(歯

・
歯

茎
・

舌
) 

1
5

 
鼠

径
部

 
2

4
 

手
指

 
3

3
 

上
肢

(上
肢

全
体

) 

7
 

耳
 

1
6

 
大

腿
 

2
5

 
手

背
(手

の
甲

) 
3

4
 

下
肢

(下
肢

全
体

) 

8
 

上
腕

 
1

7
 

膝
 

2
6

 
背

部
 

3
5

 
体

幹
 

9
 

前
腕

 
1

8
 

下
腿

 
2

7
 

腰
部

 
3

6
 

全
身

 

足
首

あ
し

く
び

 股
関
節
 

19
 

問
７
．
Ｉ
Ｃ
Ｆ
に
基
づ
く
新
指
標
に
つ
い
て
（
そ
れ
ぞ
れ
、
番
号
を
一
つ
選
ん
で
◯
）
 

(1
)喜

怒
哀

楽
を

普
段

か
ら

言
語

ま
た

は
身

振
り

な

ど
で

表
現

し
て

い
ま

す
か

 

１
．

表
現

し
て

い
な

い
２

．
身

振
り

で
の

表
現

の
み

 
 

４
．

言
語

の
み

で
の

表
現

４
．

言
語

と
身

振
り

両
方

で
表

現
 

(2
)活

力
が

満
ち

あ
ふ

れ
て

い
る

と
思

い
ま

す
か

 

（
満

ち
溢

れ
て

い
る

よ
う

に
見

え
ま

す
か

）
 

１
．

満
ち

溢
れ

て
い

る
と

思
う

２
．

そ
う

は
思

わ
な

い
 

(3
)地

域
社

会
に

お
い

て
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
そ

の

他
の

事
業

に
参

加
し

て
い

ま
す

か
 

１
．

参
加

し
て

い
な

い
２

．
無

償
の

活
動

に
参

加
し

て
い

る
 

３
．

有
償

の
活

動
に

参
加

し
て

い
る

 
４

．
有

償
無

償
両

方
の

活
動

に
参

加
し

て
い

る
 

(4
)軽

い
運

動
、

体
操

を
１

週
間

に
何

日
ぐ

ら
い

し

て
い

ま
す

か
 

１
．

毎
日

２
．

５
〜
６

日
 

３
．

２
〜

４
日

４
．

１
日

以
下

 

５
．

運
動

・
体

操
は

し
て

い
な

い
 

(5
)定

期
的

な
運

動
・

ス
ポ

ー
ツ

を
、

１
週

間
に

何

日
ぐ

ら
い

し
て

い
ま

す
か

 

１
．

毎
日

２
．

５
〜
６

日
 

３
．

２
〜

４
日

４
．

１
日

以
下

 

５
．

運
動

・
ス

ポ
ー

ツ
は

し
て

い
な

い
 

(6
)何

分
間

程
度

連
続

し
て

歩
行

が
可

能
で

す
か

 
１

．
６

分
以

上
歩

行
可

能
 

 
 

２
．

２
～

５
分

程
度

は
歩

行
可

能
 

３
．
２

分
未

満
は

歩
行

可
能

 
４

．
全

く
歩

行
で

き
な

い
(
ま

た
は

、
移

動
は

車
イ

ス
の

み
)
 

(7
)関

節
の

可
動

性
に

つ
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

 
１

．
膝

関
節

は
疼

痛
や

制
限

な
く

動
く
 

 
 ２

．
膝

関
節

は
動

く
が

疼
痛

が
あ

る
 

３
．

膝
関

節
は

動
き

に
制

限
が

あ
る

が
疼

痛
は

な
い
 

 ４
．

膝
関

節
は

動
か

な
い

 

(8
)椅

子
か

ら
手

や
腕

を
使

わ
ず

に
立

ち
上

が
る

こ

と
が

で
き

ま
す

か
 

１
．

何
回

も
繰

り
返

し
て

問
題

な
く

で
き

る
 

 
２

．
1
回

で
あ

れ
ば

問
題

な
く

で
き

る
 

３
．

1
回

は
、

問
題

は
あ

る
が

何
と

か
で

き
る

 
４

．
立

ち
上

が
る

こ
と

が
で

き
な

い
 

(9
)薬

の
自

己
管

理
を

普
段

か
ら

行
っ

て
い

ま
す

か
 
１

．
行

っ
て

い
る

２
．

行
っ

て
い

な
い

 

３
．

薬
は

飲
ん

で
い

な
い

 

(1
0)

医
師

や
看

護
師

、
介

護
士

に
自

分
の

訴
え

を
的

確
に

伝
え

る
こ

と
が

で
き

ま
す

か
 

１
．

的
確

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

 
２

．
あ

る
程

度
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

 

３
．

で
き

な
い

 

(1
1)

夜
間

は
よ

く
眠

っ
て

い
ま

す
か

 
１

．
よ

く
眠

れ
て

い
る

２
．
あ

ま
り

眠
れ

て
い

な
い

(
不

眠
の

訴
え

あ
り

) 

３
．

全
く

眠
れ

て
い

な
い

(実
際

に
不

眠
で

あ
る

) 

(1
2)

日
中

も
寝

て
い

ま
す

か
 

１
．
日

中
は

起
き

て
い

る
２
．
日

中
、
短

時
間

は
寝

て
い

る
(2

時
間

未
満

） 

３
．

日
中

も
２

時
間

以
上

寝
て

い
る

 

(1
3)

施
設

入
所

や
在

宅
復

帰
と

言
っ

た
環

境
の

変

化
に

問
題

な
く

対
応

出
来

ま
し

た
か

 

１
．

対
応

で
き

て
い

る
２

．
あ

ま
り

対
応

で
き

て
い

な
い

 

３
．

全
く

対
応

で
き

て
い

な
い

 

(1
4)

普
段

か
ら

、
他

の
利

用
者

や
近

所
の

人
に

対
し

て
の

手
伝

い
を

行
っ

て
い

ま
す

か
 

１
．

行
っ

て
い

る
２

．
行

っ
て

い
な

い
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問
８
．
Ｉ
Ｃ
Ｆ
ス
テ
ー
ジ
ン
グ
に
つ
い
て

（
別
紙
「
IC
F
ス
テ
ー
ジ
ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
参
照
の
上
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
）
 

2.
基

本
動

作
５

４
３

２
１

 

3-
a.

歩
行

・
移

動
 

５
４

３
２

１
 

3-
b.

移
動

手
段

 

Ｔ
字

杖
の

利
用

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

装
具

（
短

下
肢

装
具

等
）

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

歩
行

器
（

ウ
ォ

ー
カ

ー
、

シ
ニ

ア
カ

ー
等

）
の

利
用

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

し
が

み
つ

き
歩

行
器

の
利

用
（

サ
ー

ク
ル

歩
行

）
 

０
．

あ
り

１
．

な
し

 

車
椅

子
の

利
用

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
式

車
椅

子
の

利
用

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

介
助

者
や

付
添

い
の

必
要

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

4-
a.

認
知

機
能

（
見

当
識

）
 

５
４

３
２

１
 

4-
b.

認
知

機
能

（
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
）

 
５

４
３

２
１

 

4-
c.

認
知

機
能

（
精

神
活

動
）

 
５

４
３

２
１

 

4-
d.

周
辺

症
状

 

A
群

 

世
話

を
拒

否
す

る
 

０
．

あ
り

１
．

な
し

 

不
適

切
に

泣
い

た
り

笑
っ

た
り

す
る

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

興
奮

し
て

手
足

を
動

か
す

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

理
由

な
く

金
切

り
声

を
上

げ
る

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

衣
服

や
器

物
を

破
壊

す
る

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

食
物

を
投

げ
る

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

B
群

 

食
べ

過
ぎ

る
 

０
．

あ
り

１
．

な
し

 

タ
ン

ス
の

中
身

を
全

部
出

す
 

０
．

あ
り

１
．

な
し

 

日
中

屋
外

や
屋

内
を

う
ろ

つ
き

ま
わ

る
 

０
．

あ
り

１
．

な
し

 

昼
間

、
寝

て
ば

か
り

い
る

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

同
じ

こ
と

を
何

度
も

聞
く

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

尿
失

禁
す

る
 

０
．

あ
り

１
．

な
し

 

5-
a.

食
事

（
嚥

下
機

能
）

 
５

４
３

２
１

 

5-
b.

食
事

（
食

事
動

作
及

び
食

事
介

助
）

 
５

４
３

２
１

 

5-
c.

食
事

形
態

 
現

在
の

主
食

形
態

 
１

．
米

飯
 

２
．

軟
飯

 
３

．
全

粥
 

４
．

7
分

粥
-重

湯
 

５
．

そ
の

他
 

現
在

の
副

食
形

態
 

２
．

常
菜

 
２

．
軟

菜
 

３
．

き
ざ

み
 

４
．

ミ
キ

サ
ー

 
５

．
ペ

ー
ス

ト
・

ム
ー

ス
 

６
．

そ
の

他
 

6-
a.

排
泄

の
動

作
 

５
 

 
 

 
 

 
４

３
 

 
 

 
 

 
２

１
 

6-
b.

補
助

具
・
器

具
の

使
用

状
況

と
、

尿
意

の
意

識
 

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

の
使

用
 

０
．

あ
り

１
．

な
し

 

尿
カ

テ
ー

テ
ル

の
使

用
 

０
．

あ
り

１
．

な
し

 

人
工

肛
門

の
使

用
 

０
．

あ
り

１
．

な
し

 

お
む

つ
の

使
用

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

尿
意

を
意

識
す

る
こ

と
が

で
き

る
か

 
０

．
で

き
る

 
１

．
で

き
な

い
 

便
意

を
意

識
す

る
こ

と
が

で
き

る
か

 
０

．
で

き
る

 
１

．
で

き
な

い
 

7-
a.

入
浴

動
作

 
５

４
３

 
 

 
 

 
 

２
１

 

7-
b.

入
浴

手
段

 
１

．
一

般
浴

 
２

．
介

助
浴

 
３

．
座

っ
て

の
機

械
浴

 
４

．
臥

位
で

の
機

械
浴
（

特
殊
浴

）

8-
a.

整
容

（
口

腔
ケ

ア
）

 
５

４
３

２
１

 

8-
b.

整
容

（
整

容
）

 
５

４
３

２
１

 

8-
c.

整
容

（
衣

服
の

着
脱

）
 

５
４

３
２

１
 

9-
a.

社
会

参
加

（
余

暇
）

 
５

４
３

２
１

 

9-
b.

社
会

参
加

（
社

会
交

流
）

 
５

４
３

２
１

 

21
 

 
第

３
回

調
査

 
 

◯
調

査
対

象
者

の
老

健
施

設
退

所
後

１
週

間
以

内
の

状
況

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

◯
居

宅
の

介
護

支
援

専
門

員
が

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

 

⇒
従

前
入

所
し

て
い

た
老

健
施

設
に

再
入

所
し

た
場

合
は

、
第

１
回

～
２

回
を

記
入

し
た

介
護

支
援

専
門

員
に

お
戻

し
く

だ
さ

い
。

※
以

下
の

事
由

な
ど

に
よ

り
調

査
が

継
続

で
き

な
い

場
合

は
、

下
記

に
お

答
え

の
う

え
、

 

回
答

用
紙

を
ご

返
信

く
だ

さ
い

。
 

（
な

お
、

そ
の

他
に

つ
い

て
は

具
体

的
な

理
由

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

）
 

＜
調

査
中

断
理

由
＞

 

入
院

 
・

 
従

前
入

所
の

老
健

施
設

以
外

の
介

護
施

設
へ

の
入

所
 

・
 

転
居

 
・

 

死
亡

 
・

そ
の

他
（

 
）

 

「
従

前
入

所
の

老
健

施
設

以
外

の
介

護
施

設
」

に
は

、
介

護
老

人
福

祉
施

設
、

介
護

老
人

保
健

施
設

、
介

護
療

養
型

医
療

施
設

、
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

、
認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
、

特
定

施
設

入
居

者
生

活
介

護
、

地
域

密
着

型
特

定
施

設
入

居
者

生
活

介
護

、
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

入
所

者
生

活
介

護
等

を
含

み
ま

す
。
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第
３

回
調

査
（

退
所

後
１

週
間

以
内

の
状

況
調

査
）
回

答
票

 
 
（

記
入

日
：

平
成

 
年

 
月

 
日

）
 

問
１
．
記
入
者
に
つ
い
て
（
空
欄
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
）
 

(1
)事

業
所

類
型

 
１

．
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

２
．

老
健

施
設

 

(2
)事

業
所

名
 

(3
)住

所
と

電
話

番
号

 

(4
)担

当
介

護
支

援
専

門
員

名
 

問
２
．
調
査
対
象
者
の
状
況
等
に
つ
い
て
（
そ
れ
ぞ
れ
、
番
号
を
一
つ
選
ん
で
◯
）
 

(1
)要

介
護

度
 

１
．

要
介

護
１

 
 

 
２

．
要

介
護

２
 

 
 

３
．

要
介

護
３

 
４

．
要

介
護

４
 

５
．

要
介

護
５

 

(2
)障

害
自

立
度

 
１

．
Ｊ

１
２

．
Ｊ

２
３

．
Ａ

１
４

．
Ａ

２
 

５
．

Ｂ
１

６
．

Ｂ
２

７
．

Ｃ
１

８
．

Ｃ
２

 

(3
)認

知
症

自
立

度
 

１
．

非
該

当
２

．
Ⅰ

３
．

Ⅱ
ａ

４
．

Ⅱ
ｂ

 

５
．

Ⅲ
ａ

６
．

Ⅲ
ｂ

７
．

Ⅳ
８

．
Ｍ

 

(4
)世

帯
構

成
 

１
．

単
身

２
．

高
齢

夫
婦

 
３

．
同

居
 

(4
)-

1．
日

中
独

居
の

有
無

 
高

齢
夫

婦
も

し
く

は
同

居
の

場
合

、
日

中
独

居
で

す
か

（
１

．
は

い
 

２
．

い
い

え
）

 

問
3．

調
査
時
点
で
利
用
し
て
い
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
（
あ
て
は
ま
る
も
の
全
て
に
◯
）
 

(1
)介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
 

１
．

訪
問

介
護

２
．

訪
問

入
浴

介
護

 

３
．

訪
問

看
護

４
．

訪
問

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
 

５
．

居
宅

療
養

管
理

指
導

６
．

通
所

介
護

 

７
．

通
所

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
 

８
．

短
期

入
所

生
活

介
護

（
利

用
期

間
 

 
日

間
）

 

９
．

福
祉

用
具

貸
与

10
．

短
期

入
所

療
養

介
護

（
利

用
期

間
 

 
日

間
）

 

11
．

特
定

福
祉

用
具

販
売

12
．

定
期

巡
回

・
随

時
対

応
型

訪
問

介
護

看
護

 

13
．

夜
間

対
応

型
訪

問
介

護
14

．
認

知
症

対
応

型
通

所
介

護
 

15
．

そ
の

他
（

）
 

(2
)自

治
体

等
が

実
施

し
て

い
る

 

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ー
ビ

ス
 

（
該

当
あ
る

場
合
は
下

記
に

具
体

的
な
サ
ー

ビ
ス

名
を

ご
記
入
く

だ
さ

い
）
 

23
 

問
４
．
調
査
対
象
者
の
日
常
関
連
動
作
（
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
）
に
つ
い
て
（
そ
れ
ぞ
れ
、
番
号
を
一
つ
選
ん
で
◯
）
 

(1
)食

事
機

能
 

（
準

備
）

 

１
．

食
事

の
準

備
は

自
分

で
行

っ
て

い
る

２
．

食
事

の
準

備
は

手
伝

っ
て

い
る

 

３
．

食
事

の
準

備
は

自
分

で
行

っ
て

い
な

い
 

(2
)食

事
機

能
 

（
片

付
け

）
 

１
．

食
事

の
後

片
付

け
は

自
分

で
行

っ
て

い
る

 
 

２
．

食
事

の
後

片
付

け
は

手
伝

っ
て

い
る

 

３
．

食
事

の
後

片
付

け
は

自
分

で
行

っ
て

い
な

い
 

(3
)生

活
機

能
 

（
買

い
物

）
 

１
．

買
い

物
は

自
分

で
行

っ
て

い
る

２
．

買
い

物
は

家
族

と
一

緒
に

行
っ

て
い

る
 

３
．

買
い

物
は

自
分

で
行

っ
て

い
な

い
 

(4
)生

活
機

能
 

（
掃

除
・

洗
濯

）
 

１
．

掃
除

・
洗

濯
を

自
分

で
行

っ
て

い
る

２
．

掃
除

・
洗

濯
を

手
伝

っ
て

い
る

 

３
．

掃
除

・
洗

濯
を

自
分

で
行

っ
て

い
な

い
 

(5
)生

活
機

能
 

（
ゴ

ミ
出

し
）

 

１
．

ゴ
ミ

出
し

は
自

分
で

行
っ

て
い

る
２

．
ゴ

ミ
出

し
は

手
伝

っ
て

い
る

 

３
．

ゴ
ミ

出
し

は
自

分
で

行
っ

て
い

な
い

 

(6
)自

己
管

理
 

（
お

金
）

 

１
．

お
金

の
管

理
は

自
分

で
行

っ
て

い
る

２
．

お
金

の
管

理
は

一
部

自
分

で
行

っ
て

い
る

 

３
．

お
金

の
管

理
は

自
分

で
行

っ
て

い
な

い
 

(7
)自

己
管

理
 

（
電

話
）

 

１
．

電
話

は
自

分
で

対
応

し
て

い
る

２
．

電
話

は
家

族
が

い
な

い
と

き
は

対
応

 

３
．

電
話

は
自

分
で

対
応

し
て

い
な

い
 

(8
)自

己
管

理
 

（
郵

便
・

書
類

）
 

１
．

郵
便

・
書

類
は

自
分

で
管

理
し

て
い

る
 

 
２

．
郵

便
・

書
類

は
一

部
自

分
で

管
理

し
て

い
る

 

３
．

郵
便

・
書

類
は

自
分

で
管

理
し

て
い

な
い

 

(9
)自

己
管

理
 

（
火

の
元

）
 

１
．

火
の

元
は

自
分

で
管

理
し

て
い

る
２

．
火

の
元

は
一

部
自

分
で

管
理

し
て

い
る

 

３
．

火
の

元
は

自
分

で
管

理
し

て
い

な
い

 

(1
0)

社
会

機
能

 

（
交

通
手

段
）

 

１
．

一
人

で
交

通
手

段
を

使
っ

て
外

出
し

て
い

る
 

２
．

介
助

者
と

交
通

手
段

を
使

っ
て

外
出

し
て

い
る

 

３
．

交
通

手
段

は
利

用
し

て
い

な
い

 

(1
1)

社
会

機
能

 

（
散

歩
）

 

１
．

一
人

で
散

歩
な

ど
に

出
掛

け
て

い
る

２
．

介
助

者
と

一
緒

に
散

歩
な

ど
に

出
掛

け
て

い
る

 

３
．

散
歩

な
ど

に
は

出
掛

け
な

い
 

問
５
．
意
欲
の
指
標
に
つ
い
て
（
そ
れ
ぞ
れ
、
番
号
を
一
つ
選
ん
で
◯
）
 

(1
)起

床
 

１
．

い
つ

も
定

時
に

起
床

し
て

い
る

２
．

起
こ

さ
な

い
と

起
床

し
な

い
こ

と
が

あ
る

 

３
．

自
分

か
ら

起
床

す
る

こ
と

が
な

い
 

※
薬

剤
の

影
響

（
睡

眠
薬

な
ど

）
を

除
外

。
起

座
で

き
な

い
場

合
、

開
眼

し
覚

醒
し

て
い

れ
ば

１
に

○
 

(2
)意

思
疎

通
 

１
．

自
分

か
ら

挨
拶

す
る

、
話

し
か

け
る

２
．

挨
拶

、
呼

び
か

け
に

対
し

返
答

や
笑

顔
が

み
ら

れ
る

 

３
．

反
応

が
な

い
 

※
失

語
の

合
併

が
あ

る
場

合
、

言
語

以
外

の
表

現
で

よ
い

 

(3
)食

事
 

１
．

自
分

で
進

ん
で

食
べ

よ
う

と
す

る
２

．
促

さ
れ

る
と

食
べ

よ
う

と
す

る
 

３
．

食
事

に
関

心
が

な
い

、
全

く
食

べ
よ

う
と

し
な

い
 

※
器

質
的

消
化

器
疾

患
を

除
外

。
麻

痺
で

食
事

の
介

護
が

必
要

な
場

合
、

介
助

に
よ

り
摂

取
意

欲
が

あ
れ

ば
（

口
ま

で
運

ん
で

や
っ

た
場

合
も

積
極

的
に

食
べ

よ
う

と
す

れ
ば

）
１

に
○

 

(4
)排

泄
 

１
．

い
つ

も
自

ら
便

意
尿

意
を

伝
え

る
、

あ
る

い
は

自
分

で
排

便
、

排
尿

を
行

う
 

２
．

時
々

尿
意

、
便

意
を

伝
え

る
３

．
排

泄
に

全
く

関
心

が
な

い
 

※
失

禁
の

有
無

は
問

わ
な

い
。

尿
意

不
明

の
場

合
、

失
禁

後
に

い
つ

も
不

快
を

伝
え

れ
ば

１
に

○
 

(5
)リ

ハ
ビ

リ
、

活
動

 
１

．
自

ら
リ

ハ
ビ

リ
に

向
か

う
、

活
動

を
求

め
る

 

２
．

促
さ

れ
て

向
か

う
３

．
拒

否
、

無
関

心
 

※
リ

ハ
ビ

リ
で

な
く

と
も

散
歩

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
、
テ

レ
ビ

で
も

よ
い

。
寝

た
き

り
の

場
合

、
受

動
的

理
学

運
動

に
対

す
る

反
応

で
判

定
す

る
 

※
除

外
規

定
：

意
識

障
害

、
高

度
の

臓
器

障
害

、
急

性
疾

患
（

肺
炎

な
ど

発
熱

）
が

あ
る

場
合
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問
６
．
疼
痛
評
価
項
目
に
つ
い
て

（
本

人
が

痛
み

を
伝

え
ら

れ
な

い
場

合
は

、
家

族
等

へ
の

聞
き

取
り

の
う

え
、

ご
記

入
く

だ
さ

い
）
 

(1
)慢

性
的

な
痛

み
の

有
無

 
１

．
痛

み
あ

り
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
．

痛
み

な
し

 

(2
) 

定
期

処
方

(注
射

)さ
れ

て
 

い
る

鎮
痛

剤
 

①
経

口
内

服
１

．
NS

AI
Ds

２
．

(非
）

麻
薬

性
製

剤
 

３
．

そ
の

他

②
静

脈
注

射
１

．
NS

AI
Ds

２
．

(非
）

麻
薬

性
製

剤
 

３
．

そ
の

他

③
そ

の
他

注
射

１
．

NS
AI

Ds
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
３

．
そ

の
他

④
坐

 
薬

１
．

NS
AI

Ds
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
３

．
そ

の
他

⑤
経

皮
外

用
薬

１
．

NS
AI

Ds
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
３

．
そ

の
他

⑥
そ

の
他

（
）

 

(3
) 

頓
服

で
処

方
(注

射
)さ

れ
て

い
る

鎮
痛

剤
 

(過
去

２
週

間
以

内
で

実
施

) 

①
経

口
内

服
１

．
NS

AI
Ds

２
．

(非
）

麻
薬

性
製

剤
 

３
．

そ
の

他

②
静

脈
注

射
１

．
NS

AI
Ds

２
．

(非
）

麻
薬

性
製

剤
 

３
．

そ
の

他

③
そ

の
他

注
射

１
．

NS
AI

Ds
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
３

．
そ

の
他

④
坐

 
薬

１
．

NS
AI

Ds
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
３

．
そ

の
他

⑤
経

皮
外

用
薬

１
．

NS
AI

Ds
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
３

．
そ

の
他

⑥
そ

の
他

（
）

 

※
「

そ
の

他
の

注
射

」
に

は
、
皮

下
、
筋

肉
、
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
注

射
を

含
み

ま
す

。
ま

た
、「

経
皮

外
用

薬
」
に

は
、
軟

膏
、
パ

ッ
プ

剤
等

を
含

み
ま

す
。

 

（
説

明
）

■
NS

A
ID

s
（

非
ス

テ
ロ

イ
ド

性
抗

炎
症

薬
）

と
は

、
抗

炎
症

作
用

、
鎮

痛
作

用
、

解
熱

作
用

を
有

す
る

薬
剤

の
総

称
で

す
。

広

義
に

は
ス

テ
ロ

イ
ド

で
は

な
い

抗
炎

症
薬

す
べ

て
を

含
み

、
一

般
的

に
は

、
疼

痛
、

発
熱

の
治

療
に

使
用

さ
れ

る
“

解
熱

鎮

痛
薬

”
と

ほ
ぼ

同
義

語
と

し
て

用
い

ら
れ

て
い

ま
す

。
代

表
的

な
NS

AI
Ds

と
し

て
は

、
ア

ス
ピ

リ
ン
（

バ
フ

ァ
リ

ン
な

ど
）、

ロ
キ

ソ
プ

ロ
フ

ェ
ン

（
ロ

キ
ソ

ニ
ン

）、
ジ

ク
ロ

フ
ェ

ナ
ク

（
ボ

ル
タ

レ
ン

）
な

ど
が

あ
り

ま
す

。
 

（
説

明
）

■
麻

薬
性

製
剤

と
は

、
体

内
の

オ
ピ

オ
イ

ド
受

容
体

に
結

合
し

鎮
痛

効
果

を
表

す
薬

剤
で

、
我

が
国

で
使

用
で

き
る

も
の

と
し

て
は

、
モ

ル
ヒ

ネ
（

MS
コ

ン
チ

ン
、

カ
デ

ィ
ア

ン
な

ど
）、

オ
キ

シ
コ

ド
ン

（
オ

キ
シ

コ
ン

チ
ン

、
オ

キ
ノ

ー
ム

な
ど

）、
フ

ェ
ン

タ
ニ

ル
（

デ
ュ

ロ
ッ

プ
MT

パ
ッ

チ
な

ど
）
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、
非

麻
薬

性
製

剤
は

、
麻

薬
性

製
剤

に
比

べ
鎮

痛
効

果

は
弱

い
も

の
の

、
麻

薬
性

製
剤

と
同

様
の

働
き

を
し

ま
す

。
代

表
的

な
非

麻
薬

性
製

剤
と

し
て

は
、

コ
デ

イ
ン

（
リ

ン
酸

コ

デ
イ

ン
、

リ
ン

酸
ジ

ヒ
ド

ロ
コ

デ
イ

ン
な

ど
）、

ト
ラ

マ
ゾ

ー
ル

（
ト

ラ
マ

ー
ル

、
ト

ラ
ム

セ
ッ

ト
な

ど
）

が
あ

り
ま

す
。

 

問
６

で
、
「

１
．
痛

み
あ

り
」

を
選

択
さ

れ
た

場
合

に
は

以
下

の
設

問
に

も
ご

回
答

く
だ

さ
い

。
 

(4
)各

項
目
に
つ
い
て
調
査
対
象
者
の
体
動
時
に
状
態
を
観
察
し
、
ご
回
答
く
だ
さ
い
。
 

①
攻

撃
的

に
な

る

（
語

気
が

荒
く

な
る

，
怒

り
っ

ぽ
く

な
る

）
 

１
．

症
状

な
し

２
．

症
状

あ
り

 

②
落

ち
着

き
が

な
く

な
る

１
．

症
状

な
し

２
．

症
状

あ
り

 

③
顔

を
ゆ

が
め

る

（
眉

間
に

皺
を

よ
せ

る
，

口
元

を
ゆ

が
め

る
，

歯
を

く
い

し
ば

る
）

 
１

．
症

状
な

し
２

．
症

状
あ

り
 

④
不

安
そ

う
な

顔
を

す
る

１
．

症
状

な
し

２
．

症
状

あ
り

 

⑤
泣

き
声

を
上

げ
る

・
大

声
を

上
げ

る
１

．
症

状
な

し
２

．
症

状
あ

り
 

⑥
体

を
丸

め
る

・
体

に
触

れ
る

と
体

を
硬

直
さ

せ
る

１
．

症
状

な
し

２
．

症
状

あ
り

 

⑦
動

作
の

変
化

が
み

ら
れ

る
１

．
症

状
な

し
２

．
症

状
あ

り
 

⑧
体

の
一

部
・

患
部

を
さ

す
る

様
な

動
作

を
す

る
１

．
症

状
な

し
２

．
症

状
あ

り
 

⑨
顔

色
の

変
化

（
蒼

白
，

紅
潮

な
ど

）
１

．
症

状
な

し
２

．
症

状
あ

り
 

「
痛

み
あ

り
」

の
場

合
 

以
下

の
設

問
に

も
ご

回
答

く
だ

さ
い

。
 

問
７

(
I
C
F
に

基
づ

く
新

指
標

)
に

つ
い

て
 

に
お

進
み

く
だ

さ
い

。
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問
６

で
、
「

１
．

痛
み

あ
り

」
を

選
択

さ
れ

た
場

合
に

は
以

下
の

設
問

に
も

ご
回

答
く

だ
さ

い
。

 

(
5)

慢
性

疼
痛

の
疼

痛
部

位
に

つ
い

て
、

最
も

痛
み

が
強

い
部

位
一

か
所

の
コ

ー
ド

番
号

を
、

下
記

人
体

図
の

各
部

位
の

名
称
を
参
考
に
し
て
、
下
記
か
ら
選
ん
で
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
 

最
も

痛
み

が
強

い
部

位
の

番
号

 
（

 
 

 
 

 
）

 
←

 
下

記
か

ら
コ

ー
ド

番
号

を
一

つ
だ

け
選

ん
で

記
入

 

疼
痛

部
位

コ
ー

ド
番

号
表

 

1
 

頭
(頭

部
) 

1
0

 
手

(手
全

体
) 

1
9

 
足

(足
の

甲
) 

2
8

 
殿

部
 

2
 

首
(頚

) 
1

1
 

手
掌

(手
の

ひ
ら

) 
2

0
 

(足
の

)指
 

2
9

 
足

の
裏

(足
底

) 

3
 

顔
(顔

全
体

) 
1

2
 

腋
窩

 
2

1
 

肩
峰

(肩
) 

3
0

 
踵

 

4
 

眼
 

1
3

 
胸

郭
(胸

部
) 

2
2

 
肘

 
3

1
 

足
首

(足
関

節
) 

5
 

鼻
 

1
4

 
腹

部
 

2
3

 
手

首
(手

関
節

) 
3

2
 

股
関

節
 

6
 

口
(歯

・
歯

茎
・

舌
) 

1
5

 
鼠

径
部

 
2

4
 

手
指

 
3

3
 

上
肢

(上
肢

全
体

) 

7
 

耳
 

1
6

 
大

腿
 

2
5

 
手

背
(手

の
甲

) 
3

4
 

下
肢

(下
肢

全
体

) 

8
 

上
腕

 
1

7
 

膝
 

2
6

 
背

部
 

3
5

 
体

幹
 

9
 

前
腕

 
1

8
 

下
腿

 
2

7
 

腰
部

 
3

6
 

全
身

 

足
首

あ
し

く
び

 股
関
節
 

17
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問
７
．
Ｉ
Ｃ
Ｆ
に
基
づ
く
新
指
標
に
つ
い
て
（
そ
れ
ぞ
れ
、
番
号
を
一
つ
選
ん
で
◯
）
 

(1
)喜

怒
哀

楽
を

普
段

か
ら

言
語

ま
た

は
身

振
り

な

ど
で

表
現

し
て

い
ま

す
か

 

１
．

表
現

し
て

い
な

い
２

．
身

振
り

で
の

表
現

の
み

 

５
．

言
語

の
み

で
の

表
現

４
．

言
語

と
身

振
り

両
方

で
表

現
 

(2
)活

力
が

満
ち

あ
ふ

れ
て

い
る

と
思

い
ま

す
か

 

（
満

ち
溢

れ
て

い
る

よ
う

に
見

え
ま

す
か

）
 

１
．

満
ち

溢
れ

て
い

る
と

思
う

２
．

そ
う

は
思

わ
な

い
 

(3
)地

域
社

会
に

お
い

て
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
そ

の

他
の

事
業

に
参

加
し

て
い

ま
す

か
 

１
．

参
加

し
て

い
な

い
２

．
無

償
の

活
動

に
参

加
し

て
い

る
 

３
．

有
償

の
活

動
に

参
加

し
て

い
る

 
４

．
有

償
無

償
両

方
の

活
動

に
参

加
し

て
い

る
 

(4
)軽

い
運

動
、

体
操

を
１

週
間

に
何

日
ぐ

ら
い

し

て
い

ま
す

か
 

１
．

毎
日

２
．

５
〜
６

日

３
．

２
〜

４
日

４
．

１
日

以
下

 

５
．

運
動

・
体

操
は

し
て

い
な

い
 

(5
)定

期
的

な
運

動
・

ス
ポ

ー
ツ

を
、

１
週

間
に

何

日
ぐ

ら
い

し
て

い
ま

す
か

 

１
．

毎
日

２
．

５
〜
６

日

３
．

２
〜

４
日

４
．

１
日

以
下

 

５
．

運
動

・
ス

ポ
ー

ツ
は

し
て

い
な

い
 

(6
)何

分
間

程
度

連
続

し
て

歩
行

が
可

能
で

す
か

 
１

．
６

分
以

上
歩

行
可

能
 

 
 

２
．

２
～

５
分

程
度

は
歩

行
可

能
 

３
．
２

分
未

満
は

歩
行

可
能

 
４

．
全

く
歩

行
で

き
な

い
(
ま

た
は

、
移

動
は

車
イ

ス
の

み
)

(7
)関

節
の

可
動

性
に

つ
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

 
１

．
膝

関
節

は
疼

痛
や

制
限

な
く

動
く
 

 
 ２

．
膝

関
節

は
動

く
が

疼
痛

が
あ

る
 

３
．

膝
関

節
は

動
き

に
制

限
が

あ
る

が
疼

痛
は

な
い
 

 ４
．

膝
関

節
は

動
か

な
い

 

(8
)椅

子
か

ら
手

や
腕

を
使

わ
ず

に
立

ち
上

が
る

こ

と
が

で
き

ま
す

か
 

１
．

何
回

も
繰

り
返

し
て

問
題

な
く

で
き

る
 

 
２

．
1
回

で
あ

れ
ば

問
題

な
く

で
き

る
 

３
．

1
回

は
、

問
題

は
あ

る
が

何
と

か
で

き
る

 
４

．
立

ち
上

が
る

こ
と

が
で

き
な

い
 

(9
)薬

の
自

己
管

理
を

普
段

か
ら

行
っ

て
い

ま
す

か
 
１

．
行

っ
て

い
る

２
．

行
っ

て
い

な
い

 

３
．

薬
は

飲
ん

で
い

な
い

 

(1
0)

医
師

や
看

護
師

、
介

護
士

に
自

分
の

訴
え

を
的

確
に

伝
え

る
こ

と
が

で
き

ま
す

か
 

１
．

的
確

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

 
２

．
あ

る
程

度
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

 

３
．

で
き

な
い

 

(1
1)

夜
間

は
よ

く
眠

っ
て

い
ま

す
か

 
１

．
よ

く
眠

れ
て

い
る

２
．
あ

ま
り

眠
れ

て
い

な
い

(
不

眠
の

訴
え

あ
り

)

３
．

全
く

眠
れ

て
い

な
い

(実
際

に
不

眠
で

あ
る

) 

(1
2)

日
中

も
寝

て
い

ま
す

か
 

１
．
日

中
は

起
き

て
い

る
２
．
日

中
、
短

時
間

は
寝

て
い

る
(2

時
間

未
満

）

３
．

日
中

も
２

時
間

以
上

寝
て

い
る

 

(1
3)

施
設

入
所

や
在

宅
復

帰
と

言
っ

た
環

境
の

変

化
に

問
題

な
く

対
応

出
来

ま
し

た
か

 

１
．

対
応

で
き

て
い

る
２

．
あ

ま
り

対
応

で
き

て
い

な
い

 

３
．

全
く

対
応

で
き

て
い

な
い

 

(1
4)

普
段

か
ら

、
他

の
利

用
者

や
近

所
の

人
に

対
し

て
の

手
伝

い
を

行
っ

て
い

ま
す

か
 

１
．

行
っ

て
い

る
２

．
行

っ
て

い
な

い
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問
８
．
Ｉ
Ｃ
Ｆ
ス
テ
ー
ジ
ン
グ
に
つ
い
て

（
別
紙
「
IC
F
ス
テ
ー
ジ
ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
参
照
の
上
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
）
 

2.
基

本
動

作
５

４
３

２
１

 

3-
a.

歩
行

・
移

動
 

５
４

３
２

１
 

3-
b.

移
動

手
段

 

Ｔ
字

杖
の

利
用

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

装
具

（
短

下
肢

装
具

等
）

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

歩
行

器
（

ウ
ォ

ー
カ

ー
、

シ
ニ

ア
カ

ー
等

）
の

利
用

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

し
が

み
つ

き
歩

行
器

の
利

用
（

サ
ー

ク
ル

歩
行

）
 

０
．

あ
り

１
．

な
し

 

車
椅

子
の

利
用

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
式

車
椅

子
の

利
用

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

介
助

者
や

付
添

い
の

必
要

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

4-
a.

認
知

機
能

（
見

当
識

）
 

５
４

３
２

１
 

4-
b.

認
知

機
能

（
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
）

 
５

４
３

２
１

 

4-
c.

認
知

機
能

（
精

神
活

動
）

 
５

４
３

２
１

 

4-
d.

周
辺

症
状

 

A
群

 

世
話

を
拒

否
す

る
 

０
．

あ
り

１
．

な
し

 

不
適

切
に

泣
い

た
り

笑
っ

た
り

す
る

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

興
奮

し
て

手
足

を
動

か
す

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

理
由

な
く

金
切

り
声

を
上

げ
る

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

衣
服

や
器

物
を

破
壊

す
る

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

食
物

を
投

げ
る

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

B
群

 

食
べ

過
ぎ

る
 

０
．

あ
り

１
．

な
し

 

タ
ン

ス
の

中
身

を
全

部
出

す
 

０
．

あ
り

１
．

な
し

 

日
中

屋
外

や
屋

内
を

う
ろ

つ
き

ま
わ

る
 

０
．

あ
り

１
．

な
し

 

昼
間

、
寝

て
ば

か
り

い
る

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

同
じ

こ
と

を
何

度
も

聞
く

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

尿
失

禁
す

る
 

０
．

あ
り

１
．

な
し

 

5-
a.

食
事

（
嚥

下
機

能
）

 
５

４
３

２
１

 

5-
b.

食
事

（
食

事
動

作
及

び
食

事
介

助
）

 
５

４
３

２
１

 

5-
c.

食
事

形
態

 
現

在
の

主
食

形
態

 
１

．
米

飯
 

２
．

軟
飯

 
３

．
全

粥
 

４
．

7
分

粥
-重

湯
 

５
．

そ
の

他
 

現
在

の
副

食
形

態
 

３
．

常
菜

 
２

．
軟

菜
 

３
．

き
ざ

み
 

４
．

ミ
キ

サ
ー

 
５

．
ペ

ー
ス

ト
・

ム
ー

ス
 

６
．

そ
の

他
 

6-
a.

排
泄

の
動

作
 

５
 

 
 

 
 

 
４

３
 

 
 

 
 

 
２

１
 

6-
b.

補
助

具
・
器

具
の

使
用

状
況

と
、

尿
意

の
意

識
 

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

の
使

用
 

０
．

あ
り

１
．

な
し

 

尿
カ

テ
ー

テ
ル

の
使

用
 

０
．

あ
り

１
．

な
し

 

人
工

肛
門

の
使

用
 

０
．

あ
り

１
．

な
し

 

お
む

つ
の

使
用

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

尿
意

を
意

識
す

る
こ

と
が

で
き

る
か

 
０

．
で

き
る

 
１

．
で

き
な

い
 

便
意

を
意

識
す

る
こ

と
が

で
き

る
か

 
０

．
で

き
る

 
１

．
で

き
な

い
 

7-
a.

入
浴

動
作

 
５

４
３

 
 

 
 

 
 

２
１

 

7-
b.

入
浴

手
段

 
１

．
一

般
浴

 
２

．
介

助
浴

 
３

．
座

っ
て

の
機

械
浴

 
４

．
臥

位
で

の
機

械
浴
（

特
殊
浴

）
 

8-
a.

整
容

（
口

腔
ケ

ア
）

 
５

４
３

２
１

 

8-
b.

整
容

（
整

容
）

 
５

４
３

２
１

 

8-
c.

整
容

（
衣

服
の

着
脱

）
 

５
４

３
２

１
 

9-
a.

社
会

参
加

（
余

暇
）

 
５

４
３

２
１

 

9-
b.

社
会

参
加

（
社

会
交

流
）

 
５

４
３

２
１

 

18
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第

４
回

調
査

 
 

◯
調

査
対

象
者

の
老

健
施

設
退

所
後

１
ヶ

月
後

の
状

況
を

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

 

◯
居

宅
の

介
護

支
援

専
門

員
が

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

 

⇒
従

前
入

所
し

て
い

た
老

健
施

設
に

再
入

所
し

た
場

合
は

、
第

１
回

～
２

回
を

記
入

し
た

介
護

支
援

専
門

員
に

お
渡

し
く

だ
さ

い
。

⇒
第

４
回

調
査

が
終

了
し

ま
し

た
ら

、
事

務
局

あ
て

調
査

票
を

ご
送

付
く

だ
さ

い

（
〆

切
１

２
／

１
５

（
月

）
）

⇒
調

査
票

を
ご

提
出

し
て

頂
く

前
に

、
第

５
回

調
査

票
に

利
用

者
ID

が
記

載
さ

れ
て

い

る
か

ご
確

認
を

お
願

い
致

し
ま

す
。

※
以

下
の

事
由

な
ど

に
よ

り
調

査
が

継
続

で
き

な
い

場
合

は
、

下
記

に
お

答
え

の
う

え
、

 

回
答

用
紙

を
ご

返
送

く
だ

さ
い

。
 

（
な

お
、

そ
の

他
に

つ
い

て
は

具
体

的
な

理
由

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

）
 

＜
調

査
中

断
理

由
＞

 

入
院

 
・

 
従

前
入

所
の

老
健

施
設

以
外

の
介

護
施

設
へ

の
入

所
 

・
 

転
居

 
・

 

死
亡

 
・

そ
の

他
（

 
）

 

「
従

前
入

所
の

老
健

施
設

以
外

の
介

護
施

設
」

に
は

、
介

護
老

人
福

祉
施

設
、

介
護

老
人

保
健

施
設

、
介

護
療

養
型

医
療

施
設

、
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

、
認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
、

特
定

施
設

入
居

者
生

活
介

護
、

地
域

密
着

型
特

定
施

設
入

居
者

生
活

介
護

、
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

入
所

者
生

活
介

護
等

を
含

み
ま

す
。

 

※
 
調

査
票

提
出

〆
切

 
１

２
／

１
５

（
月

）
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第
４

回
調

査
（

退
所

１
ヶ

月
後

の
状

況
調

査
）
回

答
票

（
記

入
日

：
平

成
 

 
年

 
 

月
 

 
日

）
 

問
１
．
記
入
者
に
つ
い
て
（
空
欄
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
）
 

(1
)事

業
所

類
型

 
１

．
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

２
．

老
健

施
設

 

(2
)事

業
所

名
 

(3
)住

所
と

電
話

番
号

 

(4
)担

当
介

護
支

援
専

門
員

名
 

問
２
．
調
査
対
象
者
の
状
況
等
に
つ
い
て
（
そ
れ
ぞ
れ
、
番
号
を
一
つ
選
ん
で
◯
）
 

(1
)要

介
護

度
 

１
．

要
介

護
１

 
 

 
２

．
要

介
護

２
 

 
 

３
．

要
介

護
３

 
４

．
要

介
護

４
 

５
．

要
介

護
５

 

(2
)障

害
自

立
度

 
１

．
Ｊ

１
２

．
Ｊ

２
３

．
Ａ

１
４

．
Ａ

２
 

５
．

Ｂ
１

６
．

Ｂ
２

７
．

Ｃ
１

８
．

Ｃ
２

 

(3
)認

知
症

自
立

度
 

１
．

非
該

当
２

．
Ⅰ

３
．

Ⅱ
ａ

４
．

Ⅱ
ｂ

 

５
．

Ⅲ
ａ

６
．

Ⅲ
ｂ

７
．

Ⅳ
８

．
Ｍ

 

(4
)世

帯
構

成
 

１
．

単
身

２
．

高
齢

夫
婦

 
３

．
同

居
 

(4
)-

1．
日

中
独

居
の

有
無

 
高

齢
夫

婦
も

し
く

は
同

居
の

場
合

、
日

中
独

居
で

す
か

（
１

．
は

い
 

２
．

い
い

え
）

 

問
3．

直
近
の

1
ヶ
月
間
に
利
用
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
（
あ
て
は
ま
る
も
の
全
て
に
◯
）
 

(1
)介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
 

１
．

訪
問

介
護

２
．

訪
問

入
浴

介
護

 

３
．

訪
問

看
護

４
．

訪
問

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
 

５
．

居
宅

療
養

管
理

指
導

６
．

通
所

介
護

 

７
．

通
所

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
 

８
．

短
期

入
所

生
活

介
護

（
利

用
期

間
 

 
日

間
）

 

９
．

福
祉

用
具

貸
与

1
0．

短
期

入
所

療
養

介
護

（
利

用
期

間
 

 
日

間
）

 

11
．

特
定

福
祉

用
具

販
売

12
．

定
期

巡
回

・
随

時
対

応
型

訪
問

介
護

看
護

 

13
．

夜
間

対
応

型
訪

問
介

護
14

．
認

知
症

対
応

型
通

所
介

護
 

15
．

従
前

の
老

健
施

設
へ

入
所

(シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
を

除
く

)（
利

用
日

数
 

日
間

) 

16
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

(2
)自

治
体

等
が

実
施

し
て

い
る

 

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ー
ビ

ス
 

（
該

当
あ
る

場
合
は
下

記
に

具
体

的
な
サ
ー

ビ
ス

名
を

ご
記
入
く

だ
さ

い
）
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問
４
．
調
査
対
象
者
の
日
常
関
連
動
作
（
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
）
に
つ
い
て
（
そ
れ
ぞ
れ
、
番
号
を
一
つ
選
ん
で
◯
）
 

(1
)食

事
機

能
 

（
準

備
）

 

１
．

食
事

の
準

備
は

自
分

で
行

っ
て

い
る

２
．

食
事

の
準

備
は

手
伝

っ
て

い
る

 

３
．

食
事

の
準

備
は

自
分

で
行

っ
て

い
な

い
 

(2
)食

事
機

能
 

（
片

付
け

）
 

１
．

食
事

の
後

片
付

け
は

自
分

で
行

っ
て

い
る

 
 

２
．

食
事

の
後

片
付

け
は

手
伝

っ
て

い
る

 

３
．

食
事

の
後

片
付

け
は

自
分

で
行

っ
て

い
な

い
 

(3
)生

活
機

能
 

（
買

い
物

）
 

１
．

買
い

物
は

自
分

で
行

っ
て

い
る

２
．

買
い

物
は

家
族

と
一

緒
に

行
っ

て
い

る
 

３
．

買
い

物
は

自
分

で
行

っ
て

い
な

い
 

(4
)生

活
機

能
 

（
掃

除
・

洗
濯

）
 

１
．

掃
除

・
洗

濯
を

自
分

で
行

っ
て

い
る

２
．

掃
除

・
洗

濯
を

手
伝

っ
て

い
る

 

３
．

掃
除

・
洗

濯
を

自
分

で
行

っ
て

い
な

い
 

(5
)生

活
機

能
 

（
ゴ

ミ
出

し
）

 

１
．

ゴ
ミ

出
し

は
自

分
で

行
っ

て
い

る
２

．
ゴ

ミ
出

し
は

手
伝

っ
て

い
る

 

３
．

ゴ
ミ

出
し

は
自

分
で

行
っ

て
い

な
い

 

(6
)自

己
管

理
 

（
お

金
）

 

１
．

お
金

の
管

理
は

自
分

で
行

っ
て

い
る

２
．

お
金

の
管

理
は

一
部

自
分

で
行

っ
て

い
る

 

３
．

お
金

の
管

理
は

自
分

で
行

っ
て

い
な

い
 

(7
)自

己
管

理
 

（
電

話
）

 

１
．

電
話

は
自

分
で

対
応

し
て

い
る

２
．

電
話

は
家

族
が

い
な

い
と

き
は

対
応

 

３
．

電
話

は
自

分
で

対
応

し
て

い
な

い
 

(8
)自

己
管

理
 

（
郵

便
・

書
類

）
 

１
．

郵
便

・
書

類
は

自
分

で
管

理
し

て
い

る
 

 
２

．
郵

便
・

書
類

は
一

部
自

分
で

管
理

し
て

い
る

 

３
．

郵
便

・
書

類
は

自
分

で
管

理
し

て
い

な
い

 

(9
)自

己
管

理
 

（
火

の
元

）
 

１
．

火
の

元
は

自
分

で
管

理
し

て
い

る
２

．
火

の
元

は
一

部
自

分
で

管
理

し
て

い
る

 

３
．

火
の

元
は

自
分

で
管

理
し

て
い

な
い

 

(1
0)

社
会

機
能

 

（
交

通
手

段
）

 

１
．

一
人

で
交

通
手

段
を

使
っ

て
外

出
し

て
い

る
 

２
．

介
助

者
と

交
通

手
段

を
使

っ
て

外
出

し
て

い
る

 

３
．

交
通

手
段

は
利

用
し

て
い

な
い

 

(1
1)

社
会

機
能

 

（
散

歩
）

 

１
．

一
人

で
散

歩
な

ど
に

出
掛

け
て

い
る

２
．

介
助

者
と

一
緒

に
散

歩
な

ど
に

出
掛

け
て

い
る

 

３
．

散
歩

な
ど

に
は

出
掛

け
な

い
 

問
５
．
意
欲
の
指
標
に
つ
い
て
（
そ
れ
ぞ
れ
、
番
号
を
一
つ
選
ん
で
◯
）
 

(1
)起

床
 

１
．

い
つ

も
定

時
に

起
床

し
て

い
る

２
．

起
こ

さ
な

い
と

起
床

し
な

い
こ

と
が

あ
る

 

３
．

自
分

か
ら

起
床

す
る

こ
と

が
な

い
 

※
薬

剤
の

影
響

（
睡

眠
薬

な
ど

）
を

除
外

。
起

座
で

き
な

い
場

合
、

開
眼

し
覚

醒
し

て
い

れ
ば

１
に

○
 

(2
)意

思
疎

通
 

１
．

自
分

か
ら

挨
拶

す
る

、
話

し
か

け
る

２
．

挨
拶

、
呼

び
か

け
に

対
し

返
答

や
笑

顔
が

み
ら

れ
る

 

３
．

反
応

が
な

い
 

※
失

語
の

合
併

が
あ

る
場

合
、

言
語

以
外

の
表

現
で

よ
い

 

(3
)食

事
 

１
．

自
分

で
進

ん
で

食
べ

よ
う

と
す

る
２

．
促

さ
れ

る
と

食
べ

よ
う

と
す

る
 

３
．

食
事

に
関

心
が

な
い

、
全

く
食

べ
よ

う
と

し
な

い
 

※
器

質
的

消
化

器
疾

患
を

除
外

。
麻

痺
で

食
事

の
介

護
が

必
要

な
場

合
、

介
助

に
よ

り
摂

取
意

欲
が

あ
れ

ば
（

口
ま

で
運

ん
で

や
っ

た
場

合
も

積
極

的
に

食
べ

よ
う

と
す

れ
ば

）
１

に
○

 

(4
)排

泄
 

１
．

い
つ

も
自

ら
便

意
尿

意
を

伝
え

る
、

あ
る

い
は

自
分

で
排

便
、

排
尿

を
行

う
 

２
．

時
々

尿
意

、
便

意
を

伝
え

る
３

．
排

泄
に

全
く

関
心

が
な

い
 

※
失

禁
の

有
無

は
問

わ
な

い
。

尿
意

不
明

の
場

合
、

失
禁

後
に

い
つ

も
不

快
を

伝
え

れ
ば

１
に

○
 

(5
)リ

ハ
ビ

リ
、

活
動

 
１

．
自

ら
リ

ハ
ビ

リ
に

向
か

う
、

活
動

を
求

め
る

 

２
．

促
さ

れ
て

向
か

う
３

．
拒

否
、

無
関

心
 

※
リ

ハ
ビ

リ
で

な
く

と
も

散
歩

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
、
テ

レ
ビ

で
も

よ
い

。
寝

た
き

り
の

場
合

、
受

動
的

理
学

運
動

に
対

す
る

反
応

で
判

定
す

る
 

※
除

外
規

定
：

意
識

障
害

、
高

度
の

臓
器

障
害

、
急

性
疾

患
（

肺
炎

な
ど

発
熱

）
が

あ
る

場
合
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問
６
．
疼
痛
評
価
項
目
に
つ
い
て

（
本

人
が

痛
み

を
伝

え
ら

れ
な

い
場

合
は

、
家

族
等

へ
の

聞
き

取
り

の
う

え
、

ご
記

入
く

だ
さ

い
）
 

(1
)慢

性
的

な
痛

み
の

有
無

 
１

．
痛

み
あ

り
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
．

痛
み

な
し

 

(2
) 

定
期

処
方

(注
射

)さ
れ

て
 

い
る

鎮
痛

剤
 

①
経

口
内

服
１

．
NS

AI
Ds

２
．

(非
）

麻
薬

性
製

剤
 

３
．

そ
の

他

②
静

脈
注

射
１

．
NS

AI
Ds

２
．

(非
）

麻
薬

性
製

剤
 

３
．

そ
の

他

③
そ

の
他

注
射

１
．

NS
AI

Ds
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
３

．
そ

の
他

④
坐

 
薬

１
．

NS
AI

Ds
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
３

．
そ

の
他

⑤
経

皮
外

用
薬

１
．

NS
AI

Ds
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
３

．
そ

の
他

⑥
そ

の
他

（
）

 

(3
) 

頓
服

で
処

方
(注

射
)さ

れ
て

い
る

鎮
痛

剤
 

(過
去

２
週

間
以

内
で

実
施

) 

①
経

口
内

服
１

．
NS

AI
Ds

２
．

(非
）

麻
薬

性
製

剤
 

３
．

そ
の

他

②
静

脈
注

射
１

．
NS

AI
Ds

２
．

(非
）

麻
薬

性
製

剤
 

３
．

そ
の

他

③
そ

の
他

注
射

１
．

NS
AI

Ds
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
３

．
そ

の
他

④
坐

 
薬

１
．

NS
AI

Ds
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
３

．
そ

の
他

⑤
経

皮
外

用
薬

１
．

NS
AI

Ds
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
３

．
そ

の
他

⑥
そ

の
他

（
）

 

※
「

そ
の

他
の

注
射

」
に

は
、
皮

下
、
筋

肉
、
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
注

射
を

含
み

ま
す

。
ま

た
、「

経
皮

外
用

薬
」
に

は
、
軟

膏
、
パ

ッ
プ

剤
等

を
含

み
ま

す
。

 

（
説

明
）

■
NS

A
ID

s
（

非
ス

テ
ロ

イ
ド

性
抗

炎
症

薬
）

と
は

、
抗

炎
症

作
用

、
鎮

痛
作

用
、

解
熱

作
用

を
有

す
る

薬
剤

の
総

称
で

す
。

広

義
に

は
ス

テ
ロ

イ
ド

で
は

な
い

抗
炎

症
薬

す
べ

て
を

含
み

、
一

般
的

に
は

、
疼

痛
、

発
熱

の
治

療
に

使
用

さ
れ

る
“

解
熱

鎮

痛
薬

”
と

ほ
ぼ

同
義

語
と

し
て

用
い

ら
れ

て
い

ま
す

。
代

表
的

な
NS

AI
Ds

と
し

て
は

、
ア

ス
ピ

リ
ン
（

バ
フ

ァ
リ

ン
な

ど
）、

ロ
キ

ソ
プ

ロ
フ

ェ
ン

（
ロ

キ
ソ

ニ
ン

）、
ジ

ク
ロ

フ
ェ

ナ
ク

（
ボ

ル
タ

レ
ン

）
な

ど
が

あ
り

ま
す

。
 

（
説

明
）

■
麻

薬
性

製
剤

と
は

、
体

内
の

オ
ピ

オ
イ

ド
受

容
体

に
結

合
し

鎮
痛

効
果

を
表

す
薬

剤
で

、
我

が
国

で
使

用
で

き
る

も
の

と
し

て
は

、
モ

ル
ヒ

ネ
（

MS
コ

ン
チ

ン
、

カ
デ

ィ
ア

ン
な

ど
）
、

オ
キ

シ
コ

ド
ン

（
オ

キ
シ

コ
ン

チ
ン

、
オ

キ
ノ

ー
ム

な
ど

）
、

フ

ェ
ン

タ
ニ

ル
（

デ
ュ

ロ
ッ

プ
MT

パ
ッ

チ
な

ど
）
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、
非

麻
薬

性
製

剤
は

、
麻

薬
性

製
剤

に
比

べ
鎮

痛
効

果

は
弱

い
も

の
の

、
麻

薬
性

製
剤

と
同

様
の

働
き

を
し

ま
す

。
代

表
的

な
非

麻
薬

性
製

剤
と

し
て

は
、

コ
デ

イ
ン

（
リ

ン
酸

コ

デ
イ

ン
、

リ
ン

酸
ジ

ヒ
ド

ロ
コ

デ
イ

ン
な

ど
）、

ト
ラ

マ
ゾ

ー
ル

（
ト

ラ
マ

ー
ル

、
ト

ラ
ム

セ
ッ

ト
な

ど
）

が
あ

り
ま

す
。

 

問
６

で
、
「

１
．

痛
み

あ
り

」
を

選
択

さ
れ

た
場

合
に

は
以

下
の

設
問

に
も

ご
回

答
く

だ
さ

い
。

 

(4
)各

項
目
に
つ
い
て
調
査
対
象
者
の
体
動
時
に
状
態
を
観
察
し
、
ご
回
答
く
だ
さ
い
。
 

①
攻

撃
的

に
な

る

（
語

気
が

荒
く

な
る

，
怒

り
っ

ぽ
く

な
る

）
 

１
．

症
状

な
し

２
．

症
状

あ
り

 

②
落

ち
着

き
が

な
く

な
る

１
．

症
状

な
し

２
．

症
状

あ
り

 

③
顔

を
ゆ

が
め

る

（
眉

間
に

皺
を

よ
せ

る
，

口
元

を
ゆ

が
め

る
，

歯
を

く
い

し
ば

る
）

 
１

．
症

状
な

し
２

．
症

状
あ

り
 

④
不

安
そ

う
な

顔
を

す
る

１
．

症
状

な
し

２
．

症
状

あ
り

 

⑤
泣

き
声

を
上

げ
る

・
大

声
を

上
げ

る
１

．
症

状
な

し
２

．
症

状
あ

り
 

⑥
体

を
丸

め
る

・
体

に
触

れ
る

と
体

を
硬

直
さ

せ
る

１
．

症
状

な
し

２
．

症
状

あ
り

 

⑦
動

作
の

変
化

が
み

ら
れ

る
１

．
症

状
な

し
２

．
症

状
あ

り
 

⑧
体

の
一

部
・

患
部

を
さ

す
る

様
な

動
作

を
す

る
１

．
症

状
な

し
２

．
症

状
あ

り
 

⑨
顔

色
の

変
化

（
蒼

白
，

紅
潮

な
ど

）
１

．
症

状
な

し
２

．
症

状
あ

り
 

「
痛

み
あ

り
」

の
場

合
 

以
下

の
設

問
に

も
ご

回
答

く
だ

さ
い

。
 

問
７

(
I
C
F
に

基
づ

く
新

指
標

)
に

つ
い

て
 

に
お

進
み

く
だ

さ
い

。
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問
６

で
、
「

１
．

痛
み

あ
り

」
を

選
択

さ
れ

た
場

合
に

は
以

下
の

設
問

に
も

ご
回

答
く

だ
さ

い
。

 

(
5)

慢
性

疼
痛

の
疼

痛
部

位
に

つ
い

て
、

最
も

痛
み

が
強

い
部

位
一

か
所

の
コ

ー
ド

番
号

を
、

下
記

人
体

図
の

各
部

位
の

名
称
を
参
考
に
し
て
、
下
記
か
ら
選
ん
で
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
 

最
も

痛
み

が
強

い
部

位
の

番
号

 
（

 
 

 
 

 
）

 
←

 
下

記
か

ら
コ

ー
ド

番
号

を
一

つ
だ

け
選

ん
で

記
入

 

疼
痛

部
位

コ
ー

ド
番

号
表

 

1
 

頭
(頭

部
) 

1
0

 
手

(手
全

体
) 

1
9

 
足

(足
の

甲
) 

2
8

 
殿

部
 

2
 

首
(頚

) 
1

1
 

手
掌

(手
の

ひ
ら

) 
2

0
 

(足
の

)指
 

2
9

 
足

の
裏

(足
底

) 

3
 

顔
(顔

全
体

) 
1

2
 

腋
窩

 
2

1
 

肩
峰

(肩
) 

3
0

 
踵

 

4
 

眼
 

1
3

 
胸

郭
(胸

部
) 

2
2

 
肘

 
3

1
 

足
首

(足
関

節
) 

5
 

鼻
 

1
4

 
腹

部
 

2
3

 
手

首
(手

関
節

) 
3

2
 

股
関

節
 

6
 

口
(歯

・
歯

茎
・

舌
) 

1
5

 
鼠

径
部

 
2

4
 

手
指

 
3

3
 

上
肢

(上
肢

全
体

) 

7
 

耳
 

1
6

 
大

腿
 

2
5

 
手

背
(手

の
甲

) 
3

4
 

下
肢

(下
肢

全
体

) 

8
 

上
腕

 
1

7
 

膝
 

2
6

 
背

部
 

3
5

 
体

幹
 

9
 

前
腕

 
1

8
 

下
腿

 
2

7
 

腰
部

 
3

6
 

全
身

 

足
首

あ
し

く
び

 股
関
節
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問
７
．
Ｉ
Ｃ
Ｆ
に
基
づ
く
新
指
標
に
つ
い
て
（
そ
れ
ぞ
れ
、
番
号
を
一
つ
選
ん
で
◯
）
 

(1
)喜

怒
哀

楽
を

普
段

か
ら

言
語

ま
た

は
身

振
り

な

ど
で

表
現

し
て

い
ま

す
か

 

１
．

表
現

し
て

い
な

い
２

．
身

振
り

で
の

表
現

の
み

 
 

６
．

言
語

の
み

で
の

表
現

４
．

言
語

と
身

振
り

両
方

で
表

現
 

(2
)活

力
が

満
ち

あ
ふ

れ
て

い
る

と
思

い
ま

す
か

 

（
満

ち
溢

れ
て

い
る

よ
う

に
見

え
ま

す
か

）
 

１
．

満
ち

溢
れ

て
い

る
と

思
う

２
．

そ
う

は
思

わ
な

い
 

(3
)地

域
社

会
に

お
い

て
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
そ

の

他
の

事
業

に
参

加
し

て
い

ま
す

か
 

１
．

参
加

し
て

い
な

い
２

．
無

償
の

活
動

に
参

加
し

て
い

る
 

３
．

有
償

の
活

動
に

参
加

し
て

い
る

 
４

．
有

償
無

償
両

方
の

活
動

に
参

加
し

て
い

る
 

(4
)軽

い
運

動
、

体
操

を
１

週
間

に
何

日
ぐ

ら
い

し

て
い

ま
す

か
 

１
．

毎
日

２
．

５
～

６
日

 

３
．

２
〜

４
日

４
．

１
日

以
下

 

５
．

運
動

・
体

操
は

し
て

い
な

い
 

(5
)定

期
的

な
運

動
・

ス
ポ

ー
ツ

を
、

１
週

間
に

何

日
ぐ

ら
い

し
て

い
ま

す
か

 

１
．

毎
日

２
．

５
～

６
日

 

３
．

２
〜

４
日

４
．

１
日

以
下

 

５
．

運
動

・
ス

ポ
ー

ツ
は

し
て

い
な

い
 

(6
)何

分
間

程
度

連
続

し
て

歩
行

が
可

能
で

す
か

 
１

．
６

分
以

上
歩

行
可

能
 

 
 

２
．

２
～

５
分

程
度

は
歩

行
可

能
 

３
．
２

分
未

満
は

歩
行

可
能

 
４

．
全

く
歩

行
で

き
な

い
(
ま

た
は

、
移

動
は

車
イ

ス
の

み
)
 

(7
)関

節
の

可
動

性
に

つ
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

 
１

．
膝

関
節

は
疼

痛
や

制
限

な
く

動
く
 

 
 ２

．
膝

関
節

は
動

く
が

疼
痛

が
あ

る
 

３
．

膝
関

節
は

動
き

に
制

限
が

あ
る

が
疼

痛
は

な
い
 

 ４
．

膝
関

節
は

動
か

な
い

 

(8
)椅

子
か

ら
手

や
腕

を
使

わ
ず

に
立

ち
上

が
る

こ

と
が

で
き

ま
す

か
 

１
．

何
回

も
繰

り
返

し
て

問
題

な
く

で
き

る
 

 
２

．
1
回

で
あ

れ
ば

問
題

な
く

で
き

る
 

３
．

1
回

は
、

問
題

は
あ

る
が

何
と

か
で

き
る

 
４

．
立

ち
上

が
る

こ
と

が
で

き
な

い
 

(9
)薬

の
自

己
管

理
を

普
段

か
ら

行
っ

て
い

ま
す

か
 
１

．
行

っ
て

い
る

２
．

行
っ

て
い

な
い

 

３
．

薬
は

飲
ん

で
い

な
い

 

(1
0)

医
師

や
看

護
師

、
介

護
士

に
自

分
の

訴
え

を
的

確
に

伝
え

る
こ

と
が

で
き

ま
す

か
 

１
．

的
確

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

 
２

．
あ

る
程

度
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

 

３
．

で
き

な
い

 

(1
1)

夜
間

は
よ

く
眠

っ
て

い
ま

す
か

 
１

．
よ

く
眠

れ
て

い
る

２
．
あ

ま
り

眠
れ

て
い

な
い

(
不

眠
の

訴
え

あ
り

) 

３
．

全
く

眠
れ

て
い

な
い

(実
際

に
不

眠
で

あ
る

) 

(1
2)

日
中

も
寝

て
い

ま
す

か
 

１
．
日

中
は

起
き

て
い

る
２
．
日

中
、
短

時
間

は
寝

て
い

る
(2

時
間

未
満

） 

３
．

日
中

も
２

時
間

以
上

寝
て

い
る

 

(1
3)

施
設

入
所

や
在

宅
復

帰
と

言
っ

た
環

境
の

変

化
に

問
題

な
く

対
応

出
来

ま
し

た
か

 

１
．

対
応

で
き

て
い

る
２

．
あ

ま
り

対
応

で
き

て
い

な
い

 

３
．

全
く

対
応

で
き

て
い

な
い

 

(1
4)

普
段

か
ら

、
他

の
利

用
者

や
近

所
の

人
に

対
し

て
の

手
伝

い
を

行
っ

て
い

ま
す

か
 

１
．

行
っ

て
い

る
２

．
行

っ
て

い
な

い
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問
８
．
Ｉ
Ｃ
Ｆ
ス
テ
ー
ジ
ン
グ
に
つ
い
て

（
別
紙
「
IC
F
ス
テ
ー
ジ
ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
参
照
の
上
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
）
 

2.
基

本
動

作
５

４
３

２
１

 

3-
a.

歩
行

・
移

動
 

５
４

３
２

１
 

3-
b.

移
動

手
段

 

Ｔ
字

杖
の

利
用

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

装
具

（
短

下
肢

装
具

等
）

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

歩
行

器
（

ウ
ォ

ー
カ

ー
、

シ
ニ

ア
カ

ー
等

）
の

利
用

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

し
が

み
つ

き
歩

行
器

の
利

用
（

サ
ー

ク
ル

歩
行

）
 

０
．

あ
り

１
．

な
し

 

車
椅

子
の

利
用

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
式

車
椅

子
の

利
用

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

介
助

者
や

付
添

い
の

必
要

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

4-
a.

認
知

機
能

（
見

当
識

）
 

５
４

３
２

１
 

4-
b.

認
知

機
能

（
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
）

 
５

４
３

２
１

 

4-
c.

認
知

機
能

（
精

神
活

動
）

 
５

４
３

２
１

 

4-
d.

周
辺

症
状

 

A
群

 

世
話

を
拒

否
す

る
 

０
．

あ
り

１
．

な
し

 

不
適

切
に

泣
い

た
り

笑
っ

た
り

す
る

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

興
奮

し
て

手
足

を
動

か
す

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

理
由

な
く

金
切

り
声

を
上

げ
る

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

衣
服

や
器

物
を

破
壊

す
る

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

食
物

を
投

げ
る

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

B
群

 

食
べ

過
ぎ

る
 

０
．

あ
り

１
．

な
し

 

タ
ン

ス
の

中
身

を
全

部
出

す
 

０
．

あ
り

１
．

な
し

 

日
中

屋
外

や
屋

内
を

う
ろ

つ
き

ま
わ

る
 

０
．

あ
り

１
．

な
し

 

昼
間

、
寝

て
ば

か
り

い
る

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

同
じ

こ
と

を
何

度
も

聞
く

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

尿
失

禁
す

る
 

０
．

あ
り

１
．

な
し

 

5-
a.

食
事

（
嚥

下
機

能
）

 
５

４
３

２
１

 

5-
b.

食
事

（
食

事
動

作
及

び
食

事
介

助
）

 
５

４
３

２
１

 

5-
c.

食
事

形
態

 
現

在
の

主
食

形
態

 
１

．
米

飯
 

２
．

軟
飯

 
３

．
全

粥
 

４
．

7
分

粥
-重

湯
 

５
．

そ
の

他
 

現
在

の
副

食
形

態
 

４
．

常
菜

 
２

．
軟

菜
 

３
．

き
ざ

み
 

４
．

ミ
キ

サ
ー

 
５

．
ペ

ー
ス

ト
・

ム
ー

ス
 

６
．

そ
の

他
 

6-
a.

排
泄

の
動

作
 

５
 

 
 

 
 

 
４

３
 

 
 

 
 

 
２

１
 

6-
b.

補
助

具
・
器

具
の

使
用

状
況

と
、

尿
意

の
意

識
 

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

の
使

用
 

０
．

あ
り

１
．

な
し

 

尿
カ

テ
ー

テ
ル

の
使

用
 

０
．

あ
り

１
．

な
し

 

人
工

肛
門

の
使

用
 

０
．

あ
り

１
．

な
し

 

お
む

つ
の

使
用

 
０

．
あ

り
１

．
な

し
 

尿
意

を
意

識
す

る
こ

と
が

で
き

る
か

 
０

．
で

き
る

 
１

．
で

き
な

い
 

便
意

を
意

識
す

る
こ

と
が

で
き

る
か

 
０

．
で

き
る

 
１

．
で

き
な

い
 

7-
a.

入
浴

動
作

 
５

４
３

 
 

 
 

 
 

２
１

 

7-
b.

入
浴

手
段

 
１

．
一

般
浴

 
２

．
介

助
浴

 
３

．
座

っ
て

の
機

械
浴

 
４

．
臥

位
で

の
機

械
浴
（

特
殊
浴

）

8-
a.

整
容

（
口

腔
ケ

ア
）

 
５

４
３

２
１

 

8-
b.

整
容

（
整

容
）

 
５

４
３

２
１

 

8-
c.

整
容

（
衣

服
の

着
脱

）
 

５
４

３
２

１
 

9-
a.

社
会

参
加

（
余

暇
）

 
５

４
３

２
１

 

9-
b.

社
会

参
加

（
社

会
交

流
）

 
５

４
３

２
１

 

１
２
／
１
５
（
月
）
迄
に
ご
提
出
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
第
５
回
調
査
票
表
紙
に
も
利
用
者

ID
が
記
載
さ
れ
て
い
る

か
ご
確
認
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
引
き
続
き
第
５
回
調
査
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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平
成

２
６

年
度

老
人

保
健

健
康

増
進

事
業

 

介
護

老
人

保
健

施
設

退
所

者
の

 

在
宅

療
養

支
援

に
関

す
る

調
査

研
究

事
業

 
      

退
所

者
生

活
機

能
調

査
票

 
 

【
第

５
回

調
査

】
 

 

 

      

退
所
前
施
設
名
 

  

所
在

地
（

都
道

府
県

）
と

 

電
話

番
号
 

  

利
用
者
Ｉ
Ｄ
 

  

（
第

1
回

調
査

～
第

4
回

調
査

票
の

利
用

者
ID

を
必

ず
転

記
し

て
く

だ
さ

い
）

 

  

公
益

社
団

法
人

全
国

老
人

保
健

施
設

協
会

 

 
                           本

調
査

票
は

、
下

記
の

方
を

対
象

と
し

ま
す

。
 

 ◆
第
１
回
調
査
時
に
介
護
老
人
保
健
施
設
の
介
護
支
援
専
門
員
が
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
 

退
所
（
予
定
）
日
 

平
成
 
 
 
 
年
 
 
 
 
月
 
 
 
 
日
 

利
用
者
氏
名
※
 

  

※
利
用
者
氏
名
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
、
返
送
時
に
黒
塗
り
に
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
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調
査

実
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要
領
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．
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．
．
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1
 

調
査

の
流

れ
．．

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

2
 

第
5

回
調

査
調

査
票

．．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

３
 

1 

調
査

実
施

要
項

 

１
．

調
査

対
象

者
 


退

所
者

生
活

機
能

調
査

は
、

介
護

老
人

保
健

施
設

（
以

下
、

老
健

施
設

）
を

平
成

2
6

年
1

0
月

1

日
～

1
0

月
末

に
退

所
さ

れ
る

（
退

所
さ

れ
た

）
方

を
対

象
と

し
ま

す
。

２
．

調
査

票
の

記
入

者
及

び
協

力
依

頼
に

つ
い

て
 


調

査
は

全
５

回
実

施
し

ま
す

。


調

査
票

は
第

1
回

か
ら

第
4

回
調

査
ま

で
で

一
冊

と
な

っ
て

お
り

、
第

5
回

調
査

は
別

冊
と

な
っ

て
い

ま
す

。


第

１
回

及
び

第
２

回
調

査
は

、
老

健
施

設
の

介
護

支
援

専
門

員
が

実
施

し
て

い
た

だ
い

た
後

、
そ

の
調

査
票

を
居

宅
の

介
護

支
援

専
門

員
に

お
渡

し
く

だ
さ

い
。


第

３
回

、
第

４
回

、
及

び
第

５
回

調
査

は
、

居
宅

の
介

護
支

援
専

門
員

に
実

施
し

て
い

た
だ

き
ま

す
。


第

２
回

ま
で

の
老

健
施

設
に

お
い

て
使

用
し

た
調

査
票

を
居

宅
側

の
介

護
支

援
専

門
員

が
お

受
け

取
り

い
た

だ
き

、
第

３
回

以
降

を
、

同
じ

調
査

票
を

用
い

て
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。


調

査
対

象
者

の
方

が
、

入
院

や
調

査
開

始
時

に
入

所
さ

れ
て

い
た

施
設

以
外

へ
の

入
所

、
転

居
、

も
し

く
は

死
亡

さ
れ

た
場

合
は

、
調

査
は

中
断

と
な

り
ま

す
。

そ
の

際
は

、
各

回
調

査
票

の
表

紙

に
あ

る
＜

調
査

中
断

理
由

＞
に

ご
記

入
い

た
だ

き
、

ご
返

送
く

だ
さ

い
。

※
な

お
上

記
の

場
合

に
お

い
て

も
、

調
査

開
始

時
に

入
所

さ
れ

て
い

た
老

健
施

設
へ

再
入

所
さ

れ
た

場
合

の
み

調
査

は
継

続
し

ま
す

の
で

、
老

健
施

設
の

介
護

支
援

専
門

員
に

全
て

の
調

査
票

を
お

渡

し
く

だ
さ

い
。

 


調

査
票

の
記

入
方

法
が

わ
か

ら
な

い
場

合
は

、
下

記
「

４
．

問
い

合
わ

せ
先

」
ま

で
ご

相
談

く
だ

さ
い

。

３
．

回
答

用
紙

の
提

出
 


ご

記
入

い
た

だ
い

た
調

査
回

答
用

紙
は

、
一

緒
に

お
渡

し
い

た
し

ま
し

た
封

筒
に

入
れ

、
直

接
全

老
健

宛
に

ご
返

送
く

だ
さ

い
。


第

１
回

調
査

か
ら

第
4

回
調

査
ま

で
は

、
第

4
回

調
査

終
了

時
に

ご
返

送
く

だ
さ

い
。

（
〆

切
１

２
／

１
５

（
月

）
）


第

５
回

調
査

は
、

調
査

終
了

時
に

ご
返

送
く

だ
さ

い
。
（

〆
切

２
／

１
３

（
金

）
）

４
．

問
い

合
わ

せ
先

 

公
益

社
団

法
人

全
国

老
人

保
健

施
設

協
会

 
業

務
部

 
業

務
第

一
課

 

〒
1

0
5

-
0

0
1

4
 

東
京

都
港

区
芝

 2
-
1

-
2

8
 

成
旺

ビ
ル

 7
 階

 

T
E

L
：

0
3

-
3

4
5

5
-
4

1
6

5
 

／
 

F
A

X
：

0
3

-
3

4
5

5
-
4

1
7

2
 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.r
o
k
e
n

.o
r.
jp

  
 
 
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

：
re

s
e
a
rc

h
@

ro
k
e
n

.o
r.
jp
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2 

ご
参

考
：

調
査

の
流

れ
 

＜
第

２
回

調
査

＞
 

退
所

時
(退

所
前

)の
 

状
況

を
記

入
 

【
利

用
者

の
御

自
宅

な
ど

】
 

居
宅

の
介

護
支

援
専

門
員

が
 

調
査

を
実

施
 

※
従

前
の

老
健

施
設

に
再

入
所

し
た

場
合

の
み

 

老
健

施
設

の
介

護
支

援
専

門
員

が
調

査
を

実
施

 

【
介

護
老

人
保

健
施

設
】

 

施
設

の
介

護
支

援
専

門
員

が
 

調
査

を
実

施
 

＜
第

１
回

調
査

＞
 

入
所

時
の

状
況

を
 

記
入

 

＜
第

３
回

調
査

＞
 

退
所

１
週

間
以

内
の

 

状
況

を
記

入
 

＜
第

４
回

調
査

＞
 

退
所

１
ヶ

月
後

の
 

状
況

を
記

入
 

＜
第

５
回

調
査

＞
 

退
所

３
ヶ

月
後

の
 

状
況

を
記

入
 

調
査

票
を

 

全
老

健
へ

 

退
所

 

第
５

回
調

査
は

 

調
査

終
了

時
に

 

本
調

査
票

を
 

全
老

健
ま

で
 

ご
返

送
く

だ
さ

い
。

 

(〆
切

 ２
月

１
３

日
（

金
）

ま
で

) 

調
査

票
を

 

全
老

健
へ

 

「
同

意
書

」
を

 
全

老
健

へ
郵

送
。

 
(〆

切
1

1
月

末
日

ま
で

) 

「
調

査
依

頼
先

リ
ス

ト
」

 
を

全
老

健
へ

F
A

X
送

信
。

 
(〆

切
1

1
月

1
７

日
（

月
）

ま
で

) 

第
４

回
調

査
終

了
時

に
 

第
1

回
～

4
回

調
査

票
を

全
老

健

ま
で

ご
返

送
く

だ
さ

い
。

 

(〆
切

１
２

月
１

５
日

（
月

）
ま

で
) 

3 

 
第

５
回

調
査

 
 

◯
調

査
対

象
者

の
老

健
施

設
退

所
後

3
ヶ

月
後

の
状

況
を

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

 

◯
居

宅
の

介
護

支
援

専
門

員
が

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

 

⇒
従

前
入

所
し

て
い

た
老

健
施

設
に

再
入

所
し

た
場

合
は

、
第

１
回

～
２

回
を

記
入

し
た

介
護

支
援

専
門

員
に

お
渡

し
く

だ
さ

い
。

※
以

下
の

事
由

な
ど

に
よ

り
調

査
が

継
続

で
き

な
い

場
合

は
、

下
記

に
お

答
え

の
う

え
、

 

回
答

用
紙

を
ご

返
送

く
だ

さ
い

。
 

（
な

お
、

そ
の

他
に

つ
い

て
は

具
体

的
な

理
由

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

）
 

＜
調

査
中

断
理

由
＞

 

入
院

 
・

 
従

前
入

所
の

老
健

施
設

以
外

の
介

護
施

設
へ

の
入

所
 

・
 

転
居

 
・

 

死
亡

 
・

そ
の

他
（

 
）

 

「
従

前
入

所
の

老
健

施
設

以
外

の
介

護
施

設
」

に
は

、
介

護
老

人
福

祉
施

設
、

介
護

老
人

保
健

施
設

、
介

護
療

養
型

医
療

施
設

、
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

、
認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
、

特
定

施
設

入
居

者
生

活
介

護
、

地
域

密
着

型
特

定
施

設
入

居
者

生
活

介
護

、
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

入
所

者
生

活
介

護
等

を
含

み
ま

す
。

 

※
調

査
票

提
出

締
切

 
２

／
１

３
（

金
）
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4 

第
５

回
調

査
（

退
所

３
ヶ

月
後

の
状

況
調

査
）

回
答

票
 

（
記

入
日

：
平

成
 

年
 

月
 

日
）
 

問
１
．
記
入
者
に
つ
い
て
（
空
欄
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
）
 

(1
)事

業
所

類
型

 
１

．
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

２
．

老
健

施
設

 

(2
)事

業
所

名
 

(3
)住

所
と

電
話

番
号

 

(4
)担

当
介

護
支

援
専

門
員

名
 

問
２
．
調
査
対
象
者
の
状
況
等
に
つ
い
て
（
そ
れ
ぞ
れ
、
番
号
を
一
つ
選
ん
で
◯
）
 

(1
)要

介
護

度
 

１
．

要
介

護
１

 
 

 
２

．
要

介
護

２
 

 
 

３
．

要
介

護
３

 
４

．
要

介
護

４
 

５
．

要
介

護
５

 

(2
)障

害
自

立
度

 
１

．
Ｊ

１
２

．
Ｊ

２
３

．
Ａ

１
４

．
Ａ

２
 

５
．

Ｂ
１

６
．

Ｂ
２

７
．

Ｃ
１

８
．

Ｃ
２

 

(3
)認

知
症

自
立

度
 

１
．

非
該

当
２

．
Ⅰ

３
．

Ⅱ
ａ

４
．

Ⅱ
ｂ

 

５
．

Ⅲ
ａ

６
．

Ⅲ
ｂ

７
．

Ⅳ
８

．
Ｍ

 

(4
)世

帯
構

成
 

１
．

単
身

２
．

高
齢

夫
婦

 
３

．
同

居
 

(4
)-

1．
日

中
独

居
の

有
無

 
高

齢
夫

婦
も

し
く

は
同

居
の

場
合

、
日

中
独

居
で

す
か

（
１

．
は

い
 

２
．

い
い

え
）

 

問
3．

直
近
の

1
ヶ
月
間
に
利
用
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
（
あ
て
は
ま
る
も
の
全
て
に
◯
）
 

(1
)介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
 

１
．

訪
問

介
護

２
．

訪
問

入
浴

介
護

 

３
．

訪
問

看
護

４
．

訪
問

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
 

５
．

居
宅

療
養

管
理

指
導

６
．

通
所

介
護

 

７
．

通
所

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
 

８
．

短
期

入
所

生
活

介
護

（
利

用
期

間
 

 
日

間
）

 

９
．

福
祉

用
具

貸
与

10
．

短
期

入
所

療
養

介
護

（
利

用
期

間
 

 
日

間
）

 

11
．

特
定

福
祉

用
具

販
売

12
．

定
期

巡
回

・
随

時
対

応
型

訪
問

介
護

看
護

 

13
．

夜
間

対
応

型
訪

問
介

護
14

．
認

知
症

対
応

型
通

所
介

護
 

15
．

従
前

の
老

健
施

設
へ

入
所

(シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
を

除
く

)（
利

用
日

数
 

日
間

) 

16
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

(2
)自

治
体

等
が

実
施

し
て

い
る

 

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ー
ビ

ス
 

（
該

当
あ
る

場
合
は
下

記
に

具
体

的
な
サ
ー

ビ
ス

名
を

ご
記
入
く

だ
さ

い
）
 

5 

問
４
．
調
査
対
象
者
の
日
常
関
連
動
作
（
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
）
に
つ
い
て
（
そ
れ
ぞ
れ
、
番
号
を
一
つ
選
ん
で
◯
）
 

(1
)食

事
機

能
 

（
準

備
）

 

１
．

食
事

の
準

備
は

自
分

で
行

っ
て

い
る

２
．

食
事

の
準

備
は

手
伝

っ
て

い
る

 

３
．

食
事

の
準

備
は

自
分

で
行

っ
て

い
な

い
 

(2
)食

事
機

能
 

（
片

付
け

）
 

１
．

食
事

の
後

片
付

け
は

自
分

で
行

っ
て

い
る

 
 

２
．

食
事

の
後

片
付

け
は

手
伝

っ
て

い
る

 

３
．

食
事

の
後

片
付

け
は

自
分

で
行

っ
て

い
な

い
 

(3
)生

活
機

能
 

（
買

い
物

）
 

１
．

買
い

物
は

自
分

で
行

っ
て

い
る

２
．

買
い

物
は

家
族

と
一

緒
に

行
っ

て
い

る
 

３
．

買
い

物
は

自
分

で
行

っ
て

い
な

い
 

(4
)生

活
機

能
 

（
掃

除
・

洗
濯

）
 

１
．

掃
除

・
洗

濯
を

自
分

で
行

っ
て

い
る

２
．

掃
除

・
洗

濯
を

手
伝

っ
て

い
る

 

３
．

掃
除

・
洗

濯
を

自
分

で
行

っ
て

い
な

い
 

(5
)生

活
機

能
 

（
ゴ

ミ
出

し
）

 

１
．

ゴ
ミ

出
し

は
自

分
で

行
っ

て
い

る
２

．
ゴ

ミ
出

し
は

手
伝

っ
て

い
る

 

３
．

ゴ
ミ

出
し

は
自

分
で

行
っ

て
い

な
い

 

(6
)自

己
管

理
 

（
お

金
）

 

１
．

お
金

の
管

理
は

自
分

で
行

っ
て

い
る

２
．

お
金

の
管

理
は

一
部

自
分

で
行

っ
て

い
る

 

３
．

お
金

の
管

理
は

自
分

で
行

っ
て

い
な

い
 

(7
)自

己
管

理
 

（
電

話
）

 

１
．

電
話

は
自

分
で

対
応

し
て

い
る

２
．

電
話

は
家

族
が

い
な

い
と

き
は

対
応

 

３
．

電
話

は
自

分
で

対
応

し
て

い
な

い
 

(8
)自

己
管

理
 

（
郵

便
・

書
類

）
 

１
．

郵
便

・
書

類
は

自
分

で
管

理
し

て
い

る
 

 
２

．
郵

便
・

書
類

は
一

部
自

分
で

管
理

し
て

い
る

 

３
．

郵
便

・
書

類
は

自
分

で
管

理
し

て
い

な
い

 

(9
)自

己
管

理
 

（
火

の
元

）
 

１
．

火
の

元
は

自
分

で
管

理
し

て
い

る
２

．
火

の
元

は
一

部
自

分
で

管
理

し
て

い
る

 

３
．

火
の

元
は

自
分

で
管

理
し

て
い

な
い

 

(1
0)

社
会

機
能

 

（
交

通
手

段
）

 

１
．

一
人

で
交

通
手

段
を

使
っ

て
外

出
し

て
い

る
 

２
．

介
助

者
と

交
通

手
段

を
使

っ
て

外
出

し
て

い
る

 

３
．

交
通

手
段

は
利

用
し

て
い

な
い

 

(1
1)

社
会

機
能

 

（
散

歩
）

 

１
．

一
人

で
散

歩
な

ど
に

出
掛

け
て

い
る

２
．

介
助

者
と

一
緒

に
散

歩
な

ど
に

出
掛

け
て

い
る

 

３
．

散
歩

な
ど

に
は

出
掛

け
な

い
 

問
５
．
意
欲
の
指
標
に
つ
い
て
（
そ
れ
ぞ
れ
、
番
号
を
一
つ
選
ん
で
◯
）
 

(1
)起

床
 

１
．

い
つ

も
定

時
に

起
床

し
て

い
る

２
．

起
こ

さ
な

い
と

起
床

し
な

い
こ

と
が

あ
る

 

３
．

自
分

か
ら

起
床

す
る

こ
と

が
な

い
 

※
薬

剤
の

影
響

（
睡

眠
薬

な
ど

）
を

除
外

。
起

座
で

き
な

い
場

合
、

開
眼

し
覚

醒
し

て
い

れ
ば

１
に

○
 

(2
)意

思
疎

通
 

１
．

自
分

か
ら

挨
拶

す
る

、
話

し
か

け
る

２
．

挨
拶

、
呼

び
か

け
に

対
し

返
答

や
笑

顔
が

み
ら

れ
る

 

３
．

反
応

が
な

い
 

※
失

語
の

合
併

が
あ

る
場

合
、

言
語

以
外

の
表

現
で

よ
い

 

(3
)食

事
 

１
．

自
分

で
進

ん
で

食
べ

よ
う

と
す

る
２

．
促

さ
れ

る
と

食
べ

よ
う

と
す

る
 

３
．

食
事

に
関

心
が

な
い

、
全

く
食

べ
よ

う
と

し
な

い
 

※
器

質
的

消
化

器
疾

患
を

除
外

。
麻

痺
で

食
事

の
介

護
が

必
要

な
場

合
、

介
助

に
よ

り
摂

取
意

欲
が

あ
れ

ば
（

口
ま

で
運

ん
で

や
っ

た
場

合
も

積
極

的
に

食
べ

よ
う

と
す

れ
ば

）
１

に
○

 

(4
)排

泄
 

１
．

い
つ

も
自

ら
便

意
尿

意
を

伝
え

る
、

あ
る

い
は

自
分

で
排

便
、

排
尿

を
行

う
 

２
．

時
々

尿
意

、
便

意
を

伝
え

る
３

．
排

泄
に

全
く

関
心

が
な

い
 

※
失

禁
の

有
無

は
問

わ
な

い
。

尿
意

不
明

の
場

合
、

失
禁

後
に

い
つ

も
不

快
を

伝
え

れ
ば

１
に

○
 

(5
)リ

ハ
ビ

リ
、

活
動

 
１

．
自

ら
リ

ハ
ビ

リ
に

向
か

う
、

活
動

を
求

め
る

 

２
．

促
さ

れ
て

向
か

う
３

．
拒

否
、

無
関

心
 

※
リ

ハ
ビ

リ
で

な
く

と
も

散
歩

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
、
テ

レ
ビ

で
も

よ
い

。
寝

た
き

り
の

場
合

、
受

動
的

理
学

運
動

に
対

す
る

反
応

で
判

定
す

る
 

※
除

外
規

定
：

意
識

障
害

、
高

度
の

臓
器

障
害

、
急

性
疾

患
（

肺
炎

な
ど

発
熱

）
が

あ
る

場
合
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6 
 問
６
．
疼
痛
評
価
項
目
に
つ
い
て

（
本

人
が

痛
み

を
伝

え
ら

れ
な

い
場

合
は

、
家

族
等

へ
の

聞
き

取
り

の
う

え
、

ご
記

入
く

だ
さ

い
）
 

(1
)慢

性
的

な
痛

み
の

有
無

 
１

．
痛

み
あ

り
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
．

痛
み

な
し

 

  (2
) 

定
期

処
方

(注
射

)さ
れ

て
 

い
る

鎮
痛

剤
 

①
経

口
内

服
 

１
．

NS
AI

Ds
 

 
 

 
 

２
．

(非
）

麻
薬

性
製

剤
 

 
３

．
そ

の
他

 

②
静

脈
注

射
 

１
．

NS
AI

Ds
 

 
 

 
 

２
．

(非
）

麻
薬

性
製

剤
 

 
３

．
そ

の
他

 

③
そ

の
他

注
射

 
１

．
NS

AI
Ds

 
 

 
 

 
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
 

３
．

そ
の

他
 

④
坐

 
薬

 
１

．
NS

AI
Ds

 
 

 
 

 
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
 

３
．

そ
の

他
 

⑤
経

皮
外

用
薬

 
１

．
NS

AI
Ds

 
 

 
 

 
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
 

３
．

そ
の

他
 

⑥
そ

の
他

 
あ

り
の

場
合

記
入
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

(3
) 

頓
服

で
処

方
(注

射
)さ

れ
て

い
る

鎮
痛

剤
 

(過
去

２
週

間
以

内
で

実
施

) 

①
経

口
内

服
 

１
．

NS
AI

Ds
 

 
 

 
 

２
．

(非
）

麻
薬

性
製

剤
 

 
３

．
そ

の
他

 

②
静

脈
注

射
 

１
．

NS
AI

Ds
 

 
 

 
 

２
．

(非
）

麻
薬

性
製

剤
 

 
３

．
そ

の
他

 

③
そ

の
他

注
射

 
１

．
NS

AI
Ds

 
 

 
 

 
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
 

３
．

そ
の

他
 

④
坐

 
薬

 
１

．
NS

AI
Ds

 
 

 
 

 
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
 

３
．

そ
の

他
 

⑤
経

皮
外

用
薬

 
１

．
NS

AI
Ds

 
 

 
 

 
２

．
(非

）
麻

薬
性

製
剤

 
 

３
．

そ
の

他
 

⑥
そ

の
他

 
あ

り
の

場
合

記
入
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

※
「

そ
の

他
の

注
射

」
に

は
、
皮

下
、
筋

肉
、
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
注

射
を

含
み

ま
す

。
ま

た
、「

経
皮

外
用

薬
」
に

は
、
軟

膏
、
パ

ッ
プ

剤
等

を
含

み
ま

す
。

 

（
説

明
）

■
NS

A
ID

s
（

非
ス

テ
ロ

イ
ド

性
抗

炎
症

薬
）

と
は

、
抗

炎
症

作
用

、
鎮

痛
作

用
、

解
熱

作
用

を
有

す
る

薬
剤

の
総

称
で

す
。

広

義
に

は
ス

テ
ロ

イ
ド

で
は

な
い

抗
炎

症
薬

す
べ

て
を

含
み

、
一

般
的

に
は

、
疼

痛
、

発
熱

の
治

療
に

使
用

さ
れ

る
“

解
熱

鎮

痛
薬

”
と

ほ
ぼ

同
義

語
と

し
て

用
い

ら
れ

て
い

ま
す

。
代

表
的

な
NS

AI
Ds

と
し

て
は

、
ア

ス
ピ

リ
ン
（

バ
フ

ァ
リ

ン
な

ど
）、

ロ
キ

ソ
プ

ロ
フ

ェ
ン

（
ロ

キ
ソ

ニ
ン

）、
ジ

ク
ロ

フ
ェ

ナ
ク

（
ボ

ル
タ

レ
ン

）
な

ど
が

あ
り

ま
す

。
 

（
説

明
）

■
麻

薬
性

製
剤

と
は

、
体

内
の

オ
ピ

オ
イ

ド
受

容
体

に
結

合
し

鎮
痛

効
果

を
表

す
薬

剤
で

、
我

が
国

で
使

用
で

き
る

も
の

と
し

て
は

、
モ

ル
ヒ

ネ
（

MS
コ

ン
チ

ン
、

カ
デ

ィ
ア

ン
な

ど
）、

オ
キ

シ
コ

ド
ン

（
オ

キ
シ

コ
ン

チ
ン

、
オ

キ
ノ

ー
ム

な
ど

）、
フ

ェ
ン

タ
ニ

ル
（

デ
ュ

ロ
ッ

プ
MT

パ
ッ

チ
な

ど
）
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、
非

麻
薬

性
製

剤
は

、
麻

薬
性

製
剤

に
比

べ
鎮

痛
効

果

は
弱

い
も

の
の

、
麻

薬
性

製
剤

と
同

様
の

働
き

を
し

ま
す

。
代

表
的

な
非

麻
薬

性
製

剤
と

し
て

は
、

コ
デ

イ
ン

（
リ

ン
酸

コ

デ
イ

ン
、

リ
ン

酸
ジ

ヒ
ド

ロ
コ

デ
イ

ン
な

ど
）、

ト
ラ

マ
ゾ

ー
ル

（
ト

ラ
マ

ー
ル

、
ト

ラ
ム

セ
ッ

ト
な

ど
）

が
あ

り
ま

す
。

 

 問
６

で
、
「

１
．

痛
み

あ
り

」
を

選
択

さ
れ

た
場

合
に

は
以

下
の

設
問

に
も

ご
回

答
く

だ
さ

い
。

 

(4
)各

項
目
に
つ
い
て
調
査
対
象
者
の
体
動
時
に
状
態
を
観
察
し
、
ご
回
答
く
だ
さ
い
。
 

①
攻

撃
的

に
な

る
 

（
語

気
が

荒
く

な
る

，
怒

り
っ

ぽ
く

な
る

）
 

１
．

症
状

な
し

 
 

 
 

 
 

 
 

２
．

症
状

あ
り

 

②
落

ち
着

き
が

な
く

な
る

 
１

．
症

状
な

し
 

 
 

 
 

 
 

 
２

．
症

状
あ

り
 

③
顔

を
ゆ

が
め

る
 

（
眉

間
に

皺
を

よ
せ

る
，

口
元

を
ゆ

が
め

る
，

歯
を

く
い

し
ば

る
）

 
１

．
症

状
な

し
 

 
 

 
 

 
 

 
２

．
症

状
あ

り
 

④
不

安
そ

う
な

顔
を

す
る

 
１

．
症

状
な

し
 

 
 

 
 

 
 

 
２

．
症

状
あ

り
 

⑤
泣

き
声

を
上

げ
る

・
大

声
を

上
げ

る
 

１
．

症
状

な
し

 
 

 
 

 
 

 
 

２
．

症
状

あ
り

 

⑥
体

を
丸

め
る

・
体

に
触

れ
る

と
体

を
硬

直
さ

せ
る

 
１

．
症

状
な

し
 

 
 

 
 

 
 

 
２

．
症

状
あ

り
 

⑦
動

作
の

変
化

が
み

ら
れ

る
 

１
．

症
状

な
し

 
 

 
 

 
 

 
 

２
．

症
状

あ
り

 

⑧
体

の
一

部
・

患
部

を
さ

す
る

様
な

動
作

を
す

る
 

１
．

症
状

な
し

 
 

 
 

 
 

 
 

２
．

症
状

あ
り

 

⑨
顔

色
の

変
化

（
蒼

白
，

紅
潮

な
ど

）
 

１
．

症
状

な
し

 
 

 
 

 
 

 
 

２
．

症
状

あ
り

 

 

「
痛

み
あ

り
」

の
場

合
 

以
下

の
設

問
に

も
ご

回
答

く
だ

さ
い

。
 

問
７

(
I
C
F
に

基
づ

く
新

指
標

)
に

つ
い

て
 

に
お

進
み

く
だ

さ
い

。
 

7 
 問

６
で

、
「

１
．

痛
み

あ
り

」
を

選
択

さ
れ

た
場

合
に

は
以

下
の

設
問

に
も

ご
回

答
く

だ
さ

い
。

 

 (
5)

慢
性

疼
痛

の
疼

痛
部

位
に

つ
い

て
、

最
も

痛
み

が
強

い
部

位
一

か
所

の
コ

ー
ド

番
号

を
、

下
記

人
体

図
の

各
部

位
の

名
称
を
参
考
に
し
て
、
下
記
か
ら
選
ん
で
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
 

最
も

痛
み

が
強

い
部

位
の

番
号

 
（

 
 

 
 

 
）

 
←

 
下

記
か

ら
コ

ー
ド

番
号

を
一

つ
だ

け
選

ん
で

記
入

 

 

 

 

疼
痛

部
位

コ
ー

ド
番

号
表

 

1
 

頭
(頭

部
) 

1
0

 
手

(手
全

体
) 

1
9

 
足

(足
の

甲
) 

2
8

 
殿

部
 

2
 

首
(頚

) 
1

1
 

手
掌

(手
の

ひ
ら

) 
2

0
 

(足
の

)指
 

2
9

 
足

の
裏

(足
底

) 

3
 

顔
(顔

全
体

) 
1

2
 

腋
窩

 
2

1
 

肩
峰

(肩
) 

3
0

 
踵

 

4
 

眼
 

1
3

 
胸

郭
(胸

部
) 

2
2

 
肘

 
3

1
 

足
首

(足
関

節
) 

5
 

鼻
 

1
4

 
腹

部
 

2
3

 
手

首
(手

関
節

) 
3

2
 

股
関

節
 

6
 

口
(歯

・
歯

茎
・

舌
) 

1
5

 
鼠

径
部

 
2

4
 

手
指

 
3

3
 

上
肢

(上
肢

全
体

) 

7
 

耳
 

1
6

 
大

腿
 

2
5

 
手

背
(手

の
甲

) 
3

4
 

下
肢

(下
肢

全
体

) 

8
 

上
腕

 
1

7
 

膝
 

2
6

 
背

部
 

3
5

 
体

幹
 

9
 

前
腕

 
1

8
 

下
腿

 
2

7
 

腰
部

 
3

6
 

全
身

 

    
 

足
首

あ
し

く
び

 股
関
節
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8 
 問
７
．
Ｉ
Ｃ
Ｆ
に
基
づ
く
新
指
標
に
つ
い
て
（
そ
れ
ぞ
れ
、
番
号
を
一
つ
選
ん
で
◯
）
 

(1
)喜

怒
哀

楽
を

普
段

か
ら

言
語

ま
た

は
身

振
り

な

ど
で

表
現

し
て

い
ま

す
か

 

１
．

表
現

し
て

い
な

い
 

 
 

 
 

 
 

２
．

身
振

り
で

の
表

現
の

み
 

 

３
．

言
語

の
み

で
の

表
現

 
 

 
 

 
 

４
．

言
語

と
身

振
り

両
方

で
表

現
 

(2
)活

力
が

満
ち

あ
ふ

れ
て

い
る

と
思

い
ま

す
か

 

（
満

ち
溢

れ
て

い
る

よ
う

に
見

え
ま

す
か

）
 

１
．

満
ち

溢
れ

て
い

る
と

思
う

 
 

 
 

２
．

そ
う

は
思

わ
な

い
 

(3
)地

域
社

会
に

お
い

て
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
そ

の

他
の

事
業

に
参

加
し

て
い

ま
す

か
 

１
．

参
加

し
て

い
な

い
 

 
 

 
 

 
 

２
．

無
償

の
活

動
に

参
加

し
て

い
る

 

３
．

有
償

の
活

動
に

参
加

し
て

い
る

 
 

４
．

有
償

無
償

両
方

の
活

動
に

参
加

し
て

い
る
 

(4
)軽

い
運

動
、

体
操

を
１

週
間

に
何

日
ぐ

ら
い

し

て
い

ま
す

か
 

１
．

毎
日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
．

５
〜
６

日
 

３
．

２
〜

４
日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
．

１
日

以
下

 

５
．

運
動

・
体

操
は

し
て

い
な

い
 

(5
)定

期
的

な
運

動
・

ス
ポ

ー
ツ

を
、

１
週

間
に

何

日
ぐ

ら
い

し
て

い
ま

す
か

 

１
．

毎
日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
．

５
〜
６

日
 

３
．

２
〜

４
日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
．

１
日

以
下

 

５
．

運
動

・
ス

ポ
ー

ツ
は

し
て

い
な

い
 

(6
)何

分
間

程
度

連
続

し
て

歩
行

が
可

能
で

す
か

 
１

．
６

分
以

上
歩

行
可

能
 

 
 

２
．

２
～

５
分

程
度

は
歩

行
可

能
 

３
．
２

分
未

満
は

歩
行

可
能

 
 

４
．
全

く
歩

行
で

き
な

い
(
ま

た
は

、
移

動
は

車
イ

ス
の

み
)

(7
)関

節
の

可
動

性
に

つ
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

 
１

．
膝

関
節

は
疼

痛
や

制
限

な
く

動
く
 

 
 ２

．
膝

関
節

は
動

く
が

疼
痛

が
あ

る
 

３
．

膝
関

節
は

動
き

に
制

限
が

あ
る

が
疼

痛
は

な
い
 

 ４
．

膝
関

節
は

動
か

な
い

 

(8
)椅

子
か

ら
手

や
腕

を
使

わ
ず

に
立

ち
上

が
る

こ

と
が

で
き

ま
す

か
 

１
．

何
回

も
繰

り
返

し
て

問
題

な
く

で
き

る
 

 
２

．
1
回

で
あ

れ
ば

問
題

な
く

で
き

る
 

３
．

1
回

は
、

問
題

は
あ

る
が

何
と

か
で

き
る

 
４

．
立

ち
上

が
る

こ
と

が
で

き
な

い
 

(9
)薬

の
自

己
管

理
を

普
段

か
ら

行
っ

て
い

ま
す

か
 
１

．
行

っ
て

い
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
２

．
行

っ
て

い
な

い
 

３
．

薬
は

飲
ん

で
い

な
い

 

(1
0)

医
師

や
看

護
師

、
介

護
士

に
自

分
の

訴
え

を
的

確
に

伝
え

る
こ

と
が

で
き

ま
す

か
 

１
．

的
確

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

 
 

２
．

あ
る

程
度

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
 

３
．

で
き

な
い

 

(1
1)

夜
間

は
よ

く
眠

っ
て

い
ま

す
か

 
１

．
よ

く
眠

れ
て

い
る

 
 

 
 

 
 

 
２

．
あ

ま
り

眠
れ

て
い

な
い

(
不

眠
の

訴
え

あ
り

)

３
．

全
く

眠
れ

て
い

な
い

(実
際

に
不

眠
で

あ
る

) 

(1
2)

日
中

も
寝

て
い

ま
す

か
 

１
．
日

中
は

起
き

て
い

る
 

 
 

 
 

 
２

．
日

中
、
短

時
間

は
寝

て
い

る
(2

時
間

未
満

）

３
．

日
中

も
２

時
間

以
上

寝
て

い
る

 

(1
3)

施
設

入
所

や
在

宅
復

帰
と

言
っ

た
環

境
の

変

化
に

問
題

な
く

対
応

出
来

ま
し

た
か

 

１
．

対
応

で
き

て
い

る
 

 
 

 
 

 
 

２
．

あ
ま

り
対

応
で

き
て

い
な

い
 

３
．

全
く

対
応

で
き

て
い

な
い

 

(1
4)

普
段

か
ら

、
他

の
利

用
者

や
近

所
の

人
に

対
し

て
の

手
伝

い
を

行
っ

て
い

ま
す

か
 

１
．

行
っ

て
い

る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
．

行
っ

て
い

な
い

 

  
 

9 
 問
８
．
Ｉ
Ｃ
Ｆ
ス
テ
ー
ジ
ン
グ
に
つ
い
て

（
別
紙
「
IC
F
ス
テ
ー
ジ
ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
参
照
の
上
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
）
 

2.
基

本
動

作
 

５
 

 
 

 
 

 
４

 
 

 
 

 
 

３
 

 
 

 
 

 
２

 
 

 
 

 
 

１
 

3-
a.

歩
行

・
移

動
 

５
 

 
 

 
 

 
４

 
 

 
 

 
 

３
 

 
 

 
 

 
２

 
 

 
 

 
 

１
 

3-
b.

移
動

手
段

 

Ｔ
字

杖
の

利
用

 
０

．
あ

り
 

 
 

 
１

．
な

し
 

装
具

（
短

下
肢

装
具

等
）

 
０

．
あ

り
 

 
 

 
１

．
な

し
 

歩
行

器
（

ウ
ォ

ー
カ

ー
、

シ
ニ

ア
カ

ー
等

）
の

利
用

 
０

．
あ

り
 

 
 

 
１

．
な

し
 

し
が

み
つ

き
歩

行
器

の
利

用
（

サ
ー

ク
ル

歩
行

）
 

０
．

あ
り

 
 

 
 

１
．

な
し

 

車
椅

子
の

利
用

 
０

．
あ

り
 

 
 

 
１

．
な

し
 

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
式

車
椅

子
の

利
用

 
０

．
あ

り
 

 
 

 
１

．
な

し
 

介
助

者
や

付
添

い
の

必
要

 
０

．
あ

り
 

 
 

 
１

．
な

し
 

4-
a.

認
知

機
能

（
見

当
識

）
 

５
 

 
 

 
 

 
４

 
 

 
 

 
 

３
 

 
 

 
 

 
２

 
 

 
 

 
 

１
 

4-
b.

認
知

機
能

（
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
）

 
５

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
３

 
 

 
 

 
 

２
 

 
 

 
 

 
１

 

4-
c.

認
知

機
能

（
精

神
活

動
）

 
５

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
３

 
 

 
 

 
 

２
 

 
 

 
 

 
１

 

4-
d.

周
辺

症
状

 

A
群

 

世
話

を
拒

否
す

る
 

０
．

あ
り

 
 

 
 

１
．

な
し

 

不
適

切
に

泣
い

た
り

笑
っ

た
り

す
る

 
０

．
あ

り
 

 
 

 
１

．
な

し
 

興
奮

し
て

手
足

を
動

か
す

 
０

．
あ

り
 

 
 

 
１

．
な

し
 

理
由

な
く

金
切

り
声

を
上

げ
る

 
０

．
あ

り
 

 
 

 
１

．
な

し
 

衣
服

や
器

物
を

破
壊

す
る

 
０

．
あ

り
 

 
 

 
１

．
な

し
 

食
物

を
投

げ
る

 
０

．
あ

り
 

 
 

 
１

．
な

し
 

B
群

 

食
べ

過
ぎ

る
 

０
．

あ
り

 
 

 
 

１
．

な
し

 

タ
ン

ス
の

中
身

を
全

部
出

す
 

０
．

あ
り

 
 

 
 

１
．

な
し

 

日
中

屋
外

や
屋

内
を

う
ろ

つ
き

ま
わ

る
 

０
．

あ
り

 
 

 
 

１
．

な
し

 

昼
間

、
寝

て
ば

か
り

い
る

 
０

．
あ

り
 

 
 

 
１

．
な

し
 

同
じ

こ
と

を
何

度
も

聞
く

 
０

．
あ

り
 

 
 

 
１

．
な

し
 

尿
失

禁
す

る
 

０
．

あ
り

 
 

 
 

１
．

な
し

 

5-
a.

食
事

（
嚥

下
機

能
）

 
５

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
３

 
 

 
 

 
 

２
 

 
 

 
 

 
１

 

5-
b.

食
事

（
食

事
動

作
及

び
食

事
介

助
）

 
５

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
３

 
 

 
 

 
 

２
 

 
 

 
 

 
１

 

5-
c.

食
事

形
態

 
現

在
の

主
食

形
態

 
１

．
米

飯
 

２
．

軟
飯

 
３

．
全

粥
 

４
．

7
分

粥
-重

湯
 

５
．

そ
の

他
 

現
在

の
副

食
形

態
 

１
．

常
菜

 
２

．
軟

菜
 

３
．

き
ざ

み
 

４
．

ミ
キ

サ
ー

 
５

．
ペ

ー
ス

ト
・

ム
ー

ス
 

６
．

そ
の

他
 

6-
a.

排
泄

の
動

作
 

５
 

 
 

 
 

 
４

 
 

 
 

 
 

３
 

 
 

 
 

 
２

 
 

 
 

 
 

１
 

6-
b.

補
助

具
・
器

具
の

使
用

状
況

と
、

尿
意

の
意

識
 

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

の
使

用
 

０
．

あ
り

 
 

 
 

１
．

な
し

 

尿
カ

テ
ー

テ
ル

の
使

用
 

０
．

あ
り

 
 

 
 

１
．

な
し

 

人
工

肛
門

の
使

用
 

０
．

あ
り

 
 

 
 

１
．

な
し

 

お
む

つ
の

使
用

 
０

．
あ

り
 

 
 

 
１

．
な

し
 

尿
意

を
意

識
す

る
こ

と
が

で
き

る
か

 
０

．
で

き
る

 
 

 
１

．
で

き
な

い
 

便
意

を
意

識
す

る
こ

と
が

で
き

る
か

 
０

．
で

き
る

 
 

 
１

．
で

き
な

い
 

7-
a.

入
浴

動
作

 
５

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
３

 
 

 
 

 
 

２
 

 
 

 
 

 
１

 

7-
b.

入
浴

手
段

 
１

．
一

般
浴

 
 

２
．
介

助
浴

 
 

３
．
座

っ
て

の
機

械
浴

 
４

．
臥

位
で

の
機

械
浴
（

特
殊
浴

）
 

8-
a.

整
容

（
口

腔
ケ

ア
）

 
５

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
３

 
 

 
 

 
 

２
 

 
 

 
 

 
１

 

8-
b.

整
容

（
整

容
）

 
５

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
３

 
 

 
 

 
 

２
 

 
 

 
 

 
１

 

8-
c.

整
容

（
衣

服
の

着
脱

）
 

５
 

 
 

 
 

 
４

 
 

 
 

 
 

３
 

 
 

 
 

 
２

 
 

 
 

 
 

１
 

9-
a.

社
会

参
加

（
余

暇
）

 
５

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
３

 
 

 
 

 
 

２
 

 
 

 
 

 
１

 

9-
b.

社
会

参
加

（
社

会
交

流
）

 
５

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
３

 
 

 
 

 
 

２
 

 
 

 
 

 
１

 

  
平
成
２
７
年

 ２
月
１
３
日
（
金
）
迄
に
ご
提
出
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
こ
れ
に
て
本
事
業
は
終
了
で
す
。

 

調
査
に
ご
協
力
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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1 
    

新
全

老
健

版
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
方

式
 

～
Ｒ

４
シ

ス
テ

ム
～

 
        

V
er

: 
D

ec
. 2

01
3 

                

公
益

社
団

法
人

全
国

老
人

保
健

施
設

協
会

 

Ｒ
４

シ
ス

テ
ム

版
 

 

ＩＣ
Ｆ

 
ス

テ
ー

ジ
ン

グ
 

マ
ニ

ュ
ア

ル
 

2 
 《
Ｒ

４
シ

ス
テ

ム
版

 
ＩＣ

Ｆ
 

ス
テ

ー
ジ

ン
グ

に
つ

い
て

》
 

Ｒ
４

シ
ス

テ
ム

の
目

玉
の

ひ
と

つ
は

、
「
利

用
者

の
状

態
像

の
微

妙
な

変
化

の
キ

ャ
ッ

チ
」
で

あ
る

。
利

用
者

の
機

能
評

価
に

は
様

々
な

指
標

が
あ

る
が

、
あ

ま
り

に
複

雑
な

も
の

ば
か

り
で

は
実

際
の

現
場

で
は

使
用

が
で

き
な

い
。

今
回

、
全

国
老

人
保

健
施

設
協

会
（
以

下
、

全
老

健
）
で

は
「
利

用
者

の
個

別
特

性

と
時

系
列

的
状

態
像

の
指

標
（
機

能
評

価
と

コ
ー

デ
ィ

ン
グ

）
に

関
す

る
研

究
事

業
」
が

実
を

結
び

、
簡

潔

か
つ

明
瞭

な
利

用
者

の
状

態
像

を
チ

ェ
ッ

ク
で

き
る

指
標

が
完

成
し

た
。

こ
れ

に
よ

っ
て

、
実

際
に

提
供

さ

れ
た

ケ
ア

の
効

果
が

ど
う

だ
っ

た
の

か
、

ま
た

作
成

さ
れ

た
ケ

ア
プ

ラ
ン

の
善

し
悪

し
が

評
価

で
き

る
こ

と

に
な

る
。

つ
ま

り
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
最

適
な

指
標

と
な

る
も

の
を

導
入

す
る

こ
と

が
で

き
た

の
で

あ
る

。
こ

こ

で
は

、
こ

の
Ｒ

４
シ

ス
テ

ム
版

ＩＣ
Ｆ

ス
テ

ー
ジ

ン
グ

の
評

価
方

法
を

提
示

す
る

。
 

《
Ｒ

４
シ

ス
テ

ム
版

 
ＩＣ

Ｆ
 

ス
テ

ー
ジ

ン
グ

の
概

略
》
 

Ｒ
４

シ
ス

テ
ム

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
手

法
は

、
利

用
者

の
状

態
の

う
ち

、
普

段
行

っ
て

い
る

も
っ

と
も

難
し

い
Ｉ

Ｃ
Ｆ

ス
テ

ー
ジ

ン
グ

の
動

作
を

選
択

す
る

方
法

で
あ

る
。

た
と

え
ば

「
歩

行
・
移

動
」
の

ス
ケ

ー
ル

で
は

、
よ

り
難

易
度

の
高

い
の

は
、

交
通

機
関

で
の

移
動

で
あ

り
、

つ
い

で
階

段
昇

降
、

安
定

し
た

歩
行

、
そ

し
て

施
設

内
で

の
安

定
し

た
移

動
の

う
ち

、
一

番
難

易
度

が
高

い
も

の
を

選
ぶ

こ
と

に
な

り
、

そ
の

ス
テ

ー
ジ

を

記
入

す
る

。
例

え
ば

、
「
歩

行
・
移

動
」
の

ス
ケ

ー
ル

の
場

合
、

普
段

階
段

昇
降

を
行

っ
て

い
る

が
、

公
共

交
通

機
関

を
利

用
し

て
い

な
い

、
と

い
う

場
合

は
、

ス
テ

ー
ジ

が
４

と
な

る
。

こ
の

時
の

判
断

は
、

「
普

段
か

ら
行

っ
て

い
る

か
ど

う
か

？
」
で

あ
り

、
「
出

来
る

か
ど

う
か

？
」
で

は
な

い
。

Ｗ
Ｈ

Ｏ
の

ＩＣ
Ｆ

の
場

合
、

「
行

っ

て
い

る
か

ど
う

か
？

」
を

実
行

状
況

（
P
er

fo
rm

an
ce

）
と

呼
ぶ

。
一

方
「
出

来
る

か
ど

う
か

」
は

能
力

（
C

ap
ac

it
y）

と
呼

ぶ
。

全
老

健
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト
は

、
行

っ
て

い
る

か
ど

う
か

、
す

な
わ

ち
実

行
状

況
に

基

づ
い

て
い

る
。

 

な
お

、
以

下
の

調
査

に
あ

た
っ

て
、

調
査

の
順

番
は

特
に

定
め

て
い

な
い

。
利

用
者

や
そ

の
ご

家
族

が
、

普
段

困
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

聞
き

取
り

、
あ

る
い

は
観

察
に

基
づ

い
て

状
態

の
評

価
を

行
っ

て
い

た

だ
き

た
い

。
 

《
注

意
事

項
》
ア

セ
ス

メ
ン

ト
状

況
の

逆
転

現
象

に
つ

い
て

 

全
老

健
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

指
標

の
難

易
度

の
順

番
は

、
統

計
学

的
に

確
率

に
基

づ
い

て
定

め
た

も
の

で
す

。
確

率
に

よ
り

ま
す

か
ら

、
必

ず
こ

の
順

番
に

な
っ

て
い

る
と

は
限

ら
な

い
。

一
定

の
確

率
で

、
こ

の

順
番

に
な

ら
な

い
場

合
が

必
ず

あ
る

。
こ

の
「
歩

行
・
移

動
」
の

ス
ケ

ー
ル

を
例

に
と

っ
て

も
、

例
え

ば
、

歩

行
は

出
来

る
が

、
階

段
の

昇
り

降
り

は
出

来
な

い
、

し
か

し
、

バ
ス

（
ス

テ
ッ

プ
付

き
）
の

昇
降

は
で

き
る

と

い
っ

た
場

合
で

あ
る

。
 

こ
の

よ
う

な
時

の
評

価
の

考
え

方
は

、
普

段
か

ら
行

っ
て

い
る

一
番

高
い

指
標

を
ア

セ
ス

メ
ン

ト
結

果
と

し
、

さ
ら

に
、

途
中

の
状

況
を

行
っ

て
い

な
い

こ
と

を
特

記
す

る
の

が
良

い
と

考
え

る
。

 

 

※
ＩＣ

Ｆ
ス

テ
ー

ジ
ン

グ
：
当

初
「
ＩＣ

Ｆ
レ

ベ
ル

ア
セ

ス
メ

ン
ト
」
と

し
て

い
た

が
、

英
文

論
文

＊
の

採
択

を
 

機
に

「
ＩＣ

Ｆ
ス

テ
ー

ジ
ン

グ
」
と

名
称

を
変

更
し

、
統

一
し

た
も

の
で

あ
る

。
 

 ＊
O

ko
ch

i,
 J

ir
o
, 

T
ai

 T
ak

ah
as

h
i,
 K

iy
o
sh

i 
T

ak
am

u
ku

 a
n
d
 R

eu
b
en

 E
sc

o
rp

iz
o
 (

2
0
13

) 
“
S
ta

gi
n
g 

o
f 

 

ｍ
ｏ
ｂ
ｉｌ
ｉｔ

ｙ
, 

tr
an

sf
er

 a
n
d
 w

al
ki

n
g 

fu
n
ct

io
n
s 

o
f 
el

d
er

ly
 p

er
so

n
s 

b
as

ed
 o

n
 t

h
e 

co
d
es

 o
f 
th

e 
 

In
te

rn
at

io
n
al

 C
la

ss
ifi

ca
ti
o
n
 o

f 
F
u
n
ct

io
n
in

g,
 D

is
ab

ili
ty

 a
n
d
 H

ea
lt
h
, 

B
M

C
 G

er
ia

tr
ic

s,
 V

o
l.
1
3
. 
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3 
 《
各

ア
セ

ス
メ

ン
ト

項
目

の
評

価
方

法
》
 

１
．

医
療

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
 

ケ
ア

プ
ラ

ン
に

お
け

る
医

療
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト
は

、
利

用
者

の
診

断
名

を
記

入
す

る
。

こ
の

際
に

、
老

健

施
設

に
お

け
る

ケ
ア

の
手

間
や

、
利

用
者

の
今

後
の

状
態

に
影

響
す

る
と

考
え

ら
れ

る
疾

患
を

、
特

に
こ

こ
に

記
入

す
る

。
た

と
え

ば
イ

ン
ス

リ
ン

を
使

用
し

て
い

る
糖

尿
病

、
悪

性
腫

瘍
な

ど
が

該
当

す
る

。
認

知

症
も

同
様

で
あ

る
が

、
も

し
わ

か
る

場
合

は
認

知
症

の
タ

イ
プ

（
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

等
）
も

記
入

す
る

。
 

 ２
．

基
本

動
作

※
 

基
本

動
作

に
つ

い
て

は
、

移
動

状
況

で
は

な
く

、
同

じ
場

所
で

行
っ

て
い

る
動

作
に

つ
い

て
評

価
す

る
。

歩
行

状
態

は
、

こ
の

指
標

で
は

評
価

し
て

い
な

い
。

 

な
お

、
視

力
障

害
者

で
、

付
き

添
い

が
必

要
な

場
合

は
、

歩
行

状
態

や
外

出
状

況
に

基
づ

い
て

、
そ

の
ス

テ
ー

ジ
の

行
為

を
行

っ
て

い
る

か
ど

う
か

で
判

断
す

る
。

認
知

症
の

行
動

障
害

へ
の

見
守

り
も

、
歩

行
機

能
に

対
す

る
見

守
り

で
な

け
れ

ば
、

歩
行

動
作

の
み

を
評

価
す

る
。

 

 

※
「
状

態
判

定
」
は

基
本

的
に

上
か

ら
下

に
難

易
度

ス
テ

ー
ジ

（
高

→
低

）
を

設
定

し
て

い
る

。
 

4 
 ＜

基
本

動
作

の
ス

ケ
ー

ル
 

判
定

基
準

＞
 

 【
ス

テ
ー

ジ
５

の
判

断
】
 

一
定

の
時

間
（
３

分
間

程
度

）
つ

か
ま

ら
ず

に
立

位
を

保
っ

て
い

る
場

合
は

、
ス

テ
ー

ジ
５

と
判

断
す

る
。

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
室

な
ど

特
殊

な
状

況
で

、
監

視
下

で
の

み
行

っ
て

い
る

場
合

は
、

ス
テ

ー
ジ

５
と

判

断
せ

ず
、

ス
テ

ー
ジ

４
と

す
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
４

の
判

断
】
 

ス
テ

ー
ジ

４
は

、
立

位
の

保
持

は
行

っ
て

い
な

い
が

、
い

す
と

車
い

す
の

間
や

、
い

す
と

ベ
ッ

ド
の

間
の

移
乗

を
ふ

だ
ん

か
ら

行
っ

て
い

る
場

合
で

あ
る

。
そ

れ
よ

り
も

や
や

難
易

度
の

高
い

立
位

か
ら

ベ
ッ

ド
へ

の
移

乗
を

行
っ

て
い

る
場

合
は

、
立

位
保

持
の

状
態

で
ス

テ
ー

ジ
５

か
ど

う
か

、
で

判
断

す
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
３

の
判

断
】
 

座
位

で
の

移
乗

は
行

っ
て

い
な

い
が

、
背

も
た

れ
が

な
い

状
態

の
座

位
保

持
を

行
っ

て
い

る
場

合
が

ス
テ

ー
ジ

３
で

あ
る

。
い

わ
ゆ

る
端

座
位

で
あ

る
。

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

実
施

時
の

み
、

監
視

下
で

行
え

る

場
合

は
ス

テ
ー

ジ
２

と
判

断
す

る
。

 

【
ス

テ
ー

ジ
２

の
判

断
】
 

端
座

位
も

、
座

位
で

の
移

乗
も

行
え

ず
、

床
上

で
の

寝
返

り
を

行
っ

て
い

る
場

合
が

、
ス

テ
ー

ジ
２

と
な

る
。

円
背

や
亀

背
な

ど
で

、
寝

返
り

が
行

え
な

く
て

も
、

た
と

え
ば

座
位

で
の

移
乗

を
行

っ
て

い
る

場
合

は
、

ス
テ

ー
ジ

４
と

な
る

。
そ

の
他

の
状

態
と

併
せ

て
判

断
を

す
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
１

の
判

断
】
 

寝
返

り
を

ふ
だ

ん
か

ら
行

っ
て

お
ら

ず
、

体
位

変
換

を
他

者
に

頼
っ

て
い

る
場

合
が

ス
テ

ー
ジ

１
で

あ

る
。
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5 
 ３

-
a．

歩
行

・
移

動
※

 

歩
行

・
移

動
に

関
し

て
、

ふ
だ

ん
行

っ
て

い
る

最
も

ス
テ

ー
ジ

の
高

い
活

動
を

選
択

す
る

。
 

ふ
だ

ん
歩

行
や

移
動

の
際

に
使

用
し

て
い

る
補

助
具

が
あ

る
か

ど
う

か
、

事
前

に
知

っ
て

お
く

こ
と

も

必
要

で
あ

る
。

補
助

具
か

ら
使

用
者

の
状

態
を

想
定

し
て

お
く

こ
と

が
で

き
る

た
め

、
調

査
が

容
易

に
な

る
。

 ま
た

、
視

力
障

害
者

で
付

き
添

い
が

必
要

な
場

合
は

、
歩

行
状

態
や

外
出

状
況

に
基

づ
い

て
、

そ
の

ス
テ

ー
ジ

の
行

為
を

行
っ

て
い

る
か

ど
う

か
で

判
断

す
る

。
認

知
症

の
周

辺
症

状
へ

の
見

守
り

も
、

歩
行

機
能

に
対

す
る

見
守

り
で

な
け

れ
ば

、
歩

行
動

作
の

み
を

評
価

す
る

。
 

 

 

 ※
「
状

態
判

定
」
は

基
本

的
に

上
か

ら
下

に
難

易
度

ス
テ

ー
ジ

（
高

→
低

）
を

設
定

し
て

い
る

。
 

6 
 ＜

歩
行

・
移

動
の

ス
ケ

ー
ル

 
判

定
基

準
＞

 

 【
ス

テ
ー

ジ
５

の
判

断
】
 

ふ
だ

ん
か

ら
公

共
交

通
機

関
を

利
用

し
、

外
出

し
て

い
る

場
合

で
あ

る
。

例
外

的
に

、
公

共
交

通
機

関

が
近

く
に

な
い

と
い

う
事

態
が

考
え

ら
れ

る
。

そ
の

よ
う

な
場

合
は

、
階

段
の

昇
り

降
り

に
加

え
て

買
い

物

な
ど

を
自

家
用

車
等

を
用

い
て

行
っ

て
い

る
よ

う
な

場
合

に
、

ス
テ

ー
ジ

５
と

判
断

す
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
４

の
判

断
】
 

１
人

で
公

共
交

通
機

関
に

よ
る

外
出

は
で

き
な

い
け

れ
ど

、
屋

内
の

階
段

で
あ

れ
ば

５
段

程
度

自
分

で
昇

り
降

り
を

、
ふ

だ
ん

か
ら

行
っ

て
い

る
場

合
が

該
当

す
る

。
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

実
施

時
な

ど
で

一
時

的
に

、
階

段
昇

降
を

監
視

下
で

行
っ

て
い

る
よ

う
な

場
合

は
、

こ
れ

に
は

該
当

し
な

い
。

 

【
ス

テ
ー

ジ
３

の
判

断
】
 

ス
テ

ー
ジ

３
は

、
階

段
は

昇
れ

な
い

が
、

屋
内

平
面

は
杖

や
装

具
を

使
用

し
て

で
も

歩
い

て
い

る
場

合

で
あ

る
。

判
断

に
困

る
の

は
、

施
設

内
の

手
す

り
で

あ
る

。
こ

こ
で

は
、

“
施

設
内

の
手

す
り

は
用

い
ず

に
”

歩
い

て
い

る
場

合
と

し
て

い
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
２

の
判

定
】
 

安
定

し
た

歩
行

は
行

っ
て

い
な

い
け

れ
ど

も
、

車
い

す
、

歩
行

器
、

手
す

り
な

ど
の

す
べ

て
の

補
助

手
段

を
用

い
て

屋
内

平
面

の
移

動
を

行
っ

て
い

る
場

合
を

、
ス

テ
ー

ジ
２
と

判
断

す
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
１

の
判

定
】
 

車
い

す
や

、
そ

の
他

の
移

動
手

段
を

使
っ

て
も

、
自

分
で

ふ
だ

ん
か

ら
施

設
内

の
平

面
の

移
動

を
行

っ
て

い
な

い
場

合
は

、
ス

テ
ー

ジ
１

と
判

断
す

る
。

 

 

３
-
b
．

移
動

手
段

 
移

動
手

段
に

つ
い

て
は

、
下

記
の

項
目

の
使

用
の

有
無

で
評

価
す

る
。

 

  

 
な

し
 

あ
り

 

Ｔ
字

杖
の

利
用

 
0

 
1

 

装
具

（
短

下
肢

装
具

等
）

 
0

 
1

 

歩
行

器
（

ウ
ォ

ー
カ

ー
、

シ
ニ

ア
カ

ー
等

）
の

利
用

 
0

 
1

 

し
が

み
つ

き
歩

行
器

の
利

用
（

サ
ー

ク
ル

歩
行

）
 

0
 

1
 

車
椅

子
の

利
用

 
0

 
1

 

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
式

車
椅

子
の

利
用

 
0

 
1

 

介
助

者
や

付
き

添
い

の
必

要
 

0
 

1
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7 
 ４

-
a．

認
知

機
能

～
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

（
見

当
識

）
※
 

こ
の

項
目

で
は

、
「
で

き
る

か
ど

う
か

」
に

焦
点

を
当

て
て

判
断

し
て

欲
し

い
。

な
ぜ

な
ら

、
見

当
識

は
、

ふ
だ

ん
の

生
活

で
は

あ
ま

り
明

ら
か

と
な

ら
な

い
活

動
内

容
に

つ
い

て
調

査
し

て
い

る
た

め
で

あ
る

。
 

こ
こ

で
は

、
利

用
者

が
ど

の
程

度
の

見
当

識
を

保
っ

て
い

る
か

、
よ

り
上

の
ス

テ
ー

ジ
か

ら
確

認
す

る
。

こ
の

評
価

で
は

、
よ

り
高

い
ス

テ
ー

ジ
の

設
問

と
、

下
位

の
設

問
の

回
答

は
で

き
て

も
、

真
ん

中
が

回
答

で
き

な
い

と
い

う
場

合
が

あ
る

。
そ

の
場

合
は

、
よ

り
上

位
の

ス
テ

ー
ジ

と
し

て
判

断
す

る
。

そ
の

う
え

で
、

特
記

事
項

に
、

そ
の

状
況

を
記

入
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

な
お

、
以

下
は

、
認

知
機

能
の

項
目

全
体

に
共

通
す

る
注

意
点

で
あ

る
。

 

・
 

せ
ん

妄
な

ど
に

よ
り

、
時

間
に

よ
っ

て
意

識
障

害
が

変
動

す
る

よ
う

な
場

合
は

、
意

識
状

態
が

良
好

な
時

間
の

状
態

を
基

本
と

し
て

判
断

し
、

特
記

事
項

に
意

識
状

態
の

変
化

が
あ

る
旨

を
記

入
す

る
。

 

・
 

聴
覚

障
害

や
運

動
失

語
な

ど
で

、
言

葉
は

理
解

す
る

が
表

現
で

き
な

い
場

合
は

、
言

葉
以

外
の

表
出

に
よ

っ
て

判
断

し
て

も
か

ま
わ

な
い

。
 

・ 
感

覚
失

語
な

ど
で

、
言

葉
を

理
解

し
て

い
な

い
場

合
は

「で
き

な
い

（わ
か

ら
な

い
）」

と
判

断
す

る
。

 

 

※
「
状

態
判

定
」
は

基
本

的
に

上
か

ら
下

に
難

易
度

ス
テ

ー
ジ

（
高

→
低

）
を

設
定

し
て

い
る

。
 

8 
 ＜

認
知

機
能

～
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

（
見

当
識

）
の

ス
ケ

ー
ル

 
判

定
基

準
＞

 

 【
ス

テ
ー

ジ
５

の
判

断
】
 

年
月

日
が

プ
ラ

ス
マ

イ
ナ

ス
１

日
の

誤
差

で
わ

か
っ

て
い

る
か

ど
う

か
確

認
す

る
。

日
に

よ
っ

て
、

わ
か

っ
た

り
わ

か
ら

な
か

っ
た

り
す

る
場

合
は

、
わ

か
る

と
判

断
し

て
か

ま
わ

な
い

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
４

の
判

断
】
 

年
月

日
が

わ
か

ら
な

い
場

合
、

現
在

い
る

場
所

の
種

類
が

わ
か

る
か

ど
う

か
で

判
断

す
る

。
た

と
え

ば
、

自
宅

か
、

老
健

施
設

か
、

病
院

か
の

３
つ

の
選

択
肢

を
与

え
て

、
正

確
で

あ
れ

ば
わ

か
る

と
判

断
す

る
。

 

【
ス

テ
ー

ジ
３

の
判

断
】
 

場
所

の
種

類
が

わ
か

ら
な

い
場

合
、

目
の

前
で

こ
の

調
査

を
行

っ
た

り
、

世
話

を
し

て
い

る
人

が
、

家

族
か

、
施

設
の

職
員

か
、

あ
る

い
は

友
人

か
が

わ
か

る
か

ど
う

か
で

あ
る

。
家

族
、

施
設

職
員

、
友

人
の

３

つ
の

選
択

肢
を

与
え

て
、

正
確

で
あ

れ
ば

わ
か

る
と

判
断

す
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
２

の
判

断
】
 

目
の

前
の

人
が

誰
か

わ
か

ら
な

い
場

合
、

自
分

の
名

前
が

言
え

る
か

ど
う

か
を

判
断

す
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
１

の
判

断
】
 

自
分

の
名

前
が

言
え

な
い

場
合

が
該

当
す

る
。
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9 
 ４

-
b
．

 
認

知
機

能
～

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
※

 

こ
の

項
目

は
、

日
常

的
な

周
囲

の
人

と
の

対
応

を
ふ

だ
ん

か
ら

「
行

っ
て

い
る

か
ど

う
か

」
、

行
っ

て
い

る

場
合

は
、

そ
の

際
の

言
語

活
動

の
状

態
な

ど
を

も
と

に
判

断
す

る
。

 

感
覚

失
語

な
ど

で
、

言
葉

を
理

解
し

て
い

な
い

場
合

は
ス

テ
ー

ジ
１

、
視

覚
障

害
に

よ
り

、
書

き
言

葉

が
理

解
で

き
な

い
が

複
雑

な
人

間
関

係
の

理
解

保
持

が
で

き
る

場
合

は
ス

テ
ー

ジ
５

と
判

断
す

る
。

も
し

、

複
雑

な
人

間
関

係
の

理
解

が
で

き
な

い
場

合
は

、
日

常
会

話
の

状
態

に
つ

い
て

判
断

す
る

。
 

 

 

 ※
「
状

態
判

定
」
は

基
本

的
に

上
か

ら
下

に
難

易
度

ス
テ

ー
ジ

（
高

→
低

）
を

設
定

し
て

い
る

。
 

10
 

 ＜
認

知
機

能
～

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

ス
ケ

ー
ル

 
判

定
基

準
＞

 

 【
ス

テ
ー

ジ
５

の
判

断
】
 

施
設

内
で

、
他

の
利

用
者

や
、

介
護

職
員

、
医

師
な

ど
と

、
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

を
理

解
し

、
感

情
や

衝

動
を

抑
え

、
ト
ラ

ブ
ル

を
起

こ
さ

ず
生

活
で

き
て

い
る

場
合

を
、

ス
テ

ー
ジ

５
と

す
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
４

の
判

断
】
 

新
聞

や
本

な
ど

は
も

ち
ろ

ん
、

壁
に

張
り

出
し

て
あ

る
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
や

、
各

種
の

案
内

等
を

理
解

し
て

い
る

か
ど

う
か

に
基

づ
い

て
判

断
す

る
。

 

【
ス

テ
ー

ジ
３

の
判

断
】
 

ふ
だ

ん
か

ら
、

簡
単

な
日

常
会

話
を

、
職

員
あ

る
い

は
他

の
利

用
者

と
行

っ
て

い
る

か
ど

う
か

に
基

づ

い
て

判
断

す
る

。
話

を
聞

く
だ

け
で

は
な

く
、

自
ら

も
話

を
し

て
い

る
場

合
が

、
ス

テ
ー

ジ
３

で
あ

る
。

 

【
ス

テ
ー

ジ
２

の
判

断
】
 

ふ
だ

ん
会

話
は

成
立

し
な

い
が

、
職

員
や

他
の

利
用

者
の

話
は

理
解

し
て

い
る

場
合

は
、

ス
テ

ー
ジ

２

と
判

断
す

る
。

 

【
ス

テ
ー

ジ
１

の
判

断
】
 

話
し

言
葉

の
理

解
が

で
き

な
い

場
合

が
該

当
す

る
。

感
覚

失
語

等
で

言
語

が
理

解
で

き
な

い
場

合
も

、

こ
の

ス
テ

ー
ジ

に
な

る
。
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11
 

 ４
-
c
．

認
知

機
能

～
精

神
活

動
※

 

こ
の

項
目

も
、

見
当

識
と

同
様

、
「
で

き
る

か
ど

う
か

」
で

判
断

す
る

。
こ

の
精

神
活

動
も

、
ふ

だ
ん

日
常

で
は

あ
ま

り
明

ら
か

と
な

ら
な

い
活

動
内

容
に

つ
い

て
調

査
し

て
い

る
た

め
で

あ
る

。
 

 

 

  ※
「
状

態
判

定
」
は

基
本

的
に

上
か

ら
下

に
難

易
度

ス
テ

ー
ジ

（
高

→
低

）
を

設
定

し
て

い
る

。
 

12
 

 ＜
認

知
機

能
～

精
神

活
動

の
ス

ケ
ー

ル
 

判
定

基
準

＞
 

 【
ス

テ
ー

ジ
５

の
判

断
】
 

た
と

え
ば

入
浴

や
食

事
、

リ
ハ

ビ
リ

の
時

刻
に

な
る

と
、

自
ら

そ
の

準
備

を
す

る
な

ど
、

ふ
だ

ん
か

ら
時

間
を

理
解

し
て

、
管

理
が

で
き

て
い

る
か

ど
う

か
に

基
づ

い
て

判
断

す
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
４

の
判

断
】
 

時
間

管
理

が
で

き
な

い
場

合
に

、
単

純
な

加
算

が
で

き
る

か
ど

う
か

、
約

７
割

程
度

正
解

で
き

れ
ば

、

で
き

る
と

す
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
３

の
判

断
】
 

簡
単

な
算

術
計

算
が

で
き

な
い

場
合

、
長

期
記

憶
に

つ
い

て
聞

き
取

り
を

行
う

。
た

と
え

ば
、

最
終

学

歴
や

、
結

婚
な

ど
数

十
年

前
に

起
き

た
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
に

つ
い

て
、

ス
ム

ー
ス

に
記

憶
を

再
生

す
る

こ

と
が

で
き

る
よ

う
で

あ
れ

ば
、

ス
テ

ー
ジ

３
と

判
断

す
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
２

の
判

断
】
 

過
去

の
自

伝
的

な
記

憶
に

つ
い

て
、

正
し

く
再

生
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

場
合

、
意

識
混

濁
が

あ
る

か

ど
う

か
に

基
づ

い
て

判
断

す
る

。
せ

ん
妄

等
で

一
時

的
な

意
識

混
濁

が
あ

る
か

ど
う

か
は

、
こ

こ
で

は
判

断
せ

ず
、

通
常

の
利

用
者

の
状

態
で

判
断

す
る

こ
と

と
す

る
。

 

【
ス

テ
ー

ジ
１

の
判

断
】
：
 

ス
テ

ー
ジ

１
の

場
合

、
せ

ん
妄

や
重

度
の

認
知

症
の

た
め

、
意

識
混

濁
が

あ
る

場
合

を
含

む
。

 

 

４
-
d
．

周
辺

症
状

 

周
辺

症
状

は
、

以
下

の
２

群
に

分
け

、
「
あ

り
」
・
「
な

し
」
で

評
価

す
る

。
 

Ａ
群

は
、

比
較

的
激

し
い

周
辺

症
状

で
あ

る
。

い
わ

ゆ
る

陽
性

症
状

と
い

っ
て

も
よ

い
。

Ｂ
群

は
比

較

的
静

か
な

周
辺

症
状

で
あ

る
。

陰
性

症
状

と
い

っ
て

も
よ

い
。

こ
の

う
ち

Ｂ
群

の
合

計
点

数
は

、
長

谷
川

式

な
ど

短
期

記
憶

を
中

心
と

し
た

ア
セ

ス
メ

ン
ト
ス

ケ
ー

ル
と

、
比

較
的

よ
い

相
関

が
あ

る
こ

と
が

わ
か

っ
て

い

る
。

 

 
 

な
し

 
あ

り
 

Ａ
群

 
世

話
を

拒
否

す
る

 
0

 
1

 

不
適

切
に

泣
い

た
り

笑
っ

た
り

す
る

 
0

 
1

 

興
奮

し
て

手
足

を
動

か
す

 
0

 
1

 

理
由

な
く

金
切

り
声

を
あ

げ
る

 
0

 
1

 

衣
服

や
器

物
を

破
壊

す
る

 
0

 
1

 

食
物

を
投

げ
る

 
0

 
1

 

Ｂ
群

 
食

べ
過

ぎ
る

 
 

0
 

1
 

タ
ン

ス
の

中
身

を
全

部
出

す
 

 
0

 
1

 

日
中

屋
外

や
屋

内
を

う
ろ

つ
き

ま
わ

る
 

0
 

1
 

昼
間

、
寝

て
ば

か
り

い
る

 
0

 
1

 

同
じ

こ
と

を
何

度
も

聞
く

 
0

 
1

 

尿
失

禁
す

る
 

0
 

1
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13
 

 ５
-
a．

食
事

～
嚥

下
機

能
※

 

食
事

に
つ

い
て

は
、

「
嚥

下
機

能
」
と

「
食

事
動

作
」
の

２
つ

に
分

け
て

判
断

す
る

。
状

態
が

日
に

よ
っ

て
異

な
る

場
合

は
、

そ
の

中
で

も
よ

り
よ

い
状

態
を

基
本

と
し

て
判

断
す

る
。

 

 

 

  ※
「
状

態
判

定
」
は

基
本

的
に

上
か

ら
下

に
難

易
度

ス
テ

ー
ジ

（
高

→
低

）
を

設
定

し
て

い
る

。
 

14
 

 ＜
食

事
～

嚥
下

機
能

の
ス

ケ
ー

ル
 

判
断

基
準

＞
 

 【
ス

テ
ー

ジ
５

の
判

断
】
 

固
め

の
食

事
（
肉

な
ど

）
を

含
む

普
通

の
食

事
を

、
噛

ん
で

食
べ

て
い

る
か

ど
う

か
を

判
断

す
る

。
義

歯

（
入

れ
歯

）
の

使
用

の
有

無
は

問
わ

な
い

。
も

し
、

義
歯

が
破

損
し

て
い

て
、

最
近

は
咬

断
を

行
っ

て
い

な

い
の

で
あ

れ
ば

、
こ

の
項

目
は

「
行

っ
て

い
な

い
」
と

判
断

し
、

よ
り

下
位

の
ス

テ
ー

ジ
を

選
択

す
る

こ
と

に

な
る

。
ＩＣ

Ｆ
で

は
、

「
前

歯
で

食
物

を
噛

み
切

る
機

能
」
の

こ
と

を
示

し
て

い
る

が
、

こ
こ

で
は

、
特

に
固

め

の
食

べ
物

を
噛

み
切

る
こ

と
を

判
断

基
準

と
し

て
い

る
。

 

 【
ス

テ
ー

ジ
４

の
判

断
】
 

ス
ト
ロ

ー
、

吸
い

飲
み

等
を

使
用

し
て

水
分

・
流

動
物

を
む

せ
ず

に
飲

む
こ

と
を

、
ふ

だ
ん

か
ら

行
っ

て

い
る

か
ど

う
か

で
判

断
す

る
。

も
し

、
固

い
も

の
は

噛
み

切
れ

な
い

け
れ

ど
、

や
わ

ら
か

い
も

の
を

口
の

中

で
粉

砕
で

き
、

か
つ

吸
引

が
で

き
る

よ
う

な
場

合
は

ス
テ

ー
ジ

４
と

な
る

。
 

 【
ス

テ
ー

ジ
３

の
判

断
】
 

咬
断

や
吸

引
は

で
き

な
い

け
れ

ど
、

口
の

中
に

十
分

や
わ

ら
か

い
食

べ
物

を
入

れ
れ

ば
、

飲
み

込
み

を
行

う
場

合
が

ス
テ

ー
ジ

３
で

あ
る

。
ＩＣ

Ｆ
で

は
、

歯
と

舌
に

よ
っ

て
食

べ
物

を
口

の
中

で
扱

う
機

能
を

示

し
て

い
る

が
、

こ
こ

で
は

、
口

腔
内

に
食

べ
物

を
溜

め
込

ま
ず

、
嚥

下
を

行
っ

て
い

る
か

ど
う

か
で

判
断

す

る
。

も
し

水
分

や
と

ろ
み

が
つ

い
た

食
事

の
み

嚥
下

を
行

っ
て

い
る

場
合

は
、

ス
テ

ー
ジ

２
と

判
断

す
る

。
 

 【
ス

テ
ー

ジ
２

の
判

断
】
 

や
わ

ら
か

い
も

の
の

み
、

口
腔

内
に

食
べ

物
を

溜
め

込
ま

ず
、

嚥
下

を
行

っ
て

い
る

か
ど

う
か

で
判

断

す
る

。
嚥

下
食

で
あ

れ
ば

飲
み

込
み

が
で

き
る

場
合

は
、

ス
テ

ー
ジ

２
と

判
断

す
る

。
 

 【
ス

テ
ー

ジ
１

の
判

断
】
 

や
わ

ら
か

い
も

の
で

あ
っ

て
も

（
た

と
え

ば
嚥

下
食

）
飲

み
込

み
が

で
き

ず
、

ふ
だ

ん
か

ら
行

っ
て

い
な

い
場

合
、

あ
る

い
は

、
誤

嚥
の

危
険

性
が

高
く

嚥
下

を
お

こ
な

っ
て

い
な

い
場

合
は

、
ス

テ
ー

ジ
１

と
判

断

す
る

。
胃

ろ
う
の

使
用

は
、

ス
テ

ー
ジ

１
と

判
断

す
る

。
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15
 

 ５
－

b
．

食
事

～
食

事
動

作
お

よ
び

食
事

介
助

※
 

食
べ

る
と

き
に

、
ど

の
程

度
の

動
作

を
自

分
で

行
っ

て
い

る
か

、
あ

る
い

は
、

食
べ

る
動

作
を

行
っ

て
い

る
際

に
ど

れ
ほ

ど
介

助
が

行
わ

れ
て

い
る

か
ど

う
か

を
観

察
し

、
判

断
す

る
。

 

 

 ※
「
状

態
判

定
」
は

基
本

的
に

上
か

ら
下

に
難

易
度

ス
テ

ー
ジ

（
高

→
低

）
を

設
定

し
て

い
る

。
 

16
 

 ＜
食

事
～

食
事

動
作

お
よ

び
食

事
介

助
の

ス
ケ

ー
ル

 
判

定
基

準
＞

 

 【
ス

テ
ー

ジ
５

の
判

断
】
 

ス
テ

ー
ジ

５
は

、
提

供
さ

れ
た

食
べ

物
を

箸
や

フ
ォ

ー
ク

、
ス

プ
ー

ン
、

ナ
イ

フ
等

を
使

用
し

て
、

上
手

に
食

べ
て

い
る

か
ど

う
か

で
判

断
す

る
。

食
べ

こ
ぼ

し
等

が
あ

っ
た

り
、

食
べ

物
を

小
さ

く
加

工
し

た
り

工

夫
を

し
て

食
べ

て
い

る
場

合
は

、
ス

テ
ー

ジ
５

未
満

の
い

ず
れ

か
と

し
て

判
断

す
る

。
も

し
、

食
べ

こ
ぼ

し

等
が

あ
り

、
ふ

だ
ん

か
ら

介
助

に
よ

り
周

囲
を

き
れ

い
に

保
っ

て
い

る
よ

う
な

場
合

は
、

ス
テ

ー
ジ

４
と

判
断

す
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
４

の
判

断
】
 

提
供

さ
れ

た
食

べ
物

を
、

食
べ

こ
ぼ

し
等

は
あ

る
が

、
な

ん
と

か
自

分
で

食
べ

て
い

る
場

合
は

、
ス

テ

ー
ジ

４
と

判
断

す
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
３

の
判

断
】
 

食
事

の
際

、
本

人
の

姿
勢

や
食

べ
物

の
位

置
の

調
整

な
ど

が
必

要
か

ど
う

か
で

判
断

す
る

。
皿

の
位

置
の

工
夫

や
、

特
別

な
補

助
具

の
準

備
な

ど
の

特
別

な
セ

ッ
テ

ィ
ン

グ
を

行
わ

な
く

て
も

食
べ

て
い

る
場

合
は

、
ス

テ
ー

ジ
４

以
上

と
判

断
し

、
そ

れ
以

外
は

食
べ

こ
ぼ

し
の

状
態

な
ど

で
判

断
す

る
。

も
し

、
特

別

な
セ

ッ
テ

ィ
ン

グ
（
皿

の
位

置
の

工
夫

や
、

特
別

な
補

助
具

の
準

備
な

ど
）
を

行
っ

て
食

べ
て

い
る

場
合

は
、

ス
テ

ー
ジ

３
と

判
断

す
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
２

の
判

断
】
 

食
事

の
準

備
だ

け
で

な
く

、
食

べ
る

動
作

に
も

介
助

を
行

っ
て

い
る

場
合

は
、

ス
テ

ー
ジ

２
で

あ
る

。
食

事
途

中
か

ら
の

介
助

を
含

む
。

 

【
ス

テ
ー

ジ
１

の
判

断
】
 

食
事

の
動

作
に

対
す

る
直

接
介

助
を

行
っ

て
も

食
べ

る
こ

と
が

で
き

な
い

場
合

は
、

ス
テ

ー
ジ

１
と

判

断
す

る
。

 

 

５
－

c
．

食
事

形
態

 

現
在

の
食

事
形

態
に

つ
い

て
情

報
を

収
集

し
て

お
き

、
特

記
事

項
に

記
入

す
る

。
こ

う
す

れ
ば

栄
養

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
に

も
有

効
で

あ
る

。
 

 
記

入
例

 

現
在

の
主

食
形

態
 

１
．

米
飯

 
２

．
軟

飯
 
３

．
全

粥
 
４

．
７

分
粥

—
重

湯
 
５

．
そ

の
他

（
 
 
 
 
）

 

現
在

の
副

食
形

態
 

１
．

常
菜

 
２

．
軟

菜
 
３

．
き

ざ
み

 
４

．
ミ

キ
サ

ー
 
５

．
ペ

ー
ス

ト
・

ム
ー

ス
 

６
．

そ
の

他
（

 
 
 
 
  

 
  

）
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 ６
-
a．

排
泄

の
動

作
※

 

排
泄

機
能

は
、

排
泄

の
動

作
、

用
い

て
い

る
器

具
お

よ
び

尿
意

・
便

意
を

評
価

す
る

。
排

泄
に

つ
い

て

は
、

尿
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

を
中

心
に

聞
き

取
り

を
行

う
。

こ
れ

は
、

排
尿

の
頻

度
が

排
便

の
頻

度
よ

り
多

い

た
め

で
あ

る
。

排
便

に
つ

い
て

、
何

か
特

記
す

べ
き

こ
と

が
あ

れ
ば

、
特

記
事

項
に

記
入

す
る

。
た

ま
に

失
敗

す
る

よ
う

な
場

合
は

、
ふ

だ
ん

の
生

活
で

よ
り

よ
い

ス
テ

ー
ジ

を
基

本
と

し
て

判
断

す
る

。
 

 

 

  ※
「
状

態
判

定
」
は

基
本

的
に

上
か

ら
下

に
難

易
度

ス
テ

ー
ジ

（
高

→
低

）
を

設
定

し
て

い
る

。
 

18
 

 ＜
排

泄
の

動
作

の
ス

ケ
ー

ル
 

判
定

基
準

＞
 

 【
ス

テ
ー

ジ
５

の
判

断
】
 

排
尿

後
の

後
始

末
も

含
め

て
、

排
尿

動
作

が
自

立
し

て
い

る
場

合
、

ス
テ

ー
ジ

５
と

判
断

す
る

。
判

断

基
準

は
、

排
尿

後
に

、
拭

く
、

水
洗

を
流

す
等

の
後

始
末

を
行

っ
て

い
る

場
合

で
あ

る
。

 

【
ス

テ
ー

ジ
４

の
判

断
】
 

ス
テ

ー
ジ

４
は

尿
意

の
意

識
に

対
応

し
て

ト
イ

レ
に

行
き

、
自

分
で

ズ
ボ

ン
の

上
げ

下
ろ

し
ま

で
行

っ
て

い
る

か
ど

う
か

を
判

断
す

る
。

こ
の

前
提

は
、

次
の

ス
テ

ー
ジ

の
洋

式
ト
イ

レ
へ

の
移

乗
を

行
っ

て
い

る
こ

と

が
前

提
に

な
る

場
合

が
多

い
が

、
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
を

押
し

介
助

者
が

ト
イ

レ
ま

で
連

れ
て

い
け

ば
、

そ
の

後
は

介
助

な
し

に
ズ

ボ
ン

の
上

げ
下

ろ
し

を
行

っ
て

い
る

場
合

は
、

ス
テ

ー
ジ

４
と

判
断

す
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
３

の
判

断
】
 

ス
テ

ー
ジ

３
は

、
洋

式
便

所
へ

の
移

乗
は

自
立

し
て

い
る

場
合

が
含

ま
れ

る
。

も
し

、
ト
イ

レ
ま

で
の

移

動
は

介
助

が
必

要
で

あ
っ

て
も

、
ト
イ

レ
内

で
の

移
乗

を
自

分
で

行
っ

て
い

る
場

合
が

該
当

す
る

。
在

宅

で
調

査
さ

れ
る

場
合

、
洋

式
ト
イ

レ
が

な
く

和
式

ト
イ

レ
の

み
で

あ
り

、
こ

の
活

動
を

行
っ

て
い

な
い

場
合

は
、

行
っ

て
い

な
い

と
判

断
す

る
。

そ
の

際
に

ズ
ボ

ン
の

上
げ

下
ろ

し
等

を
自

分
で

行
っ

て
い

る
場

合
は

、
ス

テ
ー

ジ
４

と
な

る
。

 

【
ス

テ
ー

ジ
２

の
判

断
】
 

洋
式

便
所

へ
の

移
乗

に
、

介
助

を
要

す
る

場
合

で
あ

る
。

ト
イ

レ
内

の
移

動
の

際
、

姿
勢

の
保

持
を

自

分
で

行
っ

て
い

な
い

よ
う

な
場

合
は

、
ス

テ
ー

ジ
２

と
な

る
。

ま
た

、
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
を

含
め

て
移

乗
が

で
き

ず
、

洋
式

ト
イ

レ
（
ポ

ー
タ

ブ
ル

を
含

む
）
を

利
用

し
て

い
な

い
場

合
は

、
行

っ
て

い
な

い
と

判
断

す

る
。

 

【
ス

テ
ー

ジ
１

の
判

断
】
 

床
上

で
の

排
泄

に
お

い
て

、
尿

閉
（
膀

胱
瘻

を
含

む
）
や

医
療

的
な

身
体

管
理

の
た

め
に

、
膀

胱
等

へ
の

カ
テ

ー
テ

ル
を

使
用

し
て

い
る

場
合

、
人

工
肛

門
や

お
む

つ
を

使
用

し
て

い
る

場
合

は
、

ス
テ

ー
ジ

１
に

該
当

す
る

。
 

 ６
-
b
．

補
助

具
・
器

具
の

使
用

状
況

と
、

尿
意

の
意

識
 

排
泄

に
関

す
る

ア
セ

ス
メ

ン
ト
は

、
人

の
尊

厳
に

関
る

こ
と

で
も

あ
る

た
め

、
利

用
者

の
気

持
ち

に
配

慮

し
、

慎
重

に
行

い
た

い
。

以
下

の
項

目
に

つ
い

て
、

「
な

し
」
・
「
あ

り
」
で

判
断

す
る

。
 

 

 
な

し
 

あ
り

 

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

の
使

用
 

0
 

1
 

尿
力

テ
ー

テ
ル

の
利

用
 

0
 

1
 

人
工

肛
門

の
使

用
 

0
 

1
 

お
む

つ
の

使
用

 
0

 
1

 

尿
意

を
意

識
す

る
こ

と
が

で
き

る
か

 
0

 
1

 

便
意

を
意

識
す

る
こ

と
が

で
き

る
か

 
0

 
1
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７
-
a．

入
浴

動
作

※
 

入
浴

に
つ

い
て

は
、

「
入

浴
動

作
」
と

「
入

浴
手

段
」
を

分
け

て
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

行
う

。
ふ

だ
ん

の
状

態

に
基

づ
い

て
判

断
す

る
。

も
し

、
転

倒
等

の
危

険
を

理
由

に
、

ふ
だ

ん
か

ら
浴

槽
に

出
入

り
を

さ
せ

て
い

な
い

場
合

は
、

行
っ

て
い

な
い

と
判

断
す

る
。

ＩＣ
Ｆ

に
は

入
浴

に
関

連
し

た
項

目
と

し
て

、
「
活

動
と

参
加

（
Ａ

/
Ｐ

）
」
に

「
体

の
一

部
を

洗
う

こ
と

」
、

「
全

身
を

洗
う

こ
と

」
、

「
身

体
を

拭
き

乾
か

す
こ

と
」
の

３
つ

の
コ

ー

ド
が

あ
る

。
し

か
し

、
老

健
施

設
や

在
宅

介
護

で
は

、
そ

れ
ら

を
同

様
に

区
分

す
る

よ
り

は
、

入
浴

動
作

を

ど
の

程
度

行
っ

て
い

る
か

、
と

い
う

こ
と

の
情

報
共

有
を

行
う

ほ
う

が
メ

リ
ッ

ト
が

大
き

い
と

判
断

し
た

。
こ

の

内
容

は
、

一
部

「
基

本
動

作
」
と

重
複

し
て

い
る

。
 

 

※
「
状

態
判

定
」
は

基
本

的
に

上
か

ら
下

に
難

易
度

ス
テ

ー
ジ

（
高

→
低

）
を

設
定

し
て

い
る

。
 

20
 

 ＜
入

浴
動

作
の

ス
ケ

ー
ル

 
判

定
基

準
＞

 

 【
ス

テ
ー

ジ
５

の
判

断
】
 

ふ
だ

ん
使

用
し

て
い

る
浴

槽
で

、
洗

身
を

含
め

入
浴

動
作

全
般

を
行

っ
て

い
る

場
合

を
、

ス
テ

ー
ジ

５

と
す

る
。

 

【
ス

テ
ー

ジ
４

の
判

断
】
 

日
ご

ろ
の

入
浴

は
な

ん
と

か
自

分
で

行
っ

て
い

る
が

、
不

十
分

で
あ

る
こ

と
が

認
識

さ
れ

て
い

る
場

合

で
あ

る
。

ふ
だ

ん
１

人
で

シ
ャ

ワ
ー

の
み

し
か

使
用

し
て

い
な

い
場

合
で

、
か

つ
洗

浄
が

不
十

分
で

あ
る

場
合

が
該

当
す

る
。

地
域

性
な

ど
か

ら
入

浴
を

行
わ

な
い

場
合

は
、

洗
い

残
し

の
程

度
か

ら
判

断
す

る
こ

と
に

な
る

。
見

守
り

の
み

の
援

助
が

行
わ

れ
て

い
る

よ
う

な
場

合
は

、
ス

テ
ー

ジ
４

で
あ

る
。

 

【
ス

テ
ー

ジ
３

の
判

断
】
 

浴
室

内
で

の
坐

位
保

持
は

安
定

し
て

い
る

が
、

見
守

り
・
指

示
・
手

を
添

え
る

・
洗

身
の

不
十

分
な

と
こ

ろ
を

手
伝

う
程

度
の

第
三

者
の

援
助

で
入

浴
し

て
い

る
場

合
で

あ
る

。
ス

テ
ー

ジ
４

と
の

違
い

は
、

ス
テ

ー

ジ
４

が
ふ

だ
ん

か
ら

自
分

で
行

っ
て

い
る

場
合

で
、

ス
テ

ー
ジ

３
は

ふ
だ

ん
か

ら
介

助
が

な
さ

れ
て

い
る

場

合
で

あ
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
２

の
判

断
】
 

ス
テ

ー
ジ

３
と

比
較

し
て

、
浴

室
内

で
座

位
保

持
を

行
っ

て
い

な
い

場
合

が
、

ス
テ

ー
ジ

２
と

な
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
１

の
判

断
】
 

ス
テ

ー
ジ

１
は

、
入

浴
を

行
っ

て
い

な
い

場
合

で
あ

る
。

 

 ７
-
b
．

入
浴

手
段

 

下
記

の
項

目
か

ら
該

当
す

る
入

浴
手

段
を

確
認

す
る

。
 

 

１
．

一
般

浴
 

２
．

介
助

浴
 

３
．

座
っ

て
の

機
械

浴
 

４
．

臥
位

で
の

機
械

浴
（

特
殊

浴
）
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 ８
-
a．

整
容

～
口

腔
ケ

ア
※

 

整
容

に
つ

い
て

は
、

「
口

腔
ケ

ア
」
、

「
整

容
」
、

「
衣

服
の

着
脱

」
を

分
け

て
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

行
う

。
こ

の

内
容

は
、

一
部

「
基

本
動

作
」
と

重
複

し
て

い
る

。
ま

た
、

視
力

障
害

等
で

、
セ

ッ
テ

ィ
ン

グ
や

誘
導

が
必

要
な

場
合

は
、

自
分

で
そ

の
ス

テ
ー

ジ
の

行
為

を
行

っ
て

い
る

か
ど

う
か

で
判

断
す

る
。

 

「
口

腔
ケ

ア
」
の

ス
ケ

ー
ル

で
は

、
ふ

だ
ん

行
っ

て
い

る
最

も
ス

テ
ー

ジ
の

高
い

活
動

を
選

択
す

る
。

 

 

 

 ※
「
状

態
判

定
」
は

基
本

的
に

上
か

ら
下

に
難

易
度

ス
テ

ー
ジ

（
高

→
低

）
を

設
定

し
て

い
る

。
 

22
 

 ＜
整

容
～

口
腔

ケ
ア

の
ス

ケ
ー

ル
 

判
定

基
準

＞
 

 【
ス

テ
ー

ジ
５

の
判

断
】
 

ふ
だ

ん
か

ら
口

唇
の

乾
燥

を
防

ぐ
こ

と
や

、
義

歯
の

手
入

れ
な

ど
、

口
腔

ケ
ア

に
つ

い
て

は
自

分
で

行

っ
て

い
る

場
合

に
、

ス
テ

ー
ジ

５
と

判
断

す
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
４

の
判

断
】
 

口
唇

の
乾

燥
を

防
ぐ

こ
と

や
義

歯
の

手
入

れ
な

ど
の

口
腔

ケ
ア

は
自

分
で

は
行

っ
て

い
な

い
け

れ
ど

、

歯
み

が
き

は
ふ

だ
ん

か
ら

自
分

で
行

っ
て

い
る

場
合

が
該

当
す

る
。

上
肢

の
麻

痺
な

ど
が

あ
り

自
分

で
行

っ
て

い
な

い
場

合
は

、
ス

テ
ー

ジ
３

以
下

と
な

る
。

総
義

歯
の

場
合

は
、

総
義

歯
の

手
入

れ
を

自
分

で
行

っ
て

い
れ

ば
ス

テ
ー

ジ
５

、
行

っ
て

い
な

い
場

合
は

ス
テ

ー
ジ

３
、

そ
の

他
、

う
が

い
の

状
態

で
ス

テ
ー

ジ
２

、

ま
た

は
１

と
判

断
す

る
。

 

【
ス

テ
ー

ジ
３

の
判

断
】
 

ス
テ

ー
ジ

３
は

、
ふ

だ
ん

か
ら

自
分

で
セ

ッ
テ

ィ
ン

グ
し

て
歯

を
磨

く
こ

と
は

行
っ

て
い

な
い

け
れ

ど
、

セ

ッ
テ

ィ
ン

グ
を

す
れ

ば
、

自
分

で
歯

み
が

き
を

行
っ

て
い

る
場

合
が

該
当

す
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
２

の
判

断
】
 

歯
み

が
き

の
セ

ッ
テ

ィ
ン

グ
を

し
て

も
、

自
分

で
は

歯
み

が
き

を
行

っ
て

い
な

い
け

れ
ど

も
、

「
う

が
い

」

の
よ

う
に

口
を

す
す

ぐ
こ

と
だ

け
で

あ
れ

ば
自

分
で

行
っ

て
い

る
場

合
を

ス
テ

ー
ジ

２
と

判
断

す
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
１

の
判

断
】
 

「
う

が
い

」
の

よ
う

に
口

を
す

す
ぐ

こ
と

も
自

分
で

行
っ

て
い

な
い

場
合

で
、

口
腔

ケ
ア

全
般

に
介

助
を

必
要

と
す

る
場

合
は

、
ス

テ
ー

ジ
１

と
判

断
す

る
。
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23
 

 ８
-
b
．

整
容

～
整

容
※

 

整
容

の
ス

ケ
ー

ル
で

は
、

ふ
だ

ん
行

っ
て

い
る

最
も

ス
テ

ー
ジ

の
高

い
活

動
を

選
択

す
る

。
 

 

 

   ※
「
状

態
判

定
」
は

基
本

的
に

上
か

ら
下

に
難

易
度

ス
テ

ー
ジ

（
高

→
低

）
を

設
定

し
て

い
る

。
 

24
 

 ＜
整

容
～

整
容

の
ス

ケ
ー

ル
 

判
定

基
準

＞
 

 【
ス

テ
ー

ジ
５

の
判

断
】
 

ふ
だ

ん
か

ら
爪

切
り

を
使

っ
て

手
足

の
爪

を
切

る
こ

と
を

自
分

で
行

っ
て

い
る

場
合

は
、

ス
テ

ー
ジ

５
と

判
断

す
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
４

の
判

断
】
 

ふ
だ

ん
か

ら
手

足
の

爪
を

切
る

こ
と

は
自

分
で

は
行

っ
て

い
な

い
け

れ
ど

、
髭

剃
り

（
男

性
）
や

ス
キ

ン

ケ
ア

（
女

性
）
、

髪
の

毛
を

整
え

る
こ

と
は

ふ
だ

ん
か

ら
自

分
で

行
っ

て
い

る
場

合
が

該
当

す
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
３

の
判

断
】
 

ス
テ

ー
ジ

３
は

、
ふ

だ
ん

か
ら

自
分

で
髭

剃
り

（
男

性
）
や

ス
キ

ン
ケ

ア
（
女

性
）
、

髪
の

毛
を

整
え

る
こ

と

を
行

っ
て

い
な

い
け

れ
ど

、
洗

面
台

で
洗

顔
す

る
こ

と
や

、
あ

る
い

は
濡

れ
タ

オ
ル

で
顔

を
拭

く
こ

と
は

、

ふ
だ

ん
か

ら
自

分
で

行
っ

て
い

る
場

合
が

該
当

す
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
２

の
判

断
】
 

洗
面

台
で

洗
顔

す
る

こ
と

や
、

あ
る

い
は

濡
れ

タ
オ

ル
で

顔
を

拭
く

こ
と

を
、

ふ
だ

ん
か

ら
自

分
で

行
っ

て
い

な
い

け
れ

ど
も

、
手

洗
い

は
ふ

だ
ん

か
ら

自
分

で
行

っ
て

い
る

場
合

は
、

ス
テ

ー
ジ

２
と

判
断

す
る

。

寝
た

き
り

で
あ

っ
て

も
、

ふ
だ

ん
か

ら
た

ら
い

や
洗

面
器

に
汲

ん
だ

水
で

手
洗

い
を

行
っ

て
い

る
場

合
は

、

ス
テ

ー
ジ

２
と

判
断

す
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
１

の
判

断
】
 

ふ
だ

ん
か

ら
手

洗
い

も
自

分
で

行
っ

て
い

な
い

場
合

で
、

整
容

全
般

に
介

助
を

必
要

と
す

る
場

合
は

、

ス
テ

ー
ジ

１
と

判
断

す
る

。
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25
 

８
－

c
．

整
容

～
衣

服
の

着
脱

※
 

衣
服

の
着

脱
の

ス
ケ

ー
ル

で
は

、
ふ

だ
ん

行
っ

て
い

る
最

も
ス

テ
ー

ジ
の

高
い

活
動

を
選

択
す

る
。

 

※
「
状

態
判

定
」
は

基
本

的
に

上
か

ら
下

に
難

易
度

ス
テ

ー
ジ

（
高

→
低

）
を

設
定

し
て

い
る

。
 

26
 

＜
整

容
～

衣
服

の
着

脱
の

ス
ケ

ー
ル

 
判

定
基

準
＞

 

【
ス

テ
ー

ジ
５

の
判

断
】
 

ふ
だ

ん
か

ら
衣

服
を

畳
ん

だ
り

、
脱

い
だ

衣
服

を
整

理
す

る
こ

と
を

自
分

で
行

っ
て

い
る

場
合

は
、

ス
テ

ー
ジ

５
と

判
断

す
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
４

の
判

断
】
 

ふ
だ

ん
か

ら
衣

服
を

畳
ん

だ
り

、
脱

い
だ

衣
服

を
整

理
す

る
こ

と
は

自
分

で
は

行
っ

て
い

な
い

け
れ

ど
、

ズ
ボ

ン
・
パ

ン
ツ

等
の

着
脱

を
ふ

だ
ん

か
ら

自
分

で
行

っ
て

い
る

場
合

が
該

当
す

る
。

立
位

保
持

が
で

き

な
い

場
合

、
床

に
座

っ
た

状
態

で
も

ズ
ボ

ン
・
パ

ン
ツ

等
の

着
脱

を
行

っ
て

い
る

場
合

は
、

ス
テ

ー
ジ

４
と

判
断

す
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
３

の
判

断
】
 

ス
テ

ー
ジ

３
は

、
ふ

だ
ん

か
ら

ズ
ボ

ン
・
パ

ン
ツ

等
の

着
脱

は
自

分
で

行
っ

て
い

な
い

け
れ

ど
、

更
衣

の

際
の

上
着

の
ボ

タ
ン

の
か

け
外

し
や

、
ジ

ッ
パ

ー
を

上
げ

下
げ

す
る

こ
と

は
自

分
で

行
っ

て
い

る
場

合
が

該
当

す
る

。
ボ

タ
ン

・
ジ

ッ
パ

ー
を

用
い

て
い

な
い

場
合

、
マ

ジ
ッ

ク
テ

ー
プ

の
衣

服
を

ふ
だ

ん
か

ら
用

い

て
い

る
場

合
も

、
マ

ジ
ッ

ク
テ

ー
プ

の
着

脱
を

自
分

で
行

っ
て

い
る

場
合

は
、

ス
テ

ー
ジ

３
と

判
断

す
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
２

の
判

断
】
 

更
衣

の
際

の
上

着
の

ボ
タ

ン
の

か
け

外
し

や
、

ジ
ッ

パ
ー

を
上

げ
下

げ
す

る
こ

と
は

、
ふ

だ
ん

か
ら

自

分
で

行
っ

て
い

な
い

け
れ

ど
も

、
上

衣
の

片
袖

を
通

す
こ

と
は

、
ふ

だ
ん

か
ら

自
分

で
行

っ
て

い
る

場
合

は
、

ス
テ

ー
ジ

２
と

判
断

す
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
１

の
判

断
】
 

ふ
だ

ん
か

ら
上

衣
の

片
袖

を
通

す
こ

と
も

自
分

で
行

っ
て

い
な

い
場

合
で

、
衣

服
の

着
脱

全
般

に
介

助
を

必
要

と
す

る
場

合
に

は
、

ス
テ

ー
ジ

1
と

判
断

す
る

。
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27
 

 ９
－

a．
社

会
参

加
～

余
暇

※
 

余
暇

の
ス

ケ
ー

ル
で

は
、

ふ
だ

ん
行

っ
て

い
る

最
も

ス
テ

ー
ジ

の
高

い
活

動
を

選
択

す
る

。
 

 

 
  ※

「
状

態
判

定
」
は

基
本

的
に

上
か

ら
下

に
難

易
度

ス
テ

ー
ジ

（
高

→
低

）
を

設
定

し
て

い
る

。
 

28
 

 ＜
社

会
参

加
～

余
暇

の
ス

ケ
ー

ル
 

判
定

基
準

＞
 

 【
ス

テ
ー

ジ
５

の
判

断
】
 

施
設

か
ら

の
一

時
帰

宅
で

は
な

く
、

ふ
だ

ん
か

ら
施

設
や

家
を

１
日

以
上

離
れ

る
外

出
や

旅
行

を
自

分
で

行
っ

て
い

る
場

合
は

、
ス

テ
ー

ジ
５

と
判

断
す

る
。

 

【
ス

テ
ー

ジ
４

の
判

断
】
 

ふ
だ

ん
か

ら
施

設
や

家
を

１
日

以
上

離
れ

る
外

出
や

旅
行

を
自

分
で

行
っ

て
い

な
い

け
れ

ど
、

屋
外

で
行

う
よ

う
な

趣
味

活
動

を
自

分
で

し
て

い
る

場
合

が
該

当
す

る
。

転
倒

等
の

危
険

が
あ

る
た

め
、

趣
味

活
動

の
際

に
支

援
や

介
助

を
受

け
て

い
る

場
合

で
も

、
自

分
の

意
思

で
し

て
い

る
場

合
は

、
ス

テ
ー

ジ
４

と
判

断
す

る
。

 

【
ス

テ
ー

ジ
３

の
判

断
】
 

ス
テ

ー
ジ

３
は

、
ふ

だ
ん

か
ら

屋
外

で
行

う
よ

う
な

趣
味

活
動

を
自

分
で

し
て

い
な

い
け

れ
ど

、
施

設
内

で
行

う
集

団
体

操
な

ど
、

屋
内

で
行

う
集

団
で

の
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
に

自
ら

参
加

す
る

程
度

の
こ

と
は

し

て
い

る
場

合
が

該
当

す
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
２

の
判

断
】
 

施
設

内
で

行
う

集
団

体
操

な
ど

、
屋

内
で

行
う

集
団

で
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

に
自

ら
参

加
す

る
こ

と
は

、

ふ
だ

ん
か

ら
行

っ
て

い
な

い
け

れ
ど

も
、

施
設

内
や

家
で

ひ
と

り
で

テ
レ

ビ
を

楽
し

む
こ

と
は

し
て

い
る

場

合
は

、
ス

テ
ー

ジ
２

と
判

断
す

る
。

 

【
ス

テ
ー

ジ
１

の
判

断
】
 

ふ
だ

ん
か

ら
施

設
内

や
家

で
ひ

と
り

で
テ

レ
ビ

を
楽

し
む

こ
と

を
し

な
い

場
合

で
、

テ
レ

ビ
を

見
た

り
、

ラ

ジ
オ

を
聴

い
て

楽
し

む
こ

と
を

し
て

い
な

い
、

出
来

な
い

場
合

に
は

、
ス

テ
ー

ジ
１

と
判

断
す

る
。
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29
 

 ９
－

b
．

社
会

参
加

～
社

会
交

流
※

 

社
会

参
加

に
つ

い
て

は
、

「
社

会
交

流
」
と

「
余

暇
」
を

分
け

て
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

行
う

。
ふ

だ
ん

の
状

態

に
基

づ
い

て
判

断
す

る
。

も
し

、
転

倒
等

の
危

険
を

理
由

に
、

ふ
だ

ん
か

ら
外

出
等

を
さ

せ
て

い
な

い
場

合
は

、
し

て
い

な
い

・
行

っ
て

い
な

い
と

判
断

す
る

。
 

 

 

  ※
「
状

態
判

定
」
は

基
本

的
に

上
か

ら
下

に
難

易
度

ス
テ

ー
ジ

（
高

→
低

）
を

設
定

し
て

い
る

。
 

30
 

 ＜
社

会
参

加
～

社
会

交
流

の
ス

ケ
ー

ル
 

判
定

基
準

＞
 

 【
ス

テ
ー

ジ
５

の
判

断
】
 

ふ
だ

ん
か

ら
電

話
を

か
け

た
り

、
手

紙
や

メ
ー

ル
な

ど
の

情
報

伝
達

手
段

を
用

い
て

交
流

を
自

分
で

行
な

っ
て

い
る

場
合

は
、

ス
テ

ー
ジ

５
と

判
断

す
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
４

の
判

断
】
 

ふ
だ

ん
か

ら
電

話
を

か
け

た
り

、
手

紙
や

メ
ー

ル
な

ど
の

情
報

伝
達

手
段

を
用

い
て

交
流

を
自

分
で

行
っ

て
い

な
い

け
れ

ど
、

親
族

・
知

人
等

を
訪

ね
る

目
的

で
外

出
し

て
い

る
場

合
が

該
当

す
る

。
転

倒
等

の
危

険
が

あ
る

た
め

、
外

出
の

際
に

支
援

や
介

助
を

受
け

て
い

る
場

合
で

も
、

自
分

の
意

思
で

外
出

し

て
い

る
場

合
は

、
ス

テ
ー

ジ
４

と
判

断
す

る
。

 

【
ス

テ
ー

ジ
３

の
判

断
】
 

ス
テ

ー
ジ

３
は

、
ふ

だ
ん

か
ら

外
出

は
し

て
い

な
い

け
れ

ど
、

施
設

職
員

や
家

族
以

外
の

親
族

・
友

人
･

知
人

の
訪

問
を

受
け

、
会

話
し

て
い

る
場

合
が

該
当

す
る

。
 

【
ス

テ
ー

ジ
２

の
判

断
】
 

施
設

職
員

や
家

族
以

外
の

親
族

・
友

人
･知

人
の

訪
問

を
受

け
、

会
話

す
る

こ
と

は
、

ふ
だ

ん
か

ら
行

っ
て

い
な

い
け

れ
ど

も
、

同
じ

施
設

の
入

所
者

や
職

員
、

家
族

と
の

会
話

は
し

て
い

る
場

合
は

、
ス

テ
ー

ジ
２

と
判

断
す

る
。

 

【
ス

テ
ー

ジ
１

の
判

断
】
 

ふ
だ

ん
か

ら
同

じ
施

設
の

入
所

者
や

職
員

、
家

族
と

会
話

す
る

こ
と

を
行

っ
て

い
な

い
場

合
で

、
会

話

な
ど

の
社

会
交

流
を

し
て

い
な

い
、

出
来

な
い

場
合

に
は

、
ス

テ
ー

ジ
１

と
判

断
す

る
。
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退所者生活機能調査 単純集計表 

注１：本単純集計では、集計対象の全数である204票を対象に集計を行っている。なお、報告書
　　　内の分析は、老健施設への再入所者（29人）を除いた 175 票で実施した。

注２：割合（%）の表記は四捨五入しているため、各項目を足し合わせると合計（100.0%）と一

致しないこともある。 

注３：途中で調査を中断したものも含まれているため、第 3 回・第 4 回調査では回答者数が第 1

回・第 2 回調査よりも少なくなっている。 

【第 1 回調査】 

問２（１） 性別 

度数 % 

 男性 49 24.0%
 女性 153 75.0%
 無回答 2 1.0%
 合計 204 100.0%

問２（２） 年齢 ※平成 26 年 10 月 1 日現在 

度数 % 

40～64 歳 5 2.5%
65～69 歳 3 1.5%
70～74 歳 11 5.4%
75～79 歳 22 10.8%
80～84 歳 41 20.1%
85～89 歳 54 26.5%
90～94 歳 53 26.0%
95 歳以上 14 6.9%

 無回答 1 0.5%
 合計 204 100.0%

問２（３） 老健施設への入所期間 

度数 % 

1 ヶ月未満 4 2.0%
1～2 ヶ月未満 25 12.3%
2～3 ヶ月未満 28 13.7%
3～6 ヶ月未満 89 43.6%
6 ヶ月～1 年未満 31 15.2%
1 年～2 年未満 17 8.3%
2 年～3 年未満 3 1.5%
3 年～5 年未満 4 2.0%
5 年以上 1 0.5%

 無回答 2 1.0%
 合計 204 100.0%
※回答は入所年月までとなっているため、便宜的に各月 1 日に入所したものとして集計 

問２（４） 老健施設への入所経験 

度数 % 

 初めて入所 72 35.3%

 過去に入所経験あり 131 64.2%

 無回答 1 0.5%

 合計 204 100.0%

問２（５） 要介護度

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

要介護 1 29 14.2% 26 12.7% 23 11.6% 25 12.8% 11 10.7%

要介護 2 39 19.1% 39 19.1% 42 21.1% 40 20.5% 24 23.3%

要介護 3 42 20.6% 46 22.5% 45 22.6% 42 21.5% 23 22.3%

要介護 4 59 28.9% 58 28.4% 55 27.6% 56 28.7% 23 22.3%

要介護 5 32 15.7% 31 15.2% 33 16.6% 31 15.9% 22 21.4%

 無回答 3 1.5% 4 2.0% 1 0.5% 1 0.5% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%
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問２（６） 障害自立度 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

J1 1 0.5% 1 0.5% 1 0.5% 0 0.0% 0 0.0%

J2 5 2.5% 5 2.5% 4 2.0% 4 2.1% 5 4.9%

A1 21 10.3% 32 15.7% 29 14.6% 30 15.4% 21 20.4%

A2 45 22.1% 43 21.1% 44 22.1% 42 21.5% 13 12.6%

B1 40 19.6% 37 18.1% 40 20.1% 37 19.0% 16 15.5%

B2 72 35.3% 68 33.3% 60 30.2% 62 31.8% 32 31.1%

C1 9 4.4% 5 2.5% 9 4.5% 9 4.6% 6 5.8%

C2 10 4.9% 9 4.4% 11 5.5% 8 4.1% 7 6.8%

 無回答 1 0.5% 4 2.0% 1 0.5% 3 1.5% 3 2.9%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問２（７）認知症自立度 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 非該当 9 4.4% 10 4.9% 10 5.0% 9 4.6% 7 6.8%

 Ⅰ 34 16.7% 36 17.6% 34 17.1% 35 17.9% 13 12.6%

Ⅱa 49 24.0% 47 23.0% 41 20.6% 40 20.5% 18 17.5%

Ⅱb 36 17.6% 35 17.2% 36 18.1% 34 17.4% 13 12.6%

Ⅲa 51 25.0% 49 24.0% 52 26.1% 54 27.7% 31 30.1%

Ⅲb 9 4.4% 8 3.9% 10 5.0% 9 4.6% 5 4.9%

 Ⅳ 14 6.9% 15 7.4% 12 6.0% 12 6.2% 11 10.7%

 Ｍ 0 0.0% 0 0.0% 2 1.0% 1 0.5% 2 1.9%

 無回答 2 1.0% 4 2.0% 2 1.0% 1 0.5% 3 2.9%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問２（８） 世帯構成

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 単身 30 14.7% 29 14.2% 32 16.1% 31 15.9% 16 15.5%

 高齢夫婦 38 18.6% 34 16.7% 31 15.6% 31 15.9% 16 15.5%

 同居 135 66.2% 140 68.6% 133 66.8% 128 65.6% 65 63.1%

 無回答 1 0.5% 1 0.5% 3 1.5% 5 2.6% 6 5.8%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問２（８）-1 日中独居の有無 ※問２（８）で

「高齢夫婦」または「同居」と回答した方が対象

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 日中独居 48 27.7% 45 25.9% 40 24.4% 33 20.8% 16 19.8%

 日中独居ではない 99 57.2% 101 58.0% 97 59.1% 93 58.5% 41 50.6%

 無回答 26 15.0% 28 16.1% 27 16.5% 33 20.8% 24 29.6%

 合計 173 100.0% 174 100.0% 164 100.0% 159 100.0% 81 100.0%

問２（９）主患名（複数回答） 

度数 % 

 脳梗塞 41 20.1%

 脳出血 12 5.9%

 多発性脳梗塞 3 1.5%

 くも膜下出血 9 4.4%

 硬膜下血腫 3 1.5%

 硬膜下血腫および脳挫傷 0 0.0%

 その他の脳血管疾患 3 1.5%

高血圧症（認知症や脳血管障害など他の病態を伴わな

い） 
46 22.5%

 慢性心不全 20 9.8%

 心筋梗塞 1 0.5%

 狭心症 5 2.5%

 不整脈 1 0.5%

 心房細動 10 4.9%

 その他の心疾患 12 5.9%

 閉塞性動脈硬化症 2 1.0%

 その他の中枢または末梢血管の疾患 1 0.5%

 アルツハイマー型認知症 38 18.6%

 脳血管性認知症 13 6.4%

 レビー小体型認知症 2 1.0%

下記以外の認知症（脳血管性・アルツハイマー型・混

合型・レビー小体型・ピック病） 
12 5.9%

 前頭・側頭葉型認知症（ピック病等） 1 0.5%

 混合型認知症 0 0.0%

 まだ確定診断のついていない認知症 12 5.9%

 うつ病 1 0.5%
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 統合失調症 0 0.0%

 その他の精神疾患 5 2.5%

 パーキンソン病 14 6.9%

 パーキンソン病以外の脊髄小脳変性疾患 1 0.5%

 症候性てんかん、てんかん 7 3.4%

 その他の中枢神経疾患 3 1.5%

 末梢神経疾患 2 1.0%

 
糖尿病（認知症や脳血管障害など他の病態を伴わな

い） 
18 8.8%

       

 栄養障害 0 0.0%

 肥満 1 0.5%

 脂質異常症（高脂血症） 11 5.4%

 甲状腺機能障害 2 1.0%

 その他の代謝・内分泌疾患 1 0.5%

 脊髄損傷 2 1.0%

 脊柱管狭窄症 6 2.9%

 変形性脊椎症 2 1.0%

 下肢の変形性関節症（股関節・膝関節） 20 9.8%

 上肢の変形性関節症（肩関節・肘関節） 2 1.0%

 大腿骨の骨折（手術を行った） 10 4.9%

 大腿骨以外の骨折（手術を行った） 0 0.0%

 骨折（保存的治療のみ） 9 4.4%

 骨粗しょう症 12 5.9%

 圧迫骨折 5 2.5%

 後縦靭帯骨化症 0 0.0%

 その他の骨・脊椎疾患 2 1.0%

 関節リウマチ 5 2.5%

 関節リウマチ以外の全身性結合組織障害 0 0.0%

 筋、軟部組織の障害 0 0.0%

 気管支喘息 3 1.5%

 肺気腫等慢性閉塞性肺疾患 5 2.5%

 
誤嚥性・吸引性(不顕性）肺炎などの慢性呼吸器感染

症 
4 2.0%

       

 急性呼吸器感染症 0 0.0%

 その他肺および胸膜など呼吸器の疾患 2 1.0%

 腎不全（慢性・急性を含む） 7 3.4%

 尿路結石症など尿路の疾患 0 0.0%

 尿路感染症（膀胱炎など） 1 0.5%

 乳房・女性生殖器・骨盤臓器の疾患 1 0.5%

 前立腺肥大症などの男性生殖器の疾患 5 2.5%

 胃・食道疾患 2 1.0%

 小腸・大腸の疾患 4 2.0%

 肝胆膵の疾患 6 2.9%

 ヘルニア 1 0.5%

 肛門の疾患 2 1.0%

 
その他の消化器の疾患（腹膜、口腔、唾液腺、顎等を

含む） 
1 0.5%

       

 悪性新生物 9 4.4%

 良性新生物およびその他特定されない新生物 0 0.0%

 緑内障・白内障などの眼およびその付属器の疾患 8 3.9%

 耳および乳様突起の疾患 0 0.0%

 疥癬・蜂窩織炎・白癬等感染症 1 0.5%

 水疱症（天疱瘡・類天疱瘡等） 1 0.5%

 アレルギー性皮膚疾患 0 0.0%

 褥創 0 0.0%

 皮膚の外傷およびその他の皮膚疾患 3 1.5%

 感染症 0 0.0%

 貧血 6 2.9%

 貧血以外の血液・免疫および凝固系の疾患 0 0.0%

 
周産期や小児期の疾患の後遺症（脳性麻痺、精神発達

遅滞を含む） 
1 0.5%

       

 先天奇形・変形および染色体異常 0 0.0%

 損傷，中毒及びその他の外因の影響 1 0.5%

 無回答 2 1.0%

 合計 204 100.0%
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問２（10）既往歴（複数回答） 

度数 % 

 脳梗塞 27 13.2%

 脳出血 2 1.0%

 多発性脳梗塞 1 0.5%

 くも膜下出血 3 1.5%

 硬膜下血腫 4 2.0%

 硬膜下血腫および脳挫傷 0 0.0%

 その他の脳血管疾患 1 0.5%

高血圧症（認知症や脳血管障害など他の病態を

伴わない） 
46 22.5%

 慢性心不全 6 2.9%

 心筋梗塞 4 2.0%

 狭心症 10 4.9%

 不整脈 2 1.0%

 心房細動 5 2.5%

 その他の心疾患 6 2.9%

 閉塞性動脈硬化症 3 1.5%

 その他の中枢または末梢血管の疾患 3 1.5%

 アルツハイマー型認知症 12 5.9%

 脳血管性認知症 4 2.0%

 レビー小体型認知症 0 0.0%

下記以外の認知症（脳血管性・アルツハイマー

型・混合型・レビー小体型・ピック病） 
2 1.0%

 前頭・側頭葉型認知症（ピック病等） 0 0.0%

 混合型認知症 0 0.0%

 まだ確定診断のついていない認知症 1 0.5%

 うつ病 14 6.9%

 統合失調症 0 0.0%

 その他の精神疾患 4 2.0%

 パーキンソン病 0 0.0%

 パーキンソン病以外の脊髄小脳変性疾患 0 0.0%

 症候性てんかん、てんかん 4 2.0%

 その他の中枢神経疾患 0 0.0%

 末梢神経疾患 4 2.0%

糖尿病（認知症や脳血管障害など他の病態を伴

わない） 
13 6.4%

 栄養障害 1 0.5%

 肥満 0 0.0%

 脂質異常症（高脂血症） 6 2.9%

 甲状腺機能障害 5 2.5%

 その他の代謝・内分泌疾患 0 0.0%

 脊髄損傷 1 0.5%

 脊柱管狭窄症 3 1.5%

 変形性脊椎症 2 1.0%

 下肢の変形性関節症（股関節・膝関節） 20 9.8%

 上肢の変形性関節症（肩関節・肘関節） 2 1.0%

 大腿骨の骨折（手術を行った） 21 10.3%

 大腿骨以外の骨折（手術を行った） 1 0.5%

 骨折（保存的治療のみ） 21 10.3%

 骨粗しょう症 10 4.9%

 圧迫骨折 20 9.8%

 後縦靭帯骨化症 1 0.5%

 その他の骨・脊椎疾患 3 1.5%

 関節リウマチ 2 1.0%

 関節リウマチ以外の全身性結合組織障害 1 0.5%

 筋、軟部組織の障害 1 0.5%

 気管支喘息 5 2.5%

 肺気腫等慢性閉塞性肺疾患 3 1.5%

誤嚥性・吸引性(不顕性）肺炎などの慢性呼吸器

感染症 
11 5.4%

 急性呼吸器感染症 1 0.5%

 その他肺および胸膜など呼吸器の疾患 10 4.9%

 腎不全（慢性・急性を含む） 8 3.9%

 尿路結石症など尿路の疾患 3 1.5%

 尿路感染症（膀胱炎など） 9 4.4%

 乳房・女性生殖器・骨盤臓器の疾患 9 4.4%

 前立腺肥大症などの男性生殖器の疾患 7 3.4%

 胃・食道疾患 19 9.3%

 小腸・大腸の疾患 15 7.4%

 肝胆膵の疾患 12 5.9%

 ヘルニア 3 1.5%
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 肛門の疾患 1 0.5%

 
その他の消化器の疾患（腹膜、口腔、唾液腺、

顎等を含む） 
1 0.5%

       

 悪性新生物 13 6.4%

 良性新生物およびその他特定されない新生物 1 0.5%

 
緑内障・白内障などの眼およびその付属器の疾

患 
29 14.2%

       

 耳および乳様突起の疾患 2 1.0%

 疥癬・蜂窩織炎・白癬等感染症 2 1.0%

 水疱症（天疱瘡・類天疱瘡等） 0 0.0%

 アレルギー性皮膚疾患 0 0.0%

 褥創 0 0.0%

 皮膚の外傷およびその他の皮膚疾患 3 1.5%

 感染症 1 0.5%

 貧血 5 2.5%

 貧血以外の血液・免疫および凝固系の疾患 0 0.0%

 
周産期や小児期の疾患の後遺症（脳性麻痺、精

神発達遅滞を含む） 
0 0.0%

       

 先天奇形・変形および染色体異常 0 0.0%

 損傷，中毒及びその他の外因の影響 0 0.0%

 無回答 22 10.8%

 合計 204 100.0%

問３（１）食事機能（準備） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 食事の準備は自分で行っている 2 1.0% 1 0.5% 4 2.0% 4 2.1% 5 4.9%

 食事の準備は手伝っている 9 4.4% 2 1.0% 6 3.0% 6 3.1% 3 2.9%

 食事の準備は自分で行っていない 193 94.6% 200 98.0% 189 95.0% 184 94.4% 95 92.2%

 無回答 0 0.0% 1 0.5% 0 0.0% 1 0.5% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問３（２）食事機能（片付け） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 食事の後片付けは自分で行っている 2 1.0% 1 0.5% 9 4.5% 9 4.6% 6 5.8%

 食事の後片付けは手伝っている 16 7.8% 10 4.9% 8 4.0% 10 5.1% 5 4.9%

 食事の後片付けは自分で行っていない 186 91.2% 192 94.1% 182 91.5% 175 89.7% 91 88.3%

 無回答 0 0.0% 1 0.5% 0 0.0% 1 0.5% 1 1.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問３（３）生活機能（買い物） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 買い物は自分で行っている 0 0.0% 2 1.0% 2 1.0% 2 1.0% 0 0.0%

 買い物は家族と一緒に行っている 11 5.4% 4 2.0% 9 4.5% 11 5.6% 6 5.8%

 買い物は自分で行っていない 193 94.6% 197 96.6% 188 94.5% 181 92.8% 96 93.2%

 無回答 0 0.0% 1 0.5% 0 0.0% 1 0.5% 1 1.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問３（４）生活機能（掃除・洗濯） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 掃除・洗濯を自分で行っている 1 0.5% 1 0.5% 4 2.0% 4 2.1% 1 1.0%

 掃除・洗濯を手伝っている 13 6.4% 8 3.9% 9 4.5% 10 5.1% 6 5.8%

 掃除・洗濯を自分で行っていない 190 93.1% 193 94.6% 186 93.5% 180 92.3% 96 93.2%

 無回答 0 0.0% 2 1.0% 0 0.0% 1 0.5% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問３（５）生活機能（ゴミ出し） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 ゴミ出しは自分で行っている 1 0.5% 0 0.0% 3 1.5% 3 1.5% 2 1.9%

 ゴミ出しは手伝っている 5 2.5% 5 2.5% 2 1.0% 2 1.0% 1 1.0%

 ゴミ出しは自分で行っていない 197 96.6% 198 97.1% 194 97.5% 189 96.9% 100 97.1%

 無回答 1 0.5% 1 0.5% 0 0.0% 1 0.5% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%
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問３（６）自己管理（お金） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 お金の管理は自分で行っている 3 1.5% 2 1.0% 4 2.0% 4 2.1% 3 2.9%

 お金の管理は一部自分で行っている 20 9.8% 20 9.8% 18 9.0% 17 8.7% 9 8.7%

 お金の管理は自分で行っていない 180 88.2% 181 88.7% 177 88.9% 173 88.7% 91 88.3%

 無回答 1 0.5% 1 0.5% 0 0.0% 1 0.5% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問３（７）自己管理（電話） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 電話は自分で対応している 12 5.9% 10 4.9% 11 5.5% 13 6.7% 9 8.7%

 電話は家族がいないときは対応 11 5.4% 6 2.9% 16 8.0% 14 7.2% 4 3.9%

 電話は自分で対応していない 181 88.7% 187 91.7% 172 86.4% 167 85.6% 90 87.4%

 無回答 0 0.0% 1 0.5% 0 0.0% 1 0.5% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問３（８）自己管理（郵便・書類） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 郵便・書類は自分で管理している 4 2.0% 4 2.0% 6 3.0% 6 3.1% 5 4.9%

 郵便・書類は一部自分で管理している 14 6.9% 12 5.9% 14 7.0% 12 6.2% 5 4.9%

 郵便・書類は自分で管理していない 186 91.2% 186 91.2% 179 89.9% 175 89.7% 93 90.3%

 無回答 0 0.0% 2 1.0% 0 0.0% 2 1.0% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問３（９）自己管理（火の元） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 火の元は自分で管理している 3 1.5% 2 1.0% 6 3.0% 7 3.6% 5 4.9%

 火の元は一部自分で管理している 4 2.0% 0 0.0% 5 2.5% 4 2.1% 6 5.8%

 火の元は自分で管理していない 197 96.6% 201 98.5% 188 94.5% 183 93.8% 92 89.3%

 無回答 0 0.0% 1 0.5% 0 0.0% 1 0.5% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問３（10）社会機能（交通手段） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 一人で交通手段を使って外出している 1 0.5% 1 0.5% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

 介助者と交通手段を使って外出している 23 11.3% 22 10.8% 33 16.6% 33 16.9% 16 15.5%

 交通手段は利用していない 179 87.7% 180 88.2% 166 83.4% 161 82.6% 86 83.5%

 無回答 1 0.5% 1 0.5% 0 0.0% 1 0.5% 1 1.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問３（11）社会機能（散歩） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 一人で散歩などに出掛けている 5 2.5% 2 1.0% 3 1.5% 6 3.1% 2 1.9%

 介助者と一緒に散歩などに出掛けている 41 20.1% 62 30.4% 39 19.6% 39 20.0% 15 14.6%

 散歩などには出掛けない 156 76.5% 138 67.6% 156 78.4% 148 75.9% 86 83.5%

 無回答 2 1.0% 2 1.0% 1 0.5% 2 1.0% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問４（１）意欲の指標（起床） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

   度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 いつも定時に起床している 100 49.0% 122 59.8% 87 43.7% 88 45.1% 38 36.9%

 起こさないと起床しないことがある 69 33.8% 56 27.5% 77 38.7% 74 37.9% 46 44.7%

 自分から起床することがない 34 16.7% 26 12.7% 35 17.6% 32 16.4% 18 17.5%

 無回答 1 0.5% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.5% 1 1.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%
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問４（２）意欲の指標（意思疎通） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 自分から挨拶する、話しかける 104 51.0% 116 56.9% 98 49.2% 98 50.3% 40 38.8%

 挨拶、呼びかけに対し返答や笑顔がみられる 94 46.1% 82 40.2% 96 48.2% 90 46.2% 61 59.2%

 反応がない 6 2.9% 6 2.9% 5 2.5% 6 3.1% 2 1.9%

 無回答 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.5% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問４（３）意欲の指標（食事） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 自分で進んで食べようとする 158 77.5% 166 81.4% 149 74.9% 141 72.3% 71 68.9%

 促されると食べようとする 35 17.2% 30 14.7% 42 21.1% 45 23.1% 25 24.3%

 食事に関心がない、全く食べようとしない 11 5.4% 8 3.9% 7 3.5% 7 3.6% 5 4.9%

 無回答 0 0.0% 0 0.0% 1 0.5% 2 1.0% 2 1.9%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問４（４）意欲の指標（排泄） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 
いつも自ら便意尿意を伝える、あるいは自分で

排便、排尿を行う 
133 65.2% 145 71.1% 128 64.3% 128 65.6% 55 53.4%

 時々尿意、便意を伝える 42 20.6% 31 15.2% 39 19.6% 39 20.0% 28 27.2%

 排泄に全く関心がない 29 14.2% 28 13.7% 31 15.6% 27 13.8% 20 19.4%

 無回答 0 0.0% 0 0.0% 1 0.5% 1 0.5% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問４（５）意欲の指標（リハビリ、活動） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 自らリハビリに向かう、活動を求める 68 33.3% 79 38.7% 68 34.2% 74 37.9% 20 19.4%

 促されて向かう 113 55.4% 106 52.0% 108 54.3% 100 51.3% 71 68.9%

 拒否、無関心 23 11.3% 19 9.3% 21 10.6% 19 9.7% 12 11.7%

 無回答 0 0.0% 0 0.0% 2 1.0% 2 1.0% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問５（１）慢性的な痛みの有無 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 痛みあり 75 36.8% 65 31.9% 49 24.6% 49 25.1% 27 26.2%

 痛みなし 127 62.3% 136 66.7% 150 75.4% 142 72.8% 72 69.9%

 無回答 2 1.0% 3 1.5% 0 0.0% 4 2.1% 4 3.9%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問５（２）定期処方されている鎮痛剤（①経口内服） ※問 5（１）で「痛みあり」と回答した方が対象 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 NSAIDs 22 29.3% 15 23.1% 12 24.5% 13 26.5% 5 18.5%

 （非）麻薬性製剤 1 1.3% 1 1.5% 1 2.0% 1 2.0% 0 0.0%

 その他 1 1.3% 1 1.5% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

 無回答 51 68.0% 48 73.8% 36 73.5% 35 71.4% 22 81.5%

 合計 75 100.0% 65 100.0% 49 100.0% 49 100.0% 27 100.0%

問５（２）定期処方されている鎮痛剤（②静脈注射） ※問 5（１）で「痛みあり」と回答した方が対象 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 NSAIDs 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

 （非）麻薬性製剤 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

 その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

 無回答 75 100.0% 65 100.0% 49 100.0% 49 100.0% 27 100.0%

 合計 75 100.0% 65 100.0% 49 100.0% 49 100.0% 27 100.0%
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問５（２）定期処方されている鎮痛剤（③その他注射） ※問 5（１）で「痛みあり」と回答した方が対象 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 NSAIDs 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

 （非）麻薬性製剤 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

 その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

 無回答 75 100.0% 65 100.0% 49 100.0% 49 100.0% 27 100.0%

 合計 75 100.0% 65 100.0% 49 100.0% 49 100.0% 27 100.0%

問５（２）定期処方されている鎮痛剤（④座薬） ※問 5（１）で「痛みあり」と回答した方が対象 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 NSAIDs 0 0.0% 0 0.0% 1 2.0% 1 2.0% 0 0.0%

 （非）麻薬性製剤 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

 その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

 無回答 75 100.0% 65 100.0% 48 98.0% 48 98.0% 27 100.0%

 合計 75 100.0% 65 100.0% 49 100.0% 49 100.0% 27 100.0%

問５（２）定期処方されている鎮痛剤（⑤経皮外用薬） ※問 5（１）で「痛みあり」と回答した方が対象 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 NSAIDs 7 9.3% 7 10.8% 6 12.2% 6 12.2% 0 0.0%

 （非）麻薬性製剤 1 1.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

 その他 0 0.0% 1 1.5% 2 4.1% 1 2.0% 1 3.7%

 無回答 67 89.3% 57 87.7% 41 83.7% 42 85.7% 26 96.3%

 合計 75 100.0% 65 100.0% 49 100.0% 49 100.0% 27 100.0%

問５（２）定期処方されている鎮痛剤（⑥その他） ※問 5（１）で「痛みあり」と回答した方が対象 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 その他の回答あり 2 2.7% 2 3.1% 3 6.1% 3 6.1% 1 3.7%

 その他の回答なし 73 97.3% 63 96.9% 46 93.9% 46 93.9% 26 96.3%

 合計 75 100.0% 65 100.0% 49 100.0% 49 100.0% 27 100.0%

問５（３）頓服で処方されている鎮痛剤（①経口内服） ※問 5（１）で「痛みあり」と回答した方が対象 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 NSAIDs 5 6.7% 4 6.2% 4 8.2% 3 6.1% 1 3.7%

 （非）麻薬性製剤 1 1.3% 1 1.5% 0 0.0% 1 2.0% 0 0.0%

 その他 2 2.7% 2 3.1% 1 2.0% 0 0.0% 1 3.7%

 無回答 67 89.3% 58 89.2% 44 89.8% 45 91.8% 25 92.6%

 合計 75 100.0% 65 100.0% 49 100.0% 49 100.0% 27 100.0%

問５（３）頓服で処方されている鎮痛剤（②静脈注射） ※問 5（１）で「痛みあり」と回答した方が対象 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 NSAIDs 2 2.7% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

 （非）麻薬性製剤 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

 その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

 無回答 73 97.3% 65 100.0% 49 100.0% 49 100.0% 27 100.0%

 合計 75 100.0% 65 100.0% 49 100.0% 49 100.0% 27 100.0%

問５（３）頓服で処方されている鎮痛剤（③その他注射） ※問 5（１）で「痛みあり」と回答した方が対象 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 NSAIDs 1 1.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

 （非）麻薬性製剤 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

 その他 1 1.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

 無回答 73 97.3% 65 100.0% 49 100.0% 49 100.0% 27 100.0%

 合計 75 100.0% 65 100.0% 49 100.0% 49 100.0% 27 100.0%
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問５（３）頓服で処方されている鎮痛剤（④座薬） ※問 5（１）で「痛みあり」と回答した方が対象 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 NSAIDs 3 4.0% 1 1.5% 1 2.0% 0 0.0% 0 0.0%

 （非）麻薬性製剤 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

 その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

 無回答 72 96.0% 64 98.5% 48 98.0% 49 100.0% 27 100.0%

 合計 75 100.0% 65 100.0% 49 100.0% 49 100.0% 27 100.0%

問５（３）頓服で処方されている鎮痛剤（⑤経皮外用薬） ※問 5（１）で「痛みあり」と回答した方が対象 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 NSAIDs 7 9.3% 4 6.2% 1 2.0% 1 2.0% 1 3.7%

 （非）麻薬性製剤 1 1.3% 1 1.5% 1 2.0% 1 2.0% 0 0.0%

 その他 6 8.0% 5 7.7% 4 8.2% 3 6.1% 3 11.1%

 無回答 61 81.3% 55 84.6% 43 87.8% 44 89.8% 23 85.2%

 合計 75 100.0% 65 100.0% 49 100.0% 49 100.0% 27 100.0%

問５（３）頓服で処方されている鎮痛剤（⑥その他） ※問 5（１）で「痛みあり」と回答した方が対象 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 その他の回答あり 3 4.0% 2 3.1% 5 10.2% 5 10.2% 0 0.0%

 その他の回答なし 72 96.0% 63 96.9% 44 89.8% 44 89.8% 27 100.0%

 合計 75 100.0% 65 100.0% 49 100.0% 49 100.0% 27 100.0%

問５（４）体動時の状態 ①攻撃的になる ※問 5（１）で「痛みあり」と回答した方が対象 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 症状なし 63 84.0% 55 84.6% 42 85.7% 41 83.7% 25 92.6%

 症状あり 10 13.3% 7 10.8% 6 12.2% 6 12.2% 1 3.7%

 無回答 2 2.7% 3 4.6% 1 2.0% 2 4.1% 1 3.7%

 合計 75 100.0% 65 100.0% 49 100.0% 49 100.0% 27 100.0%

問５（４）体動時の状態 ②落ち着きがなくなる ※問 5（１）で「痛みあり」と回答した方が対象 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 症状なし 65 86.7% 56 86.2% 41 83.7% 41 83.7% 25 92.6%

 症状あり 8 10.7% 6 9.2% 6 12.2% 5 10.2% 1 3.7%

 無回答 2 2.7% 3 4.6% 2 4.1% 3 6.1% 1 3.7%

 合計 75 100.0% 65 100.0% 49 100.0% 49 100.0% 27 100.0%

問５（４）体動時の状態 ③顔をゆがめる ※問 5（１）で「痛みあり」と回答した方が対象 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 症状なし 35 46.7% 31 47.7% 27 55.1% 26 53.1% 9 33.3%

 症状あり 39 52.0% 32 49.2% 21 42.9% 21 42.9% 17 63.0%

 無回答 1 1.3% 2 3.1% 1 2.0% 2 4.1% 1 3.7%

 合計 75 100.0% 65 100.0% 49 100.0% 49 100.0% 27 100.0%

問５（４）体動時の状態 ④不安そうな顔をする ※問 5（１）で「痛みあり」と回答した方が対象 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 症状なし 44 58.7% 40 61.5% 31 63.3% 33 67.3% 19 70.4%

 症状あり 29 38.7% 22 33.8% 16 32.7% 13 26.5% 7 25.9%

 無回答 2 2.7% 3 4.6% 2 4.1% 3 6.1% 1 3.7%

 合計 75 100.0% 65 100.0% 49 100.0% 49 100.0% 27 100.0%

問５（４）体動時の状態 ⑤泣き声を上げる・大声を上げる ※問 5（１）で「痛みあり」と回答した方が対象 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 症状なし 69 92.0% 58 89.2% 46 93.9% 44 89.8% 25 92.6%

 症状あり 4 5.3% 4 6.2% 1 2.0% 2 4.1% 1 3.7%

 無回答 2 2.7% 3 4.6% 2 4.1% 3 6.1% 1 3.7%

 合計 75 100.0% 65 100.0% 49 100.0% 49 100.0% 27 100.0%
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問５（４）体動時の状態 ⑥体を丸める・体にふれると体を硬直させる ※問 5（１）で「痛みあり」と回答した方が対象 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 症状なし 67 89.3% 57 87.7% 46 93.9% 43 87.8% 25 92.6%

 症状あり 6 8.0% 5 7.7% 1 2.0% 3 6.1% 1 3.7%

 無回答 2 2.7% 3 4.6% 2 4.1% 3 6.1% 1 3.7%

 合計 75 100.0% 65 100.0% 49 100.0% 49 100.0% 27 100.0%

問５（４）体動時の状態 ⑦動作の変化がみられる ※問 5（１）で「痛みあり」と回答した方が対象 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 症状なし 54 72.0% 46 70.8% 31 63.3% 33 67.3% 15 55.6%

 症状あり 20 26.7% 16 24.6% 17 34.7% 13 26.5% 11 40.7%

 無回答 1 1.3% 3 4.6% 1 2.0% 3 6.1% 1 3.7%

 合計 75 100.0% 65 100.0% 49 100.0% 49 100.0% 27 100.0%

問５（４）体動時の状態 ⑧体の一部・患部をさする様な動作をする ※問 5（１）で「痛みあり」と回答した方が対象 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 症状なし 38 50.7% 31 47.7% 20 40.8% 19 38.8% 16 59.3%

 症状あり 37 49.3% 33 50.8% 26 53.1% 27 55.1% 11 40.7%

 無回答 0 0.0% 1 1.5% 3 6.1% 3 6.1% 0 0.0%

 合計 75 100.0% 65 100.0% 49 100.0% 49 100.0% 27 100.0%

問５（４）体動時の状態 ⑨顔色の変化 ※問 5（１）で「痛みあり」と回答した方が対象 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 症状なし 71 94.7% 61 93.8% 46 93.9% 45 91.8% 26 96.3%

 症状あり 2 2.7% 1 1.5% 1 2.0% 1 2.0% 0 0.0%

 無回答 2 2.7% 3 4.6% 2 4.1% 3 6.1% 1 3.7%

 合計 75 100.0% 65 100.0% 49 100.0% 49 100.0% 27 100.0%

問５（５）最も痛みが強い部位 ※問 5（１）で「痛みあり」と回答した方が対象 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 頭（頭部） 1 1.3% 1 1.5% 0 0.0% 0 0.0% 1 3.7%

 首（頚） 1 1.3% 0 0.0% 0 0.0% 1 2.0% 1 3.7%

 顔（顔全体） 1 1.3% 1 1.5% 1 2.0% 1 2.0% 0 0.0%

 口（歯・歯茎・舌） 1 1.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

 上腕 0 0.0% 0 0.0% 1 2.0% 2 4.1% 1 3.7%

 腹部 2 2.7% 0 0.0% 1 2.0% 2 4.1% 0 0.0%

 鼠径部 0 0.0% 0 0.0% 1 2.0% 1 2.0% 0 0.0%

 大腿 8 10.7% 9 13.8% 5 10.2% 5 10.2% 0 0.0%

 膝 20 26.7% 18 27.7% 12 24.5% 11 22.4% 6 22.2%

 下腿 2 2.7% 4 6.2% 2 4.1% 2 4.1% 1 3.7%

 足（足の甲） 0 0.0% 0 0.0% 1 2.0% 1 2.0% 0 0.0%

 （足の）指 2 2.7% 1 1.5% 1 2.0% 2 4.1% 0 0.0%

 肩峰（肩） 5 6.7% 4 6.2% 3 6.1% 3 6.1% 2 7.4%

 肘 1 1.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

 手指 2 2.7% 2 3.1% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

 手背（手の甲） 1 1.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

 背部 0 0.0% 0 0.0% 1 2.0% 1 2.0% 0 0.0%

 腰部 19 25.3% 13 20.0% 11 22.4% 9 18.4% 7 25.9%

 殿部 2 2.7% 2 3.1% 1 2.0% 1 2.0% 2 7.4%

 股関節 3 4.0% 5 7.7% 4 8.2% 5 10.2% 2 7.4%

 上肢（上肢全体） 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 3.7%

 下肢（下肢全体） 4 5.3% 2 3.1% 1 2.0% 1 2.0% 1 3.7%

 体幹 0 0.0% 0 0.0% 1 2.0% 0 0.0% 0 0.0%

 無回答 0 0.0% 3 4.6% 2 4.1% 1 2.0% 2 7.4%

 合計 75 100.0% 65 100.0% 49 100.0% 49 100.0% 27 100.0%
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問６ ICF に基づく新指標 （１）喜怒哀楽の表現 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 表現していない 17 8.3% 15 7.4% 15 7.5% 13 6.7% 11 10.7%

 身振りでの表現のみ 9 4.4% 7 3.4% 9 4.5% 14 7.2% 7 6.8%

 言語のみでの表現 66 32.4% 59 28.9% 56 28.1% 48 24.6% 33 32.0%

 言語と身振り両方で表現 112 54.9% 123 60.3% 115 57.8% 116 59.5% 52 50.5%

 無回答 0 0.0% 0 0.0% 4 2.0% 4 2.1% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問６ ICF に基づく新指標 （２）活力が満ち溢れているか 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 満ち溢れていると思う 66 32.4% 84 41.2% 54 27.1% 56 28.7% 28 27.2%

 そうは思わない 138 67.6% 120 58.8% 141 70.9% 137 70.3% 75 72.8%

 無回答 0 0.0% 0 0.0% 4 2.0% 2 1.0% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問６ ICF に基づく新指標 （３）地域社会におけるボランティア等の活動への参加 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 参加していない 203 99.5% 203 99.5% 196 98.5% 192 98.5% 103 100.0%

 無償の活動に参加している 1 0.5% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

 有償の活動に参加している 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

 有償無償両方の活動に参加している 0 0.0% 1 0.5% 1 0.5% 1 0.5% 0 0.0%

 無回答 0 0.0% 0 0.0% 2 1.0% 2 1.0% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問６ ICF に基づく新指標 （４）軽い運動、体操の頻度（一週間） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 毎日 39 19.1% 65 31.9% 24 12.1% 24 12.3% 12 11.7%

 5～6 日 27 13.2% 33 16.2% 24 12.1% 27 13.8% 17 16.5%

 2～4 日 85 41.7% 73 35.8% 109 54.8% 109 55.9% 52 50.5%

 1 日以下 9 4.4% 9 4.4% 11 5.5% 10 5.1% 11 10.7%

 運動・体操はしていない 44 21.6% 22 10.8% 30 15.1% 24 12.3% 10 9.7%

 無回答 0 0.0% 2 1.0% 1 0.5% 1 0.5% 1 1.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問６ ICF に基づく新指標 （５）定期的な運動・スポーツの頻度（一週間） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 毎日 1 0.5% 8 3.9% 3 1.5% 2 1.0% 1 1.0%

 5～6 日 14 6.9% 13 6.4% 7 3.5% 10 5.1% 4 3.9%

 2～4 日 39 19.1% 48 23.5% 59 29.6% 58 29.7% 26 25.2%

 1 日以下 5 2.5% 6 2.9% 7 3.5% 9 4.6% 6 5.8%

 運動・スポーツはしていない 145 71.1% 127 62.3% 122 61.3% 115 59.0% 66 64.1%

 無回答 0 0.0% 2 1.0% 1 0.5% 1 0.5% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問６ ICF に基づく新指標 （６）連続して歩行できる時間 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 6 分以上歩行可能 37 18.1% 56 27.5% 40 20.1% 37 19.0% 21 20.4%

 2～5 分程度は歩行可能 42 20.6% 47 23.0% 42 21.1% 49 25.1% 18 17.5%

 2 分未満は歩行可能 39 19.1% 32 15.7% 42 21.1% 34 17.4% 20 19.4%

 全く歩行できない（または、移動は車イスのみ） 86 42.2% 68 33.3% 72 36.2% 72 36.9% 43 41.7%

 無回答 0 0.0% 1 0.5% 3 1.5% 3 1.5% 1 1.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%
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問６ ICF に基づく新指標 （７）関節の可動性 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 膝関節は疼痛や制限なく動く 99 48.5% 103 50.5% 95 47.7% 94 48.2% 46 44.7%

 膝関節は動くが疼痛がある 52 25.5% 45 22.1% 39 19.6% 37 19.0% 14 13.6%

 膝関節は動きに制限があるが疼痛はない 48 23.5% 51 25.0% 57 28.6% 56 28.7% 35 34.0%

 膝関節は動かない 4 2.0% 4 2.0% 7 3.5% 7 3.6% 6 5.8%

 無回答 1 0.5% 1 0.5% 1 0.5% 1 0.5% 2 1.9%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問６ ICF に基づく新指標 （８）椅子から手を使わずに立ち上がれるか 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 何回も繰り返して問題なくできる 30 14.7% 32 15.7% 19 9.5% 22 11.3% 10 9.7%

 1 回であれば問題なくできる 16 7.8% 22 10.8% 26 13.1% 26 13.3% 9 8.7%

 1 回は、問題はあるが何とかできる 21 10.3% 20 9.8% 28 14.1% 27 13.8% 8 7.8%

 立ち上がることができない 137 67.2% 127 62.3% 124 62.3% 118 60.5% 75 72.8%

 無回答 0 0.0% 3 1.5% 2 1.0% 2 1.0% 1 1.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問６ ICF に基づく新指標 （９）薬の自己管理を普段から行っているか 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 行っている 12 5.9% 12 5.9% 22 11.1% 22 11.3% 12 11.7%

 行っていない 188 92.2% 185 90.7% 170 85.4% 167 85.6% 91 88.3%

 薬は飲んでいない 4 2.0% 7 3.4% 6 3.0% 5 2.6% 0 0.0%

 無回答 0 0.0% 0 0.0% 1 0.5% 1 0.5% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問６ ICF に基づく新指標 （10）医師や看護師、弁護士に自分の訴えを明確に伝えることができるか 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 的確に伝えることができる 62 30.4% 71 34.8% 62 31.2% 63 32.3% 24 23.3%

 ある程度伝えることができる 107 52.5% 103 50.5% 97 48.7% 92 47.2% 54 52.4%

 できない 35 17.2% 29 14.2% 39 19.6% 39 20.0% 24 23.3%

 無回答 0 0.0% 1 0.5% 1 0.5% 1 0.5% 1 1.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問６ ICF に基づく新指標 （11）夜間はよく眠っているか 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 よく眠れている 142 69.6% 164 80.4% 151 75.9% 155 79.5% 87 84.5%

 あまり眠れていない（不眠の訴えあり） 58 28.4% 38 18.6% 42 21.1% 35 17.9% 16 15.5%

 全く眠れていない（実際に不眠である） 3 1.5% 0 0.0% 3 1.5% 2 1.0% 0 0.0%

 無回答 1 0.5% 2 1.0% 3 1.5% 3 1.5% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問６ ICF に基づく新指標 （12）日中も寝ているか 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 日中は起きている 53 26.0% 61 29.9% 60 30.2% 60 30.8% 21 20.4%

 日中、短時間は寝ている（2 時間未満） 113 55.4% 114 55.9% 96 48.2% 98 50.3% 58 56.3%

 日中も 2 時間以上寝ている 37 18.1% 28 13.7% 42 21.1% 34 17.4% 22 21.4%

 無回答 1 0.5% 1 0.5% 1 0.5% 3 1.5% 2 1.9%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問６ ICF に基づく新指標 （13）施設入所や在宅復帰と言った環境の変化に問題なく対応できたか 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 対応できている 166 81.4% 178 87.3% 160 80.4% 166 85.1% 90 87.4%

 あまり対応できていない 36 17.6% 20 9.8% 34 17.1% 27 13.8% 11 10.7%

 全く対応できていない 2 1.0% 5 2.5% 4 2.0% 1 0.5% 2 1.9%

 無回答 0 0.0% 1 0.5% 1 0.5% 1 0.5% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%
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問６ ICF に基づく新指標 （14）普段から他の利用者や近所の人に対しての手伝いを行っているか 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 行っている 22 10.8% 31 15.2% 17 8.5% 22 11.3% 5 4.9%

 行っていない 182 89.2% 173 84.8% 181 91.0% 172 88.2% 98 95.1%

 無回答 0 0.0% 0 0.0% 1 0.5% 1 0.5% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問７ ICF ステージングに関する指標 2.基本動作 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 1 33 16.2% 28 13.7% 30 15.1% 27 13.8% 16 15.5%

 2 26 12.7% 26 12.7% 22 11.1% 23 11.8% 16 15.5%

 3 21 10.3% 19 9.3% 22 11.1% 21 10.8% 11 10.7%

 4 77 37.7% 72 35.3% 67 33.7% 67 34.4% 34 33.0%

 5 47 23.0% 58 28.4% 57 28.6% 55 28.2% 26 25.2%

 無回答 0 0.0% 1 0.5% 1 0.5% 2 1.0% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

 平均値 3.4 － 3.5 － 3.5 － 3.5 － 3.4 － 

 前回比較 － － 0.1 － 0.0 － 0.0 － -0.1 － 

問７ ICF ステージングに関する指標 3-a.歩行・移動 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 1 43 21.1% 36 17.6% 34 17.1% 29 14.9% 24 23.3%

 2 102 50.0% 93 45.6% 96 48.2% 93 47.7% 45 43.7%

 3 48 23.5% 62 30.4% 55 27.6% 52 26.7% 25 24.3%

 4 9 4.4% 10 4.9% 11 5.5% 15 7.7% 6 5.8%

 5 1 0.5% 1 0.5% 2 1.0% 2 1.0% 1 1.0%

 無回答 1 0.5% 2 1.0% 1 0.5% 4 2.1% 2 1.9%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

 平均値 2.1 － 2.2 － 2.2 － 2.3 － 2.2 － 

 前回比較 － － 0.1 － 0.0 － 0.1 － -0.2 － 

問７ ICF ステージングに関する指標 3-b.移動手段 T 字杖の利用 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 あり 29 14.2% 31 15.2% 37 18.6% 33 16.9% 15 14.6%

 なし 175 85.8% 173 84.8% 162 81.4% 162 83.1% 88 85.4%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問７ ICF ステージングに関する指標 3-b.移動手段 装具（短下肢装具等） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 あり 10 4.9% 10 4.9% 11 5.5% 9 4.6% 7 6.8%

 なし 194 95.1% 194 95.1% 188 94.5% 186 95.4% 96 93.2%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問７ ICF ステージングに関する指標 3-b.移動手段 歩行器（ウォーカー、シニアカー等）の利用 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 あり 32 15.7% 39 19.1% 35 17.6% 33 16.9% 19 18.4%

 なし 172 84.3% 165 80.9% 164 82.4% 162 83.1% 84 81.6%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問７ ICF ステージングに関する指標 3-b.移動手段 しがみつき歩行器の利用（サークル歩行） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 あり 12 5.9% 10 4.9% 10 5.0% 10 5.1% 3 2.9%

 なし 192 94.1% 194 95.1% 189 95.0% 185 94.9% 100 97.1%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

  

56



 

問７ ICF ステージングに関する指標 3-b.移動手段 車椅子の利用 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 あり 129 63.2% 123 60.3% 120 60.3% 116 59.5% 59 57.3%

 なし 75 36.8% 81 39.7% 79 39.7% 79 40.5% 44 42.7%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問７ ICF ステージングに関する指標 3-b.移動手段 リクライニング式車椅子の利用 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 あり 15 7.4% 14 6.9% 12 6.0% 12 6.2% 11 10.7%

 なし 189 92.6% 190 93.1% 187 94.0% 183 93.8% 92 89.3%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問７ ICF ステージングに関する指標 3-b.移動手段 介助者や付添いの必要 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 あり 113 55.4% 92 45.1% 119 59.8% 110 56.4% 56 54.4%

 なし 91 44.6% 112 54.9% 80 40.2% 85 43.6% 47 45.6%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問７ ICF ステージングに関する指標 4-a.認知機能（見当識） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 1 7 3.4% 7 3.4% 8 4.0% 8 4.1% 6 5.8%

 2 27 13.2% 23 11.3% 25 12.6% 25 12.8% 17 16.5%

 3 40 19.6% 43 21.1% 38 19.1% 39 20.0% 18 17.5%

 4 69 33.8% 65 31.9% 67 33.7% 61 31.3% 36 35.0%

 5 61 29.9% 64 31.4% 59 29.6% 59 30.3% 26 25.2%

 無回答 0 0.0% 2 1.0% 2 1.0% 3 1.5% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

 平均値 3.7 － 3.8 － 3.7 － 3.7 － 3.6 － 

 前回比較 － － 0.0 － 0.0 － 0.0 － -0.1 － 

問７ ICF ステージングに関する指標 4-b.認知機能（コミュニケーション） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 1 12 5.9% 10 4.9% 10 5.0% 11 5.6% 11 10.7%

 2 36 17.6% 38 18.6% 42 21.1% 38 19.5% 15 14.6%

 3 44 21.6% 42 20.6% 45 22.6% 46 23.6% 28 27.2%

 4 53 26.0% 52 25.5% 46 23.1% 42 21.5% 25 24.3%

 5 59 28.9% 60 29.4% 55 27.6% 56 28.7% 24 23.3%

 無回答 0 0.0% 2 1.0% 1 0.5% 2 1.0% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

 平均値 3.5 － 3.6 － 3.5 － 3.5 － 3.3 － 

 前回比較 － － 0.0 － -0.1 － 0.0 － -0.1 － 

問７ ICF ステージングに関する指標 4-c.認知機能（精神活動） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 1 9 4.4% 8 3.9% 8 4.0% 8 4.1% 6 5.8%

 2 39 19.1% 38 18.6% 42 21.1% 44 22.6% 26 25.2%

 3 55 27.0% 54 26.5% 50 25.1% 43 22.1% 19 18.4%

 4 54 26.5% 52 25.5% 49 24.6% 51 26.2% 29 28.2%

 5 46 22.5% 50 24.5% 49 24.6% 46 23.6% 23 22.3%

 無回答 1 0.5% 2 1.0% 1 0.5% 3 1.5% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

 平均値 3.4 － 3.5 － 3.4 － 3.4 － 3.4 － 

 前回比較 － － 0.0 － 0.0 － 0.0 － -0.1 － 

問７ ICF ステージングに関する指標 4-d.周辺症状 A 群 世話を拒否する 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 あり 14 6.9% 11 5.4% 17 8.5% 13 6.7% 10 9.7%

 なし 190 93.1% 193 94.6% 182 91.5% 182 93.3% 93 90.3%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%
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問７ ICF ステージングに関する指標 4-d.周辺症状 A 群 不適切に泣いたり笑ったりする 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 あり 7 3.4% 6 2.9% 13 6.5% 11 5.6% 6 5.8%

 なし 197 96.6% 198 97.1% 186 93.5% 184 94.4% 97 94.2%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問７ ICF ステージングに関する指標 4-d.周辺症状 A 群 興奮して手足を動かす 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 あり 13 6.4% 10 4.9% 9 4.5% 10 5.1% 7 6.8%

 なし 191 93.6% 194 95.1% 190 95.5% 185 94.9% 96 93.2%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問７ ICF ステージングに関する指標 4-d.周辺症状 A 群 理由なく金切り声を上げる 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 あり 3 1.5% 3 1.5% 2 1.0% 1 0.5% 4 3.9%

 なし 201 98.5% 201 98.5% 197 99.0% 194 99.5% 99 96.1%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問７ ICF ステージングに関する指標 4-d.周辺症状 A 群 衣服や器物を破壊する 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 あり 1 0.5% 2 1.0% 2 1.0% 2 1.0% 2 1.9%

 なし 203 99.5% 202 99.0% 197 99.0% 193 99.0% 101 98.1%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問７ ICF ステージングに関する指標 4-d.周辺症状 A 群 食物を投げる 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 あり 1 0.5% 2 1.0% 1 0.5% 1 0.5% 1 1.0%

 なし 203 99.5% 202 99.0% 198 99.5% 194 99.5% 102 99.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問７ ICF ステージングに関する指標 4-d.周辺症状 B 群 食べ過ぎる 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 あり 9 4.4% 2 1.0% 15 7.5% 8 4.1% 9 8.7%

 なし 195 95.6% 202 99.0% 184 92.5% 187 95.9% 94 91.3%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問７ ICF ステージングに関する指標 4-d.周辺症状 B 群 タンスの中身を全部出す 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 あり 6 2.9% 5 2.5% 8 4.0% 6 3.1% 4 3.9%

 なし 198 97.1% 199 97.5% 191 96.0% 189 96.9% 99 96.1%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問７ ICF ステージングに関する指標 4-d.周辺症状 B 群 日中屋外や屋内をうろつきまわる 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 あり 13 6.4% 11 5.4% 13 6.5% 10 5.1% 5 4.9%

 なし 191 93.6% 193 94.6% 186 93.5% 185 94.9% 98 95.1%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問７ ICF ステージングに関する指標 4-d.周辺症状 B 群 昼間、寝てばかりいる 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 あり 31 15.2% 22 10.8% 38 19.1% 35 17.9% 17 16.5%

 なし 173 84.8% 182 89.2% 161 80.9% 160 82.1% 86 83.5%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

  

58



 

問７ ICF ステージングに関する指標 4-d.周辺症状 B 群 同じことを何度も聞く 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 あり 36 17.6% 30 14.7% 44 22.1% 37 19.0% 23 22.3%

 なし 168 82.4% 174 85.3% 155 77.9% 158 81.0% 80 77.7%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問７ ICF ステージングに関する指標 4-d.周辺症状 B 群 尿失禁する 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 あり 67 32.8% 60 29.4% 73 36.7% 71 36.4% 44 42.7%

 なし 137 67.2% 144 70.6% 126 63.3% 124 63.6% 59 57.3%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問７ ICF ステージングに関する指標 5-a.食事（嚥下機能） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 1 8 3.9% 8 3.9% 7 3.5% 7 3.6% 6 5.8%

 2 16 7.8% 16 7.8% 15 7.5% 15 7.7% 9 8.7%

 3 27 13.2% 16 7.8% 20 10.1% 19 9.7% 11 10.7%

 4 50 24.5% 56 27.5% 54 27.1% 50 25.6% 23 22.3%

 5 103 50.5% 107 52.5% 102 51.3% 103 52.8% 54 52.4%

 無回答 0 0.0% 1 0.5% 1 0.5% 1 0.5% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

 平均値 4.1 － 4.2 － 4.2 － 4.2 － 4.1 － 

 前回比較 － － 0.1 － 0.0 － 0.0 － -0.1 － 

問７ ICF ステージングに関する指標 5-b.食事（食事動作及び食事介助） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 1 9 4.4% 8 3.9% 7 3.5% 7 3.6% 6 5.8%

 2 20 9.8% 18 8.8% 20 10.1% 17 8.7% 11 10.7%

 3 17 8.3% 15 7.4% 10 5.0% 14 7.2% 3 2.9%

 4 43 21.1% 43 21.1% 49 24.6% 45 23.1% 29 28.2%

 5 115 56.4% 119 58.3% 111 55.8% 111 56.9% 53 51.5%

 無回答 0 0.0% 1 0.5% 2 1.0% 1 0.5% 1 1.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

 平均値 4.2 － 4.2 － 4.2 － 4.2 － 4.1 － 

 前回比較 － － 0.1 － 0.0 － 0.0 － -0.1 － 

問７ ICF ステージングに関する指標 5-c.食事形態 現在の主食形態 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 米飯 81 39.7% 77 37.7% 91 45.7% 91 46.7% 40 38.8%

 軟飯 54 26.5% 57 27.9% 53 26.6% 51 26.2% 33 32.0%

 全粥 49 24.0% 48 23.5% 40 20.1% 36 18.5% 19 18.4%

 7 分粥-重湯 2 1.0% 1 0.5% 1 0.5% 1 0.5% 3 2.9%

 その他 18 8.8% 16 7.8% 13 6.5% 14 7.2% 7 6.8%

 無回答 0 0.0% 5 2.5% 1 0.5% 2 1.0% 1 1.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問７ ICF ステージングに関する指標 5-c.食事形態 現在の副食形態 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 常菜 76 37.3% 65 31.9% 80 40.2% 81 41.5% 38 36.9%

 軟菜 41 20.1% 48 23.5% 41 20.6% 34 17.4% 28 27.2%

 きざみ 48 23.5% 50 24.5% 46 23.1% 41 21.0% 17 16.5%

 ミキサー 8 3.9% 5 2.5% 9 4.5% 15 7.7% 3 2.9%

 ペースト・ムース 10 4.9% 10 4.9% 5 2.5% 8 4.1% 4 3.9%

 その他 20 9.8% 22 10.8% 16 8.0% 13 6.7% 12 11.7%

 無回答 1 0.5% 4 2.0% 2 1.0% 3 1.5% 1 1.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%
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問７ ICF ステージングに関する指標 6-a.排泄の動作 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 1 18 8.8% 15 7.4% 16 8.0% 12 6.2% 12 11.7%

 2 45 22.1% 36 17.6% 43 21.6% 40 20.5% 22 21.4%

 3 36 17.6% 36 17.6% 26 13.1% 31 15.9% 18 17.5%

 4 47 23.0% 49 24.0% 49 24.6% 42 21.5% 23 22.3%

 5 55 27.0% 61 29.9% 57 28.6% 61 31.3% 25 24.3%

 無回答 3 1.5% 7 3.4% 8 4.0% 9 4.6% 3 2.9%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

 平均値 3.4 － 3.5 － 3.5 － 3.5 － 3.3 － 

 前回比較 － － 0.2 － -0.1 － 0.1 － -0.3 － 

問７ ICF ステージングに関する指標 6-b.補助具・器具の使用状況と尿意の意識 ポータブルトイレの使用 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 あり 51 25.0% 45 22.1% 49 24.6% 46 23.6% 18 17.5%

 なし 153 75.0% 159 77.9% 150 75.4% 149 76.4% 85 82.5%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

 
問７ ICF ステージングに関する指標 6-b.補助具・器具の使用状況と尿意の意識 尿カテーテルの使用 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 あり 10 4.9% 9 4.4% 8 4.0% 8 4.1% 7 6.8%

 なし 194 95.1% 195 95.6% 191 96.0% 187 95.9% 96 93.2%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問７ ICF ステージングに関する指標 6-b.補助具・器具の使用状況と尿意の意識 人工肛門の使用 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 あり 3 1.5% 3 1.5% 2 1.0% 2 1.0% 2 1.9%

 なし 201 98.5% 201 98.5% 197 99.0% 193 99.0% 101 98.1%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問７ ICF ステージングに関する指標 6-b.補助具・器具の使用状況と尿意の意識 おむつの使用 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 あり 124 60.8% 116 56.9% 122 61.3% 119 61.0% 69 67.0%

 なし 80 39.2% 88 43.1% 77 38.7% 76 39.0% 34 33.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問７ ICF ステージングに関する指標 6-b.補助具・器具の使用状況と尿意の意識  

尿意を意識することができるか 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 できる 146 71.6% 152 74.5% 143 71.9% 143 73.3% 68 66.0%

 できない 58 28.4% 52 25.5% 56 28.1% 52 26.7% 35 34.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問７ ICF ステージングに関する指標 6-b.補助具・器具の使用状況と尿意の意識  

便意を意識することができるか 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 できる 154 75.5% 157 77.0% 154 77.4% 155 79.5% 78 75.7%

 できない 50 24.5% 47 23.0% 45 22.6% 40 20.5% 25 24.3%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%
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問７ ICF ステージングに関する指標 7-a.入浴動作 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 1 5 2.5% 4 2.0% 7 3.5% 3 1.5% 3 2.9%

 2 62 30.4% 52 25.5% 47 23.6% 51 26.2% 27 26.2%

 3 113 55.4% 121 59.3% 118 59.3% 113 57.9% 60 58.3%

 4 16 7.8% 18 8.8% 15 7.5% 15 7.7% 7 6.8%

 5 6 2.9% 6 2.9% 9 4.5% 11 5.6% 6 5.8%

 無回答 2 1.0% 3 1.5% 3 1.5% 2 1.0% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

 平均値 2.8 － 2.9 － 2.9 － 2.9 － 2.9 － 

 前回比較 － － 0.1 － 0.0 － 0.0 － 0.0 － 

問７ ICF ステージングに関する指標 7-b.入浴手段 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 一般浴 55 27.0% 59 28.9% 59 29.6% 54 27.7% 30 29.1%

 介助浴 55 27.0% 57 27.9% 50 25.1% 55 28.2% 24 23.3%

 座っての機械浴 64 31.4% 68 33.3% 66 33.2% 61 31.3% 34 33.0%

 臥位での機械浴（特殊浴） 28 13.7% 19 9.3% 19 9.5% 17 8.7% 12 11.7%

 無回答 2 1.0% 1 0.5% 5 2.5% 8 4.1% 3 2.9%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

問７ ICF ステージングに関する指標 8-a.整容（口腔ケア） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 1 24 11.8% 24 11.8% 24 12.1% 24 12.3% 20 19.4%

 2 28 13.7% 23 11.3% 27 13.6% 27 13.8% 14 13.6%

 3 79 38.7% 75 36.8% 76 38.2% 71 36.4% 38 36.9%

 4 25 12.3% 28 13.7% 28 14.1% 28 14.4% 13 12.6%

 5 48 23.5% 53 26.0% 43 21.6% 44 22.6% 18 17.5%

 無回答 0 0.0% 1 0.5% 1 0.5% 1 0.5% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

 平均値 3.2 － 3.3 － 3.2 － 3.2 － 3.0 － 

 前回比較 － － 0.1 － -0.1 － 0.0 － -0.3 － 

問７ ICF ステージングに関する指標 8-b.整容（整容） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 1 37 18.1% 36 17.6% 36 18.1% 36 18.5% 27 26.2%

 2 32 15.7% 23 11.3% 35 17.6% 30 15.4% 13 12.6%

 3 60 29.4% 56 27.5% 54 27.1% 54 27.7% 28 27.2%

 4 61 29.9% 71 34.8% 52 26.1% 50 25.6% 24 23.3%

 5 14 6.9% 17 8.3% 20 10.1% 23 11.8% 11 10.7%

 無回答 0 0.0% 1 0.5% 2 1.0% 2 1.0% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

 平均値 2.9 － 3.0 － 2.9 － 3.0 － 2.8 － 

 前回比較 － － 0.1 － -0.1 － 0.0 － -0.2 － 

問７ ICF ステージングに関する指標 8-c.整容（衣服の着脱） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 1 27 13.2% 26 12.7% 30 15.1% 27 13.8% 21 20.4%

 2 54 26.5% 46 22.5% 43 21.6% 45 23.1% 23 22.3%

 3 42 20.6% 44 21.6% 45 22.6% 40 20.5% 22 21.4%

 4 54 26.5% 51 25.0% 49 24.6% 51 26.2% 22 21.4%

 5 26 12.7% 35 17.2% 31 15.6% 30 15.4% 14 13.6%

 無回答 1 0.5% 2 1.0% 1 0.5% 2 1.0% 1 1.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

 平均値 3.0 － 3.1 － 3.0 － 3.1 － 2.9 － 

 前回比較 － － 0.1 － -0.1 － 0.0 － -0.2 － 

  

61



 

問７ ICF ステージングに関する指標 9-a.社会参加（余暇） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 1 33 16.2% 28 13.7% 32 16.1% 26 13.3% 21 20.4%

 2 37 18.1% 29 14.2% 45 22.6% 38 19.5% 18 17.5%

 3 127 62.3% 135 66.2% 114 57.3% 124 63.6% 58 56.3%

 4 6 2.9% 10 4.9% 4 2.0% 5 2.6% 4 3.9%

 5 1 0.5% 1 0.5% 3 1.5% 1 0.5% 2 1.9%

 無回答 0 0.0% 1 0.5% 1 0.5% 1 0.5% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

 平均値 2.5 － 2.6 － 2.5 － 2.6 － 2.5 － 

 前回比較 － － 0.1 － -0.1 － 0.1 － -0.1 － 

問７ ICF ステージングに関する指標 9-b.社会参加（社会交流） 

第１回調査 第２回調査 第３回調査 第４回調査 第５回調査 

度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 

 1 18 8.8% 16 7.8% 17 8.5% 16 8.2% 13 12.6%

 2 89 43.6% 78 38.2% 90 45.2% 86 44.1% 38 36.9%

 3 87 42.6% 98 48.0% 67 33.7% 69 35.4% 39 37.9%

 4 8 3.9% 9 4.4% 18 9.0% 17 8.7% 8 7.8%

 5 2 1.0% 2 1.0% 6 3.0% 6 3.1% 5 4.9%

 無回答 0 0.0% 1 0.5% 1 0.5% 1 0.5% 0 0.0%

 合計 204 100.0% 204 100.0% 199 100.0% 195 100.0% 103 100.0%

 平均値 2.4 － 2.5 － 2.5 － 2.5 － 2.6 － 

 前回比較 － － 0.1 － 0.0 － 0.0 － 0.0 － 

問３ 老健施設において実施したリハビリテーションの種類（複数回答） 

度数 % 

 筋力増強 153 75.0%

 関節可動域練習 134 65.7%

 耐久力向上練習 71 34.8%

 バランス練習 75 36.8%

 運動協調性練習 11 5.4%

 呼吸・排痰練習 7 3.4%

 摂食・嚥下練習 8 3.9%

 失語・構音障害に対する練習 9 4.4%

 失行・失認に対する練習 4 2.0%

 認知に焦点を当てた非薬物療法 40 19.6%

 刺激に焦点を当てた非薬物療法 65 31.9%

 行動に焦点を当てた非薬物療法 8 3.9%

 感情に焦点を当てた非薬物療法 11 5.4%

 疼痛除去・緩和 34 16.7%

 アクティビティ 40 19.6%

 起居動作練習 81 39.7%

 移乗動作練習 87 42.6%

 移動（歩行以外）練習 22 10.8%

 歩行練習 132 64.7%

 応用歩行練習 32 15.7%

 食事動作練習 9 4.4%

 入浴動作練習 8 3.9%

 排泄動作練習 41 20.1%

 整容動作練習 12 5.9%

 更衣動作練習 19 9.3%

 家事動作練習 7 3.4%

 福祉用具（選定・適合調整・指導等） 40 19.6%

 住宅改修（提案・指導等） 28 13.7%

 レクリエーション 88 43.1%

 家族への介護方法指導 54 26.5%

 ＱＯＬ向上 24 11.8%

 自主トレーニング指導 20 9.8%

 その他 9 4.4%

 無回答 3 1.5%

 回答者数 204 － 
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問３ 調査時点で利用している介護保険サービス（複数回答） 

度数 % 

 訪問介護 52 26.1%

 訪問入浴介護 2 1.0%

 訪問看護 24 12.1%

 訪問リハビリテーション 4 2.0%

 居宅療養管理指導 13 6.5%

 通所介護 62 31.2%

 通所リハビリテーション 88 44.2%

 短期入所生活介護 18 9.0%

 福祉用具貸与 140 70.4%

 短期入所療養介護 96 48.2%

 特定福祉用具販売 8 4.0%

 定期巡回・随時対応型訪問介護看護 4 2.0%

 夜間対応型訪問介護 1 0.5%

 その他 1 0.5%

 無回答 2 1.0%

 回答者数 199 － 

 
問３ 直近の 1 ヶ月間に利用した介護保険サービス（複数回答） 

第４回調査 第５回調査       

度数 % 度数 % 

 訪問介護 48 24.6% 17 16.5%

 訪問入浴介護 1 0.5% 2 1.9%

 訪問看護 21 10.8% 11 10.7%

 訪問リハビリテーション 4 2.1% 2 1.9%

 居宅療養管理指導 12 6.2% 5 4.9%

 通所介護 67 34.4% 28 27.2%

 通所リハビリテーション 89 45.6% 28 27.2%

 短期入所生活介護 25 12.8% 12 11.7%

 福祉用具貸与 129 66.2% 51 49.5%

 短期入所療養介護 100 51.3% 28 27.2%

 特定福祉用具販売 1 0.5% 0 0.0%

 定期巡回・随時対応型訪問介護看護 4 2.1% 1 1.0%

 夜間対応型訪問介護 1 0.5% 1 1.0%

 従前の老健施設へ入所(ショートステイを除く) 7 3.6% 29 28.2%

 その他 3 1.5% 4 3.9%

 無回答 0 0.0% 0 0.0%

 合計 195 － 103 － 
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〒105-0011 
東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 6 階 
TEL.03-3432-4165  FAX.03-3432-4172 

 

公益社団法人全国老人保健施設協会 
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